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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　何かを捨てて何かを選ぶ。そういった決断が不ふ得え手てなことは、以前から青年も自じ覚かくしていた。

　決断にともなう責せき任にんを恐れている──というわけではない。罪つみを負おうことになろうとも罰ばつを受けることになろうとも、それで話が済すむのなら、彼は甘あまんじて受け止める。天てん秤びんの片方に乗っているのが自分だというのなら、そのシンプルさは青年にとってむしろ救いだ。

　でも、そうでないなら──例えば、天秤の左右に乗っているのが部下の命であったなら。

　彼の思考は、そこでいっぺんに止まるかもしれない。どちらを捨てることも出で来きずに、どちらを救うことも出来ずに。ただただ無む為いに立ち尽つくす自分の姿を思い描えがくことは、彼にとって悲しいほどに容よう易いだ。

　大勢の部下の命を預あずかる将しようとして、その停てい滞たいは致ち命めい的てきな欠けつ陥かんと言えたはずだ。しかし、それなら青年は、どうやって今日まで戦たたかいの日々をくぐり抜けて来たというのか。

　かえりみて、彼は思う──それは、決断の務つとめを、自分ではない誰だれかに預あずけてきたから。

　残ざん酷こくな選せん択たくの全すべてを、黒くろ髪かみの少年と炎えん髪ぱつの少女が、自分に代わって引き受けてくれたから。




　今回もまた、決断したのは彼ではなかった。彼が敬けい愛あいしてやまない二人の仲なか間まだった。

　多くのものを切り捨てる覚かく悟ごを胸むねに、炎髪の少女は彼の前を去さっていった。多くのものを拾い上げられる第三の選択を示しめすことで、黒髪の少年は、青年を選択不能の袋ふくろ小路こうじから救い上げてくれた。




　……しかし、青年は最初から気付いていた。それも本当は違ちがうのだと。

　あの決断のために、黒髪の少年はきっと、誰よりも多くのものを捨てたのだ。今日に至いたるまでの人生を──イクタ・ソロークとしての生き方を、途と方ほうもない決意のもとに擲なげうったのだ。

　自分はまた、それに付いていくだけ。光に誘いざなわれる蛾がのように、ふらふらと後に続くだけ。

　決断を先送りして。選択を丸投げして。そ知らぬ顔で、苦く痛つうの全てを仲間に背せ負おわせて。

　……そんなことで。

　そんなことで、自分は本当に彼らの仲間だと言えるだろうか。

　トルウェイ・レミオンという男に、『騎き士し団だん』の一員として胸を張る資し格かくがあるだろうか。




　──いざって時に引き金を引けないお前には、きっと何も守れやしない。




　長兄あにの言こと葉ばが耳の奥に蘇よみがえる。嘲あざけりと失望の入り混じる表情、冷ややかな瞳ひとみを思い出す。

　その評ひよう価かを否ひ定ていするために、今日まで多くを積み重ねてきたつもりだった。射しや撃げきを修おさめ、戦せん術じゆつを学び、新しん兵へい科かの発ほつ足そくによって戦争を次のステージに推おし進めた。

　手にしたものは狙そ撃げきの技わざ。遠い距きよ離りを隔へだてた敵てきに死を運ぶための技術。

　スコープ越ごしに覗のぞく戦場では、いつだって大切な仲なか間またちが傷きず付つきながら戦たたかっている。

　そんな彼らと、心だけは共ともにあるものと。同じように血を流す覚かく悟ごをもって、自分もまた戦いに臨のぞんでいると。そう固く信じるからこそ、これまで対等の仲間でいられた。

　しかし──だとしたら、なぜ今は、彼らばかり傷だらけなのだろうか。

　心が共にあるというのなら。なぜ自分は、炎えん髪ぱつの少女の背中に一ひと言こともかけられなかったのだろう。黒くろ髪かみの少年の痛いたみを、この期ごに及およんでなお、等しく分かち合っていないのだろう。

　翠すい眼がんの青年は考える。──レミオンの末まつ裔えいとして生まれた自分の義務を。騎き士し団だんの一員としてここに在ある意味を。イクタ・ソロークの仲間として、ヤトリシノ・イグセムの盟めい友ゆうとして、今日まで銃じゆうを手に戦ってきたその理由を己おのれに問とう。

　何を守り、何と戦うのか。──その答えだけは、はっきりと自分の中になければならない。
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　その一日は、いつもと何も変わりなくはじまった。少なくとも帝てい都とバンハタールに生きる大多数の人々にとってはそうだった。

　衰おとろえを知らない太陽の猛もう威いの下、往おう来らいを行き交う人々は活気に満ちている。日用雑ざつ貨かを求めて走り回る者、散さん歩ぽがてら露ろ店てんをひやかして回る者、商品を手に店てん主しゆと値切り交こう渉しようをする者──今日も今日とて、カトヴァーナ最大の都市は平常運行で営いとなまれていると思われた。

「ほらほら、道を開けてくれぃ。馬車が通るぞー」

　荷車を一いつ杯ぱいにした馬車が、群ぐん衆しゆうを割るようにして大通りを行く。御ぎよ者しや台だいで手た綱づなを握にぎりながら、行ぎよう商しよう人にんホルヒドは人目もはばからず酒臭くさいあくびをした。

「くぁぁ、昨日きのうは飲みすぎたな……。早朝に出るはずが昼になっちまった。今日中に積荷こいつを隣となり州しゆうまで運ばにゃならんってのに」

「ホルヒド、もっと水を飲んで。まだ少し顔色が悪い」

　隣に座すわるパートナーの水みず精せい霊れいから気き遣づかわれて、ホルヒドはその胴どう体たいの「水すい口くち」に銅どうのカップを近付ける。まもなく真ま水みずがなみなみと注そそがれて、彼はそれを一ひと息いきに飲み干ほした。喉のどを滑すべり落ちていく冷たさが、後頭部にまでキンと染しみ渡わたる。

「っかぁぁ！　目が覚めたぜ、ありがとよニム」

　二ふつ日か酔よいで鈍にぶっていた頭がしゃっきりと目覚めて、ホルヒドは手綱を握る手に力を込めた。……といっても、人でごった返す往来の中では結局、馬をこれ以上急がせるわけにもいかない。結局は徒と歩ほとそれほど変わらない速度で馬車を進めていると、ふいに顔見知りの商人が声をかけてきた。

「よぉ、ホルヒド。昨日の今日で顔を合わせるとは思わなかったな。朝のうちに出るはずじゃなかったのか？」

「うるせぇぞキンジャシャ。元もとはと言えば昨さく晩ばん、てめぇに付き合わされてしこたま飲んだせいじゃねぇか。これで商しよう機きを逃したらどうしてくれるんだよ、ええ？」

「へへ、飲み比くらべに乗ったのはお前だろうよ。……で、今回は何を運んでるんだ？」

「昨夜ゆうべも話したろうが、本命はカミヌ染ぞめの反たん物ものだよ。帝都じゃ流行はやりが去さりつつあるんだが、他の州に下ればまだまだ売れる。あとは南なん域いき産さんの香こう辛しん料りようもどっさりだ」

「おいおい気を付けろよ。前にお前、香辛料と反物を一いつ緒しよに積んでひどいことになったろ。ろくな備えもせず大雨に行き会った挙あげ句く、布ぬの地じに匂においと色がべっとり移って……」

「駆かけ出しの頃ころのポカをいつまでも持ち出すんじゃねぇよ！　ちゃんと見ろ、今回の荷は全部なめし革がわで包んであらぁ！」

　積み荷を指さすホルヒドの剣けん幕まくに、旧きゆう知ちの商人は笑みをこぼした。

「そうかそうか、なら安心だな。……ま、せいぜい儲もうけてくれよ。続けざまの戦争で、お上には税ぜいを持ってかれる一方だからな。気き張ばって稼かせがないことにゃ自分が食う分もおっつかねぇ」

「言われるまでもねぇ。反たん物ものをさばき終えたら、次は東に向かって軍人相手の荒あら稼かせぎさ。戦せん況きようが厳きびしくなればなるほど、茶ちやでも薬くすりでも飛ぶように売れるぜ」

「調ちよう子しに乗ってると、積荷こいつを丸ごと徴ちよう発はつされるがな。ちゃんと潮しお時どきは見定めろよ？」

「そういうのが余よ計けいなお世話だっての。いつまでも先せん輩ぱいヅラしてんじゃねぇや」

　ホルヒドはそう突つっぱねて鼻を鳴らした。会話はそこで途と切ぎれたが、キンジャシャは後こう輩はいの見送りを買って出るつもりらしく、相変わらず馬車と並んで歩き続けている。そうしているうちに、ほどなく市し街がいの出口が見えてきた──が、

「……あん？　おい、おい。なんだありゃぁ」

　道を塞ふさぐ形で立ちふさがる軍ぐん服ぷくの男たちの姿に、二人は顔を見合わせた。怪け訝げんに思った彼らから問といを投げるまでもなく、厳しい警けい告こくの声が飛んでくる。

「そこのふたり、止まれ！　現げん在ざい、許きよ可かのない一いつ般ぱん人じんに帝てい都とからの出発は許されていない。ただちに市街へ引き返すのだ」

「は、はぁ？」

　ホルヒドは面めん食くらった。禁きん制せい品ひんを取り締しまる検けん問もんの類たぐいかと思ったら、荷物の検査さえなく「通るな」の一ひと言ことだ。とても納なつ得とく出で来きず、彼は血けつ相そうを変えて食い下がる。

「ど、どういうことですかい！　俺はただの行ぎよう商しよう人にんですぜ。荷物だって調べてもらって構いません。後ろ暗いものなんて何一つ運んじゃいませんし、通せんぼされる謂いわれなんて……」

「どうあれここは通せん。ただちに市街へ引き返せ。これは軍ぐん令れいである」

「じゃ……じゃあ、いつまで待まてばいいんです？　あんまり取引先を待たせるわけには」

「封ふう鎖さの解かい除じよ時期は追って通つう達たつする」

　軍人の返答は答えになっていなかった。長い距きよ離りを挟はさんでの問答に焦じれたホルヒドが、馬車を前進させようと手た綱づなを引く。隣となりのキンジャシャが泡あわを食って声を上げた。

「待て、ホルヒド！　それ以上進むな！」

　警告を受けたホルヒドが馬を止めるのと、目の前の軍人たちが一いつ斉せいに風ふう銃じゆうを構えるのとは、タイミングにしてほとんど同時だった。銃じゆう口こうを向けられた商人たちが揃そろって青ざめる。

「もう一度だけ言うぞ、市街に引き返せ。──次は警告では済まん」

　一いつ切さいの妥だ協きようを拒こばむ厳げん格かくさをもって、軍人は告つげた。隣の先輩商人よりも一いつ歩ぽ遅おくれて、ホルヒドはその事実を思い知る。──交こう渉しようの余よ地ちはないのだと。







　同どう刻こく──帝てい都とバンハタールから、南にほど近い位置にある帝国軍中央軍事基地。この場所でもまた、あるいはこの場所でこそ、異い変へんは決定的な形で起こっていた。

「……投とう降こうを願います、元げん帥すい閣かつ下か」

　風かぜ精せい霊れいに弾たまを飲ませ、圧あつ縮しゆく空気の充じゆう塡てんも済すみ、後はもう引き金を引くだけとなった最新の施条風銃エアライフル。それを油ゆ断だんなく両手に構えて、ひとりの将しよう校こうがそう告つげた。同じように武ぶ装そうした四十名余あまりの部下たちと共ともに、たったひとりの相手へ銃じゆう口こうを向けつつ。

「逆さかしまに問とう。その命令に根こん拠きよはあるか、クアルン大たい佐さ」

　反はん問もんの声は余りにも平然としていた。軍ぐん施し設せつの廊ろう下かの真まっただ中、大勢の部下たちから銃を向けられた、帝てい国こく軍ぐんの最高司し令れい官かん──ソルヴェナレス・イグセム元げん帥すいは、その状じよう況きようにあってなお、一いつ切さいの動どう揺ようを見せることがなかった。

「元帥の位い階かいにある私に命令を下せる者は、畏おそれ多くも帝国全軍の統とう帥すい権けんを所有される皇こう帝てい陛へい下かか、さもなくば勅ちよく命めいを受けて名みよう代だいとなった宰さい相しようのみ。いずれにも該がい当とうせぬ貴き官かんの命令には、何ら法的根拠が存そん在ざいしないものと推すい察さつするが」

「お察しの通り、そういった上等なものには持ち合わせがありません。まことに残念ですが、我われ々われは単純な武力によってあなたを恫どう喝かつしているのです、元帥閣かつ下か」

　元帥と対たい峙じする壮そう年ねんの将校もまた、怯ひるむことなく己おのれの無法を認めた。目の前の相手から放たれる無む言ごんの威い圧あつに耐たえつつ、彼はさらに言葉を紡つむぐ。

「とはいえ、そんな我われ々われにも命令系けい統とうならば存在しています。帝国陸軍大たい将しようテルシンハ・レミオン殿どのの命めいのもと、我々は今、あなたに叛はん意いを示している。憂ゆう国こくの想いを等しくする、全すべての仲なか間またちと共に」

「釈しやく明めいは無い、ということか」

　手にしていた書類を床ゆかに落とし、イグセム元帥の両手が腰こし元もとの二に刀とうへ伸びる。その所しよ作さを目にしたクアルン大佐が声を荒あらげた。

「おやめ下さい！　あなたほどの方に、この状況が分からないはずもないでしょう！」

「状況とは何か」

「その恐るべき剣けん腕わんをしても、すでに切り抜けられる局面にはないということです！　我々はあなたひとりを封ふうじるために、直接は一個小隊、間接に至いたっては中隊以上の人員を当てている！」

　配した部下たちの存在を視線で示しつつ、クアルン大佐はなおも叫さけぶ。

「距きよ離りを空けての二列横おう陣じんで、この廊下の前後は塞ふさがせていただいた！　たとえあなたが私を含む一列目を斬きり破やぶったところで、後ろに控ひかえた二列目の銃じゆう撃げきがあなたに集中するのみ！　反対側に活路を求めたところで同じことです！　まさか鉛なまり弾だまを十発吞のんでも生きていられるおつもりか!?」

　喉のども破けんばかりにクアルン大佐は声を張り上げた。圧あつ倒とう的てきに有利な立場にありながら、その姿に余よ裕ゆうは少しもない。彼は知っていたからだ──自分が今、この地上でもっとも強い生き物と対峙しているということを。

「これが最後の警けい告こくです、元帥閣下。武器を捨てて投とう降こうしてください！　さもなくば発はつ砲ぽうするのみ！」
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　二に刀とうの柄つかからわずかに両手を浮かせた状じよう態たいで、イグセム元げん帥すいは押し黙だまった。息いき詰つまる沈ちん黙もくが場を支配する。風ふう銃じゆうを握にぎる兵士たちの手にも次し第だいに力がこもり──瞬しゆん間かん、彼らの耳じ朶だを打ったのは、仲なか間まの絶ぜつ叫きようと地を打つ馬ば蹄ていの音だった。

「っ……」

　クアルン大たい佐さの表情が一気に張り詰つめる。建物の周しゆう囲いを固めている部隊が、何者かの襲しゆう撃げきを受けている──その状じよう況きようを瞬時に想像した。だが動どう揺ようはしない。ここは二階の廊ろう下かだ。敵てき勢せい力りよくが包ほう囲いを突つき抜けて元帥のもとに駆かけつける──その最悪の想像が現実になるとしても、まだいくらかの猶ゆう予よがあるはずだった。それまでに相手を拘こう束そくしていれば問題はない。

「……五秒待まちます。武器を捨ててください、元帥閣かつ下か！　５、４──」

　秒読みを始めたクアルン大佐だが、その終わりを待たず、背はい後ごの廊下から響ひびいていた蹄ひづめの音がにわかに勢いを増した。外からの反はん響きようにしては音が近すぎる。そう思った後列の兵士たちが視し線せんを背はい後ごに向けた瞬間、彼らの目に考えられないものが映った。

「──ほっ！　ここにいやがったかぁぁぁぁぁッ！」

　彼らが目にしたのは、およそ信じがたいことに、屋内の階段を駆け上ってきた騎き兵へいの一団だった。先頭を駆ける馬には凄せい絶ぜつな笑えみを浮かべた老兵がまたがり、束たばねた炎えん髪ぱつを後ろにたなびかせている。何よりも目に付くのは、左の肩かた口ぐち。その先には腕が存在していない。

「後列、迎むかえ撃うて！」

　背はい後ごに目を向けて隙すきを晒さらすという愚ぐを犯おかさず、瞬時に命令だけを下したクアルン大たい佐さの判断は、掛かけ値ねなしに称しよう賛さんされるべきものだったろう。だが──ほんの二秒にも満たない発言の間、そこに生じた隙ともいえない極きよく微びの間かん隙げきに、イグセム元げん帥すいは二に刀とうを鞘さやから走らせていた。

「疾シ」

　銃じゆう兵へいたちが引き金を絞しぼる指の動きよりもなお早い、疾しつ風ぷうすら置き去ざりにするほどの踏ふみ込み。その刹せつ那な、クアルン大佐の両りよう腕うでは肘ひじから先を喪そう失しつした。

「───ぁ──」

　彼の命令が遅おくれたわけではない。部下の反応が鈍にぶかったわけでもない。責せき任にんを問とうことは誰だれに対しても出で来きないだろう。クアルン大佐の部隊は確かな実力のもとにベストを尽つくした。

　彼らにとっての不運は、相手がイグセムだったこと──ただその一点に尽きるのだ。

　死が、吹ふき荒れた。手足が首が胴どう体たいが、風ふう銃じゆうのバレルが、肉も骨も鉄も関係なく斬きり飛ばされて宙ちゆうを舞まう。その二刀の軌き跡せきは、目にした瞬しゆん間かんがすなわち絶命を意味した。一いつ切さいの抵てい抗こうも逃走も許すことなく、ただ屍しかばねだけが塁るいをなす。横よこ薙なぎのサーベルが首を断ち、突つき穿うがつマンゴーシュが心しん臓ぞうを串くし刺ざしにし──炎えん髪ぱつの元帥を中心とする空間では、命の終しゆう焉えんが果てしなく連れん鎖さした。

「そのまま抜けろや、ソルヴェナレス！」

　その剣けん鬼きの頭上を、老ろう兵へいの駆かる軍馬が軽々と飛び越こえていった。そのまま後に続く部下ともども、廊ろう下かの反対側で射しや撃げき姿勢を取った敵勢──銃兵横おう列れつへ向かってひた走る。

「突っ込んで……!?」「ちっ、舐なめるなよ！」

　だが、不意を突いた先ほどとは違ちがって、それは明らかに無む謀ぼうな試こころみだった。迎げい撃げきの準備を終えた銃兵たちが戦意を剝むき出しにし、馬ば鹿か正直に突とつ進しんしてくる相手へ銃じゆう口こうを向ける。

「撃てぇっ！」

　圧あつ縮しゆく空気の爆はぜる音が廊下を幾いく重えにも響ひびき渡わたり、先頭を走る老兵の馬は、ひとたまりもなく斉せい射しやの餌え食じきとなった。鉛なまり弾だまを受けた馬体が力を失い、ぐらりと傾かたむいて倒たおれ込んでいく。

「ほっほぉ！」

　だがその瞬間、炎えん髪ぱつの老兵はまたがっていた馬の鞍くらを足の裏うらで蹴けった。疾しつ走そうの勢いのまま放物線を描えがいて宙を舞う体。半なかば呆ぼう然ぜんとそれを見届けた銃兵たちの目前に、老兵はほとんど音を立てず軽やかに着地し──その隻腕で、腰こし元もとのサーベルをぞろりと引き抜く。

「そのおもちゃで我われらを討うつ気かよ、小こ童わつぱども！　片かた腹はら痛いてぇなぁ！」

　獣けものじみた凶きよう笑しようを合あい図ずに、第二の惨さん劇げきが幕まくを開けた。銃兵たちが次の射しや撃げきへ向けて空気を圧縮するまでの間は、老兵のサーベルが五人の命を刈かり取るまでの時間に相当した。

　鋼はがねの軌跡が一いつ閃せんする都つ度ど、切り裂さかれた兵たちの体から鮮あざやかな血の花が咲さく。己おのれの間合いで対たい峙じした相手に一いつ切さいの生存を許さない──老人の振るうそれは、一いつ刀とうにして紛まぎれもないイグセムの剣けんだった。

「ひ……ぁ……！」「う……うわぁぁぁああああっ！」

　ここに及およんでついに、クアルン大たい佐さの兵たちの喉のどから悲鳴がほとばしる。修しゆ羅らの巷ちまたと化した廊ろう下かの光景が、理り屈くつを越こえた絶望を彼ら全員に共有させた。どうしようもなく分かってしまったのだ──ここはすでに死地であり、自分たちはただのひとりも生き延びられはしないと。

　はたしてその予感は的中する。壊かい乱らんした銃じゆう兵へいたちの戦せん列れつに、老人に続いてきた騎き兵へいたちがさらなる追い打ちをかけたのだ。蹂じゆう躙りんに次ぐ蹂躙。完全に勢いを手にした彼らが廊下内の残ざん敵てきを掃そう討とうするまでに、さしたる時間はかからなかった。

「ふん、他愛たわいもねぇ！」

　殺さつ戮りくがひと段落すると、朱しゆに染そまった床ゆかを踏ふみしめて、隻せき腕わんの老人が悠ゆう然ぜんとその場に立つ。二に刀とうを鞘さやに納めたイグセム元げん帥すいが、静かな所しよ作さで敬けい礼れいした。

「助じよ勢せいを頂いただき恐きよう縮しゆくです。ヨルンザフ・イグセム名めい誉よ大たい将しよう殿どの」

「手て前めェより下の階級で大だい先せん輩ぱいを呼ぶんじゃねぇ！　……いや、そんなケチ付けてる場合でもねぇか。一体どうしたってんだぁ！　久しぶりに呼ばれて来てみたら、懐なつかしの基地が上へ下への大騒ぎじゃねぇか！」

　荒あらっぽい口く調ちようで問とわれると、イグセム元帥は足元に横たわる将しよう校こうの亡なき骸がらに目を向けた。

「クアルン大佐の発言と状じよう況きようより判じて、レミオン大将の主しゆ導どうによるクーデターが起こったものと」

「テルシンハの小こ僧ぞうっ子が？　おいおい、いつの間にそこまでこじれてたんでぇ。ここ三代の間じゃ例外的に仲なか良よかったろうがよ、お前めェらは」

　眉み間けんにシワを寄せつつ、隻腕の老人──ヨルンザフ・イグセム名誉大将がぼやく。だが、そうやって元帥と話を続けながらも、一方ではこなれた指し揮きぶりで部下たちを取りまとめていた。わずかな時間で統とう制せいを取り戻し、狭せまい廊下に騎兵たちが整然と立ち並ぶ。

「まぁいい、なんにせよ今は動くぞ。レミオン派はが全力で起こしたクーデターだってんなら、この基地が乗っ取られるのはもう時間の問題だ。なるたけ多くの部下を引っ張って逃げるしかねぇ。反はん撃げきはその後でもいい」

「同意致いたします。現げん在ざい、名誉大将殿の手て勢ぜいは」

「分かってんだろ、退たい役えき軍人の手持ちなんざ騎兵一個中隊がせいぜいだよ。あといい加か減げんに叔父おじ上うえって呼べやオイ」

「承しよう知ち。機動力を活いかし、抵てい抗こう中ちゆうの友ゆう軍ぐん勢力と合流を試こころみることに」

　淡たん々たんと言って身をひるがえし、イグセム元帥は廊下を進み始める。とことん無ぶ愛あい想そうな奴やつだな、相変わらず──そう呆あきれつつ、隻腕の老将もその後に続いた。







　帝てい都とバンハタールの中央にそびえる宮きゆう殿でんの敷しき地ち内ない。皇こう帝ていが起き居きよする御ご所しよへと続く石いし畳だたみを、大勢の部下を引き連れた翠すい眼がんの将しようが、険けわしい面おも持もちで闊かつ歩ぽしていた。

「止まりなさい、止まりなさい！」「事前の約やく束そくもなく、いったい何事か！」「軍人の足で御所の庭先を汚すなど、無礼にも程ほどが……！」

　引き留めにかかる侍じ従じゆうたちをぞんざいに押しのけて、テルシンハ・レミオン大たい将しようはさらに歩みを速める。目指す御所の最上階──皇帝の閨ねやを、視し線せんの先にひたと見み据すえて。

「おやおや、どうされましたかな、レミオン大将殿どの。そのように血けつ相そうを変えて」

　場ば違ちがいに気さくな調子で割り込んできたのは、病的な太り方をしたトーガ姿の男性──帝てい国こくの上流貴き族ぞくに名を連ねるハンバイ・サンザーリ伯はく爵しやくだった。宰さい相しようトリスナイの肝きも煎いりで侍従長を務つとめている男で、日ひ頃ごろから御所にはよく出入りしている。

「そう早まらずとも、陛へい下かのお耳に入れたい儀ぎがおありなら、いつものように私を通してくださればよろしいのに。お互たがい長い付き合いではありませんか、ふふふ……」

　いやらしい笑えみを浮かべてすり寄ってくる伯爵を、レミオン大将は冷え切った目で一いち瞥べつする。

「サンザーリ伯爵……」

　相手の言う通り、長い付き合いだった。だからこそ、賄わい賂ろを渡さないことには言こと伝づての役割さえ果たさない男だと知っていた。そのための金きん子すを捻ねん出しゆつし続けた日々がどれだけに及およぶか──無む為いの年月を苦にが々にがしく思い出しつつ、翠眼の将は口を開く。

「……貴き公こうには前々から、ひとつ言いたいことがあった」

「は、なんですかな？」

「報告をねじ曲げない。小こ遣づかいを求めない。運ぶ距きよ離りを厭いとわない。──以上の理由から、貴公よりも伝でん書しよ鳩ばとのほうが遥はるかに優ゆう秀しゆうなのだ」

　鋭するどすぎる皮ひ肉にくに伯爵の顔が引きつった。だが、その口が何らかの文もん句くを紡つむぐ前に、大将の周しゆう囲いにいた銃じゆう兵へいたちが次々と風ふう銃じゆうを構える。

「え……あ……？」

　銃じゆう口こうを向けられた伯爵は、慌あわてるというよりも、状じよう況きようを吞のみ込めていない様よう子すで立ち尽つくしていた。相手のそんな有あり様さまに、レミオン大将は言いようのない呆あきれを覚える。──この男は、軍人というものを便利な財さい布ふかゴミ箱ばことしてしか見ていなかった。おそらく何の罪ざい悪あく感かんもなく、呼こ吸きゆうするように搾さく取しゆと酷こく使しを繰くり返してきたのだろう。だから、自分が怨うらまれていることさえ知らなかったのかもしれない。最後の最後、今この瞬しゆん間かんまで。

「いや、ご冗じよう談だんを──」「撃うて」

　もはや交かわす言こと葉ばはなかった。短い命令と共ともに、空気の爆はぜる音が重なった。計四つのバレルから射しや出しゆつされた鉛なまり弾だまは、頭部と胸きよう部ぶに二つずつ食い込んで伯爵の命を速やかに奪うばい去さった。

　でっぷりと肥こえた体が崩くずれ落ち、聖せい域いきを示すように白かった石いし畳だたみを、死体から流れ出した朱しゆ色いろのじゅうたんが覆おおい始め──そこでようやく、状況を理解した侍従たちの悲鳴が合がつ唱しようする。

「行くぞ」

　虫けらを一いつ匹ぴき踏ふみつぶした程てい度どの感かん慨がいも示さず、部下たちに命じて、翠すい眼がんの将しようは再ふたたび歩き始めた。逃げ惑まどう侍じ従じゆうたちを横目に、その唇くちびるが決然とつぶやく。

「帝てい国こくの未来に、佞ねい臣しんは残さない。──ただのひとりも」







「き、貴き様さまら、ここをどこだと思って──」「待まて、何が望みだ!?　金が要いるなら──」「やめろ、撃うつな、撃つなぁぁぁ！」

　宮きゆう殿でんのあちこちで金かな切きり声が上がっていた。それは多くの場合が命いのち乞ごいか断だん末まつ魔まで、両方を兼かねることも珍めずらしくはなかった。

　宮殿に乗り込んだレミオン派はの兵士たちの仕事は手早かった。畑の害虫を一匹一匹潰つぶすように、首しゆ尾び一いつ貫かんしてほとんど口も利きかないまま、彼らは目に付いた貴き族ぞくたちを殺さつ戮りくして回っていったのだ。

「後ご生しようだ、許してくれ、許してくれぇ……！」

「あ、弾たま切ぎれだ」「気を付けろ。ほらよ」

　ある兵士は、地に伏して許しを請こう貴族の目の前で平然と弾を込め直して、それから再ふたたび後頭部に銃じゆう口こうをあてがい引き金をしぼった。別のある兵士は、発はつ砲ぽうの寸すん前ぜんに弾がもったいないと感じたために、銃を使わず四階の窓まどから相手を蹴けり落とした。

　血に酔よっているわけではない。むしろ彼らはひどく醒さめていた。貴族たちの命を刈かり取る行為には少しの高こう揚ようも罪ざい悪あく感かんも伴ともなわず、そうした殺戮は兵士たちにとって初めてのものだった。代わりに抱いたのは素そ朴ぼくな嫌けん悪お感かんと強きよう硬こうな義ぎ務む感かん。彼らは誰だれしも一いち様ように、「この馬ば鹿か馬鹿しい大おお掃そう除じを一いつ刻こくも早く終わらせなければならない」とだけ考えていた。







　そして、御ご所しよの四階北側。一階ごとに位置が変わる階段を駆かけ足に登り詰つめて、ついに皇こう帝ていの閨ねやを目前にしたレミオン大たい将しようは、その扉とびらを前に深しん呼こ吸きゆうを重ねる。

「……御ご無ぶ礼れい仕つかまつります、陛へい下か」

　片手で扉を押すと、錠じよう前まえの固い感かん触しよくに拒こばまれる。大将に目配せを受けた部下たちが風ふう銃じゆうを構え、扉の蝶ちよう番つがいを狙ねらって発砲を重ねた。耳障ざわりな金属音を何度か経へて、砕くだけた蝶番が弾はじけ飛ぶと、錠前もその意味を失う。

　倒たおれた扉の向こう側に覗のぞくのは、この世でもっとも贅ぜいを尽つくした寝しん所じよの有あり様さまだった。が、多くの調度品が幅はばを利きかせる一方で、それらを鑑かん賞しようする主人の姿は室内のどこにも見当たらない。王者のベッドには虚きよ無むだけが横たわっている。その空白を目にした瞬しゆん間かん、レミオン大将の表情が一いつ気きに険けわしさを増した。

「……探さがせ！　どこかに隠かくれているはずだ！」

　苛いら立だちのにじむ命令は、すでに自じ力りきではベッドから起き上がることも困こん難なんなはずの今きん上じようを指したものではない。レミオン大たい将しようにとって、皇こう帝ていはあくまでも腐ふ敗はい貴き族ぞくたちの手から救い出すべき存そん在ざい。この血なまぐさい大おお掃そう除じにおいて、何を置いても片づけなければならない相手は別にいる。

「出てこいトリスナイ・イザンマ！　無む駄だな足あ搔がきだ！　もはやこの国のどこにも、貴き様さまが安あん穏のんと息いきをつける場所は残っていない……！」

　ありったけの殺意を込めて大将は吼ほえた。怨おん敵てきの名を叫さけぶ声が、広い閨ねやの中にわんわんと反はん響きようする──。
















　夜よ闇やみに沈んだヒオレド鉱こう山ざんのふもと。山上に立てこもる敵てき勢せい力りよくを取り囲む形で陣じん取どった帝てい国こく軍ぐんは、その圧あつ倒とう的てきに有利な状じよう況きようとは裏うら腹はらに、夜を徹てつして退たい却きやくの準備を進めているところだった。

「急ぎ梯てい団だんを組め！　夜だからと寝ねている暇ひまはない、事は一いつ刻こく一いつ秒びようを争うぞ！」

　一日前とは別物と呼んでいい力強さで、帝てい国こく陸りく軍ぐん少しよう将しようクバルハ・シバの檄げきが飛ぶ。それを受けて走り回る兵士たちの熱気のせいで、ただでさえ寝苦しい旧きゆう東とう域いきの熱帯夜は、常つねよりもいっそう蒸し暑さを増しているようでさえあった。

　今回、鉱山奪だつ還かんのために動員された陸軍兵力は、後こう方ほう支し援えんを除のぞいて一万あまり。だが、レミオン派はによるクーデターの発生にともなって、すでにイグセム派に属する二千が帝国へ呼び戻されている。

　そして今、残る八千がそれに続こうとしていた。イグセムにもレミオンにも属さない第三勢力。イクタ・サンクレイの号令のもとに蘇よみがえった在ありし日の伝説、「旭日連隊グラ・メストエリ」の面々が。




「……で、付き合えっていうんですか。あたしたちに」

　とはいえ、全員の足並みが揃そろっているわけではなかった。なにしろ兵士たちの中には、大たい勢せいが決まった後でその事実を知らされることになった者のほうが多い。スーヤ・ミットカリフ曹そう長ちようもそのひとりだ。そんな彼女はたった今、冷たい表情で年下の上じよう官かんと向き合っていた。

「うん。一いつ緒しよに来て欲ほしい」

　現実的な優ゆう先せん順じゆん位いの問題で、彼女らへの説明は将しよう校こうたちより後回しにせざるを得なかった。その面での後ろめたさを抱かかえながらも、イクタは従じゆう軍ぐん当初から付き合い続けた副ふく官かんに協力を求めている。上官として命じるのではなく、一個人として頼たのみ込む形で。

「君たち光こう照しよう兵へい第四中隊は、僕にとって替えの利きかない宝たからだ。僕の用よう兵へい思し想そうを理解した上で実じつ践せんしてくれる部隊っていうのは、どうあっても一いつ朝ちよう一いつ夕せきじゃ育成出で来きないものだからね」

「…………」

「中でもスーヤ、君という副官は特別だ。現場レベルでの指し揮きに関していえば、君はとっくに僕の代わりが務つとまっている。このまま中隊を引き継ついだところで兵たちに混こん乱らんはないだろう。僕はもっとも頼みとする部隊の戦力を損そこなわないまま、連隊の運うん営えいに全力を傾かたむけることが出来るってわけで──」

「勝手な話ですね。聞いていれば、さっきから自分の都つ合ごうばかり」

　スーヤが冷たく切って捨てると、イクタは苦にが笑わらいを浮かべて黙だまり込んだ。その芸のない様よう子すが無む性しように腹はら立だたしくて、彼女は感情的に声を荒あらげた。

「そこで黙ってどうするんですか！　あたしたちを巻き込もうっていうなら、それらしい理由で説得してみせてください！　国家の危機だとか、軍人としての責せき務むだとか……！」

　にらみ付けてくるスーヤに対して、浮かべた苦く笑しようはそのままに、イクタは首を横に振った。

「国が危ないのは事実さ。でも、それだけなら放っておいてもよかったんだ。だって今に始まったことでもない。もうずいぶん昔むかしから、帝てい国こくは歴史の下り坂を転がり落ちているのだし」

「…………っ」

「軍人の責務、というのも難むずかしい問題でね。国民の生命と財ざい産さんを守り、その平和を保つ──この根本的な部分に関しては、イグセム元げん帥すいもレミオン大たい将しようも志こころざしを同じくしている。帝国に対する思いの強さは、きっと僕なんかとは比ひ較かくするのもおこがましいほどだろう。それでもクーデターは起こってしまった。なんとも難なん儀ぎなことだよ」

　ため息いき混じりに言いつつ、少年は自じ嘲ちよう気ぎ味みに肩をすくめる。

「そんなふたりが争あらそっているところに、似に合あいもしない憂ゆう国こくの士しを気取って割り込む度ど胸きようなんて、僕にはないよ。だいたい天下国家を論じるまでもないんだ。今回のクーデターに横よこ槍やりを入れる動機なら、もっと身みの丈たけに合ったやつが僕にはある」

「……なんですか、その動機って」

「ヤトリを喪うしないたくない」

　少しの間も置かず、イクタは即そく答とうした。迷まよいなく紡つむがれたひとつの名前を聞いて、スーヤの胸むねの奥にずきりと痛いたみが走る。

「彼女はこの戦たたかいで、今までよりもずっと厳きびしくイグセムであることを求められる。それが一線を越こえてしまえば、もう元もとの在あり方には戻れない。クーデターの成せい否ひにかかわらず──君にも分かるだろう？」

　問われたスーヤが言こと葉ばに詰つまった。かつて北ほく域いき動どう乱らんのさなか、彼女もそれを目にしていたからだ。悠ゆう久きゆうの年月の中に積み重ねられた炎えん色しよくの宿しゆく業ごう。イグセムの末まつ裔えいに生を受けたという事実の、途と方ほうもない重み──。

「だから、そうなる前に争いを止める。彼女がひとりでも多くの同どう胞ほうを斬きらずに済すむように。次に会った時、いつも通り軽かる口くちを叩たたいて笑い合えるように。……そのために君の助けが必要になる。力を貸してくれ、スーヤ」

　そう言ったのを最後に、イクタは説得を完全に打ち切った。言葉を飾かざることも、大たい義ぎを取り繕つくろうこともなく、自分の中にあった想いをそのまま手渡しただけ。打ち捨てるも踏ふみにじるも、全すべては相手に委ゆだねた。黒くろ髪かみの少年に思い付く、それが唯ゆい一いつの誠せい意いの示し方だった。

　鉛なまりを煮に詰つめたような沈ちん黙もくが下りた。怒いかりに燃えるふたつの瞳ひとみが少年をにらみつける。スーヤは真しん剣けんに決意した──少しでも目をそらしたら、その瞬しゆん間かんに喉のど笛ぶえに嚙かみついてやろうと。

　母との関係を知った時にも増して、胸の中で湧わき上がる殺意は本物だった。だって、彼はひどいことを言った。目の前の女に──スーヤ・ミットカリフに命を懸かけさせるための理由に、臆おく面めんもなくヤトリシノ・イグセムの名前を出したのだ。その罪つみに自じ覚かくがないような男も、口にしてから罪つみ深ぶかさに怯ひるむような男も、今すぐ地じ獄ごくに落ちて骨ほねまで焼かれるべきだ。

　けれど腹はら立だたしいことに、少年は目をそらさなかった。向けられる非ひ難なんの全すべてから逃げず、その責せめ苦くを甘あまんじて受け止めていた。──それはつまるところ、彼は全てを承しよう知ちの上で自分の前に立っているということで。かたくなな沈ちん黙もくは、罪をかわすための詭き弁べんを決して弄ろうするまいとする意志の表れで。

　相手は何もかも知った上で、この自分の裁さばきを待まっているのだと、スーヤは悟さとってしまった。

「…………はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ…………」

　引き結んだ口くち元もとがほつれ、爆ばく発はつ寸すん前ぜんまで膨ふくれ上がっていた感情のうねりが、肺はいの中の空気と一いつ緒しよに力なく漏もれ出していく。──それはたぶん、彼女の人生で最大のため息いきになった。

「……徹てつ頭とう徹てつ尾び、自分の都つ合ごうばっかりですね。国の危機はどこにいったんだか」

「そっちは気を付けないと忘れそうになる」

「ええ、ええ、だと思いましたよ。あーもう、ああもう……あああもうっ！　本当に、本っ当に、本っっっ当に仕方ない人ですね！　そんなんじゃ、あたしが代わりに覚えておくしかないじゃないですか！」

　呻うめくように言いながら、スーヤは両足で地じ団だん駄だを踏ふむ。

「勘かん違ちがいしないでくださいね！　あなたに任せておけないから、仕方なく手伝ってあげるんですよ！　ヤトリシノ中ちゆう尉い殿どのに帰ってきて欲ほしいのは、あたしだって同じなんですから！」

　それが精いっぱいの意地だった。黒くろ髪かみの少年はうなずき、そして微笑ほほえんだ。

「ありがとう、スーヤ。君が副ふく官かんでよかった」

「お礼なら全部終わってからにしてくださいっ。時間もないんでしょう、あたしは何をすればいいんですか!?」

　命令を受け取るとすぐさま、涙なみだのにじんだ両目を見られないように身をひるがえして、スーヤは上じよう官かんの前から走り去さっていった。その背中を見送るイクタに、これまで少し離はなれた場所から様よう子すを見守っていたシャミーユ殿でん下かが歩み寄る。

「……いつか刺さされるぞ、そなた」

「なんですかいきなり」

　それ以上は何を言うでもなく、姫ひめ君ぎみは少年の隣となりで黙だまり込んだ。その沈黙が含ふくむところもやはり沈黙で受け流して、イクタは視し線せんを大だい天てん幕まくの入り口に向ける。

「みんな、うまくやってくれてるといいんですがね。部下の士し官かんや下士官の性格によっては、離り脱だつする兵がごっそり出てきても不ふ思し議ぎはありません。誰だれもがスーヤのように味み方かたしてくれると考えるのは虫が良すぎる」

「……そうであるな。しかし、余よはそれほど心配していない。これまでの部下たちの中から離脱する者は、いるとしてもわずかであろう。そなたたちが実じつ戦せんを通して培つちかってきた信しん頼らいは、彼らにとっても決して軽いものではないはずだ」

「そうであって欲ほしいところです。正せい規きの命めい令れい系けい統とうという裏うら付づけを失ってしまえば、僕たちに残るのは兵たちとの純じゆん粋すいな信しん頼らい関係だけですからね。その積み重ねが不足していたとすれば、いつ背中を撃うたれても文もん句くは言えない──」

　自分で言ったことなのに、イクタは背せ筋すじがぞっと冷えるのを感じた。──と、ふたりの間でやや重くなった空気を突つき破やぶるように、壮そう年ねんの将しよう校こうが大おお股またに歩み寄ってくる。

「連れん隊たい長ちよう殿どの、いくつか相そう談だんがある！」

　兵たちの監かん督とくをいったん切り上げてきたシバ少しよう将しようが、イクタに向かってそう叫さけんだ。精せい気きに満ちた野の太ぶとい声は、つい先日までとはまるきり別人のようだ。

　少年が「どうぞ」とうなずいて応じると、少将は再ふたたび口を開く。

「まず一点。第三皇おう女じよ殿でん下かの親しん衛えい隊たいの処しよ遇ぐうについてだ。今も姫ひめ君ぎみを返せとわめいているが、彼らの扱あつかいはいかがする？」

「気の毒どくですが、要よう望ぼうには応じられません。皇こう族ぞくを警けい護ごする立場上、彼らは全員がイグセム派はの軍人で固められています。この状じよう況きようでは僕たちの行動そのものに同どう調ちよう出で来きないでしょう。引き続きお姫ひめさんとは隔かく離りしておきます」

「やや甘あまい処しよ置ちに思えるが」

「後のち々のちのことを考えればこそ、それしかないんですよ。早まって彼らを始し末まつなんてした日には、イグセム派との交こう渉しよう可か能のう性せいを自分から投げ捨てるようなものです。丁てい重ちように取り扱ってやるのが一番いい」

「こちらが丁てい寧ねいに振ふる舞まったところで、我われ々われの行動を知ったイグセム元げん帥すいが態度を和やわらげるとも思えんがな。もう一度訊きくが、本当にそれでいいのか？　彼らを無事でいさせるということは、その分だけ敵てき勢せい力りよくに利する結果にも──」

　少将の言こと葉ばが唐とう突とつに途と切ぎれる。頭ひとつ高い彼の鼻先に、イクタの掌てのひらが突つきつけられていた。

「……少将、言葉には気を付けてください。鉱こう山ざん上じようのキオカ軍勢力を除のぞいて、現時点で我々に『敵てき』は存そん在ざいしません。僕たちの目的は帝てい国こく内ないで起こったクーデターの平和的調ちよう停ていです。国体の打だ倒とうでも、まして軍事権力の簒さん奪だつでもない。打倒すべき敵は帝国のどこにもいないんです」

　断だん固ことした口く調ちようで少年は述べた。それを聞いて、シバ少将は満足げにうなずく。

「失礼した、連隊長殿。以後はくれぐれも気を付けよう」

　濃のう厚こうな含ふくみのあるやり取りに、イクタは黙だまって肩をすくめた。……こうして試ためされても、文もん句くは言えない立場なのだ。

　現実として、『旭日連隊』の武力に第三皇女の権けん威いを重ねれば、この機に乗じて国の乗っ取りを画かく策さくすることさえ可能だ。イクタがそういう短たん絡らく的てきな野や心しんに駆かられない人間だという保ほ証しようは、今のところ彼自身の中にしか存在していない。今はそのつもりがないのだとしても、未来のことまでは誰だれにも分からない。

　イクタ・サンクレイの意志がどの方向を向いているのか、そのベクトルに揺ゆらぎはないか。この先ずっと、シバ少しよう将しようにはそれを見み極きわめ続ける義務があり──黒くろ髪かみの少年にもまた、その期待に応こたえ続ける責任がある。バダ・サンクレイの威いを借りて得た立場は、それだけ重いものなのだから。

「当面の間、お姫ひめさんの警けい護ごには僕たちの部下から人員を割さきますので」

「了りよう解かいした、それがもっとも確実だろう。では二点目だが──」

「ソローク中ちゆう尉い殿どのっ！　ソローク中尉殿はおられますかぁぁぁっ！」

　シバ少将が次の話題に移ろうとした瞬しゆん間かん、天てん幕まくの外から何者かの大声が響ひびいた。周しゆう囲いの将しよう校こうたちが何事かと眉まゆ根ねを寄せる中、布一枚隔へだてた向こう側からは押し問もん答どうの気け配はいが伝わってくる。

「なんだ貴き様さま！　今ここには中尉以上の将校しか入れんと言っている！」

「そこを曲げて、どうか入れて欲ほしいのであります！」

「訳わけの分からんことを……とっとと去され！　営えい倉そうにぶち込まれたいか!?」

「大いに困るのであります！　それでは姫ひめ殿でん下かをお守り出で来きませぬ！」

　聞き覚えのある女性の声に、イクタとシャミーユ殿でん下かは顔を見合わせる。護ご衛えいに見み繕つくろった兵士たちに姫君を預けてから、少年は話を中断して外へ向かった。天幕の入り口を抜けて間もないところで、言い争あらそっている当事者たちと出くわす。

「……ルカーンティ准じゆん尉い？」

　軽けい甲かつ冑ちゆうを身にまとう女性の姿をそこに見て、イクタはやや困こん惑わくしつつ声をかける。年上の士し官かんと取っ組み合う寸すん前ぜんの状じよう態たいだった彼女も、少年の姿に気付いてぱっと表情を明るくした。

「おお、ソローク中尉殿でありますか！　よかった、ちょうど貴き官かんにお目通りを願っていたところであります！」

「いや、それより君、なんでまだここにいるの。ヤトリと一いつ緒しよに帝てい国こくへ向かったんじゃなかったの？」

　いまひとつ状じよう況きようが分からず、少年は首をかしげた。彼女の振ふる舞まいが示すように、ハルグンスカ家は騎き士し道どうの伝でん統とうを重んずる保守寄りの家いえ柄がらだ。ルカーンティ自じ身しんがヤトリを慕したっていたこともあって、今回のクーデターでは、彼女もイグセム派に付いて戦たたかうものとばかりイクタは思っていた。

「は！　むろん小しよう官かんもそのつもりでありましたが、ヤトリシノ中尉殿よりご意見を賜たまわりまして。それを踏ふまえて考えた末、こちらへ残ることに決めたという次し第だいであります」

「ヤトリに？　何と言われたの」

「『私と一緒に来るよりも、私に代わって第三皇女殿下を守ってくれないかしら』と。他ならぬヤトリシノ中尉殿にそう頼まれては、断る理由などあろうはずもなし。国家の基たる皇こう族ぞくを守しゆ護ごし奉たてまつることは、小官の奉ほうじる騎士道にあって最上の名めい誉よでありますからな！」

　ルカーンティ准尉は誇ほこらしげに胸を反そらして、それから思い出したように、小こ脇わきに抱かかえていたバインダー付きの書類を差し出した。

「これが推すい薦せん状じようであります！　お確かめを」

　クスの周照灯ランタンを頼たのみに、イクタはさっそく紙面を改あらためた。そこには確かにヤトリの筆ひつ跡せきで、ルカーンティ准じゆん尉いを姫ひめ君ぎみの近この衛えとして推薦する由よしが記しるされている。具体的な扱あつかいはイクタに一任する、とも付されていた。

　内容をひと通り読み終えると、少年は腑ふに落ちた思いで相手に視し線せんを戻す。

「事情は分かったよ。それじゃ、君はこっちに残ってお姫ひめさんを守ってくれるんだね」

「左さ様ようであります！　卑ひ小しようの身ながら全ぜん身しん全ぜん霊れい、姫ひめ殿でん下かをお守りする所しよ存ぞんでありますっ！」

「う、うん、ありがとう……。それじゃ、とりあえず自分の部隊をまとめて待たい機きしていてもらえるかな。今は撤てつ退たいに向けて軍を再さい編へん成せいしているところなんだ。君の所属が決まったら改めて声をかけるから」

「承しよう知ちいたしました！　では、委い細さいお任せいたしますゆえ！」

　元気よく敬けい礼れいすると、ルカーンティ准じゆん尉いはすぐさま回れ右して走り去さっていった。その背中を苦く笑しよう気ぎ味みに見送ってから、イクタは再ふたたび大だい天てん幕まくの中に戻っていく。シバ少しよう将しようとシャミーユ殿下が怪け訝げんな顔で待まっていた。

「うーん、やっぱりあの娘こは苦手だな……。兄と同じで勢いにアテられそうになる」

「どういうことだ、ソローク。ルカーンティ准尉は我われ々われに付くのか？」

「ええ、まぁ。ヤトリの置き土産みやげってところです。直じき筆ひつの推薦状までしたためてありましたよ」

　イクタから渡された書類に目を通す間、バインダーを握にぎる姫君の手はかすかに震ふるえた。

「これは……自分が抜ける分の埋うめ合わせ、ということであろうか……」

「それもないとは言いませんが、どちらかと言えばルカーンティ准尉への気き遣づかいでしょう。イグセム派として今回のクーデターに抗あらがうなら、どうあっても同どう胞ほうとの殺し合いは避さけられません。元がん来らい味み方かただった相手を線引きして敵てきに回すんですからね。兄譲ゆずりで仲なか間ま想おもいの彼女は、きっとそれに耐たえられないし──もっと残ざん酷こくに言えば、戦場で役に立ちません」

「…………」

「後こう輩はいをその葛かつ藤とうに追いやらないために、ヤトリはあえて彼女を連れて行かなかったんでしょう。『目の前のお姫さんを守るために』戦たたかうというスタンスが、ルカーンティ准尉にはいちばん適てきしていると判断したんです。ついでに、僕の陣じん営えいならその通りに扱ってやれるともね」

　推薦状をじっと見つめたまま、シャミーユ殿下は唇くちびるを嚙かんで押し黙だまる。そんな彼女に意識を残しつつも、イクタはシバ少将に視線を移した。

「話をさえぎってすみません。二点目は？」

「──ああ、それだが。目の前のキオカ軍についてだ。とりあえず鉱こう山ざんの奪だつ還かんは諦あきらめるということでいいのか」

「ええ、この状じよう況きようで二に莵とを追ってる余よ裕ゆうはありませんからね。未み練れんは残さず、全軍で回れ右しましょう」

「全軍で、か。……圧あつ倒とう的てき有ゆう利りな状況にあった我われ々われが撤てつ退たいすれば、あちらも帝てい国こく内ないで異い変へんが起こったものと当たりを付けるだろう。包ほう囲いの解かい除じよと同時に、おそらく本国へ伝でん令れいを飛ばされることになる。それでも構わんのか」

「防げるものなら防ぎたいんですがね、それだと包囲のために数千の兵を残していくことになります。当然ながら、ここでの戦力分散は絶対に吞のめません。なにせ僕たちはこれから、イグセム派はとレミオン派の争あらそいに第三勢力として介かい入にゆうしなければならないんですから」

　口くち元もとをへの字に曲げて、それに──とイクタは付け加える。

「仮かりに兵を残したところで、あの白イケメンがキオカ本国への連絡を諦あきらめるとは思いません。何らかの手段で包囲を突とつ破ぱ、もしくはすり抜けるかして情じよう報ほうを届とどけるでしょう。時間稼かせぎになるかさえも怪あやしい」

「……ふむ」

「時間との戦たたかい、最初からそう割り切ったほうがマシです。白イケメンがキオカに帝国軍の撤退を伝えて、それを受けたキオカ軍が調査の上でクーデターの発生を確かく信しんし、国民議会が開戦を承しよう認にんして、緊きん急きゆう編へん成せいされた大部隊が国こつ境きようを越えて攻せめ込んでくる。──白イケメンとは別ルートで、帝国内の密みつ偵ていから情報が届けられる可か能のう性せいもありますね。その辺りも視し野やに入れて、少し厳きびしめに、猶ゆう予よは二か月と見ておきましょう」

　自分で口にした数字に深しん刻こくな頭ず痛つうを覚えながらも、イクタは断固とした口く調ちようで続ける。

「これから二か月後。それまでにクーデターを調ちよう停ていし、国内の軍事勢力を再ふたたび団結させます。かなりの大仕事だとしても、決して不可能ごとじゃありません。軍が割れた状じよう態たいでキオカに攻め込まれれば国が滅びる──それが最悪の結末だということは、イグセム元げん帥すいとレミオン大たい将しようも承しよう知ちしているはずだからです」

　終しゆう盤ばんはほとんど急せき立てられたように喋しやべっていた。まるで自分に言い聞かせているようだな、と少年の心の中で誰だれかが笑う。その耳障ざわりな嘲ちよう笑しようを振り払はらうために深しん呼こ吸きゆうを繰くり返していると、そんな彼の背中を、シバ少しよう将しようの右手が豪ごう快かいに引っぱたいた。

「ごふっ──!?」

「気き負おい過すぎるな小こ僧ぞう！　お前だけが戦うのではない、我々全員が一いち丸がんとなって挑いどむのだ！」

　少将が浮かべる笑みの力強さに、イクタは咳せき込みながらもじっと見入った。──かつて父の下で「日にち輪りんの双そう璧へき」と呼ばれた男。その加か護ごの大きさを実感させてくれる、あまりにもまぶしく頼たのもしい笑え顔がおだった。

「げほ、げほっ……いや、助かりました。でも、次はもう少し弱めにお願いできると」

　涙なみだ目めで少年が呻うめく。その反応にひとしきり笑ってから、シバ少将は話を本題に戻した。

「さて、では三点目の相談だが──ニモング港にいる海かい軍ぐんの扱いだ。彼らについてはどうする？」

「さっき伝令を走らせました。ここまでの経けい緯いを説明した上で、海かい軍ぐんのことは放置します。政治面において消しよう極きよく的てき中立を旨むねとする彼らを、この段階で僕たちの勢力に取り込むのは難むずかしいでしょう。少しよう将しようたちと違ちがって、『旭日連隊』との縁えんも薄うすいですしね。あのオネェ海かい賊ぞく……もといエリーネフィン・ユルグス海軍大たい将しようを説得するなら、それなりに周しゆう到とうな準備が要いります」

「そうだな、私としても賛さん成せいだ。事情を報しらせた上で放っておけば、彼らはこのクーデターを傍ぼう観かんするだろう。イグセム元げん帥すいもおそらく、強しいては呼び戻すまい。彼らを退ひかせればキオカに対する牽けん制せいが失われてしまう。だいたい内陸に呼び出したところで海軍は役に立たんからな」

「ええ。帝てい国こくにとんぼ返りする立場としては心苦しいですが、海軍には防ぼう波は堤ていとして留まってもらいましょう。キオカがこの機に乗じようじて侵しん攻こうしてくるとすれば、ニモング港の制圧によって失われた海路の回復が急務ですからね。それは海軍のほうでも分かっていますし、きっちり自分たちの役目を果たしてくれると思います」

「承しよう知ちした。では四点目、撤てつ退たいのルートに関してだ。これは無論、最短最速の道を選ぶことになるだろうが」

「ええ。基本的には、進しん軍ぐん時じのルートを逆になぞって帰りたいところです」

「それが出で来きれば最さい良りようだな。しかし帝国でクーデターが起こっている現状、我われ々われの撤退にレミオン派はによる妨ぼう害がいが入らないと考えるのは虫が良すぎる。ルートの途と中ちゆうにはキオカから奪だつ還かんした要よう害がいも点在しており、特にここ──」

　懐ふところから取り出した地図を広げて、その一点をシバ少将は指差す。

「──このクドラ峠とうげの砦とりでは、ルート選せん択たくの微調整で回かい避ひ出来ない難なん所しよだ。ここを避さけて帰るとなると海沿ぞいに大回りすることになり、少なくとも三日は余よ分ぶんに費ついやす羽は目めになる。峠自体も大軍を相手に通せんぼするには絶ぜつ好こうの地形で、レミオン派の部隊は十中八九ここに詰つめていることだろう」

「ふむ」

「力押しで抜けられんこともないだろうが、相そう応おうに兵も時間も消しよう耗もうする。私の見解としては、遠回りを承しよう知ちで迂う回かいしたほうが得とく策さくだと思うが──連れん隊たい長ちよう殿どのの意見はどうだ」

　少将が問とうと、イクタは「んー」と低く唸うなってアゴに手を当て、地図をにらみ付ける。

「ここは、確か、えーと………んー、うー、あー。ここまで出かけてるんだけどな」

　両手の指で頭をぐにぐにと揉もんだ末すえ、彼はなぜか視し線せんを隣となりの少女に向けた。

「……お姫ひめさん。クドラ峠の砦に関して、何か知っていることはありますか？」

「え……余よに、か？」

　まさか自分に話が回ってくるとは思わず、姫君は少し焦あせってしまう。それでも懸けん命めいに記き憶おくを探さぐっていくと、持ち前の優ゆう秀しゆうさで、ほどなく関連情報を掘ほり当てた。

「……正式には、アリッシ六一号山間要害だったか。もともと帝国の砦であるな。帝てい歴れい八百年代初め、当時の帝てい国こく軍ぐんに要よう請せいを受けた軍事建築技術者アリッシ・ハンゼンの監かん督とくの下もと、東とう域いきの防ぼう衛えい力りよく強化政策の一いつ環かんとして建てられた要よう害がいのひとつだ。しかしながら活かつ躍やくの機会には恵まれず、比ひ較かく的てき近年まで直接の戦せん闘とうを経験しないまま時を経へており──っ!?」

　姫ひめ君ぎみが言い切るのを待またず、少年の両手がその金きん髪ぱつをわしゃわしゃと撫なでた。

「そう、それだ。さすがです、お姫さん。あなたはとっても偉えらい」

「な、な、な」

　硬こう直ちよくした彼女をよそに、イクタは不ふ敵てきな表情でシバ少しよう将しように向き直った。

「確かく認にんしますが、その砦とりで、今回の進軍で激しい戦闘に見み舞まわれたりしましたか？　すでに大きく壊こわれてしまっているようなことは？」

「いや、それはない。ここまでの進軍に当たっては海沿ぞいの迂う回かい路ろを用いたから、戦闘が起こったのは主おもにそちらのほうだ。そのまま我われ々われが砦の後方に回り込んだ時点で、キオカ側にとっては要害としての価か値ちが暴ぼう落らくしたのだろう。砦は放ほう棄きされたも同然で、ほぼ無む傷きずのまま取り返すことが叶かなった」

　だから、砦の防ぼう御ぎよ力りよくが劣れつ化かしていることは期待出で来きない。少将は暗にそう言い含ふくめたつもりだった。が、相手から返ってきたのは、予想と真ま逆ぎやくの反はん応のうだった。

「よかった、それならいいんです。──方ほう針しんが決まりました。迂回路は使いません。最短経けい路ろをまっすぐ行きます」

「なに──？　では、損そん耗もうを承しよう知ちで砦を攻こう略りやくするつもりなのか」

「その必要もありません」

　イクタは静かにかぶりを振った。困こん惑わくするシバ少将とシャミーユ殿でん下かのふたりに、彼は平然と言ってのける。

「砦はヤトリが陥おとします。おそらく半日とかけずに」





＊






「──撃てぇッ！」

　山道を塞ふさいでそびえ立つ石造りの砦から、十二門の風ふう臼きゆう砲ほうが一いつ斉せいに砲ほう弾だんを吐はき出した。坂道を跳はね転がってくる鉄球の群れに、敵てき陣じんへにじり寄っていた兵士たちが後退を余よ儀ぎなくされる。

「よし、このまま近付けさせるな。銃じゆう兵へいも気を抜くなよ！」

　砦から伸びた多数の砲ほう門もんと、バリケードの上部や覗のぞき窓まどから突つき出す無数のバレルは、山道にうずくまる巨きよ大だいなハリネズミを連想させる。何人たりともこの道を通さない──彼らのその意志が、もっとも強きよう烈れつな形で具現化しているようだった。

「……指し揮き官かんが誰だれか知らんが、どうやら早まったなイグセム派は。たかだか二千の兵が、力押しでこの砦とりでを抜けて行こうとは」

　砦に立てこもった一個大隊六百人を指し揮きするのは、叩たたき上げのレミオン派は将しよう校こうコルサ・ガズーリク大たい尉い。要よう害がいを用いた防ぼう衛えい戦せん闘とうに定評のある古ふる株かぶの軍人だ。四半世紀に及およぶ現場指揮官としての経けい歴れきを買われて、今回のクーデターではイグセム派の足止めを任されている。

「そのままじっとしていろ。打つ手を誤あやまってもらえるのは好こう都つ合ごうだが……いくら袂たもとを分かったとて、同じ軍の仲なか間まを撃うつのは心が痛いたむ」

　苦にがい感情に口くち元もとがゆがむ。彼がふと見み渡わたせば、仲間たちの多くもまた、自分と同じ表情をしていた。







「……我わが国が作った砦だけはある。まさに鉄てつ壁ぺきというやつだ」

　望ぼう遠えん鏡きよう越ごしの敵てき陣じんを眺ながめながら、イグセム派将校ヌーダッカ・メグ少しよう佐さは、自分でも面おも白しろくないと分かっている冗じよう談だんを口にした。砲ほう撃げきに追われて逃げ戻ってきた兵たちを眺めつつ、彼は低いうなり声を上げる。

「我われ々われの兵力と装そう備びでは、近日中の攻こう略りやくなど夢ゆめのまた夢だな。砲ほうも銃じゆうも数が揃そろっていて、石造りだから火にも強い。付け入る隙すきが見当たらんよ。どうしてもと言うなら、キオカに頭を下げて爆ばく砲ほうを借りてくるしかないだろう」

　白しろ旗はたでも上げたい気分で少佐はぼやいた。上空から俯ふ瞰かんしたなら、ここの砦は凹おう型がたを背中合わせにしたような形をしている。まず道を垂すい直ちよくにさえぎる形で壁かべがあり、その両端から前後に向かって、計四本の防ぼう壁へきが伸びているのだ。

　それぞれの防壁には兵が詰つめているので、うかつに近付けば三方向から集中射しや撃げきを浴びることになる。さっきのような砲撃は最初の洗せん礼れいに過ぎない。本格的な戦死者の量産は、哀あわれな兵士たちが凹型の懐ふところに入ったところから始まると見るべきだろう。

「しかし我々は、この砦を今日中に陥とし得るわけだ──そうだな、ヤトリシノ中ちゆう尉い」

「その通りです」

　考え込む上官の隣となりで、炎えん髪ぱつの少女がはっきりと返答する。それを聞いた少佐は、思案の間を長く取ってから、ぐっと口元を引き結んで彼女を振り向いた。

「……いいだろう、やってみよう。元げん帥すい閣かつ下かにその件を伝えられた時から、本ほん音ねを言えば半信半疑ではあるのだが……予想される損そん害がいと成算を秤はかりにかけても、ここを通っていける可か能のう性せいは捨てがたい。今、我々は一秒でも早く帝てい国こくへ帰らねばならん」

　無む駄だのない所しよ作さで敬けい礼れいして、ヤトリは部下たちのほうに駆かけ戻ろうとする。その意味を察したメグ少佐が、慌あわてて彼女の背中を呼び止めた。

「待まて、ヤトリシノ中尉！　まさか君が工作の陣じん頭とう指揮を執とるつもりか!?」

「その所しよ存ぞんです」

「無む茶ちやを！　君は元げん帥すい閣かつ下かに次ぐイグセム派はのシンボルだぞ、このような事態なのだから大事を取って後方に待たい機きしていろ！　心配せずとも君の提案通りにやってみせるから──」

「僭せん越えつながら。このような事態だからこそ、イグセムが先頭に立って指し揮きを執とる必要があるのです。少しよう佐さ殿どのも兵たちの動どう揺ようには気付いておられるでしょう」

　ぐ、とメグ少佐は言こと葉ばに詰つまる。その通りだった。レミオン派がクーデターを起こしたと聞いた時から、兵たちの心には無む視し出で来きない波は紋もんが生まれている。仲なか間ま同どう士しで殺し合うことへの忌き避ひ、自分が敗者の側に立ってはいないかという恐れ──迷える彼らの統とう率そつはひどく危うい。

「今のうちに刻きざみ付ける必要があるのです。付いていくべきはイグセムだと。だとすれば、この背中をもって示すほかにありません」

「……だ、だが！　君の二に刀とうと炎えん髪ぱつは目立ちすぎる！　この地形では狙ねらい撃うちに」

　砦とりでとヤトリを見み比くらべて、メグ少佐は懸け念ねんを募つのらせる。彼女は微笑ほほえんで後ろ髪がみを束たばねた。

「少佐殿、私も自殺したいわけではありません。髪は束ねて帽ぼう子しと軍服の中に、二刀は味み方かたに預けていきます。武ぶ装そうは短たん槍そう付きボウガンのみ。遠目には他の兵と区別が付かなくなりますが──当然ながら、部下たちが私の背中を見み間ま違ちがえることはありませんから」

　そう答える間にも、両手で炎髪を手早く帽子と服の中に収めて、ヤトリは再ふたたび上じよう官かんと向き合った。もはや引き留める言こと葉ばもないのか、メグ少佐は厳きびしい表情でうつむいて黙だまり込む。

「では、行ってまいります」

　その沈ちん黙もくを許きよ可かと受け止めて、炎髪の少女は今度こそ行動を開始した。







「む……!?」

　防ぼう壁へきの上から注意深く戦せん況きようを見守っていたガズーリク大たい尉いは、敵てきの動きにも敏びん感かんに反応する。砦の正面方向に大勢の兵士が展開し始めたのを見て、彼はその無む謀ぼうさに眉まゆ根ねを寄せた。

「懲こりずにまだ挑いどむ気か……？　全ぜん砲ほう門もん、砲ほう撃げき再開！」

　指揮官の命令から間を置かず、砦から伸びる十二門の砲口が鉄球を吐はき出した。斜しや面めんを跳はね転がってくる質しつ量りよう弾だんを前に、しかしイグセム派の兵士たちは怯ひるむ様よう子すを見せない。射しや線せんの合間を縫ぬうようにして立ち、その場で風ふう銃じゆうを構えて発はつ砲ぽうしてくる。

「無む駄だなことを……！　銃じゆう兵へい、撃ち返せ！　砲撃は左右の角度を変えて続けろ！」

　大尉も負けじと反はん撃げきを命じる。五百メートル近い遠間での撃ち合いだが、双そう方ほうとも命めい中ちゆう率りつにはこだわらない。ほとんど弾たまをばら撒まくようにして、銃兵たちは引き金をしぼり続ける。

「消しよう耗もう戦せんに持ち込むつもりか!?　浅はかなマネを！」

　彼はそう言い切った。ここクドラ峠とうげの砦は補ほ給きゆうの中ちゆう継けい点てんでもあり、弾だん丸がんや砲ほう弾だんを始めとする物資の蓄たくわえには事欠かない。全力で撃ち合いを続ければ、先に弾を切らすのは間ま違ちがいなくイグセム派のほうだろう。勝利の確信をもって、ガズーリクは指揮を続けていく──が、

「……!?　あれは……！」

　消しよう耗もう戦せんとの予想は、まもなく裏うら切ぎられた。砦とりでの正面に展開する敵てき兵へいの群れ──その背はい後ごから、何台もの馬車と共ともに、多くの兵士たちが飛び出してきたからだ。







「「「「「おおおおおおおぉぉっ！」」」」」

　距きよ離りの壁かべという安全をかなぐり捨てて、砦へ向かって前進する兵士たち。

　全員の喉のどからほとばしる咆ほう哮こうは、戦意の表れというよりも、恐怖への抵てい抗こうと言ったほうが正しいだろう。地面を跳はね飛ぶ砲ほう弾だん、空から突つき刺ささる無数の銃じゆう弾だん──ほんの少しの不運に見み舞まわれただけで、どちらもたやすく彼らの命を奪うばっていくものだ。

「慌あわてないで！　頭を低くして、荷車の後ろを三列になって進みなさい！」

　八台の馬車それぞれを追走する集団の中、ヤトリはもっとも右端に展開した部ぶ隊たいを率ひきいている。物資を詰つめ込んだ馬車は弾たま除よけの用を果たし、せめてもの安全地帯を兵たちに与えてくれるが──それも銃弾相手に限った話だ。

「来るぞ！　構えろッ！」

　圧あつ縮しゆく空気の爆はぜる轟ごう音おん。砦から一いつ斉せいに射しや出しゆつされた砲弾が、八台の馬車のうち三台に命中して木片をまき散らした。一台は横よこっ腹ぱらを抉えぐられて積み荷をこぼし、車輪をやられた一台はその場で横転する。馬の脚あしを折おられた一台では、兵士たちが代わって馬車を押すことになった。

「怯ひるむなッ！　何台やられてもいい、一台は何としても砦まで……！」

　どの馬車も、最初から兵士たちが必死で後押ししている。が、弾除けのために積み込まれた荷物のせいで、馬の脚はそこまで上がらない。必然、道半なかばで砲撃の第二波が襲おそいかかった。さらに三台が被ひ弾だん、うち二台が横転──砦まで二百メートル弱の距離を残して、馬車の総数は半分まで減ってしまう。

「ヒヒィン──！」「くそっ、馬が……！」

　防ぼう壁へきを目前にして、ついに被ひ害がいはヤトリたちの馬車にも及およんだ。首に弾たまを食らった馬がパニック状じよう態たいになって暴れ出したのだ。御ぎよ者しやが懸けん命めいになだめようとするが、痛いたみに我われを忘れた馬は手て負おいの猛もう獣じゆうと化し、もはや人の指示を受け付ける状態にない。

「軍ぐん曹そう、そこを降りなさい！」

　限界を見て取ったヤトリが御者台に走り寄り、馬の体と馬車を繫つないでいたロープを短たん槍そうの切っ先で切断する。自由を得た馬は一いち目もく散さんに逃げていき、担にない手を失った馬車の荷重が、後ろの兵士たちにずっしりと圧のし掛かかった。苦く悶もんの声が上がり、軍ぐん靴かの底が地面にめり込む。

「もうあとわずかよ！　全員、力を振り絞しぼって！」

　ヤトリが叫さけんだ。彼女自じ身しんと御者台から降りた軍曹も後ろに加わって、部隊総員が全ぜん身しん全ぜん霊れいで馬車を押す。砦に近付くにつれて、車体に突つき刺ささる弾だん雨うがどんどん激しさを増していく。

「「「「「うぉぉおおおおおおっ！」」」」」

　すぐ近くの砦とりでから風ふう臼きゆう砲ほうの発射音が轟とどろいた。それを耳にした兵たちは、誰だれもが死しに神がみの吐と息いきを間近に感じたが──押していた馬車が壁に突き当たった衝しよう撃げきでようやく、さっきの砲ほう弾だんが危うく頭上を掠かすめ去さっていったことを知った。

「着いたわ！　馬車の右側に隠かくれなさい！」

　指示を受けた兵たちが我われに返った。車輪のロックを手早く済すませると、たったいま生まれたばかりの安全地帯に全員でなだれ込む。彼女らが辿たどり着いたのは凹おう型がたを逆さにした形の砦の、向かって右側から伸びた防ぼう壁へき──その突とつ端たんだ。

「はぁ、はぁ……！」「つ、着いた……！」

　安あん堵どの息いきが盛大に漏もれる。壁へき面めんにはよじ登ってくる兵を阻はばむための「返し」が付いていて、この状じよう況きようではそれが逆に盾たてとなってヤトリたちの頭上を守る。さらに左側面は苦労して運んできた馬車が塞ふさいでいるため、もはや砦からの銃じゆう撃げきは彼女らに届とどかない。砲ほう撃げきもまた、俯ふ角かくの限界から真下には撃うって来られなかった。

「ここまで来ればこっちのものよ。──全員、深しん呼こ吸きゆう三回。まずは息を整えて」

　呼吸の荒い部下たちと一いつ緒しよに、ヤトリ自じ身しんも深く息を吸すって吐はいてを繰くり返した。そうやって全員が落ち着きを取り戻したところで、彼女は次の動きを命じる。

「予定通り、ここで工作に移るわ。大おお槌づちを出して！」

　背せ負おっていたハンマーを両手に握にぎりしめて、三人の兵たちが砦の壁面と向かい合う。

「範はん囲いは縦たてに三等分して、壁面を隅すみ々ずみまで叩たたきなさい。始め！」

　合図と共ともに、三つのハンマーが分厚い石いし壁かべを殴おう打だし始めた。が、渾こん身しんの力で殴なぐりつけても、当然ながら壁はびくともしない。それどころか跳はね返ってくる震しん動どうで手が痛いたみ出す始し末まつ。それでも弱よわ音ねを吐はかず、兵たちは黙もく々もくと工具を振ふるい続ける。

「……砦から歩ほ兵へいが出てきたら、ひとたまりもありませんな」

　作業を見守っていた軍ぐん曹そうがぽつりとつぶやいた。それを聞いたヤトリが首を横に振る。

「そのためには門を一度開く必要があるわ。私たちの足止めを望むあちら側が、この段階でそこまでのリスクを冒おかすことは考えづらい。万一そうなったとしても、その時はメグ少しよう佐さがすぐに助けを向かわせてくれるでしょう」

「なるほど──いえ失礼、怯おびえているわけではないのです。むしろ逆で、死に場所としては悪くないと思った次し第だいでして。死ぬときはあなたの命令でと決めておりますからな」

　軍曹が漏らした言こと葉ばに、周りの兵たちも薄うすく笑えみを浮かべて同意を示した。その覚悟がない者は、自分たちの中にひとりもいない──彼らの力強いメッセージを受け取って、ヤトリも感かん謝しやと共に微笑ほほえんでみせる。

「……ありがとう。それじゃ、改あらためて全員に命じるわ──何としても生き残りなさい！」

「「「「「サー・イエス・サー！」」」」」

　一いつ糸し乱みだれぬ答えが返ってくる。その瞬しゆん間かん、石いし壁かべを叩たたき続けていた兵のひとりが、打ち付けたハンマーに奇き妙みような手て応ごたえが返ってくるのを覚えた。もしやと思って、叩いた部分を凝ぎよう視しすれば──その部分を構成する長方形の石材だけが、壁の中に向かって押し込まれているのが分かる。

「中ちゆう尉い殿どの、当たりです！　見つかりました！」

　喜き色しよくをにじませて兵が叫さけんだ。二度、三度と重ねてハンマーを叩きつけるうちに、石材はますます奥深く沈み込んでいく。やがてゴトンと硬かたい音がして、内部にあらかじめ作られていたのだろう窪くぼみにはまり込んだ。石材が塞ふさいでいた部分はぽっかりと空くう洞どうになって、その奥に深い闇やみを覗のぞかせている。

「よくやったわ！　内部工作担たん当とうの九人、パートナーをここに！」

　ハンマーを振ふるっていた兵たちと入れ替わりに、これまで後方で様よう子すを見守っていた九人が壁へき面めんの前に立つ。各々の両手には、ポーチから出したパートナーの精せい霊れいが大事そうに抱かかえられていた。

「頼たのむぞ、ヒム……」「ルウ、お前にかかってる」「信じてるぞマカ。うまくやってきてくれ」

　それぞれの言こと葉ばをかけた上で、兵たちは壁面に穿うがたれた暗くら闇やみの中へパートナーを送り出す。皮かわ袋ぶくろを背せ負おった精霊たちは怯ひるむでもなく、小さな体でよちよちと闇の中へ進んでいった。







　一方、砦とりでの防ぼう壁へきの上では、ガズーリク大たい尉いが相手の意い図とを測はかりかねていた。

　馬車による突とつ進しんは砲ほう撃げきと銃じゆう撃げきで九割がた阻はばむことが叶かない、防壁まで辿たどり着いたものはわずかに一台きり。それ自体は上々の結果なのだが、彼にはどうしても腑ふに落ちない。──敵てきはそもそも、何のつもりで馬車を出してきたのか？

「馬車を砦まで運んだところで、それに何の意味がある……？　雲うん梯ていの代わりにしては高さに乏とぼしすぎる。いや、そもそも本気でここに乗り込んで来る気なら、雲梯どころか攻こう城じよう塔とうが必要だ。その程てい度どのことは一目見れば分かるだろうに……」

　迎げい撃げきをくぐり抜けた唯ゆい一いつの馬車と部隊を見下ろして、大尉は眉まゆ根ねを寄せた。──決死隊にしてもお粗そ末まつに過すぎる。この砦に対して、たかだか二十人程度の部隊が何の工作を行えるというのか。ああして息いきをひそめて壁に張り付いているのが関せきの山だろうに。

「いよいよもって、あちらの指し揮き官かんは血ち迷まよったか──」







　だがその頃ころ、首をかしげる大尉の足元深くでは、防壁の中へ侵入を果たした精霊たちが長い暗闇の通路を歩んでいるところだった。先頭を進む光ひかり精霊のヒムが周照灯ランタンをつけ、ほかの仲なか間まがその灯あかりを頼たよりに後を続く。道はゆるい下りになっており、砦の下部へ向かって伸びていた。

　十分ほども歩いたところで、周照灯ランタンによって照てらし出される範はん囲いが劇げき的てきに広がった。狭せまい通路を抜けて広い空間に出たのだ。ヒムが周照灯ランタンを凝集光ハイビームに切り替えて周辺を探さぐると、辺り一面、縦じゆう横おう無む尽じんに組み上がった梁はりの様よう子すが照らし出される。

　目的の場所に辿たどり着いたことを知った九体の精せい霊れいたちは、すぐさま三さん手てに分かれて行動を開始した。光・火・風の精霊が三体一組で梁の根本に取りつき、背負った皮かわ袋ぶくろから菜な種たね油あぶらの染しみ込んだ焚たき付けを取り出す。梁の根本を囲うようにしてそれらを置くと、今度は火精霊が両手の「火か孔こう」から種たね火びを出して着火。さらに風精霊が胴どう体たいの「風かざ穴あな」から空気を送り込み、小さな種火の火勢を少しずつ強めていく。勢いを増した炎ほのおは焚き付けから梁へと燃え移り、その全体を侵しん食しよくし始める──。







　ヤトリたちが作業を始めてから一時間以上も経たった頃ころ、砦とりでの内部でひとりの兵士が異い変へんに気付いた。下層の弾だん薬やく庫こから補ほ充じゆう分ぶんの弾だん丸がんを持ち出しに来た彼は、室内に色いろ濃こく立ち込めた煙けむりと共ともに、強きよう烈れつに鼻を突つく焦こげ臭くささを感じ取ったのだ。

「か、火事だッ！　下で火の手が上がっているぞ──ッ！」

　その報告は、防ぼう壁へきの上で指し揮きを執とっていたガズーリク大たい尉いにもすぐに届とどけられた。ぎょっと顔をこわばらせたものの、ともあれ火を消し止めるべく兵士たちを向かわせる。が、彼らを襲おそう異い変へんは、実際にはそこからが本番だった。

「おい、火ひ元もとはどこだ!?　火の手はどこから上がっている！」

　いつまで経っても消火作業に入ったという報告がないので、大尉は下層から部下を呼びつけて問といただす。兵士は困こん惑わくしきった表情で答えた。

「そ、それがどこにも……！　いちばん煙がこもっているのは弾薬庫なのですが、そこには火の手が見えず……！」

　その奇き妙みような報告を聞いて、大尉は戸と惑まどいに顔を青ざめさせた。

「ふざけるな、弾薬庫はこの砦の最下層だぞ！　そこが火元でないというのなら、一体どこから煙が上がっていると言うんだ！　もう一度徹てつ底てい的てきに──」

　徹底的に調べ直せ。そう口にしかけた大尉は、ふいに体のバランスが崩くずれるのを感じて言葉を詰つまらせた。辛かろうじて転ばずに踏ふみとどまったが、その瞬しゆん間かん、すさまじい違い和わ感かんが背せ筋すじを駆かけ上る。

「……おい。なんだ、今のは……？」

　おそるおそる尋たずねる。彼の目の前で顔を引きつらせていた部下が、それに答えた。

「た……大尉殿……そこ、床ゆかが……！」

　兵が震ふるえる手で指差した足元では、あろうことか、床を構成する石材が継つぎ目から沈しずみ込むようにして落ち窪くぼんでいた。それも一か所きりの話ではない。よくよく見渡せば、大たい尉いが立っている防ぼう壁へきの足場全体がゆがみ、ひしゃげているのだ──。

「い、一体これは……うおぉォッ!?」

　疑問を口に出で来きたのもそこまでだった。家や鳴なりを何十倍にも増ぞう幅ふくしたような異い音おんが響ひびき渡わたったかと思うと、激しい震しん動どうが始まって床ゆかが崩くずれ落ちる。いままで立っていた足場に吞のみ込まれるようにして、大尉たちの体は致ち命めい的てきな落下を始めた。







「……来たわ！　馬車を押して下がりなさい！」

　背せにしていた壁かべの震しん動どうからその気配をいち早く読み取って、ヤトリは部下たちに後退を命じた。防壁内部での工作を終えて帰き還かんした精せい霊れいたちと共ともに、彼らは大急ぎで砦とりでから距きよ離りを置く。

　その直後、砦を襲おそう異い変へんが極きわみに達した。結果はまさしく圧あつ巻かんだった。堅けん牢ろうを誇ほこったクドラ峠とうげの城じよう砦さいが、彼らの目の前で一いつ気き呵か成せいに崩ほう落らくを始めたのだ。

　子供の積つみ木き細ざい工くのように崩れていく砦の有あり様さまを、レミオン派兵士たちの悲鳴と絶ぜつ叫きようが凄せい惨さんに彩いろどる。彼らにとってはどこまでも理り不ふ尽じんな、まったく理解の及およばない破は滅めつだったろう。

「す、すごい……」「なんてこった──」「あの砦が、こんなにあっけなく」

　呆ぼう然ぜんと声を漏もらす部下たちをよそに、ヤトリは砦の逆方向──メグ少しよう佐さの命令で一いつ斉せいに前進を始めた友ゆう軍ぐんを見つめている。いまや彼らの足取りを阻はばむものは何もなかった。あれだけ激しかった砲ほう撃げきも銃じゆう撃げきも、砦の崩ほう壊かいと共ともにすっかり止んでしまったのだ。

「作戦は成功よ。友軍が追い付き次し第だい、彼らと合流しましょう」

「……はっ。このまま乗り込むことになるなら、兵に白はく兵へい戦せんの準備をさせますか」

「いえ、メグ少佐の判断を待まつわ。──でもおそらく、そうはならないでしょう。砦がああなってしまっては、交こう戦せん継けい続ぞくはもう不ふ可か能のうよ」

　ヤトリは淡たん々たんと答えた。だが、その声がどこか憂うれいを帯びて聞こえたのは、部下たちの気のせいではなかった。







「……ぅ……」

　体中にまとわりつく鈍どん痛つうの中、ガズーリク大尉は目を覚ます。

「コルサ！　目を覚まして、コルサ！」

　腰こしのポーチからパートナーが声をかけてくる。それを聞いても、彼はまだ夢ゆめの中にいるような心地ここちだった。が──やけに熱く感じられる額ひたいに手を伸ばすと、血の赤がべっとりと手のひらに付着する。追って突つき刺さすような痛いたみと、圧あつ倒とう的てきな現実感がやって来た。

「っ……」

　それで一いつ気きに目を覚まし、さらには周しゆう囲いを埋うめ尽つくす大量の瓦が礫れきを目にしたところで、大たい尉いは漠ばく然ぜんと状じよう況きようを把は握あくする。──信じがたいことだが、砦とりでが崩くずれたのだ。一兵たりとも侵しん入にゆうを許した覚えはないというのに、堅けん牢ろうを誇ほこった城じよう砦さいはあっけない終わりを迎えたらしい。

「……誰だれか……誰か、いないのか……！」

　崩ほう落らくの際にあばらを痛いためたようで、声を上げるだけで大尉の胸むねはひどく痛んだ。が、そんなことに構ってはいられない。砦が崩れた以上、すぐにも敵てきが乗り込んでくるに違ちがいないのだ。それまでに兵士たちをまとめ直さなければ──。

　その時だった。瓦礫を踏ふみしめる軍ぐん靴かの音が、そう遠くない距きよ離りから大尉の耳に届いたのだ。無事な仲なか間まが近くにいる──そう思った大尉が「ここだ！　ここにいる！」と声を上げる。すると足音はますます近付いてきた。

　だが、三度目に声を上げようとしたところで、大尉の背中を強きよう烈れつな違い和わ感かんが這はい登った。──こちらの声が聞こえているのなら、向こうが一ひと言ことも返してよこさないのはなぜだ？

「………ッ！」

　ほとんど本ほん能のう的てきな動作で手て元もとを探さぐると、右手の指先が風ふう銃じゆうのグリップをつかんだ。崩落の時に一いつ緒しよに落ちたらしい。ささやかな幸運に感かん謝しやしつつ、大尉は台だい座ざ部分に素早くパートナーを装そう着ちやくする。

「誰だッ！」

　気け配はいの方向に銃じゆう口こうを向けて、大尉は鋭するどく誰すい何かの声を飛ばした。一いつ拍ぱく置いて、かろうじて原型を留めた壁かべの向こう側から、凜りんとした声こわ音ねが響ひびき渡わたる。

「帝てい国こく陸りく軍ぐん中ちゆう尉いヤトリシノ・イグセムです。そこにいらっしゃるのは、城砦部ぶ隊たい指し揮き官かんのコルサ・ガズーリク大尉殿でしょうか」

　大尉の口くち元もとがゆがむ。その内心を透すかし見たように、ヤトリは言こと葉ばを続けた。

「抵抗はお止めを。そちらに交こう戦せん継けい続ぞくの術すべはなく、城砦内部の制圧はすでに八はち割わりがた完かん了りようしました。兵たちも大半が投とう降こうし、今は瓦礫の撤てつ去きよと負ふ傷しよう者しやの救助に移っています」

「…………」

「繰くり返しますが、そちらに交戦継続の手段は残っていません。無用の犠ぎ牲せいを増やさないためにも、部隊指揮官として投降を申し出てください。我われ々われにはそれを受け入れる準備があります」

　事務的な口く調ちようで降こう参さんを促うながされる。その内容に噓うそがないだろうことは、ガズーリク大尉も肌はだ身みで感じ取っていた。銃口を向けている壁のほうから、複数の足音がじわじわとにじり寄ってくるのが聞こえる。彼が投降しなければ即そく座ざに制圧へ移るつもりなのだろう。

　大尉は絶望の内で歯は軋ぎしりした。──状況はもはや詰つんでいるのだ。

　不ふ甲が斐いなさを嚙かみしめるガズーリクだったが、敵てきを前にいつまでもそうしてはいられず、屈くつ辱じよくを胸に焦こげ付かせたまま声を上げた。

「……その前に、説明をよこせ。私には何が起こったのかも分からん。どうしていきなり砦とりでが崩くずれた？　なぜ我われ々われは敗まけなければならなかったのだ」

　折おれたあばらの痛いたみで声をくぐもらせながら、彼はそう尋たずねた。敗北を受け入れるまでの段取りを、自みずから整えようとするかのように。壁かべの向こうの相手もまた、その意い図とを汲くんで話し始めた。

「──大たい尉い殿どのは、この砦の正式な名前をご存じですか」

「正式な……？　いや、ずっとクドラ峠とうげの砦で通していた。それ以外の名めい称しようを教えられた憶おぼえもない」

「無理もありません。実じつ戦せんを経けい験けんしないままキオカとの間を行き来するうちに、この砦の来らい歴れきは人々の記き憶おくから忘れ去さられていきました。しかし実を言えば、その成り立ちからして、ここはいわゆる『普通の』砦ではなかったのです」

　制圧の準備を終えた部下たちを待またせつつ、ヤトリは壁を挟はさんで説明を続ける。

「この砦の正式な名前は、アリッシ六一号山間要よう害がい。かつて軍事建築技術者アリッシ・ハンゼンの設計のもとに建たてられた城じよう砦さいです。彼はその生しよう涯がいで百を超こえる軍事施設の建造に携たずさわった人物として有名ですが、この砦もその手になる作品のひとつです。そして、これの建設に当たって、彼は当時の帝てい国こく軍ぐんから困こん難なんな条じよう件けんを求められていました」

「条件……？」

「『守る際には堅けん牢ろう無む比ひでありながら、攻せめる際には攻こう略りやくが容よう易いである』ことです。矛む盾じゆんした要求ですが、キオカ軍に奪うばわれた場合を想定してのものでした。頑がん強きような城砦ほど、敵てきに乗っ取られた時には大きな脅きよう威いになるもの──加くわえて、この辺りは当時からずっと、キオカとの間で取ったり取られたりを繰くり返す土と地ち柄がらでしたから。そんな中で新たに建造する城砦は、奪われることを前ぜん提ていに考える必要があったのでしょう。

　砦を堅牢な造りにすれば、守っている間はよくても、奪われた時に苦労することになる。かといって最初から脆もろい造りにすれば、敵の攻撃に耐たえきれず簡かん単たんに壊こわされてしまう。堅かたい守しゆ備び性せいと攻略の容よう易い性せい──根本的に並び立たないものの両立を求められたハンゼン氏は、それでも持ち前の才覚を発はつ揮きして工夫を重ねていき、やがて一風変わった回答に辿たどり着きました。そのひとつが、この砦に用いられた『計画欠けつ陥かん工こう法ほう』です」

「……計画、欠陥……」

「読んで字のごとく、建築物の中に『そこを突つけば簡単に壊れる』弱じやく点てんを意い図と的てきに作っておくやり方です。もちろん砦そのものは基本的に頑がん強きような造りなので、仕組みを知らない者には堅牢な城砦としか映りません。肝かん心じんの『弱点』を知る者は少数の軍ぐん高こう官かんに留めておき、いつか敵に施設を奪われた時には、そこを突ついて攻め落とす──アリッシ六一号山間要害は、そのような設計思想のもとに建設された、言うなれば仕掛け含ぶくみの砦でした」

「……いったい、どんな弱点があったと……？」

「まず、防ぼう壁へきの突とつ端たんに隠かくし通路の入り口があります。精せい霊れいがかろうじて通れるほどの狭せまい抜け道ですが、これを進んでいくと、やがて建築の基き礎そ部分──木製の梁はりが密集する区く画かくに辿たどり着きます。石造りの城じよう砦さいにあって、この部分だけが意い図と的てきに木製なのです。通つう風ふう孔こうもあらかじめ確保してありますから、ここに火を放てばどうなるかは想像がつくでしょう」

　全容を理解した大たい尉いが呻うめき声を上げる。──火ひ元もとが見つからないのも道理だ。火の手は砦とりでの最下層よりもさらに下、建築そのものの基礎から上がっていたのだから。それはつまり、あの時点ですでに手の打ちようはなかったということでもある。

「……この作戦を持ち出したのは、イグセム派はの誰だれだ？」

「砦の仕し掛かけについて知り得たのは、この場の軍人ではヌーダッカ・メグ少しよう佐さと私のみです。ただ、埋うもれていた知識そのものを最初に掘ほり起こした人物、という意味であれば……やはり私と、ここにいないもうひとりの男が当てはまるでしょう」

　ヤトリは即そく答とうした。それを聞いた大尉は眉まゆ根ねを寄せて、壁かべ越ごしの相手をにらみ付ける。

「……にわかには信じがたい。私の知る限りにおいて、計画欠けつ陥かん工こう法ほうなるものの存そん在ざいを把は握あくしていた将しよう校こうはいなかったはずだ」

「砦の建設当時から、少数の高級将校だけに伝えられていた機密だったはずです。情じよう報ほうの流出を避さけるために、文章に起こすことさえ固かたく戒いましめられていたことでしょう。もっともそれが仇あだになったとも言えます。年月の経過と共ともに忘れられていき、いまや詳しよう細さいを知る者は帝てい国こく軍ぐんの上層部にもほとんどいません」

「だろうな……。それをなぜ、お前とその男は知り得たというのだ？」

「……きっかけは偶ぐう然ぜんです。帝てい立りつ高等学校の図書室で、アリッシ・ハンゼンの著ちよ作さくを何なん冊さつか読みました。『戦場建築論』や『地質と要よう害がい』は優すぐれた技術書として有名ですが、晩ばん年ねんにものした『城砦なるものの根本』──同氏の著作の中では埋もれがちなこの一冊に、とんでもない仕し掛かけが隠かくされていたのです。それは著作全体が一種の暗あん号ごう文ぶんでした。一定の法ほう則そくに従したがって文章を組み立てなおすと、ハンゼン氏が過か去こに設計したいくつかの城砦、それらの概がい略りやくと弱点が浮かび上がるという仕組みの」

「な──」

「遊び心、というには性質たちの悪すぎる遺い産さんでした。もし本人が存ぞん命めいの頃ころに見つかっていれば、軍ぐん事じ機き密みつ漏ろうえいの罪つみで極きよつ刑けいは免まぬがれなかったでしょう。彼がなぜそんな真似まねをしたのか、その動機については推すい測そくすることしか出で来きませんが……もとより名めい誉よ欲よくの強い人物だったとされるハンゼン氏は、その人生の晩年、自分に代わって脚きやつ光こうを浴びる弟で子したちをひどく妬ねたんでいたと聞きます。天才ともてはやされた時期は遠く過すぎ去さり、自分が過か去この人となってしまいつつある──その事実に耐たえかねる余あまり、このような暴ぼう挙きよに及およんだのかもしれません。どんな形でも、自分の手になる作品によって歴史に爪つめ痕あとを残そうとして」

　ヤトリの胸きよう中ちゆうに苦にがい感情が広がった。──計はからずとも彼女自じ身しんが、今は亡なき建築家の最後の望みを叶かなえてしまったのだから。それも敵てき国こくに対してならまだしも、帝てい国こく軍ぐんの同どう胞ほうを相手取っての戦たたかいで。爪つめ痕あとは最悪の形で刻きざまれたと言うべきだった。

「……今に至いたるまでの経けい緯いは、これで全すべてです。納なつ得とくいただけましたか」

　説明を終えたヤトリが問といかける。数秒置いて、ガズーリク大たい尉いの顔に苦く笑しようが浮かんだ。

「……要ようするに私は、老おいぼれ建築家の最後のあがきに、死後百年近くも経たってから巻き込まれたというわけか？　なんともふざけた話だ……納得しろなどと、無む茶ちやを言ってくれる」

「…………」

「百ひやつ歩ぽ譲ゆずってそこを吞のむとしても、だ。……発見のきっかけが図書室での学習というのが、また腹はら立だたしい。お前ぐらいの年の頃ころ、私にそんな環かん境きようは与えられていなかった。あったのは歩ほ兵へい教育とは名ばかりのシゴキの日々。それでも腹はらを空すかせずに済すむだけ、貧ひん農のう出での私にはありがたかったがな……」

「……存じています。それから実じつ戦せんでの活かつ躍やくを重ねて、あなたは一いつ般ぱん従じゆう軍ぐんの立場から尉い官かんの地位にまで昇られた」

「ああ、そうだとも。だが、その過か程ていで本の知識が役立ったことなど一度としてない。学びは常つねに現場から。この目で見、この手で触り、この足で踏ふみしめたもの──それだけが私の財ざい産さんだった」

　叩たたき上げ軍人としての誇ほこりを胸むねに、大尉は風ふう銃じゆうを握にぎる右手にぐっと力をこめる。

「高こう等とう士し官かん試し験けんを通ってきたエリート将しよう校こうらには、そんな私をうっとうしく思う者も多かったらしい。私の意見と彼らの見解はしばしば食い違ちがい、そしてたいていの場合、最後に折おれなければならないのは私のほうだった。忸じく怩じたる思いがなかったと言えば噓うそになる。

　だが、レミオン大たい将しよう殿どのは違った。下か士し官かん上がりの私の意見を、あの方はいつも進んで取り上げてくださった。形式よりも本質を、伝でん統とうよりも実力を重んじるべきだとおっしゃって。私は嬉うれしかった──お言こと葉ばをいただくたびに、胸むねの内を清すが々すがしい風が吹ふき抜けるような思いだった。……だから、決めたのだ。結果がどうあれ、最後までこの方に付いて行こうと」

　語りながら、左手を腰こし元もとに伸ばしていく。ヤトリはなおも硬かたい声で呼びかける。

「──大尉殿。どうか」

「兵たちには寛かん大だいな処しよ遇ぐうを願おう。彼らはただ、私の命令に従したがっただけだ」

　説せつ得とくをさえぎるようにそう言って、大尉は左手に握った銃じゆう剣けんの刃やいばを自みずからの首くび筋すじに押し当てる。その気け配はいに気付いたパートナーの精せい霊れいが、風銃の上で身をよじりながら主あるじの名を叫さけんだ。

「だめだ、コルサ！」

「サロ、世話になった」

　相あい棒ぼうに別れを告つげた直後、ガズーリク大尉は刃を握る手に力を込めた。壁かべ際ぎわから飛び出したヤトリが目にしたものは──ほとばしる血ち潮しおの中に倒たおれゆく、ひとりの軍人の最さい期ごの姿だった。
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「……こうなってしまったか」

　瓦が礫れきの上に横たわる同どう僚りようの亡なき骸がらを見下ろして、メグ少しよう佐さは深くため息いきをついた。

「申もうし訳わけありません。生きての帰き順じゆんを促うながすべきところを」

　やや後方では、炎えん髪ぱつの少女が沈ちん痛つうな面おも持もちで佇たたずんでいる。少佐は黙だまって首を横に振ふった。

「いや、気に病やむな。誰だれが相手をしたところで同じ結果になっただろうよ。……レミオン派は将しよう校こうの中でも、ガズーリク大たい尉いはその忠ちゆう誠せいにおいて筋すじ金がね入りの男だった。捕ほ虜りよとなって交こう渉しようの材料にされるくらいなら、自みずから命を断つ──最初からそう決めて戦たたかいに臨のぞんでいたのだろう」

「…………」

「もう五年以上前になるか、彼とは酒の席せきを共ともにしたことがある。あの時は周りの連中が揃そろって酔よい潰つぶれてな──運悪く素面しらふだった私と彼で、かいがいしく酔っ払ぱらいどもの世話をしたものだ。……それももう、ずいぶん昔むかしのことのように思えるがな」

　懐なつかしむように目を細めたのも一いつ瞬しゆん、メグ少佐は回想を打ち切って身みをひるがえす。

「……感かん傷しようが過すぎたな。君はもう行け、ヤトリシノ中ちゆう尉い。苦にが々にがしい話だが、この状じよう況きようでいつまでも負ふ傷しよう者しやの救きゆう助じよに手間取ってはいられない。準備が整い次し第だい、すぐにも出発する」

　少佐にそう告つげられると、ヤトリはガズーリク大尉の遺い体たいを一いち瞥べつして、最後の敬けい礼れいを捧ささげた。

　身をひるがえして歩きだし、付き従う部下たちの先頭を進みながら──彼女はふと、誰だれにともなくつぶやく。

「……他人ひと事ごとでは、ないんでしょうね」

「え？」

　背はい後ごを歩く副ふく官かんが首をかしげる。ヤトリは足を緩ゆるめず言こと葉ばを続けた。

「アリッシ・ハンゼンが計画欠けつ陥かん工こう法ほうで造った砦とりでの中で、今日まで現げん役えきとして機能していたものはここが最後よ。他は残らず解体されたか壊こわされたかで、その役目を終えている」

「そ、そうだったのですか」

「仕し掛かけを含ふくまない通常の城じよう砦さいなら、ハンゼン氏の手になるものも、国内にまだ残されているけれどね。……でも、キオカが爆ばく砲ほうという新兵器を持ち出してきた今、あらゆる要よう害がいはその価値を暴ぼう落らくさせているわ。砦それ自体が防ぼう衛えい戦せんの主役だった時代は終わろうとしている」

　瓦が礫れきを踏ふみしめて歩きながら、炎えん髪ぱつの少女はそのことを思う。本人の死後なお残った執しゆう念ねんも、これより先の未来へは届とどかないのだと。そう思って見れば、崩くずれ落ちた砦の残ざん骸がいは、妄もう執しゆう尽つき果はてた老建築家の亡なき骸がらそのものだった。

「どれほどの偉い業ぎようの記き憶おくも、歴史はやがて置き去ざりにしていく。どんなに優すぐれた技術、理念、思想も、いずれは古びて朽くちていく定め。単たん一いつのものが永えい遠えんでは有り得ない」

「…………」

「そんな無む常じようの中で、少なくともガズーリク大たい尉いは、現在いまとは違ちがった未来を望んで逝いったわ。だからきっと、彼の目は、最後の瞬しゆん間かんまで明日の方向を向いていたんでしょう」

　その希望を打ち砕くだいた立場から言うには、不ふ遜そんに過ぎる感傷が口を突つきそうになる。とっさに自制を働はたらかせて、ヤトリは話をそこで打ち切った。

「……急ぎましょう。無む駄だ話ばなしが過ぎたわ」

　部下たちを促うながして歩調を速めながら、彼女はちらりと頭上を見上げる。古びた城砦の天てん井じようが覆おおい隠かくしていた、彼方かなたの青空──その果はてしない広がりを目にした瞬間、歴史を通して変わらないことを宿しゆ命くめい付けられたイグセムの末まつ裔えいは、束つかの間だけ詮せん無ないことを想おもう。

　まだ見ぬ未来を望める。それは一体、どんな気持ちなのだろうと──。





＊






「はっ……はっ……！」「はぁっ、はぁっ！」

　押し潰つぶされそうな暗くら闇やみの中、むせ返るほどに立ち込めた土と泥どろの臭におい。光ひかり精せい霊れいたちの周照灯ランタンを除のぞいて、光こう源げんとなるものは他にない。──真実、何もない。ほんのわずかな月明かり、星明かりさえも、大地そのものにさえぎられて届とどきはしないのだ。

　そんなまったき暗闇の突とつ端たんで、四人並んだ兵士たちが黙もく々もくとシャベルを振るっている。彼らが背はい後ごにうず高く積み上げた土の山は、他の兵士たちが台車に載のせて運んでいく。掘くつ削さくがある程てい度どまで進むごとに工こう兵へいたちが動いて、坑こう道どうの崩ほう落らくを避さけるための柱はしら・梁はりを張り巡めぐらせる。

　作業の繰くり返しがどれだけに及およぶか、正確なところは誰だれも覚えていない。真しんの暗くら闇やみを湛たたえた坑道の中では、時の経過もその意味を半なかば喪そう失しつする。積み重なっていく疲ひ労ろうと空くう腹ふく感かんだけが、辛かろうじて彼らに時間の存そん在ざいを実感させてくれるものだった。

「はっ、はっ──」「──おい、待まて！　手を休めろ！」

　作業の監かん督とくをしていた下か士し官かんが、シャベルを振ふるう兵たちの背はい後ごで声を上げる。彼らが泥どろで真っ黒になった顔を振り向けると、手て元もとの図面から視し線せんを上げて、下士官は再び口を開いた。

「……計画通りに進んでいるなら、そろそろだ。慎しん重ちように掘ほり進めろ」

　その一ひと言ことに、兵たちの目が爛らんと輝かがやく。慎重に、という指示を受けていながら、シャベルを振るう彼らの手はむしろ早まっていった。果はてしない労ろう苦くが結けつ実じつする瞬しゆん間かんを待まち焦こがれて、兵士たちの腕うでは土つち壁かべを掘り進めていき──。

「──あっ」

　唐とう突とつに、兵のひとりが声を上げた。土の中に突つき刺さしたシャベルが、その途と中ちゆうで抵てい抗こうを失ったからだ。予感を覚えた彼は、一度シャベルを引き抜き、刃はを縦たてにしてから再ふたたび突き刺す。場所をずらして同じ工こう程ていをもう一いち巡じゆん。そうやって土壁を四角く掘り抜いていった。

「おっ──」「うぁっ……」「ああ……！」

　穿うがち抜かれた土壁の向こうから、一ひと筋すじの光が差し込む。一目で陽光と分かる鮮せん烈れつな輝きに、暗闇に慣なれきった兵士たちの目は、鋭するどい痛いたみすら訴うつたえる。

　喜よろこびの浮かぶ顔を見合わせ、それから一いつ斉せいに、彼らは背後の上じよう官かんを振り向いた。







「開かい通つうだ！　開通したぞーっ！」

　坑道を走り戻ってきた兵士の声に、同じ作業に従じゆう事じしていたキオカ兵たちは揃そろって喝かつ采さいを上げた。記き憶おくを遡さかのぼれば、工期は半年以上にも及およんだのだ。ヒオレド鉱こう山ざんに詰つめている兵たちの中で、その報ほう告こくを待ち焦がれなかった者はただのひとりもいない。

「よぉぉし！」「道が開けたぞ！」「大たい佐さ殿どのに報告してこい！　早く！」

　仲なか間まに急せかされるまでもなく、伝でん令れいの兵士はその場から駆かけ出していた。高ぶった気持ちが彼に疲ひ労ろうを忘れさせていた。何度もつんのめりながら陣じん地ちの中を駆け抜けて、ほどなく彼は司し令れい所じよの建物に辿たどり着く。

「大佐殿！　報告です、たったいま坑道が開通しました！」

　相手が反はん応のうする間まも惜おしむように、ドアを叩たたきながら声を張り上げる。が、どれだけ待っても中からは返答がない。彼が奇き妙みように思っていると、近くを通りがかった兵士が疑問に答えた。

「アルキネクス大佐殿なら、敵てき陣じんを見に出ているぞ。今は陣地の西側にいるはずだ」

　それを聞くと、短く礼を言って兵士は再ふたたび走り出した。さすがに息いきが切れてきたが、朗ろう報ほうを運ぶ足取りはなお衰おとろえない。

　やがて陣じん地ちの西端に行き着いた彼は、そこでついに、白はく髪はつの将しようが多くの部下と共ともに立っているのを見て取った。さっきのように「開かい通つうしました！」と大声で叫さけびそうになったが、ここはもう敵てき陣じんが近いことを思い出す。すんでのところで自じ重ちようして、ゆっくりと相手に歩み寄った。

「大たい佐さ殿どの！　いましがた坑こう道どうが──」

　なるべく声量を抑おさえながら伝えようとした、その瞬しゆん間かん──彼はふと、白髪の将を中心とする軍人たちが、異い様ような緊きん張ちように包まれていることに気が付いた。







「……どういうことなんだ、これは」

　気の早い鳥たちが羽はばたき始めた明け方の空の下。望ぼう遠えん鏡きよう越ごしに敵陣を眺ながめながら、キオカ陸軍大佐ジャン・アルキネクスはそうつぶやいた。僚りよう友ゆうのミアラ・ギン中ちゆう尉いとタズニヤド・ハッラー大たい尉いも、硬かたい表情で両りよう脇わきに立っている。

　ジャンが見下ろす先では、今まで鉱こう山ざんを包ほう囲いしていたはずの帝てい国こく軍ぐんの兵士たちが、長大な隊列を組んで西に向かっているところだった。すでに行動開始から時間が経たっているようで、先頭を行く一団は遠い地平線にかすんでいる。

「撤てつ退たい……しているように、見えますね。兵力のほとんどを、この周辺から引き上げているように……」

　ミアラが慎しん重ちように意見を口にする。それを聞いて、ハッラーが厳きびしい面おも持もちでうなった。

「だとすれば、俺たちの勝ちってことなんだがな」

　そう簡かん単たんな話ではないだろうと、彼の言こと葉ばには言げん外がいの含ふくみが込められている。ジャンも内心で同意しつつ、目の前の意外すぎる光景から、その原げん因いんの推すい測そくを試こころみた。

「Ｍｕｍムン……罠わな、ということも考えられるね。あえて包囲を解くことで、僕たちに鉱山からの脱だつ出しゆつを促うながしているのかもしれない。あれらの部隊は撤退したふりをして、こっちが退たい却きやくするのに使う順路に回り込んでいるのかも……」

「なくはない……が、あの黒くろ髪かみの小こ僧ぞうが持ち出してくる策さくとしてはどうだろうな。こっちが鉱山に執しゆう着ちやくしていることは、前の会談で完全に見抜かれていると思ったんだが」

　ハッラーは腕うで組ぐみした。援えん軍ぐんが来るまでここで粘ねばり抜く──それが彼らの方ほう針しんだ。である以上、包囲を解かれたところで、鉱山を捨すてて逃げ出したりはしない。前に直接会って話した感かん触しよくでは、敵てきもそれを承しよう知ちしているはずだった。

「罠でないとすれば……事じ件けん、でしょうか。彼らの後方で、何らかの異い変へんが起こったのかもしれません。鉱山の奪だつ還かんを放ほう棄きしてでも、今すぐ取って返さなければならないほどの出で来き事ごとが」

「だとすれば、相そう当とうな異い常じよう事じ態たいということだね。帝国そのものを揺ゆるがすほどの何かが起こっていると考えるべきだ」

「何か……というと」

「そうだね。例えば──大だい規き模ぼな内ない紛ふんだ」

　頭に浮かんだ中で最もつとも有力な想定を、白はく髪はつの将しようは口に出した。ミアラがごくりと息いきを吞のむ。

「自じ国こくのことを棚たなに上げて言えたものじゃないけれど、帝てい国こくの内部には火ひ種だねが多い。前に焚たき付けたシナーク族もそのひとつだった。大アラファトラ山脈を追い出された後は平地に移り住んだと聞くけど、その彼らが再ふたたび蜂ほう起きした、という可か能のう性せいももちろんある」

「だとしたら、早々に鎮ちん圧あつされるでしょうね。もはやシナーク族に我われ々われの後押しはなく、平地に移住したとあれば地の利さえ失っている。どう頑がん張ばったところで、国を揺ゆるがす動どう乱らんにはなり得ません」

「確かにシア。ここの戦力を全すべて呼び戻すにしては、事態に深しん刻こくさが不足しているね。となると火種はまた別のものだろう。ひょっとすると──軍、かな。彼らの背はい後ごで揺ゆらいだのは、彼らの基もといとなる帝国軍そのものかもしれない」

　敵国の火種としていちばん大きいのはそれに違ちがいないと、ジャンも知っていた。帝国軍における二大派は閥ばつの対立は昨日今日に始まったものでもない。その根深い亀き裂れつにくすぶっていた炎ほのおが本格的に燃え上がったのだとしたら、火勢がどこまで広がるか──もはや想像も付かない。

「……いやニエツト。ここで推すい理りをもてあそぶよりも、まずはきっちり確かめるべきだろうね」

　無む分ふん別べつな推すい測そくに走ろうとした自分を、ジャンはとっさに戒いましめた。安あん易いな推理はつたない予断に繫つながり、つたない予断は無む残ざんな敗北に結びつく。相手側にイクタ・ソロークが存そん在ざいしているという意識が、白髪の将にいっそうの慎しん重ちようさを要求していた。

「あ、あのぅ、大たい佐さ殿どの……」

　敵てき陣じんをにらみ付けていた彼に、そこで背後から遠えん慮りよがちな声がかかる。報ほう告こくを持ってきた部下の存在にようやく気付いたジャンは、それで思し索さくを一いつ旦たん打ち切って、そちらに振り向いた。

「ああ、すまない。何か報告かな？」

「は、はい！　その、ついさっき坑こう道どうが開通しました！」

　やっと伝えられたという安あん堵どに、報告した兵士が口くち元もとをほころばせる。それを聞いた瞬しゆん間かん、彼の周しゆう囲いにいたキオカ軍の同どう僚りようたち全員が一いつ斉せいに湧わき上がった。

「素晴らしいシオール！　こちらは間ま違ちがいなく朗ろう報ほうだよ。道の整備は進めているかい？」

「はい！　今のペースだと、二時間後には馬が通れるようになっている見込みです！」

「よし。準備が済すみ次し第だい、まずは様よう子す見みで歩ほ兵へい一個分隊を向かわせよう。ハッラー、兵の選出は君に任せる」

「合が点てんだ。はしっこくて用心深いやつを選より抜いとくぜ」

　命令を受けたハッラーが陣じん地ちの奥に駆かけ戻っていく。その背中を見送ったところで、当とう座ざの最さい善ぜん手しゆは打ったはずだった。だが──それでも白髪の将は再び、敵てき軍ぐんが去さっていく方角を望ぼう遠えん鏡きよう越ごしに覗のぞいてしまう。

「……これは罠わななのかい、イクタ・ソローク。だとしたら僕は迷わず見送ろう。けれど、もしそうでないとしたら──僕らはまた、別の戦たたかいを始めなければならないのかもしれないね」

　ここにいない相手に向かって、彼は静かに語りかける。戦せん略りやく的てきな有利不利とは関係のない個人的な感情が、ジャン・アルキネクスの中に強くくすぶっていた。将しようとしての立場を自じ覚かくしてもなお抑おさえきれないほど、その情じよう動どうは彼の中で日増しに大きくなっていく。

「僕は軍人だ。もし君が内ない紛ふんにかかずらって致ち命めい的てきな隙すきを見せるなら、その背中を刺さすことは厭いとわない。──でも」

　望ぼう遠えん鏡きようを握にぎる五ご指しにみしみしと力がこもった。遠く見み据すえる西の地平線まで届とどけとばかりに、白はく銀ぎんの瞳ひとみが激げき情じようを訴うつたえる。

「なるべくなら、つまらない背中は見せないでくれ。こんな執しゆう着ちやくは未み熟じゆくさ以外の何物でもない──それは自分でも分かっている。けれど、それでも僕は……君を討うつ時に、この手で正面から腹はらを刺したいんだ……！」
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　カトヴァーナ中央部東寄りにミオガロキ州しゆうがある。イチジクやザクロ、パパイヤなどの果くだ物ものがよく作られる地域だが、その他にも、『忠ちゆう義ぎの御ご三さん家け』による国内勢力の統とう一いつ以前の遺い物ぶつ──つまり軍ぐん閥ばつ時代の名残なごりが多くあることで知られている。

　遺物は大小様さま々ざまだが、いちばんの大物は何かと現げん地ち民みんたちに尋たずねたなら、それは『ザルルの飢き餓が城じよう』だと口を揃そろえて答えるだろう。規き模ぼの上でも、また曰いわくの上でも、それこそ間ま違ちがいなく州内で一番の存そん在ざい感かんを放つ建築物だった。槍やり衾ぶすまじみた城じよう柵さくに囲まれ、高さの異ことなる三つの尖せん塔とうを備えた外観は、ひどく威い圧あつ的てきであると同時に、どことなく陰いん気きでもある。

　城しろそのものの建こん立りゆうは四百年以上前まで遡さかのぼる。それでいて城じよう砦さいとして未いまだに現げん役えきなのは、当時の建築家の功こう績せきというよりも、単たん純じゆんに全面的な修しゆう繕ぜんを繰くり返してきたからだ。ここは国内における有事への備えとして、イグセム派はが内々に機能を保ち続けてきた城なのだった。

　さて、この城砦が「ザルルの飢餓城」と呼ばれるようになったのは、かつて地域一帯を支配していたザルル侯こう爵しやく家けの当とう主しゆバルヌ・ザルルが、ここで凄せい惨さんな死を迎えたという史し実じつによる。『忠義の御三家』による国内勢力の統一──その流れに真っ向から逆らった彼らは、度たび重かさなる敗はい走そうの末、ついにはこの城を墓ぼ標ひようとして選ぶ破は目めになったのだ。

　わずか六百の手て勢ぜいと共ともに城へ立てこもったザルル侯爵は、万の兵力に囲まれて降こう伏ふくか死を待まつだけという状じよう況きように陥おちいりながら、それでも絶対に自分の負けを認みとめようとはしなかった。兵士たちには徹てつ底てい抗こう戦せんを命じて投とう降こうを禁じ、最後の一兵まで戦たたかい抜けと号令を発したという。

　ところが、矜きよう持じと心中することを望んだ侯爵とは裏うら腹はらに、配下の兵士たちは主しゆ君くんへの愛あい想そを尽つかしていたらしい。敗北が間近に迫せまってようやく、乗る船を間ま違ちがえたことに気付いたのだろう。誇ほこりを捨てて命を繫つなぐことを選んだ彼らは、密ひそかに相そう談だんした末すえ、侯爵の身み柄がらと引き換えに自分たちの安全を買うことに決めた。──その際に用いた方法が、惨さん劇げきを生む原げん因いんになった。

　彼らのやり方はシンプルだった。侯爵が城の六階の私し室しつで過すごしている間に、その扉とびらを外から打ち付けて塞ふさいだのだ。唯ゆい一いつの出入り口を塞がれた侯爵は完全に閉じ込められ、兵士たちはその間に白しろ旗はたを上げて敵てき軍ぐんを城へ招まねき入れた。問題の部屋を前にした御三家の将しようは、塞がれた扉を打ち壊こわすことはせず、廊ろう下かから中の人物へ語りかけたという。──全すべての権けん益えきを捨てて我われ々われに従したがうのなら、この扉を開いて差し上げよう、と。

　この屈くつ辱じよく的てきな降伏勧かん告こくを、ザルル侯爵は激げき怒どしてはねつけた。御三家の将も重ねて説とき伏ふせようとはせず、かといって扉を壊すこともしないで、中の人間ごと冷たく放置した。──つまりはそれが、侯爵の辿たどることになった死しに様ざまだった。

　室内に飲み水が確保されていたことは、むしろ苦しみを長くする結果を呼んだ。ひと月以上の時間をかけて、侯爵はゆっくりと干ひ上あがっていった。外に通じる唯一の窓まども、六階の高さでは脱だつ出しゆつ路ろにならず、そこから出て来られるのは苦く痛つうと怨えん嗟さの呻うめき声だけだった。

　部へ屋やの封ふう鎖さから三十六日が過すぎた頃ころ、中から何の物音も聞こえなくなったので、御ご三さん家けの将しようはついに扉とびらを打ち壊こわした。この先には諸しよ説せつあるが──もっとも有名な話だと、侯こう爵しやくの遺い体たいは両りよう腕うでの肉が削そげて骨が覗のぞいていたという。空くう腹ふくのあまり自みずから食らったというのだ。

　この出で来き事ごとによって、ミオガロキ州しゆうの城しろには「ザルルの飢き餓が城じよう」なる忌いみ名なが授さずけられた。城にまつわる怪かい談だんは数知れず、六階の窓まどから夜な夜な聞こえてくる呻うめき声、廊ろう下かを徘はい徊かいする両手が骨になった老人──など様さま々ざまなパターンがある。気の弱い兵士などは、ここへの赴ふ任にんを知らされた瞬しゆん間かんに泣き叫さけぶこともあるそうだ。




「さーて。どうしたもんかね、こっから」

　しかし今、血なまぐさい惨さん劇げきの舞ぶ台たいとなった飢餓城の六階「監かん禁きん部屋」には、そんな曰いわくなど歯し牙がにも掛かけない二人の軍人が居きよを構えていた。のけぞり気ぎ味みに椅い子すへ腰こし掛かけたまま、伸ばした両足をテーブルに乗せるという不ふ遜そんな姿勢で、ヨルンザフ・イグセム名めい誉よ大たい将しようが口を開く。

「帝てい都とバンハタールも中ちゆう央おう軍ぐん事じ基き地ちも──つーか中央のめぼしい軍事施設はほぼ全部、レミオン派はに完全占せん拠きよされちまった。街かい道どうも手て際ぎわよく封ふう鎖さされて、今からじゃ各州のイグセム派勢力との合流も難むずかしいとくる。孤こ立りつ無む援えんってやつだなぁオイ」

　内容とは裏うら腹はらに、「隻せき腕わんのイグセム」の口く調ちようはどこか面おも白しろがっているようでもあった。その一方で、部屋で唯ゆい一いつの窓の前に立った帝国軍元げん帥すいソルヴェナレス・イグセムは、じっと外を眺ながめながら巌いわおのように沈ちん黙もくを保っている。

「ま、悪いことばっかでもねぇけどな。元帥おまえ自じ身しんが無事に窮きゆう地ちから逃げおおせて、四千ばかりの兵も引っ張ってこられた上に、ボロっちいとはいえ拠きよ点てんまで確保出来たんだ。巻き返しの出発点としては及きゆう第だいだろうよ」

「…………」

「そーなると、初しよっ端ぱなの問題は皇こう帝てい陛へい下かだな。いつまで俺たちを官かん軍ぐんでいさせてくれるか」

　ヨルンザフ大将がそう言ったところで、イグセム元帥が初めて沈黙を破やぶった。

「──否いな。帝国法の定めるところによれば、反乱による軍権力の不当な移動を背はい景けいとして発せられた勅ちよく令れいは、それ以前に発せられた勅令を覆くつがえす力を持たない。故ゆえに、今後の勅令の有う無むにかかわらず、我われ々われの官軍としての立場は動きません」

「法の上ではそうだろーな。でもよ、勅令自体は今でも出せるんだろ？　玉音放送もまた然しかり。法学者でもない連中を動どう揺ようさせるにゃ、その一声でじゅうぶんだろうさ」

　あくまでも実じつ践せん的てきに思考を進めつつ、炎えん髪ぱつの老ろう将しようはテーブルの上で左右の足を組み替える。

「だがそうなると、逆に腑ふに落ちないこともあらぁな。──なんでまだそうなってない？」

「…………」

「俺がテルシンハの小こ僧ぞうっ子なら、陛下の首を締しめ上げてでも、勅令だけは真っ先に出させるぜ。『ソルヴェナレス・イグセムに替わり、テルシンハ・レミオンを帝国軍最高指し揮き官かんとして任ずる』ってな。法的根こん拠きよがあろうがあるまいが、陛へい下かのお言こと葉ばには違ちがいねぇんだ。憂ゆう国こくの士しを気取りたい連中の追い風としちゃ十じゆう二に分ぶんだろ」

　歯に衣きぬ着せず大だい胆たんな所見を述べて、ヨルンザフ大たい将しようは鼻を鳴らす。

「出せるなら誰だれでも迷わず出す局きよく面めんだ。にもかかわらず出てないってことは、あっちが勅ちよく令れいを出せない状じよう況きようにあるってことだろ。……レミオン派はでは陛へい下かをどう扱ってんだ？　まさか皇こう族ぞくを根絶やしにして完全な軍政を敷く気でもあるまいに」

　そいつは今の時点じゃ気が早ぇ──と、聞きようによっては危ない物言いが老ろう将しようの口から飛び出した。が、本人にすれば敵てきの立場に立った思考を展開しているに過ぎない。その点をよくよく理解しているからこそ、イグセム元げん帥すいも一言の苦く言げんも挟はさまずに話を続ける。

「或あるいは、陛下自じ身しんの問題とも」

「そういや、だいぶ前から死にかけの有あり様さまでいらっしゃったな。体調不良で勅令どころじゃねぇって状況もあり得るわけだ。──おいゼオ！　カトヴァーナ帝てい国こくの現げん皇こう帝ていは？」

　主あるじと並んで椅い子すの肘ひじ掛かけに座すわっていた火ひ精せい霊れいが、その問といにすぐさま答える。

「アルシャンクルト・キトラ・カトヴァンマニニク」

「──ふん？　今のところ少なくとも、手続き上は生きていらっしゃるみてぇだが」

　特に安あん堵どを見せるでもなく、老将は椅子の背もたれに沿そって背せ筋すじを伸ばした。

　もし皇帝が崩ほう御ぎよした場合は、パートナーの精霊が最さい期ごを看み取とった後、その死を全ぜん帝てい国こく民みんに向かって広く伝える決まりとなっている。この際に使われるのが「玉ぎよく音おん放送」──帝国内に存在する全精霊が一斉に同じことを喋り出す、という奇き跡せきじみた御業だ。これは勅令の発布にも用いることが可か能のうで、その超ちよう常じよう性せいから帝国における王権神しん授じゆ説せつの根拠にもなっている。

　崩御後の玉音放送そのものは遅おくらせることが可能だが、それとはまた別に、帝国内の精霊たちは「現皇帝が誰であるか」の知識をリアルタイムで共有している。つまり、皇帝のパートナーを務める精霊がその死を見み届とどけた瞬しゆん間かんには、他の全精霊もまたその事実を知るのだ。そして帝国の法制度上、現皇帝の死と同時に、その時点での皇こう位い継けい承しよう権けん最上位者が新たな皇帝と見なされる。

　したがって──もし皇帝がすでに身み罷まかっており、その死を精霊が見届けているとすれば、さっきのヨルンザフ大将の質しつ問もんに「アルシャンクルト・キトラ・カトヴァンマニニク」の名前で答えられることはあり得ない。

「まぁ厳げん密みつにゃ、パートナーの精霊を隔かく離りするなりすれば、陛下の死を隠かくすことも可能だろうがな……。それ自体が重じゆう罪ざいだし、今のレミオン派にそんな真似まねをする理由はねぇ。皇帝が死んだなら、とっとと帝位継承権最上位の皇族を新皇帝に担かつぎ上げればいいだけの話だ。第一皇子はあっちが確保してやがんだろ？」

「ほぼ確実に。現状でレミオン派の手から逃れている可能性を見込める皇族は、南なん域いきサレギタ州しゆうに滞たい在ざい中ちゆうの第二皇おう子じ殿でん下かと、旧きゆう東とう域いきでシバ少しよう将しようの下にある第三皇おう女じよ殿下の二人のみ」

「第二皇おう子じは仕方ないとしても、東とう域いきから第三皇おう女じよを呼び戻さなかったのは手落ちじゃねぇか？　ヤトリシノたちは今こっちに向かって走ってんだろ？」

「否いな。急きゆう行こう軍ぐんに皇こう族ぞくを伴ともなえば、移動の際にリスクを避さける必ひつ要よう性せいが生じ、結果として到とう着ちやくが遅おくれることに。我われ々われに求められるのは第一に、一いつ刻こくも早い戦力合流であるからして」

「……それもそうだぁな。この場合は第三皇女の身み柄がらよりも、兵どもを最速で帰って来させることのほうが重要か。シバの坊ぼう主ずにしたって、このまま呼び戻されなけりゃ最後まで静せい観かんを貫つらぬく腹はらだろうし。第三皇女はあいつに預けとくのが上じよう策さくかもしれねぇ」

　老ろう将しようも納なつ得とく顔がおでうなずいた。無理に呼び戻して不確定要素を増やすよりは、灰色の勢力は灰色のままに留めておくべき──それがイグセム元げん帥すいの基本方ほう針しんだ。同様の理由で海かい軍ぐんにも応おう援えんを求めていない。

「……話を戻すぜ。なんにせよ、レミオン派はが勅ちよく令れいを出して来ないってのが解げせねぇ。その原げん因いんとして考え得るのはふたつきりだ。皇こう帝てい陛へい下かが勅令を出せないほどの危き篤とく状じよう態たいにあるか、そもそもレミオン派が陛下を確保していないか──」

「…………」

「どっちかっつったら、俺は後者が臭くさいと思うんだがな。こりゃ俺の感かん覚かくだが、ここ数日のレミオン派の動きには自信ってもんが欠けてる。本当に陛下の身み柄がらを押さえてるなら、もっと強つよ気きに攻せめてきてもいいじゃねぇか。あんな遠とお巻まきに見張ってないでよ」

　そう言って、ヨルンザフ大たい将しようは開け放たれた部へ屋やの扉とびらの向こうを指差した。廊ろう下かに設けられた窓まどからは、レミオン派の一軍が西に向かう街かい道どうを塞ふさぐ形で展開しているのが一いち望ぼう出で来きる。とはいえ攻こう城じようの準備をしているわけではなく、城にこもったイグセム派が援えん軍ぐんと合流しないよう、通せんぼを兼かねて見張っている程てい度どの様よう子すだった。

「なんにせよ、こっから先は皇族の身柄が大きな意味を持ってくるな。皇帝陛下か第一皇子殿でん下か──どちらか一方を確保出来りゃ、一いつ気きに対等の立場まで巻き返せるかもしれねぇ」

　ヨルンザフ大将の口くち元もとがつり上がった。現状の劣れつ勢せいを、むしろ愉たのしむかのように。

「……それにしても連中、城の東側にはまるきり兵を回してねぇな。援軍があるとすれば西側から──帝国内からの合流だけだと決め付けてやがるのか？」

「クドラ峠とうげの砦とりでを始め、東のヒオレド鉱こう山ざんに至いたるまでの進軍路の各所には、レミオン派の部隊が多く駐ちゆう留りゆうしていると予測されます。東への守りはそれで事足りると踏ふんでいるのでしょう」

「かかッ！　イグセムも舐なめられたもんだ！」

　膝ひざを叩たたいて老将が笑う。東側に面した窓から外を眺ながめつつ、イグセム元帥もうなずく。

「──正まさしく」

　その視し線せんの先に、地平線を越えて馳はせ参さんじる友ゆう軍ぐんの姿が映っていた。







　彼女らが全速力で城内に入るまでの間、結果として戦せん闘とうは起こらなかった。西側の街かい道どうにばかり警けい戒かいしていたレミオン派はの軍が、反対方向からの援えん軍ぐんに意表を突つかれたというのが理由のひとつ。もうひとつは──十五日間で千キロ強という非ひ常じよう識しきなまでの急きゆう行こう軍ぐんを経へて、二千の兵力がほとんど損なわれていなかったことの威い圧あつによる。

「陸りく軍ぐん中ちゆう尉いヤトリシノ・イグセム、ただいま帰き参さんいたしました」

　帝てい国こく中ちゆう央おうにおけるクーデター勃ぼつ発ぱつから、数えて十八日目の午前十一時過すぎ。城じよう柵さくの内側に全すべての兵員を送り込み、ひとりの数え忘れもないことを確かく認にんしてから、ヤトリは部ぶ隊たい指し揮き官かんのメグ少しよう佐さともどもイグセム元げん帥すいに帰き還かんを報ほう告こくしていた。

「予想より早かったじゃねぇか。久しぶりだなヤトリシノ、大てえしたもんだ」

　元帥と並んで立つ「もうひとりの」イグセムの挨あい拶さつに、ヤトリは驚おどろくでもなく平然と応じる。

「お褒ほめに与かり恐きよう縮しゆくです。が、どうか労ねぎらいはメグ少佐殿どのに。ヨルンザフ名めい誉よ大たい将しよう殿どの」

「大おお叔お父じを真っ先に階級で呼ぶんじゃねぇってのに！　お前めェら親子は似に過すぎだバッケロー！」

　大げさに嘆なげいて見せる大叔父に一礼して、炎えん髪ぱつの少女は隣となりに立つ父親へ視し線せんを移す。

「──元帥閣かつ下か。クーデターの推すい移いと現状をうかがっても宜よろしいですか」

「レミオン派勢力による帝てい都とバンハタールの制圧、及および中央軍事基地の占せん拠きよを発ほつ端たんとして、帝国中央部の軍事施設は軒のき並なみ同勢力に乗っ取られている。街道も各所で封ふう鎖さされ、ともなって地方の友ゆう軍ぐん勢力とは連絡が途と絶ぜつ。この城に集まった兵力は援軍を加えて六千余。対するレミオン派は二万以上の兵員が反乱に参加していると見られる。総そう評ひようして、戦せん況きようは我われらの劣れつ勢せい也なり」

　元帥が淡たん々たんと答える。内容につけ口く調ちようにつけ、およそ親子の間で交わされる会話ではあり得ない。ふたりのイグセムが続ける鋼はがねじみたやり取りを、傍かたわらのメグ少佐は息いきを吞のんで見守る。

「ヤトリシノ中尉。現在時じ刻こくを以もつて、貴き官かんには少佐への昇しよう進しんと中佐待たい遇ぐうの仮かり任にん官かんを命じる」

「承うけたまわります」

　突とつ然ぜんの昇進を言い渡されても、ヤトリは戸と惑まどわなかった。逆ぎやつ境きようにあって範はんを示すべき現げん役えきのイグセムが、この状じよう況きようで尉い官かん止まりでは話にならないのだ。時計の早回しが必要になるだろうとは、帰還の最中から彼女も想像していた。

「ヌーダッカ・メグ少佐」

「はっ！」

「貴官には参さん謀ぼうとして、ヤトリシノ中佐待遇官の補ほ佐さを頼たのみたくある。異い存ぞんはあるか」

　重々しく問とわれたメグ少佐は、短い沈ちん黙もくの後、乾いた笑みを浮かべて首を横に振る。

「……クドラ峠とうげの砦とりでを早々に突とつ破ぱしても、ヒオレド鉱こう山ざんからここまでの道のりに、私は最低で十八日を要すると見ていました。それが十五日にまで縮まった……成したのはご息そく女じよです。兵を余よ計けいに損そこなってすらいない。ヨルンザフ大将殿の労いは、相手を間ま違ちがえておりません」

　降こう伏ふく宣せん言げんにも似にたメグ少佐の言こと葉ばに、当然だと言わんばかりに老ろう将しようが鼻を鳴らす。イグセム元帥はうなずいて続けた。

「──佐さ官かん以上の将しよう校こうは全すべて、これより城内六階の司し令れい室しつに集合。軍ぐん議ぎを開く」





＊






　四方の門が封ふう鎖さされ、住民の大部分が屋内で待たい機きするよう促うながされたことで、いまや事実上の戒かい厳げん令れい下かにある帝てい都とバンハタール。いつもの賑にぎわいが噓うそのように人ひと気けの絶えた街まち並なみの、その奥に佇たたずむ宮きゆう殿でんでは──かつての腐ふ敗はい貴き族ぞくたちに替わって、実質的な臨りん時じ政せい府ふとなったレミオン派はの軍人たちが居きよを構えていた。

「……どうして……」

　名めい工こうの壁へき画がが円えん卓たくを取り囲む賑にぎ々にぎしい会議室──本来なら行政の話し合いに使われるべき場所だが、その担にない手たる貴族たちはこの世から排はい除じよされている。華か麗れいな虚きよ飾しよくに満ちた空間の中、いまは副ふく官かんとふたりきり、テルシンハ・レミオン大たい将しようが頭を抱かかえていた。

「……どうしてここまで、見込みと現実がずれるんだ……！」

　呻うめき声が漏もれる。クーデターの開始から今まで、予定外のトラブルが重なり過ぎていた。

　第一に、中ちゆう央おう軍ぐん事じ基き地ちで真っ先に捕とらえるはずだったソルヴェナレス・イグセム元げん帥すいの動向。彼は四千の兵力を引き連れて基地を脱出した後、レミオン派の追つい撃げきを辛からくも振り切って、ミオガロキ州しゆうの『ザルルの飢き餓が城じよう』に立てこもってしまった。

　レミオン大将にすれば、この時点で予定からの逸いつ脱だつが甚はなはだしい。彼はイグセム元帥ひとりを捕えるために、実に風ふう銃じゆう兵へい一個中隊以上の人員を当てていた。部ぶ隊たい編へん成せいの上では兵の選出から吟ぎん味みを重ねて、指し揮き官かんにも古ふる株かぶで実力に信しん頼らいのおけるサール・クアルン大たい佐さを起用し、地上最強の剣けん腕わんをもってしても突つき破やぶることの不ふ可か能のうな網あみを用意したつもりだった。──が、

「ヨルンザフ翁おう……。現げん役えきを退しりぞいて久しい『隻せき腕わんのイグセム』が、よりにもよってこのタイミングで基地を訪れていたなんて。悪い冗じよう談だんとしか思えない。僕たちはただ一頭の獅し子しを駆かり立てるつもりが、存そん在ざいも知らなかった二頭目に飛び込まれたんだ！」

　二人目のイグセム。レミオン大将のプランを根こそぎ引っくり返す、それは極きわめつけの鬼き札ふだと言えた。対策もへったくれもない。齢よわい七十を過ぎた老人の指揮能力が今もって健けん在ざいであり、その剣腕までもが往おう年ねんと変わらず一いつ騎き当とう千せんの脅きよう威いだと──そんな馬ば鹿かげたことを予想できる人間が、この世のどこにいるというのか？

「……だとしても、予測しなければならなかった。僕が将しようなのだから。それこそが僕の責せきだったのだから。結局のところ、僕の采さい配はいミスのせいで、クアルンたちは逝いった……」

「大将閣かつ下か、落ち着かれて……」

「それだけじゃない。基地を脱出したソルが向かった先──それがまさか『ザルルの飢餓城』だって？　有り得ないッ！　中央第二基地でも第三基地でもない、四百年も前のカビの生えた城じよう砦さいだぞ！　いくら史し跡せきとして残されているからって、軍事面での実用に耐たえるレベルで保たれているはずがなかった……！」

　副ふく官かんがなだめる声をさえぎって、翠すい眼がんの将しようは歯は軋ぎしりする。この点に関しては紛まぎれもなく、レミオン大たい将しようの企くわだてにイグセム派はの備えが上回ったのだ。城しろの補ほ修しゆう工事はあくまでも内ない密みつに、その意い図とがレミオン派に伝わらないよう、長く密ひそやかに進められたに違ちがいない。クーデターによって中ちゆう央おう軍ぐん事じ基き地ちが占せん拠きよされ、周しゆう辺へんの基地にも逃げ込めないよう手を回される──イグセム元げん帥すいにとってはそこまで読み筋すじだったのだ。

「ソルは今なお、四千の手て勢ぜいを従したがえてイグセム派を率ひきいている。あの数で城じよう砦さいに立てこもられたら、もう強引に押し潰つぶすことは難むずかしい……」

　理り屈くつの上では、レミオン派の全兵力を攻こう城じように回せば、飢き餓が城じようの攻こう略りやくも不ふ可か能のうではない。だが、そのためには中央の各基地と帝てい都とバンハタールの制圧、そして街かい道どうの各所の封ふう鎖さに回している兵力を呼び寄せる必ひつ要ようがある。そうなれば必ずや、異い変へんに気付いた地方のイグセム派勢力が元帥のもとへ駆かけ付けるだろう。手て薄うすになった基地や帝都もたやすく奪だつ還かんされることになる。

「レミオン派とイグセム派の勢力は、兵数にしてほぼ互ご角かくなんだ……。正面きっての総力戦なんて演じた日には、終わった後にそれこそ草一本残らない。そうなれば笑うのは漁ぎよ夫ふの利りを得るキオカだけじゃないか。いまの僕に、安あん易いな力押しなんて許されるはずがない……！」

　国家の明日を担になう重圧に、大将は全身の骨ほねが軋きしむような錯さつ覚かくさえ覚えていた。……しかし、不ふ毛もうな総力戦を避さけたい考えはイグセム元帥にしても同じこと。ならばクーデターはこの先、互いの武力を背はい景けいとした交こう渉しようと、そのための材料を奪うばい合う戦たたかいに局面を移すことになる。

「有力な交渉材料を提示して、イグセム派に降こう伏ふくを促うながす……。そのためにもっとも有ゆう効こうな一手が、皇こう帝てい陛へい下かの勅ちよく令れいによって僕たちを官かん軍ぐんと認めてもらうことだった。それによって僕たちは大たい義ぎを得て、賊ぞく軍ぐんに堕だしたイグセム派に敗北感を植え付けることが出来たはずだ」

　イグセム派の士し気きの高さは、「自分たちこそが官軍である」という自じ負ふに根差している。まずは一発目の勅令でそれを揺ゆるがし、さらに追い打ちでは、近い未来に皇こう帝ていとなる第一皇おう子じを神み輿こしに掲かかげて、レミオン派を擁よう護ごする旨むねを「玉ぎよく音おん放送」で演えん説ぜつしてもらうつもりだった。精神的な後ろ盾だてを失ったイグセム派の戦意は、それで一気に落ち込んだはずだ。

「なのに……なのにトリスナイッ！　お前は、お前は……陛下をどこに隠かくしたんだッ！」

　この場にいない怨おん敵てきの名前を叫さけびながら、レミオン大将は目の前の円えん卓たくに両手を叩たたき付けた。イグセム元帥の確保失敗に続く、それこそが第二の──そして彼にとって最大の誤ご算さんだった。

　クーデター勃ぼつ発ぱつの直後、最さい優ゆう先せんの目標となる皇帝の確保には彼自身が赴おもむいていた。皇帝がその日、宰さい相しようトリスナイと共ともに御ご所しよへ留まっていることは、あらゆる筋すじの情報を照らし合わせた上で確信を持っていた。

　もちろん間接的な確認だけで十分とはいかない。だから念には念を入れて、決行の数日前から宮殿内部に密みつ偵ていを潜ひそませておいた。彼らからの定時連絡には何の異い変へんもなく、前日の夜まで、皇帝とトリスナイの姿は確かに宮殿内に確認されていたはずなのだ。

　にもかかわらず、レミオン大たい将しようらが扉とびらを壊こわして閨ねやに押し入った時、そこには誰だれの姿もなかった。その後も御ご所しよの隅すみ々ずみまで捜そう索さくし、お決まりの隠かくし部べ屋やもいくつか見つけたが、結果は全すべて空から振ぶり。皇こう帝ていと宰さい相しようの存そん在ざいは、まるで煙けむりのようにかき消えてしまっていた。

　……いや、正確に言えば発見はあった。二階の一室で、トリスナイと顔立ちのよく似た男が、最高等文官を示すカーキ色の一張羅を着込んだ姿で確保されたのだ。密みつ偵ていが捕ほ捉そくしていたトリスナイが替え玉だったこと、つまりは古ふる狐ぎつねに出し抜かれたということを、レミオン大将も認めざるを得なかった。

「陛へい下かが見つからないことには、勅ちよく令れいも出しようがない……。そしてレミオン派はを支持する旨むねの勅令が出ない限り、イグセム派は官かん軍ぐんとしての自じ負ふのもとに士し気きを保ち続けるだろう。このクーデターはいま、最悪の泥どろ沼ぬまに陥おちいりつつあるんだ……」

「……大将閣かつ下か」

「どうすればいい……。僕が、僕がどうにかしなければ。多くの兵たちを巻き込んで国を割ったのは僕だ。全すべての責任は僕にあるのだから……！」

「閣下っ！」

　自じ責せきのループにはまった翠すい眼がんの将しようの両りよう頰ほおを、突とつ然ぜんの鋭するどい衝しよう撃げきが襲おそった。ぎょっと体を硬こう直ちよくさせたレミオン大将は、ふたつの手のひらに顔面を挟はさみ込まれた状態で、見知った女性の顔をすぐ目の前に見て取る。

「……ルシーカ中ちゆう佐さ……」

「お目覚めになりましたか」

　鋭い光を湛たたえた切れ長の両目が、レミオン大将の翠眼を真っ向から貫つらぬく。彼の思考に大だい胆たんな割り込みを入れたのは、副ふく官かんのルシーカ・クルツク中佐だった。怜れい悧りな雰ふん囲い気きを放つ四十前の女性将しよう校こうで、口さがない一部の部下からは「氷こおりの女」などとも異い称しようされている。

「自分を責めている場合ではありませんよ、テルシンハ・レミオン大将閣下。いま追求すべきは責任の所在などではなく、苦く境きようを打開するための実じつ践せん的てきな方ほう策さくです。葛かつ藤とうも苦く悩のうも結果に繫つながらなければ何ら意味を持たない。お分かりですか？」

「……あ、ああ……」

「よろしい。なら今後、例の『僕が悪い』は封ふう印いんしていただきます。時間のムダですので」

　冷たく言い切ってから、ルシーカ中佐は上官の顔を挟んでいた両手を引いた。左右の頰にじんじんと痛いたみの名残なごりを感じつつ、レミオン大将はようやく、さっきまでの自分の思考が不健全だったことを思い知る。

「……ありがとう、中佐。おかげで我われに返ったよ。私としたことが、見苦しいところを見せてしまったようだな」

　地が出ていた口く調ちように威い厳げんを取り戻して、翠眼の将は副官に礼を述べた。

「構いません。この部へ屋やにふたりきりになった時点で、こうなることは予想していました」

　平然と言ってのけるルシーカ中ちゆう佐さに、大たい将しようはたまらず苦にが笑いを浮かべる。昨日今日の付き合いではないだけに、こればかりは取り繕つくろいようがない。不ふ毛もうな思し索さくに陥おちいった彼を現実に引き戻すのは、昔むかしから彼女という副ふく官かんの役目だった。

「べつだん恥はじることはありません。大将殿どのの思考の丁てい寧ねいさと繊せん細さいさは、いわばコインの裏うら表おもてなのです。長所に相そう応おうの欠点が付ふ属ぞくしているというだけの話。後は扱あつかいの問題でしかない」

「君に喝かつを入れてもらえるのはありがたいよ。いつも少々厳きびしいやり方ではあるがね」

「優やさしく起こしていただきたいなら、それは奥おく様さまに頼たのむのがよろしいかと。もっとも念願のご自じ宅たくに帰るためには、まずもって目の前の厄やつ介かい事ごとを片付ける必要がありますけれどね」

　皮ひ肉にくの利きいた励はげましに平常心を取り戻して、レミオン大将は目の前の問題に向き直った。

「……ちゃんと考えてみよう。ソルの身み柄がらも皇こう帝ていの身柄も手て元もとにはない。この飛ひ車しや角かく落ちの状じよう態たいから、僕たちはどう動くべきか？」

「方ほう針しんは大きく二つです。飛車角落ちのまま勝ち筋すじを求めるか、取り損そこなった大おお駒ごまをもう一度取りに行くか」

「いまからソルの身柄を拘こう束そくすることは、決戦を避さけながらでは不ふ可か能のうに近い。残るは皇帝陛へい下かだが……こちらもイグセム派が確保しているとなると、条件はほぼ同じになってしまう」

「なら、まずはその点をはっきりする必要があります」

　ルシーカ中佐が淡たん々たんと言う。翠すい眼がんの将しようも重々しくうなずいた。

「……探さぐりを入れる、か。会談の場を設けるとして、ソルは乗ってくるだろうか？」

「可能性は高いかと。相手の懐ふところを探りたいのは互たがいに同じです」

　追い詰つめられているのは、決して自分たちだけではない──中佐の発言をそう受け止めて、レミオン大将は次に取るべき行動の選せん択たく肢しを絞しぼり始めた。が、その瞬しゆん間かん、会議室の扉とびらから激しいノックの音が響ひびき渡わたる。

「キネリゴ大たい尉いであります！　大将殿どの、ご報ほう告こくが！」

「入れ！」

　大将が入室を促うながすと、キネリゴ大尉は室内に駆かけ込んでくるなり報告を始めた。

「籠ろう城じよう中ちゆうの敵てき勢せい力りよくに、東の方角より増ぞう援えんが到とう来らいしました！　兵数にして二千余あまり！　飢き餓が城じようの勢力と挟きよう撃げきされることを恐れて、友ゆう軍ぐんによる合流の阻そ止しは叶かなわなかった模も様ようです！」

「……東から」

　もたらされた悪あく報ほうに、翠眼の将の奥歯がぎりりと軋きしんだ。ルシーカ中佐が横目で気き遣づかうが、彼も一軍を預かる身としての自じ負ふがある。重ねて取り乱みだすような無ぶ様ざまは晒さらさなかった。

「この時点で到着ということは、ヒオレド鉱こう山ざんでクーデター勃ぼつ発ぱつの報ほうを受け取った後、クドラ峠とうげを抜けて最速最短で帰って来たということか。しかも二千──呼び戻しが見込まれていたイグセム派兵力のほぼ総数に当たる。道中での損そん耗もうさえ皆かい無むとは。……僕の見込みの甘あまさもここに極きわまったな」

　最後の一言で自分をガツンと殴なぐりつけてから、レミオン大たい将しようは現状分ぶん析せきの仕上げに入った。

「これで飢き餓が城じように立てこもる勢力は六千にまで膨ふくれ上がった。籠ろう城じようを続けながら大だい規き模ぼな別べつ働どう隊たいさえ出せるレベルだ。……いよいよもって、悠ゆう長ちように構えている余よ裕ゆうはなくなったわけだ」

「……はい。早急な決断を、大将閣かつ下か」

　副ふく官かんの声が背中を押す。ふたりの部下たちが厳きびしい視し線せんを向けてくる中、翠すい眼がんの将しようは次の一手を思い決めた。
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　同日の夕方、レミオン大将から会談の申し入れがあると、イグセム元げん帥すいは悩むまでもなくそれを受じゆ諾だくした。ルシーカ中ちゆう佐さの予想通り、相手の内情を探さぐりたいという意味で、両者の思おも惑わくは一いつ致ちしていたのだ。

　伝でん令れい越ごしのやり取りを何度か経へた後に、会談の開かい催さい地ちとして合意を見たのは、中ちゆう央おう第だい三さん軍ぐん事じ基き地ちと飢餓城の中間点にあるオルマオイ平野のど真ん中。東西南北数十キロに渡って見通しの良い地形が続くので、伏ふく兵へいなどの罠わなに対する警けい戒かいは少なくて済む場所だった。




「……久しぶりだな、イグセム元帥」

　はたして分厚い曇どん天てんの下。互たがいに率ひきいた騎き兵へい一個大隊の先頭で、旧きゆう知ちの両りよう将しようは久しぶりの対面を迎えていた。

「帰き順じゆんせよレミオン大将。貴き官かんの行いは救国に非あらず、ただ国を割るもの也なり」

　帝てい国こく軍ぐん最さい高こう司し令れい官かんとしての揺ゆるがぬ立場から、イグセム元帥は謀む反ほん人にんに向かってそう告つげた。レミオン大将もまた怯ひるまず、正面切って相手をにらみ返す。

「……第一声がそれか。相変わらず君の考えは、軍ぐん規きの枠わくから一歩も抜け出ちゃいない」

「然しかり。国体の定めし規律の範はん疇ちゆうにおいてのみ、軍人にはその武力の行こう使しが許される。貴官の行動はその辺土を踏ふみ越えたるもの也なり」

「反逆者と呼ばわりたければそうしろ！　国の滅ほろびを座ざして待まつ番ばん犬けんよりは何倍も上等だ！」

　翠眼の将が吠ほえた。その無意味さを知りながら、彼は己おのれの道義を語らずにはいられない。

「君だって分かっているはずだ！　このまま貴き族ぞくどもに政治を任まかせ続けても、帝国に未来なんてありはしない！　戦せん略りやくではなく私し欲よくで、国こく益えきではなく私し益えきで軍を動かす連中に、万ばん民みんの上に立つ資格などあるものか！　奴やつらの居い場ば所しよは地じ獄ごくの釜かまの底こそが相応ふさわしい！」

「それは貴官の私し見けんに過ぎぬ。軍人が政治を語る勿なかれ」

「私見……？　この状じよう況きようを見ても、まだそれが僕の私見に過ぎないと思うのか。よく見ろ！　かつて君の部下だった帝国兵の半数は、僕に同調してクーデターを起こしているじゃないか！　君の語る軍事の正道こそ、とうの昔にただの形けい骸がいへ堕だしている！　ここで僕たちが立ち上がったのは紛まぎれもない大たい義ぎだ！」

「さに非あらず」

　熱のこもったレミオン大たい将しようの主張を、元げん帥すいは凍いてつく鋼こう鉄てつのような一言でしりぞけた。

「世を正さんとして軍人が立てば、それ即すなわち僭せん主しゆの芽めである。律りつ法ぽうの根こん拠きよなくして勝ち得た君くん主しゆの立場は、遠からず同様の僭主によって簒さん奪だつされる。この奪うばい合いが常じよう態たい化かした時代こそ乱らん世せである。貴き官かんは今、自みずからその端たん緒しよを築きずこうとしていると知れ」

「違ちがう！　僕が立ったのは平和な時代を求めればこそだ！　為い政せいの担にない手たる貴き族ぞくたちが腐くさりきった今、政治の舵かじを取るべき人間は誰だれだと思う？　民たみが本当の意味での信しん頼らいを寄せているのは？　考えるまでもない、僕たち軍人しかいないじゃないか！　これはもはや消しよう去きよ法ほうなんだ！　能力を持つ僕たちが国を導みちびき、救うしかない！」

「否いな。国を滅ほろびから救わんとして軍人が乱らんに及およぶ時、その滅びはむしろ早まる。法の首輪より自みずから脱せし武力は、真しんの意味での統とう制せいを二度と手にし得ぬ。然しかるに動乱の果てに国は潰ついえ、国亡なき後の世は混こん沌とんと無む秩ちつ序じよが支配し、次なる秩序の建こん立りゆうを永ながく待まつより他になくなる。百年、二百年、或あるいは三百年。かつて帝てい国こくが乱世より抜け出すには、それ以上の時を必要とした」

「現状に何の手も打たず見み過すごすことこそ、その結末に繫つながる最悪の選せん択たくだろう！　乱世の到とう来らいを危ぶむまでもなく、腐ふ敗はいの果ての滅びは近い将来に迫せまっているんだ！　いったい誰がそれを回かい避ひする!?」

「為政の問題に処しよするべきは、正統なる為政の担い手のみ。貴官には非あらず」

　その返答に、レミオン大将はたまらず片手で額ひたいを押さえた。

「……この期ごに及およんで、君はまだ貴族どもに期待していると？　それとも今きん上じよう陛へい下かに？　古ふる狐ぎつねに骨ほねの髄ずいまでたらし込まれたあの方が、明日にも目を覚まして国を正しく導いてくれるとでも思うのか？　──冗じよう談だんはよしてくれ。僕の知っている君は、断じて夢む想そう家かじゃなかったはずだ」

　レミオン大将は深くうつむき、そのまま呻うめくように言こと葉ばを続けた。

「君の声を聞かせてくれ、ソル。……イグセムとしてではない、僕の友人としての言葉を」

　両りよう将しようの間に思い沈ちん黙もくが下りた。長い時間を置いて、イグセム元帥が再ふたたび口を開く。

「──仮かりに。決して避さけられぬ滅びが、近い将来に待まち受けていたとして」

「…………」

「我われ々われに課せられる使命はひとつ。滅びのその日まで、国を守り続けることである」

　その答えが、男と男の間に横たわる、決して越えられない峡きよう谷こくの存そん在ざいを明らかにした。

　翠すい眼がんの将しようは願っている──間近に迫った滅びから、何としてもこの国を救おうと。

　炎えん髪ぱつの将は誓ちかっている──滅びを迎えるその日まで、何があってもこの国を守り切ろうと。

　ふたつの道は限りなく近く。それでいて、漸ぜん近きん線せんのように決して交わらない。

「……それが、君の答えなんだな」

　感情の失せた声で、レミオン大将が言った。……今日までに何度となく繰くり返した問答だ。相手がどう答えるかも最初から分かりきっていた。それでも問とわずにいられなかった自分の弱さにこそ、彼はどうしようもない怒いかりを覚えた。

「ならば、もういいさ。──同どう朋ほうとの語らいは終わった。ここから先は、敵同士の会談だ」

　翠すい眼がんの将しようが視し線せんを険けわしくし、炎えん髪ぱつの将は厳げん然ぜんとしてそれを受け止める。互たがいを紛まぎれもない敵てき対者とみなした上での第一声が、どちらからともなく放たれようとして──その瞬しゆん間かん、東の方角から駆かけてきた騎き馬ばが、思いがけずそれをさえぎった。

「げ、元げん帥すい閣かつ下かっ！　危き急きゆうの報ほう告こくが！」

「何事か」

　隊たい列れつを回り込むようにして先頭までやってきた伝でん令れいは、目の前のレミオン大たい将しように聞こえないよう気を付けながら、ひそめた声で元帥に耳打ちする。

「……東方より軍勢が迫せまっています。兵へい装そうは帝てい国こく軍ぐんのものですが、数にして一万近く。ヒオレド鉱こう山ざんの攻こう略りやくに当たっていた部隊の、ほぼ全兵力と思われます……！」

　聞き届けた元帥は、動どう揺ようを一いつ切さい顔に出さず、黙もつ考こうの後にレミオン大将へ視し線せんを戻した。

「──会談の中断を申し出る」

「なんだって？」

「東方より大軍が迫っているとの報ほうを受けた。軍装は帝国のものだそうだが、私の命による帰き還かんではない。これは貴き官かんの計はからいか、レミオン大将」

　問とわれた翠眼の将は、目の前の男と違ちがって動揺を隠かくしきれなかった。顔の筋きん肉にくを引きつらせた彼の様子から、イグセム元帥はこの事じ態たいを互たがいにとって不ふ慮りよのものと判断する。

「我われらは撤てつ退たいする。会談の再開は、新勢力の帰属を明白にした後に」

「……い、異い存ぞんはない」

　レミオン大将が苦い表情でうなずくと、それを境さかいに、両者の部隊が西と東に向かって移い動どうを始めた。だが本ほん陣じんまでの帰還の最さ中なかも、予想もしないタイミングでの水入りに、大将は混こん乱らんした思考を持て余あます。

「どういうことだ……。クバルハ・シバ少しよう将しよう、貴官は傍ぼう観かんに徹てつするのではなかったのか!?」







　同じ頃ころ。予期せぬ事態に混乱を極きわめる飢き餓が城じようの中に、ただひとり平然と佇たたずむ少女がいた。

「──そう。来たの」

　城しろの窓まどから眺ながめる東の地平線には、長い梯てい団だんを何列にも組んだ大たい軍ぐんの姿が見える。軍装こそ帝国軍のものだが、クーデターによって国が割れている現状では、その帰属も目的も判然としない。

　である以上、派は閥ばつの別を問とわず、彼らの出現は帝国内の全すべての勢力に衝しよう撃げきを与えるものだ。

「や、ヤトリシノ中ちゆう佐さ殿どの、あれは……！」

「落ち着きなさい。何も驚おどろくようなことじゃないわ」

　穏おだやかな声が部下の動どう揺ようを諌いさめる。──そう、彼女だけは知っていた。いや、知らされるまでもなく悟さとっていた。新たな軍ぐん勢ぜいが何のために現れたのか、これから何をするつもりなのか。立場も目的も余あますところなく察した上で、炎えん髪ぱつの少女はその到とう来らいを受け止める。

「やると言ったことはやる。そういう奴やつだものね、あんたは」
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　クーデター勃ぼつ発ぱつから二十日目の昼過ぎ。東から現れた新たな勢力は、飢き餓が城じように大兵力が詰つめていることに気付いた後、それと距きよ離りを置くようにしてミオガロキ州しゆうの北寄りに当とう座ざの陣じんを敷しいた。続いてその日のうちに、イグセム派はとレミオン派それぞれに対して、最高司し令れい官かんを名指しした三者会談の申し入れが届とどいた。差出人にはクバルハ・シバ少しよう将しようの名めい義ぎが記しるされていた。

　元げん帥すいにも大たい将しようにも、これに応じない理由はなかった。第三勢力がどちらの陣じん営えいに付くかは、クーデターの先行きを決める決定的な要よう因いんになり得るからだ。兵力のアドバンテージを勝ち取るために、彼らは何としてもクバルハ・シバを引き込まなければならない状じよう況きようにあった。




　そして翌よく日じつの早朝、その時は来た。三つの勢力の位置関係を考こう慮りよして、二度目の会談の場所はオルマオイ平野の北東部にずれ込んでいた。空そら模も様ようは相変わらずの曇どん天てん。上じよう空くうの気流も強く、一時間後に晴れるか荒れるかを予測することは誰だれにも難むずかしい。

「…………」「────」

　先日と同様、イグセム元帥とレミオン大将は騎き兵へいの一個大隊を率ひきいて会場に到とう着ちやくしていた。が、お互たがいを一ひと目め見た後は、もはや二人とも一ひと言ことも交わしていない。腹はらの探さぐり合いは後に回して、彼らの関心はひとまず、これからやって来る相手にのみ注がれている。

　待まち時間は思いのほか長くなった。ふたりの大将帥の到着から遅おくれること二十分、最後の部隊がようやく地平線に姿を現す。出で遅おくれたことを意識していないのか、それとも承しよう知ちの上での心しん理り戦せんか──騎兵たちはじれったくなるほど緩ゆるやかな速度で駆かけてくる。

「少々遅れてしまったようですな。失礼致いたした」

　到着した隊列の中ほどから、クバルハ・シバ少将が馬に乗って姿を現す。謝しや罪ざいとは裏うら腹はらに堂々と振ふる舞まう彼の表情は、どうしたことか、二か月前とは別人のように晴れ晴れとしていた。

　その印いん象しようの変化をいぶかしみつつも、翠すい眼がんの将しようと炎髪の将は眼がん光こう鋭するどく相手をにらみ付ける。

「ヒオレド鉱こう山ざん攻こう略りやく軍ぐんに帰き還かん命令は出していない。判断の理由を聞こう、シバ少将」

　第一声、イグセム元帥が問といを投げる。シバ少将はすぐさま首を横に振った。

「元帥閣かつ下か。残念ながら、小しよう官かんはその質しつ問もんに答えるべき立場にありません。今の私は一いつ介かいの連隊付き参さん謀ぼう長ちように過ぎませんゆえ」

「そのような辞じ令れいは下していない。貴き官かんは今もって鉱こう山ざん攻こう略りやく軍ぐんの司し令れい長ちよう官かんである」

「その部隊なら解散しました。いまさら司令長官も何もありはしませんな」

　あくまで不ふ遜そんな態度で応じるシバ少しよう将しようの姿は、しかし皮ひ肉にくにも、対面する両りよう将しようにとって見覚えのないものではない。どんな時でも胸むねを張って遜へりくだらず、階級が上の相手にも怯ひるまず嚙かみついていく──二十年ばかり時計を巻き戻せば、往おう年ねんの彼は確かにそういう性せい格かくだったのだ。

「……目的はなんだ、シバ少将。このタイミングで我われ々われの間に割り込んで、貴官は何がしたい？」

　不ふ可か解かいな既き視し感かんに目をしばたかせながら、レミオン大たい将しようもまたストレートに問といただした。自じ軍ぐんに引き込むにせよ、まずは相手の意い図とが分からないことには話にならない。

「同じことです、大将殿どの。私はそれに答えるべき立場にありません」

「どういう意味だ！」

「この場において主体的な発言が許されるのは、各勢力の最高司令官のみだからです」

　そう言いながら馬の手た綱づなを引いて、シバ少将は場を譲ゆずるように自分の立ち位置をずらした。空いたスペースに、後方に控ひかえる騎き兵へいの隊たい列れつから、ふたりの人物が進み出てくる。一方はこわばった面おも持もちの翠すい眼がんの青年。もう一方は、おぼつかない手つきで馬を扱あつかう黒くろ髪かみの少年だ。

「ととっ──おいこら、そっちじゃないってのに。前に進んでくれ前に」

　まっすぐ歩こうとしない馬を不ぶ器き用ようになだめつつ、やがて少年は両将の前にやって来た。

「ふー、無事に着いてよかった。……あ、こんにちは、元げん帥すい閣かつ下かに大将閣下。こちらは帝てい国こく陸軍独どく立りつ全ぜん域いき鎮ちん台だい『旭日連隊グラ・メストエリ』、僕が総司令官のイクタ・サンクレイです。隣となりは幕ばく僚りようのトルウェイ・レミオン中ちゆう尉い。今日はよろしく」

　にへらと笑って彼がそう告つげた瞬しゆん間かん、レミオン大将の顔面の筋きん肉にくが一いつ気きに引きつった。

「イクタ…………サンクレイ？」

　忌いみ言こと葉ばでも口にするような厳おごそかさで、大将は決して忘れ得ない名前をつぶやいた。その間だけは、息子むすこの存そん在ざいさえも視し界かいから消失していた。

　重い沈ちん黙もくの後、殺意に近い感情さえこもった翠みどりの瞳ひとみが、黒髪の少年とシバ少将を順番に貫つらぬく。

「笑える冗じよう談だんだと思っているのか、それが」

「あれ、ダメですか。シバ少将は大いに笑ってくれたんですけど」

「黙だまれッ！」

　飄ひよう々ひようとした言動を、大将の一いつ喝かつがさえぎる。彼は目め尻じりをつり上げて怒いかりを露あらわにした。

「その名前は、かつて僕が失った最高の朋友とものものだ……！　お前のような若わか造ぞうが戯たわむれで口に出すんじゃないッ！」

　地の感情をむき出しにした、激しい不ふ快かい感かんの表明に──けれどイクタは気け圧おされるでも反発するでもなく、むしろ複ふく雑ざつな微笑ほほえみを浮かべてみせた。

「その男のことを、いまでも朋友ともと呼んでくださるんですね。……うん、ここはまぁ、いちおう喜んでおくところかな」

「お前は……ッ！　まだ懲こりずに戯たわ言ごとを──」「その徽章」

　なおも食ってかかろうとしたレミオン大たい将しようを、元げん帥すいの発言がさえぎる。困こん惑わくする大将をよそに、炎えん髪ぱつの将しようの真しん紅くの両目は、少年の胸むな板いたで燦さん然ぜんと光り輝かがやく太陽の印しるしをじっと見つめた。

「今日まで遺のこされていたとは。……旭きよく日じつの証あかしをもって、父の部ぶ隊たいを継ついだか」

「ソル!?　君までいったい何を──」

「そういうわけです。だから現げん在ざい、彼らの最さい高こう司し令れい官かんは僕というわけでして」

　背はい後ごの兵たちに目をやりつつ、少年はそう告つげる。彼と元帥のやり取りに混こん乱らんが極きわまった末、レミオン大将はやがて、そこに自分が知らされていない事実があると気付き始めた。

「ま、待まて……ソル、待て……！　まさか、まさか本当に──」

「身しん上じように偽ぎ証しようはない。その少年は紛まぎれもなく、帝てい国こく陸りく軍ぐん元もと大将バダ・サンクレイの息子むすこである」

　元帥の口から発せられた言こと葉ばは、大将の思考を吹き飛ばして余あまりある破は壊かい力りよくをもっていた。呆ぼう然ぜんと目を見開いたまま、翠すい眼がんの将しようは続く言葉を思いつけずに立ち尽つくす。その空白を受け持ったのはイグセム元帥だった。

「だが、それだけの話。『旭日連隊』の指し揮き権けんは世せ襲しゆうに非あらず。徽き章しように基づく緊きん急きゆう時じの召しよう集しゆう権けん限げんも又、帝国陸軍の指揮系けい統とうに含ふくまれる限りにおいて認められるものである」

　揺ゆるぎない姿勢で元帥は断じた。聞いたイクタも、ここでは素直にうなずいてみせる。

「……ごもっともです」

「故ゆえに、イクタ・サンクレイ中ちゆう尉い。貴き官かんは正当な最高司令官では有り得ず、その運用兵力に『旭日連隊』の名を冠かんすることも許されない。貴官の立場は今なお、一いつ介かいの尉い官かんに過すぎぬと知れ」

「ええ、いつでもその立場に戻りますよ。目的を達した後ならね」

　少年は不ふ敵てきに応じた。そんな彼から視し線せんを外して、元帥は再ふたたびシバ少しよう将しようを見つめる。

「帝国陸軍少将クバルハ・シバに命ずる。軍人としての職しよく責せきに立ち返り、正当な指揮系統の下に帰き順じゆんせよ」

「お断りします、元帥閣かつ下か。私という人間は今も昔も、光の方角へ向かって歩むと決めておりますのでな」

　返答に迷まよいはない。我われに返ったレミオン大将が、元帥に代わって口を開いた。

「……国を揺ゆるがす動どう乱らんの中、名めい将しようの血を引く少年を神み輿こしに担かつぎ上げて、新たに覇はを唱となえる──それが貴官の望む光の道か、シバ少将。少し見ない間に、思考の程てい度どが五百年ほど後退したと見えるな」

「大将殿。私は一介の参さん謀ぼう長ちように過ぎないと、先ほどから重ねて申もうしておりますな。光の道の何たるかは、どうか目の前の連れん隊たい長ちよう殿どのにお尋たずねいただきたく」

「恥はじを忘れたかクバルハ・シバ。出しゆつ生せいがどうあれ、己おのれの半分も生きない少年に反はん乱らんの大たい罪ざいを背せ負おい込ませようというのか？　軍人以前に人としての道を外れているぞ！」

　辛しん辣らつな非ひ難なんの声を浴びた瞬しゆん間かん、シバ少将は両目をかっと見開いた。

「ほざけ──恥はじならばとうの昔むかしに飲み干ほしたわ！　我われらの太陽が佞ねい臣しんどもの生いけ贄にえに捧ささげられたあの時に！　それを止められなかった己おのれへの絶望と一いつ緒しよになッ！」

　腹はらの底からほとばしった咆ほう哮こうに、辺り一帯の大気がびりびりと震ふるえた。満まん身しんに怒ど気きをみなぎらせる少しよう将しようを、かざした片手でそっといさめて、イクタがその先の発言を受け持った。

「大たい将しよう閣かつ下か、それに元げん帥すい閣下。お二方が何と言おうと、旧きゆう東とう域いきから帰き還かんした八千人の実じつ質しつ的てきな最さい高こう司し令れい官かんは僕です。シバ少将を叱しつ責せきするのも結構ですが、そういうのは時間に余よ裕ゆうがある時のほうが賢けん明めいだと思いますね。状じよう況きようが状況ですので」

「……本気なのか、少年。たかだか中ちゆう尉いの階級しか持たず、齢よわいにして二十歳はたちにも満たない君が、私たちと対等な言こと葉ばを交わそうと？」

「対等？　──何を吞のん気きな。主導権を握るために来たんだ僕は」

　羽は織おっていただけの礼れい節せつの衣ころもを即そく座ざに脱ぬぎ捨すてて、真っ向から挑いどみかかるように少年は言ってのけた。もはや相手の了りよう解かいなど待またず、彼は一方的に舌ぜつ戦せんの火ぶたを落とす。

「……今の時点で僕に分かるのは、今回のクーデターがまったく上手うまく運んでいないってことです。真っ先に身み柄がらを拘こう束そくすべきイグセム元帥はそこで元気にしていらっしゃるし、反はん乱らんを正当化する旨むねの勅ちよく令れいも未いまだに出される気け配はいがない。イグセム派ははまとまった勢力で『ザルルの飢き餓が城じよう』に立てこもり、各地に兵力を回しているレミオン派には、もはや力押しでの陥かん落らくが不ふ可か能のうな状況にある。これはもう立りつ派ぱな泥どろ沼ぬまだと判断します」

　遠えん慮りよのない洞どう察さつと、それを否ひ定ていする言葉を持たない事実に、レミオン大将が唇くちびるをゆがめた。その反応を逐ちく一いちうかがいつつ、イクタは話を続ける。

「それでも中央の各基地の制圧、そして街かい道どうの封ふう鎖さは完かん了りようしていると見られます。地方のイグセム派は部ぶ隊たいが合流していれば、飢餓城の勢力はあれどころじゃなく膨ふくれ上がっていますからね。まぁ今の時点でも、初動でずいぶん逃がしたなぁとは思いますが……」

　言いつつ、少年はさりげなくイグセム元帥の顔をうかがった。仮か面めんのような無表情に感情の揺ゆらぎは見て取れない。この人から情報を引き出すのは苦労しそうだと、彼は内心で苦く笑しようする。

「何にせよ大事なのは、互たがいに決め手を欠いていて、そのために戦せん況きようが膠こう着ちやくしているって点です。お二方にとっては不本意でしょうが、割り込む側の僕たちにとっては都合がいい」

「……どちらに付くつもりだ？　指し揮き下かに戻る気がないなら、同どう盟めいでも持ちかけるのか」

　いちばん重要な問といを、ここでついにレミオン大将が発した。両りよう将しようの視し線せんが突つき刺ささるのを痛いたいほどに感じつつ、イクタは肩をすくめて、つかみどころのない微笑ほほえみを浮かべる。

「さて、どちらにしましょうかね」

「この期ごに及およんで韜とう晦かいはよせ！」

「いえ、本当に決めてないんですよ。なにせ難むずかしい問題ですから。それでも強いて決断しろというのなら──」

　少年の右手が懐ふところに伸びる。無数の瞳ひとみに凝ぎよう視しされる中、取り出されたのは一枚の銀ぎん貨かだった。

「こいつにでも頼たよってみましょうか。表おもてが出たらイグセム派はに、裏うらが出たらレミオン派に付く。そういう話でどうです？」

「な──」「…………」

　ふたりの将しようが見守る中、イクタは右手の親指でコインを弾はじき上げた。くるくると回転しながら真ま上うえに跳はね上がった銀ぎん貨かは、上空一メートルほどで上じよう昇しようエネルギーを使い尽つくすと、ほぼ同じ軌き道どうで少年の手て元もとに返ってくる。

「……よっと。さーて、どっちかな」

　手の甲こうに受け止めたコインへ被かぶせた左手を、両りよう将しようの目の前で、少年はゆっくりとずらしていく。わずかに銀の輝かがやきが覗のぞいたところで、レミオン大たい将しようが慌あわてて声を上げた。

「待まて！　そんな決め方で……！」

「ええ、待ちましょう」

　被せていた左手でコインを握にぎり込み、イクタはそれをズボンのポケットにしまい込んでしまった。呆あつ気けに取られるレミオン大将に、黒くろ髪かみの少年は意い地じ悪わるい笑えみを浮かべてみせる。

「だから言ったでしょう、どっちに付くかは本当に決めてないって。お二方にも一いつ緒しよに悩んで欲ほしいんですよ、僕は」

　煙けむに巻く言動で相手をじゅうぶんに混こん乱らんさせてから、ふむ、と少年は腕うでを組んだ。

「現実的な話として、この時点でもう、クーデターの完全な達成も鎮ちん圧あつも難むずかしくなっていますよね。一方が根を上げるまで徹てつ底ていして戦たたかおうものなら、その間に事じ態たいを嗅かぎ付けたキオカが攻せめ込んできかねない。そうなれば、国内の兵力が割れている状じよう態たいではろくな抵てい抗こうも出で来きやしないでしょう。考えるまでもなく敗はい北ぼく確かく実じつです」
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「分かったような口を利きくものじゃない。帝てい国こくに帰り着いたばかりの貴き官かんが、戦せん況きようを全すべて把は握あくしているわけでもないだろう」

「ええ、確かにいくつか重大な未み確かく認にん事じ項こうがありますね。ま、それは後に回して、今は話を元もとに戻しましょう。何事にも順番ってものがありますから。

　ともあれ、僕がいちばん馬ば鹿か馬鹿しいと思う結末は、根こん競くらべをやった末に時間切れを迎えてしまうことですよ。キオカに攻め込まれるのは互たがいにまずい、でも先に折おれてしまえば譲じよう歩ほを迫せまられる──この葛かつ藤とうで身動きが取れずにいる間に、肝かん心じんの時間はどんどん過すぎていく。現状はまさにそうじゃないですか？」

「…………」

「ま、必然とは思います。最初に掲かかげた目標が切せつ実じつであればあるほど、土ど壇たん場ばでの方向修しゆう正せいは難むずかしい。──あ、いちおう確認しておきますが、今回のクーデターにおけるレミオン派はの戦術目標。これは『腐ふ敗はい貴き族ぞくの一いつ掃そう』と『皇こう帝ていの確保』、それらに続く『実じつ質しつ的てきな軍事政権の樹じゆ立りつ』とみなして間ま違ちがいありませんか？」

「……その点に限れば間違いはない。佞ねい臣しんどもの手より皇帝陛へい下かを取り戻し、その後に軍人による新たな内ない閣かくを立ち上げる。陛下の意思を我われ々われが直接に受け取ることで、不当な軍事力の行使を排はいし、戦せん略りやくに基づく政治を実現することになるだろう」

「よく分かります。とはいえ、今の皇帝陛下にまともな為い政せいをするだけのおつむが残されているはずもなく。あるいは奇き跡せき的てきに昔むかしの聡そう明めいさを取り戻したとしても、内閣と切り離はなされた皇帝の実じつ務む能のう力りよくなんて皆かい無むに等しい。具ぐ体たい的てきな行ぎよう政せいのメソッドを持っていたのは閣かく僚りようたちですから。つまり──お望みどおりに軍事政権化したそうなつた場合、皇帝陛下の存そん在ざいはどうあってもお飾かざりに留まりますよね？」

「否ひ定ていはしない。だが、佞臣どもの傀かい儡らいに堕だした現状よりは何倍もましだと誰だれにでも分かるはずだ。まともに国政の舵かじを取れる人材が他にいない以上、軍人われわれがその位置に就つくことは止むを得ない」

「それもまぁ、おっしゃることは分かるんですが。……現実問題として、その辺りを緩ゆるめないことには、イグセム派との折り合いを付けるのは難むずかしいんじゃないかな、と」

　イクタはそう言って、これまでレミオン大たい将しように向けていた視し線せんを炎えん髪ぱつの将しように移した。

「どう思います、元げん帥すい閣かつ下か。正味のところ、そういう形での軍ぐん事じ政せい権けんの樹じゆ立りつって吞のめます？」

「以もつての外ほか也なり。軍人が政まつりごとを為なすは領りよう分ぶんの侵しん犯ぱんである」

「ですよねー」

　苦く笑しようして肩をすくめる少年。おどけた態たい度どに文もん句くを付けようとしたレミオン大将は、その瞬しゆん間かんふと、いまの状じよう況きように奇き妙みような懐なつかしさを覚えている自分に気が付いた。

　──ソル、テル、まぁ落ち着け。あっつい茶でも飲め。

　思い出す。自分たちの意見が対立した時、いつも間に立って笑っていたその男の姿を。

　──角つの突つき合っても始まらん。落としどころはゆっくり探さぐろうや、な？

　耳に蘇よみがえるのは、聞き手の肩の力を無む条じよう件けんに抜かせるような、のんびりとした掠かすれ声。……ソルヴェナレス・イグセムとテルシンハ・レミオンが水と油なら、男はそれを混ぜ合わせる魔ま法ほうの匙さじだったのかもしれない。彼を交えた話し合いは、どれほど難むずかしい議題を扱あつかう場合でも、いつの間にか穏おだやかな結論に着地しているのが常つねだった。

「…………」

　なぜいま、その記き憶おくを思い出したのか。レミオン大たい将しようは自分自じ身しんを不ふ可か解かいに思う。目の前にいるのは、過か日じつの彼とは似にても似つかない若じやく輩はいの少年だというのに。

　顔立ちにも振ふる舞まいにも、取り立てて似通ったところはない。イグセム元げん帥すいが出しゆつ自じを保証した今ですら、彼はまだその事実について半はん信しん半はん疑ぎでいる。『騎き士し団だん』の一員としての活かつ躍やくは存分に聞き及およんでいるものの、ここに至いたってはもはや、分ぶを弁わきまえずに国の一大事に割り込んできた向こう見ずな若者という印いん象しようしかない。

「そこでひとつ、互たがいに譲ゆずれない一線ってものを考えてみて欲ほしいんですよ。腐ふ敗はい貴き族ぞくたちの傀かい儡らいと化した皇こう帝ていと、そんな皇帝を通して軍に不ふ条じよう理りな命令が下される現状。レミオン派はにはこれが我が慢まんならない。対してイグセム派は、正当な為い政せいの担にない手であるところの貴族・皇族に代わって、軍人が政治の舵かじを取ることを許きよ容よう出で来きない。どうです。ふたつの立場は一見して真ま逆ぎやくのようですが、見方によっては必かならずしも矛む盾じゆんしないことに気付きませんか？」

　しかし……この向こう見ずな若者は、何のためにこんな真似まねをしているのか。一体どんな目的があって、真っ二つに割れた帝てい国こく軍ぐんの間に立とうというのか。そんな危うい亀き裂れつに身を滑すべり込ませているというのか。

　対立を煽あおって崩ほう壊かいに導みちびくため？　混こん乱らんに乗じようじて独立勢力を成り立たせるため？　行き詰づまった二大勢力から、火事場泥どろ棒ぼうも同然に権けん益えきをしぼり取るため……？

　真しん意いは分からない。可か能のう性せいとしてはどれも有り得る。バダ・サンクレイの息子むすこという出しゆつ自じが本当なら、彼にはある意味、帝国の滅ほろびを願う資し格かくさえあるのだ。不当な死を遂とげた父を悼いたむあまり、この機会を狙ねらって正当な復讐に及およんだとしても不ふ思し議ぎなことはない。

　だが、そうではないのだと。レミオン大将の心の奥おく底そこ、理性を超こえた部分がそう告つげている。何の根こん拠きよもない直感には違ちがいない。だが、相手の振ふる舞まいを見るにつれて、なぜかその確かく信しんは深まっていくのだ。軽けい妙みようさを装よそおって必ひつ死しに続けられる、全ぜん身しん全ぜん霊れいのパフォーマンスに──命を燃やして言こと葉ばを紡つむぎ、弁べん舌ぜつを重ね、おどけて見せる姿に、在ありし日の朋友ともの姿を重ねずにはいられないのだ。

　この少年は、過日のバダ・サンクレイと同じ想いを抱いてここにいる。

　当事者ふたりが決して埋うめられぬと諦あきらめた溝みぞを埋めるために。イグセムとレミオンを隔へだてる絶ぜつ望ぼう的てきな峡きよう谷こくへ橋を架かけるために。彼はいま、この場に立っているのだと──。

「突つき詰つめれば、レミオン派はが求めているのは、貴族たちによって私物化される前の帝国軍だと思うんです。軍ぐん事じ政せい権けんの樹じゆ立りつまでいかなくても、皇こう帝てい権けん力りよくの独立自じ尊そんが復ふつ活かつすればそれは取り戻せます。もとより統とう帥すい権けんは皇帝のものであって貴き族ぞくのものではありません。貴族たちから戦せん略りやくに関する意見の具ぐ申しんをシャットアウトすれば、連中による軍の私し物ぶつ化かは二度と起こらない理り屈くつです。そうじゃありませんかね、レミオン大たい将しよう」

　思し案あんにふけっていた大将が、急に話を振られて我われに返る。頭に残る過か去この残ざん滓しを振り切って、彼は急いで話の要点を整理した。

「……か、必かならずしも同意は出で来きない。私物化された軍を取り戻すことは確かに最さい優ゆう先せんだが、帝国の現状を見れば、行政面にも大おお幅はばな改かい革かくが必要なことは明らかだ。それを貴族たちに任せておけないからこその軍事政権樹立なのだし、だいたい軍事というのはそれ自体が独立して成り立つものではない。君も知っての通り、常じよう設せつ軍隊の維い持じには莫ばく大だいな資金がいるのだ。金食い虫の貴族たちに国こつ庫この鍵かぎを預けたままでは、我々は早々に機能不全に陥おちいるだろう」

「その辺りを憂ゆう慮りよされるのは当然ですが、ここはもう少し頭を柔やわらかくしてみてください。全ての改革を一度に行う必要はないんです。腐ふ敗はい貴族たちから皇帝を取り戻し、連中による私物化から軍を復帰する──今回はそこをゴール地点と見ればいい。行政面へのアプローチはまた別の話です。患かん部ぶに直接手を突っ込んでいじくり回したい気持ちは分かりますが、それを断じて許さないのがイグセム派の立場ですから。落としどころを探さぐるためには一時の我が慢まんも必要でしょう」

「段階的な移行を考えろ、と？　それでイグセム派が納なつ得とくするとでも？」

「してくれれば楽ですが、まぁ無理でしょうね。最終目標が軍事政権樹立と分かっていれば、彼らは何としてもそれを阻そ止ししようとします。元げん帥すい閣かつ下か、そうですよね？」

　イクタが再ふたたび問といかけると、炎えん髪ぱつの将しようは黙だまって目を閉じることで肯定を示した。それを見み届とどけてから、少年はレミオン大将に視し線せんを戻す。

「ま、当然ですよね。けれどもレミオン大将、ここから先はどうか怒らないで聞いて欲しいんですけど……軍事政権って、そもそも上手うまくいくと思います？」

「……なに……？」

「腐敗貴族たちに政治を任せておくよりは、自分たちでやるほうがずっと上手く運ぶ──たぶんそう考えていらっしゃいますよね。本当にそうだとすれば話は早いんですが、僕はちょっと同意しかねます。

　行政の要よう訣けつってのはつまるところ、民衆からどうやって金を取るか、そうやって集めた金をどう使うか、いかにして国中で絶え間なく金を回すか──どこを取っても金の扱あつかいに終しゆう始しします。これまでずっと軍事畑で働はたらいていたレミオン大将に、そういったメソッドの持ち合わせがあるとは考えづらいんですけど」

「何を言うかと思えば……僕自じ身しんの為い政せい者しやとしての能力が十じゆう全ぜんでないことは承しよう知ちの上だ。必ひつ要ように応じてアドバイザーも加えるし、そのための人材にもある程てい度どまで目め星ぼしを付けてある」

「その程度の備えもないままクーデターに及およんだなんて言われたら、それこそ僕も深しん刻こくに落ち込みましたよ。……でも、問題はもっと根本的なところでしてね。率そつ直ちよくに言えば、僕にはこれからあなたが取るだろう為政の方ほう針しんが予よ測そく出で来きるんです。それが大失敗する未来と一いつ緒しよに」

「……なんだって？」

「予言しましょう。軍ぐん事じ政せい権けん樹じゆ立りつの直後、あなたは帝てい国こく全ぜん土どで武力を背はい景けいにした厳げん格かくな統とう制せい経けい済ざいを敷しく。貴き族ぞくや商人からは貯ちよ蓄ちくに応じた重じゆう税ぜいを取り立てて、富とみの分配に不平等が無いよう物資を配給制にし、市場での経済活動にも著いちじるしい制約を加くわえる。そうして回収した金の大半を軍事費に回しつつ、所しよ得とくをなるべく平へい均きん化かする方向で民衆を監かん視しし続けるでしょう」

　大たい将しようの全身が硬こう直ちよくした。政権樹立後に想定していた施し策さくの概がい要ようを、今の指し摘てきでほぼ全すべて言い当てられている。

「……戦時なら当然の措そ置ちだ。それの何がいけないと？」

「てっぺんから爪つま先さきまで全てです。不平等がなければ不満は生じない、その直線的な考え方がすでに軍人以外の何物でもない。外がい敵てきへの備えを謳うたいながら、あなたの施し政せいは国の内側にそれ以上の敵てきを生み出すことになる。国内に権けん益えきを持つ有力者を残らず敵に回して、それでもあなたは妥だ協きようせずに突つき進むでしょう。自分の正義をかたくなに信じて。その結果、これまで民たみにとって自みずからの守しゆ護ご者しんだった軍人は、おそらく十年もしないうちに恐きよう怖ふと憎ぞう悪おの対たい象しように成り下がる──」

「根こん拠きよのない悲ひ観かんはやめろ！　キオカの脅きよう威いがかつてなく膨ふくれ上がっている今、国防に最大の予算を割り当てるのは戦せん略りやく上じようの必ひつ然ぜんだろう！　そのための資金も金が集まっている場所から徴ちよう発はつするのが合理的だ！　それとも貧ひん民みんから干ひ上あがるまで取り立てろとでも言うのか!?」

「どうか落ち着いて聞いてください。儲もうけた端はしから税ぜいとして持っていかれるなら、その政せい策さくの対たい象しようとなった人々の取る行動は大きく三つです。収しゆう益えきの隠いん匿とく、体制への反抗、そして職しよく務むのサボタージュ。あなたは一つ目を徹てつ底ていした監かん査さによって防ぎ、二つ目を武力で抑おさえ付けるかもしれない。しかし三つ目だけはどうにもなりません。生産活動への意い欲よくを失っている民衆を無理やり働はたらかせることは出来ない。なおも強制的に労ろう役えきを強しいるつもりなら、武器を手に恫どう喝かつするほかないでしょう。それはもはや奴ど隷れい制せい度どだ」

「そのような圧あつ政せいを敷しくほど僕が愚おろかに見えるのか!?　税の取り立てはあくまでも、民衆が生産力を維い持じできるレベルで行う予定だ！」

「その見み極きわめがどれだけ難むずかしいか、あなたには想像することが出来ない。歴史上に刻きざまれた多くの軍事政権は、それが高こう潔けつな志こころざしを持つ軍人によって立ち上げられたものであるほど、判はんを押したように同じ間ま違ちがいを犯おかしています。この意味がお分かりですか？　彼らは皆、自分を基き準じゆんにした我が慢まんを民衆に押し付けてしまうんです。

　上じよう官かんのシゴキに黙だまって耐たえ、長ちよう距きよ離りの行こう軍ぐんに歯を食いしばって耐え、やって来ない補ほ給きゆうに腹はらを空すかして耐え、戦場で襲おそい来る死の恐きよう怖ふに震ふるえながら耐え──こうした日々を日常とする軍人にとって、『我慢すること』は絶対にも等しい美び徳とくです。そういった人間が政せい権けんを握にぎれば、ごく自然な心理で、民たみもまた我慢すべきだと考えてしまう。日常的に我慢を強いられながらでも、誰だれしも意い欲よくや生産力を保てると思い込んでしまう。そうはいかない現実を知ってもなお、そうあるべきだと望んでしまう。これこそ軍ぐん事じ政権が短たん命めいに終わる最大の理由なんです」

「──ッ！　それらの先例に、僕もまた名を連ねると言いたいのか！」

「そうなるでしょう。他の多くの将しよう校こうと比くらべても、あなたの価か値ち観かんは軍人として最さい適てき化かされ過ぎている。軍人として優ゆう秀しゆうであるからこそ、優すぐれた為い政せい者しやには決してなり得ないと言い切れる。断言しましょう。あなたはズバリ、真面目に独裁者をやって国を傾けるタイプだ」

　イクタの発言はもはや罵ば倒とうに収まるレベルですらなく、レミオン大たい将しようは衝しよう撃げきのあまり開いた口が塞ふさがらなかった。そこでようやく長ちよう広こう舌ぜつに一ひと息いき入れて、少年は横目でイグセム元げん帥すいを見る。

「軍人が政治を語る勿なかれ。元帥閣かつ下かが決まり文もん句くのように口にされる戒いましめも、同じ教きよう訓くんを含ふくんでいるのだと思っています。……軍人の資質は為政者のそれと重ならない。だからこそ決して、お互たがいの線引きを間ま違ちがってはならない、と」

「…………」

「そんなわけで、僕は軍事政権の樹じゆ立りつに反対です。それを踏ふまえた上で話を元もとに戻しますが、そもそも皇こう帝てい陛へい下かが貴き族ぞくたちの傀かい儡らいに堕だしたのは何故なぜだと思います？」

　意い図との読めない質しつ問もんに、両りよう将しようは答えかねて黙だまり込む。イクタは構わず続けた。

「僕は思うんですよ。それはね、あのお方が宮殿に住んでいたからだ、と。いまやすっかり腐ふ敗はい貴族たちの魔ま窟くつと化したあの場所に住み続ければ、どんな高こう潔けつの士もあっという間に堕だ落らくして当たり前です。でもね、一方でこうも思うんです。あんなところにさえ住んでいなければ、最初から問題はなかったんじゃないかな、と」

「……な、何が言いたい？」

「平たく言えば、御ご所しよを中ちゆう央おう軍事基き地ちの中に移しちゃいましょうって話です」

　あっけらかんとした口く調ちようで、少年は不ふ敬けい極きわまることを言い切った。レミオン大将はもとより、これにはさすがの炎えん髪ぱつの将しようも眉まゆ根ねを動かす。

「身しん辺ぺん警けい護ごはイグセム派はとレミオン派の人間が半々で行うんです。いいアイディアだと思いませんか？　腐敗貴族たちとの接せつ触しよくを日常レベルでシャットアウト出で来きる上、イグセム派がちゃんと見張っている限り、皇帝が軍事政権の傀儡に陥おちいる恐れもありません。これなら貴族たちによる私し物ぶつ化かから軍を復ふつ活かつさせられる上、政体そのものに根本的な変へん更こうを加える必ひつ要ようは生しようじない。イグセム派とレミオン派、両方の陣じん営えいにとって折おり合いの付く落着点です」

「そ……それは現実的に、皇帝陛下を取り込んだ軍事政権の樹立と変わらないのではないか？」

「大いに違ちがいます。これは単に、戦時における治ち安あんの悪化を根こん拠きよとして、皇こう帝てい陛へい下かの警備体制を強化しているに過ぎません。職しよつ権けんの逸いつ脱だつは何もないんです。皇帝陛下には基き地ち内ないに新設した新たな御ご所しよで寝起きしてもらい、そのまま政せい務むに励はげんでいただくというだけの話で」

「バンハタールの宮きゆう殿でんには御所だけでなく、政務の様さま々ざまな局面で使用される設備が揃そろっている。深しん緑りよく堂どうや白はく聖せい堂どうといった軍にとって縁えんの深い建物も。……政務を基地内で行っていただくというなら、それらに関してはどう補おぎなう？」

「そんなもん、どうしても必ひつ要ような時にその都つ度ど行けばいいでしょう。だいたい最近の謁えつ見けんで皇帝本人が出てくることが何回ありましたか？　見たくもない狐きつねの顔以外ほとんど見てないんじゃ？　ぶっちゃけた話、基地のほうには医者と寝しん所じよさえあれば事こと足たりるんですよ。新しん内ない閣かくには腐ふ敗はいを免まぬがれた下か級きゆう貴き族ぞくなんかを登とう用ようするとして、実質的な働はたらきが求められるのはそっちです。どうせ今の皇帝に政務なんて勤つとまらないんですから」

「少しは言こと葉ばを慎つつしめ！　……仮かりにそう考えるとしても、我われ々われの独断で一方的に御所を移転するというのは、それ自体が著いちじるしい不ふ敬けい罪ざいに該がい当とうするだろう」

「そうですね。だからその点は、本人に望んでもらうのが手っ取り早い。陛下を説せつ得とくするなら、うるさい貴族たちが黙だまっている今がチャンスだと思いませんか？」

　にやりと笑ってイクタが言う。目の前の両りよう将しようにも、ようやく話の道みち筋すじが見えて来た。

「安全保ほ障しよう上じようの観点から、御所を基地に移転していただきたく候そうろう──この意見を具ぐ申しんすること自体は、軍人としての職しよく責せきにじゅうぶん適かなっています。皇帝陛下の安全を最さい優ゆう先せんに考えるのは当然ですからね。後は陛下にうんと言ってもらえれば、それで話は穏おん便びんに成立するはず」

「それは、確かに理り屈くつの上では……だが、陛下がそれを望むのか……？」

「狐は決して望まないでしょうね。でも相手が陛下自じ身しんなら、時間をかけて説得することは可能でしょう。仮かりに話すら聞き取れないほどの容よう体だいにあるなら、それはもう皇帝の責せき務むを担になうことが不ふ可か能のうな状じよう態たいと判はん断だん出で来きる。神しん官かんなりを集めて面めん倒どうな手続きを済すませて、帝てい位い継けい承しよう権けん第一位の皇族を摂せつ政しよう位いに就つけてやるべきでしょう。これも本来なら、とっくに済まされているべき段取りなんですし」

　すらすらと述べつつ、イクタは目の前のふたりを同時に眺ながめる。

「で、この辺りでいちばん重要な点をはっきりしておきましょうかね。──皇帝は今、どちらの勢力がどんな形で確保しているんです？　現在の健けん康こう状じよう態たいは？」

　その問といが発せられた瞬しゆん間かん、たちまち空気が凍こおった。イグセム元げん帥すいとレミオン大たい将しようの視し線せんが交差し、ほんのわずかな反はん応のうも見み逃のがすまいと互たがいをうかがう。そして──そんなふたりの様よう子すこそが、黒くろ髪かみの少年にうすら寒い「答え」を教えていた。

「……ええ……？　いや、ちょっと……ちょっと待まってください。その、まさかとは思いますが……どちらも確保していない……？」

　両将から返答はない。予想外の冷ひや汗あせを流すことになったのは、ここでは少年自身だった。

　この状じよう況きよう下かで、皇こう帝ていを確保している勢力がその事実を隠かくす意味はない。むしろ自軍の優ゆう位いを示しめす交こう渉しようカードとして最大限に活用しなければならないはずだ。それが行われないということは、どちらにもそのカードがないという事実を意味している。

「……第一皇おう子じは、私の陣じん営えいで保ほ護ごしている」

　重い沈ちん黙もくの末に、苦く渋じゆうの面おも持もちでレミオン大たい将しようが告つげた。今の彼には、その手て札ふだを明かすことでせめてもの有ゆう利りを主張するのが精いっぱいなのだ。情じよう報ほうのかく乱よりも共有を選んだのは、状況がこの場の誰だれの支配下にもないと薄うす々うす気付き始めたからだった。

「……そうです、か」

　イクタもまた、顔に出さず焦あせっていた。とてつもなく厄やつ介かいな事態に直面していると思い知ったからだ。

　最近の健康状態を思えば、皇帝に自じ力りきでの逃とう避ひ行こうなど出来るはずがない。つまり、今──イグセム派はにもレミオン派にも属さない何者かによって、この国の最高権力者は身み柄がらを攫さらわれているということになる。

「……いっそ僕が犯はん人にんだって言えたらな……。いちばん話は早いんですけど」

　現げん実じつ逃とう避ひ気ぎ味みの倒とう錯さくした冗じよう談だんを吐はいて、イクタは軽くため息いきをつく。それでどうにか動どう揺ようを振ふり切って、彼はいち早く思考を前に進めた。

「すいません、いままでの話はひとまず保ほ留りゆうです。いくら話を詰つめても、肝かん心じんの皇帝が不在じゃ実行の仕し様ようがない。……正直なところを言えば、すでに亡なくなってるケースまでは想定してたんですけどね。こういう形で行方ゆくえ不ふ明めいになってるってのは予想外だったな」

　愚ぐ痴ちりながら、少年はがりがりと頭とう髪はつをかきむしる。……彼が重ねた多くの言こと葉ば、数々の思し索さくとは裏うら腹はらに、この場の三人にとって、状況はひどくシンプルな形で認にん識しきされていた。

　すなわち──皇帝を確保した者が、この動乱の主導権を握るのだと。

「まずはそこから、か。……残念だけど、僕好ごのみに口だけ動かして万ばん事じ解決とはいかないらしいや」

　分かる範はん囲いで現状を把は握あくし、その有あり様さまを頭の中で眺ながめ下ろした瞬しゆん間かん、イクタの背せ筋すじにぞくりと寒さむ気けが走った。

　クーデターの真っ最中に行方ゆくえ不ふ明めいになった皇帝と、その身柄を求めて争そう奪だつ戦せんを繰くり広げる三大勢力。混こん乱らんの様よう相そうを通り越こして、こんな構こう図ずはもはや喜き劇げきじみている。三つ巴どもえによる膠こう着ちやくを望んで割り込んだのは少年自じ身しんなのに、今の状況には別の作さく為いを感じずにはいられない。どこまでも悪質で嗜し虐ぎやく的てきな、何者かの意い図とを。あるいは繰り糸を。

「…………まぁ、とりあえず情報交こう換かんといきましょうか。クーデター前後の皇帝の消しよう息そくについて、それぞれが知っていることを共有しませんか？」

「…………」「────」

「虚きよ言げんも韜とう晦かいも、もちろん自由ですが。全員にとって最悪の展開は間ま違ちがいなく、皇帝が見つからないまま時だけが過すぎていくことです。出し惜おしみはしないほうがいいと思いますね」

　その忠ちゆう告こくを皮切りに、息いき詰つまる緊きん迫ぱく感かんの中、腹はらの探さぐり合いが始まった。







　会談は五時間にも及および。終しゆう盤ばんを迎える頃ころには、朝の時間帯を過ぎて昼に差し掛かかっていた。

「…………」

　その間ずっと、イクタの隣となりに控ひかえたトルウェイは、帝てい国こく軍ぐんのトップふたりと激論を繰くり広げる少年の様よう子すを見守っていた。弁べん舌ぜつ巧たくみにやり合うその姿にも、感心してばかりはいられない。対面する父親には見えていないだろう微び妙みような変化も、彼の位置からだと見て取れるのだ。

　──イッくん……。

　うなじを滴したたり落ちて軍ぐん服ぷくに染しみる汗あせは、その尋じん常じようでない量から、暑さだけが原げん因いんではないと一ひと目めで知れる。いったいどれほどの重じゆう圧あつに苛さいなまれているのだろう。自みずから「旭日連隊」を再さい招しよう集しゆうして行動に及んだ今、彼が背せ負おっているものの重さは今までと桁けたが違ちがっている。

「……ふーっ……」

　青年が見守る中、現時点で話し合える議題は出で尽つくしたと──全員がそう察さつした辺あたりで、イクタも片手で額ひたいの汗をぬぐった。

「ま、今日のところはここまでですか。手がかりは万ばん全ぜんとはいかないけど、予想くらいなら立てられそうだ。互いの健けん闘とうを祈いのりますよ」

　皮ひ肉にくと本ほん音ねが半々の言こと葉ばで締しめくくって、少年は隣となりのシバ少しよう将しように撤てつ退たいを始めるよう目め配くばせする。ところが、その最後の瞬しゆん間かんを狙ねらって、レミオン大たい将しようが声を上げた。

「待まて。私からもう一点」

「ん？」

「トルウェイ・レミオン中ちゆう尉いがそこにいる理由はなんだ。私に対する人ひと質じちのつもりか？」

　本当なら真っ先に聞きたかった点を、彼は持ち前の自制心でもって最後の質しつ問もんに追いやった。息子むすこを最初に気き遣づかえば、そこが急所だと相手に明かしているも同然だからだ。

「だとすれば無む駄だなことだ。クーデターを始めてから今に至いたるまで、この手はすでに多くの同どう胞ほうを殺あやめている。息子だけをその例外にするつもりはない」

　肉親としての情を押し殺して、翠すい眼がんの将しようはそう告つげた。実の父親に切り捨てを宣せん告こくされたトルウェイは、相手の立場を察しているだけに驚おどろきこそしなかったが、さすがに平へい静せいとはいかず目を伏ふせる。

「んー、人質に見えます？　最さい初しよに言った通り、こいつは僕の幕ばく僚りようなんですが……」

　指先でうなじを搔かきつつ、イクタは少しの間だけ思し案あん顔がおになる。

「ま、お前がどうしても向こうに帰りたいっていうなら考えるけど。……どうする？　トルウェイ」

　予想もしなかった放ほう任にん宣せん言げんに、レミオン大たい将しようが訝いぶかしんで眉み間けんにシワを寄せる。ところが当のトルウェイが黙だまったまま動こうとしないので、彼が自みずから口を開くことになった。

「こちらに戻れ、トルウェイ。お前はレミオンの三男だ。自分のいるべき場所がどこなのか、この期ごに及およんで心得ていないはずはあるまい」

「…………」

「トルウェイ！」

　父が声を荒げたその瞬しゆん間かん、青年は長い沈ちん黙もくを破やぶって顔を上げた。

「……父さん、ごめん。ぼくもシバ少しよう将しようと同じ気持ちでいる」

「お前まで、私に先がないとのたまうのか？」

「そうじゃない……！　そうじゃなくて、ぼくは……！」

　言こと葉ばにならない思いを胸むねにつかえさせて、トルウェイはうめいた。自分の気持ちを言葉にすることも、適当な建たて前まえで取り繕つくろうことも、この青年がもっとも苦手とすることだった。

　返答に窮きゆうした息子むすこの姿を、レミオン大将は、軽けい蔑べつを含ふくんだ眼まな差ざしで冷ややかに見つめる。

「どうした。言いたいことがあるなら言ってみろ。まがりなりにも父親の私に牙きばを剝むくのだ、それなりの考えがないとは言わせん」

「…………っ」

「はっきりと答えろ、トルウェイ。お前は何のためにそこに立っている」

　突つき付けられた決定的な問といに、トルウェイは心しん臓ぞうを握にぎられたような思いで硬こう直ちよくした。彼が肩を震ふるわせて何も言えずにいると、翠すい眼がんの将しようは深く失望のため息いきをつく。

「……結局はお前も、大した考えもないまま、その少年にたぶらかされているのか」

　黒くろ髪かみの少年を横目でにらんだ上で、レミオン大将は厳きびしい視し線せんを息子に向けなおす。

「今のうちに考え直せ。身み勝がつ手てを恥はじる気持ちはないのか。いまのお前があるのは、レミオンの家に生まれ育ち、その禄ろくを頼たのみに高い水準の教育を受けた結果だ。その恩おん恵けいだけを掠かすめ取って他所よそに鞍くら替がえし、あまつさえ敵てきとして銃じゆう口こうを向ける──どう言い繕つくろおうと、忘ぼう恩おんの誹そしりは免まぬがれまい」

「っ……」

「加くわえて、このような国こく難なんの時じ節せつだ……お前に限らず、個人の生き方を最さい優ゆう先せんに追つい及きゆうしている余よ裕ゆうなど誰だれにもない。そんな現実すら見えていないのなら、いまここで私の背はい後ごの兵たちを見るがいい。彼らこそ正しき憂ゆう国こくの士し。私しを滅めつし、公おおやけの大たい義ぎのために戦たたかうと決めた者たちだ。その面つら構がまえの差が、お前にも分かるはず──」

「あー、そこまで。はいはい、そこまでそこまでー」

　大将がさらに言葉を重ねようとしたところで、黒髪の少年が図ずう々ずうしく割って入った。

「黙だまって聞いてりゃ、忘恩だの国難だのと押し付けがましい仰ぎよう々ぎようしい。そんなごっつい大義名分、息子ひとりを引き留めるのに使うようなもんですか？　なんつーかもう場ば違ちがいにも程ほどがある。だからさっきも言ったんだ、あなたの価か値ち観かんは軍人として最さい適てき化かされ過すぎているって」

「……よその親子の対話にまで口を突つっ込むのか、君は」

「あんだけ大だい上じよう段だんに構えといて、どの口で親子の対話とかのたまいますか。裁さい判ばんで論ろん陣じん張はってるんじゃないんですよ。軍人としては満点かもしれませんが、父親としては満まん場じよう一いつ致ちで反はん則そく負け。あいにく異い論ろんは認めません」

　ふてぶてしく言いながら、イクタは馬上からトルウェイに手を伸ばし、その軍ぐん服ぷくの襟えり首くびをつかんで真横に引き寄せた。

「わわっ!?」

「私し情じようを捨てろ、なんて説せつ得とくとしちゃ下の下ですよ。正しいことを言えば人が付いてくるってもんじゃない。是ぜが非ひにも味み方かたにしたい相手がいるなら、まずは自分がどれだけその人物を必ひつ要ようとしているのか、それを示すべきでしょう」

　馬の上で器き用ように肩を組んで見せながら、黒くろ髪かみの少年はにやりと笑う。

「言うまでもなく、僕はこいつを高く買っています。具ぐ体たい的てきには銃じゆう兵へい周まわりの世話をほとんど一任していますね。ま、それもあなたに言わせればレミオンの恩おん恵けいなんでしょうが──戦力面での評ひよう価かを抜きにしても、あなたの息子むすこには瞠どう目もくすべき美点がありますよ。お気付きですか？」

「……一応は、聞こう」

「こいつはね、スレないんですよ。驚おどろくほどに」

　肩に回したイクタの右手の指が、青年の頰ほおを軽くつまんで引っ張った。

「あなたもご存じの通り、僕たちは北ほく域いき動どう乱らんで散々な目に遭あって来ました。補ほ給きゆうも連絡も不安定な前線で延えん々えんと続く泥どろ沼ぬまの殺し合い。そんな環かん境きようの中で、兵士たちは次々と精神をすり減らしていきましたよ。敵てきを殺すことを何とも思わなくなって、道みち端ばたに打ち捨てられた死体を見ても感情が動かなくなって、目の前で死んだ仲なか間まの体を盾たてにすることにためらいを覚えなくなる。あなたにも覚えがあるでしょう──殺し殺される日々に対して心が最適化されていく、あのうすら寒い感覚は」

「……ああ。全ての軍人は、そうやって一人前になるものだろう」

「そうですね。あの戦争を経へて、僕もずいぶん手慣れました。かぼちゃに包ほう丁ちようを入れるのと同じ手並みで、敵の息いきの根を止められるようになっていって──それを自じ覚かくした時、戦争に吞のまれかけている自分に初めて気が付きました。あれはおっかないもんです、いつの間にか自分が自分でなくなっていくようで……」

　少年がそう言った瞬しゆん間かん、トルウェイは確かに感じた。密みつ着ちやくした体から伝つたわるかすかな震ふるえを。

「でも、ふと隣となりを見るとね、こいつが何も変わらずいるんですよ。目の前で人が傷きず付つけば敵てき味み方かたにかかわらず悲しんでいるし、危険が迫せまればやっぱりビクビク怯おびえている。それを見ているとね、ああ自分はおかしいな、と気付けるんです。危ういところで正しよう気きにしがみ付けるんです。

　あの劣れつ悪あくな戦せん況きよう下か。最前線に出ずっぱりの僕たちが、まがりなりにも正気を失わずに済んだのは、こいつという倫りん理りの指し標ひようがあったからだと思っています。臆おく病びようを責せめられなかったと、さっきこいつは言っていましたが──僕に言わせれば、まるっきり話が逆でね。責められるはずもないんです。こいつの真っ当な臆病さにこそ、僕はずっと救われていたんですから」

　トルウェイは心底驚おどろいて隣となりの少年の顔を見ようとしたが、がっちり顎あごを押おさえられているせいで叶かなわない。そのままイクタは翠すい眼がんの将しように言ってのけた。

「お分かりですか。何の比ひ喩ゆでもなく、こいつは僕たち『騎き士し団だん』の良りよう心しんです。父親だろうが何だろうが、その価か値ちが分からない連中に譲ゆずってやる気にはなりませんね。

　話をまとめると──息子むすこを返して欲ほしけりゃ、顔を洗って出直せ。そういうことですよ、頑がん固こ親父おやじさん」

　ふんと鼻を鳴らして、それを最後に、イクタは部下たちと共ともに撤てつ退たいを始めた。彼らと並んで去さっていく息子の背せ中なかに、レミオン大たい将しようは再ふたたび声をかけようとしたが──軍人として範はんを垂たれる以外の説せつ得とくを、彼にはついに思いつくことが出で来きなかった。










　長い会談を終えて自じ陣じんに向かっていく隊たい列れつの中、隣をちらちら見ていても埒らちが明かないので、トルウェイは思い切って口を開いた。

「……イッくん、その、さっきの話……」

「情なさけがあるならツッコむな。色々ひどいのは、自分でも分かってる」

　黒くろ髪かみの少年が、その声を出だしでさえぎる。彼は苦にが々にがしく口くち元もとをゆがめた。

「歴史上の軍ぐん事じ政せい権けんが大おお方かた失敗した理由とかなぁ……どうハードルを下げたところで、あんな単たん純じゆんに語れるわけないっての。早めに忘れてくれ。僕は科学者の端はしくれであって、歴史を専門に学んだ史し家かじゃない。軍人上がりの指し導どう者しやが民衆に我が慢まんを求める云うん々ぬん、ありゃほとんど口から出まかせだ」

「……あ、そっちの話？　そ、そうだったんだ」

「やり方はアレだけど、レミオン大将の意識に、自分のやり方に対する疑問を植え付けたかった。なにせ浅せん学がくな僕にも、お前の親父さんが政権を取ったら大失敗するって部分にだけは確かく信しんがある。……まぁ、こんなもんは学がく識しき以前に性格の問題だろ。政治に嘴くちばしを突つっ込むには、良くも悪くも、あの人は真ま面じ目めで善ぜん良りようすぎる」

　ため息いき混まじりにイクタは言って、それから少しだけ表情を明るくする。

「ともあれ、直接話した感かん触しよくじゃ、あの人とはじゅうぶん交こう渉しようになる。少なくともイグセム元げん帥すいに比くらべれば、互たがいの利り害がい調ちよう整せいを行うのは圧あつ倒とう的てきに楽らくだ。全力でたぶらかしてやるさ。どっかの誰だれかさんに出来て僕には出来ないってのも腑ふに落ちないしな」

「うん、イッくんならきっと父さんも……。あ、でも、ぼくが言いたいのはそうじゃなくて」

「さー、とっとと帰るぞ。空そら模も様ようも本格的に怪あやしくなってきた。ずぶ濡ぬれになりたくなけりゃ、のんびりしている暇ひまはないぞー」

　聞こえないふりでトルウェイの声をさえぎって、イクタは自分の馬を急がせる。相変わらず馬ば術じゆつには進歩がない。ふらふら揺ゆれて安定しないその背中を、青年は危あぶなげなく追っていった。
















　三勢力がそれぞれの本ほん陣じんに帰き還かんしていく途と中ちゆうで、不安定だった天候がいよいよ本格的に崩くずれ始めた。兵士たちの頭上で雷らい鳴めいが轟とどろいたかと思うと、それから数秒も置かないうちに、乾かわいた大地目がけて大おお粒つぶの水すい滴てきが降り注いだのだ。




「ふいーっ、ひと安心」

　どしゃ降りの雨が絶え間なく屋根を打つ。その音を室内で聞いていられる幸運を嚙かみしめながら、椅い子すに座すわったイクタは軍ぐん靴かを脱ぬいだ素す足あしをだらしなく伸ばした。兵士たちの目から隠かくれた解放感もあってか、びしょ濡ぬれの衣服をすっかり着替えてしまうと、後はもうズボンとシャツだけの気き楽らくな出で立ちでいる。

「よくそこまでくつろげるな、おまえ……。自じ宅たくどころか基地でさえないっていうのに」

　同じ大おお部べ屋やの中にいる十数人の将しよう校こうたちに代わって、マシューが呆あきれ混まじりにそう言った。部屋とはいっても、中にあるのは二つ組み合わせて置かれた長なが机づくえと、その周しゆう囲いに置かれた十数脚きやくの簡かん素そな木き椅い子すだけ。それすら借り物に過すぎない。

　彼らが当とう座ざの拠きよ点てんとしているのは、ユナクラ州しゆうから南西に下ったミオガロキ州の町だった。より正確には、周辺数十キロの町村に野や営えい地ちを併へい設せつし、それらに部隊を分割して滞たい在ざいさせている。基地を使えれば最高だったのだが、そちらはすでにレミオン派はが占せん拠きよしていた。いまイクタたちが司し令れい所しよとして借りているのも町営の公民館だ。

「いや、無理にでもくつろげ、テトジリチの坊ぼう主ず。屋根と寝ね床どこと三食が保ほ障しようされた宿などという贅ぜい沢たくに、この次いつ与あずかれるとも分からんのだからな。ぐぁっはっはっは！」

　濡れた髪かみの毛を手ぬぐいで乱らん雑ざつに拭ふきながら、シバ少しよう将しようが大声で笑った。その様よう子すと先日までの仏ぶつ頂ちよう面づらのギャップが激しいせいで、小太りの少年は応おうじる言こと葉ばに迷まよってしまう。

「少将殿どのの言うとおり、休める時に休んでおくのは大切なことですよ。さ、マシューさんもお茶をどうぞ」

　柔やわらかい笑え顔がおで場を和なごませつつ、土ど瓶びんを手にしたハロがひとりひとりに茶を注いで回る。熱く湯ゆ気げを立てるそれを一口すすって、サザルーフ少しよう佐さが安あん堵どのため息をついた。

「……ようやく人ひと心地ごこちついた思いだぜ。あんな急きゆう行こう軍ぐん、後にも先にもこれっきりにしたいもんだ」

「同感です。十日以上も歩き詰づめで、足がすっかり棒ぼうになってしまいましたね……」

　隣となりに座っていたシバ少将の副ふく官かん、メルーザ少佐が苦く笑しよう混じりに同意する。それを聞いた部屋の中の全員が、ここに至いたるまでの道どう程ていに思いを馳はせた。




「──一いつ般ぱん方向はユナクラ州しゆう駐ちゆう留りゆう基き地ち。行こう軍ぐん中ちゆうの脱落に備えて、全兵士にこれを通達してくれ」

　出発の直前、イクタは指し揮き下かの将しよう校こうたちに向かってそう告つげた。その言こと葉ばだけで、これから始まる行軍の過か酷こくさが彼らにも予想できた。

「基本的には、事前に予定されていた復ふく路ろをそのまま使う。よって道順に難むずかしいところは何もない。ただし今回は最速で行く。足あし並なみの乱みだれが予想されるけれど、大きく遅おくれてしまう部ぶ隊たいが出ても本隊は待たない。そうなった場合は慌あわてず、目的地での合流を目指してくれ」

　一万近くの大兵力ともなれば、ただ動かすだけでも簡かん単たんなことではない。もし全員が馬ば鹿か正直に同じ道を通って帰ろうとすれば、何十キロにも渡る途と方ほうもない長ちよう蛇だの列になってしまう。そんな非ひ効こう率りつ極きわまりないことを、当然ながら少年は望まない。

　大兵力を指揮する場合、その移動には基本的に「分ぶん散さん進しん軍ぐん」の方法を用いることになる。大勢の兵員をひとまず小分けにした上で、それぞれの部隊には別々のルートを通って進ませて、あらかじめ指定しておいた目的地での合流を目指す、という方ほう針しんだ。こうすることで全体の移動がスムーズになり、かつ中ちゆう継けい地点における滞たい在ざいの負ふ担たんも分散される。

　が、もちろんリスクもある。移動時に限るとはいえ、戦力の分散を吞のむのだ。無人の野を行くだけならともかく、今回は途と中ちゆうでレミオン派はの妨ぼう害がいを受ける可か能のう性せいが極きわめて高い。各かつ個こ撃げき破はによって戦力を削そがれるような事じ態たいだけは避さけなければならない。

　対たい策さくとしては、進軍中の部隊間の距きよ離りをなるべく縮めて連絡を密みつに取り合う、というのが真っ先に上がる。しかし、これを徹てつ底ていすればするほど行軍速度は遅おそくなる。最高の速度と最大の安全は両立し得ない。指揮官に求められるのは、その二つの間で現実的な妥だ協きよう点てんを探さぐることだ。

「レミオン派による妨害が予測される地点では、先行した部隊があらゆる手段を講じてその脅きよう威いを排はい除じよする。これはもっぱら僕とその直ちよく属ぞく部隊の仕事だ。君たちは行軍に専せん念ねんしてくれればいい」

　はるか年長のシバ少しよう将しようを差し置いて連隊長になったイクタを、多くの将校たちは不安と疑いの目で見ている。それを感じているからこそ、少年は彼らの視し線せんから逃れず、不ふ敵てきなまでに平然と請うけ負おってみせた。この程度のことは当たり前にやってのけるから、まぁ見ていてくれ──一いつ挙きよ一いち動どうに、そんな言げん外がいのメッセージを込めながら。

「奇き襲しゆうを受けそうなルート上の難なん所しよでは、部隊間の距離が縮まるように配はい慮りよもしてある。もし襲おそわれた場合もすぐに援えん軍ぐんが駆かけ付けるから安心してくれ。いちばん避さけてもらいたいのは、襲しゆう撃げきに怯おびえて足を鈍にぶらせることだ」

　将校たちの顔ぶれを端はしから端までざっと眺ながめてから、イクタは視線に力を込めた。

「この中には、今回のクーデターに際して、まだ心の定まりきっていない人が大勢いると思う。そういう人々にこそ言っておく──何もかも帝国に着いてから考えろ。僕に付くもよし、僕の首を土産みやげにイグセム派かレミオン派に付くもよし。どっちにしても、まず帝てい国こくに帰らないことには話にならない」

　予想の斜ななめ上をいく釘くぎの刺さし方に、軍人たちは思わず息いきを吞のんだ。彼らが気け圧おされた瞬しゆん間かんを狙ねらって、黒くろ髪かみの少年は告つげる。

「では、現在時じ刻こくより、カトヴァーナ帝てい国こくユナクラ州しゆう駐ちゆう留りゆう基き地ちに向けた進軍を開始する。──総員、行動開始！」

　魂たましいにまで刻きざまれた軍人の本能が、将しよう校こうたちに反射的な敬けい礼れいを促うながす。敬意や信しん頼らいには程ほど遠とおくとも、侮あなどるべき相手ではないという認にん識しきに限っては、この瞬間に彼ら全員が共有した。




「──死ぬかと思うくらいキツい行こう軍ぐんだったが、どうにかなっちまったな。途と中ちゆうで脱だつ落らくした連中も、今日までにほぼ全員が目的地まで辿たどり着いてくれたようだし。……ま、ここに来る前に寄ったユナクラ州では、テトジリチ大たい佐さにえらく驚おどろかれちまったが」

「誰だれだって驚きますよ、あれは……」

　父親の名前が出たところで、マシューが腕うでを組んでため息いきをついた。──ユナクラ州で連隊を営いとなむミルトーグ・テトジリチ大佐には、イクタから事情を話した上で、引き続き同州に留まってもらうことになっていた。シナーク族の面めん倒どうを見る人間が必ひつ要ようだったからだ。

　大佐自じ身しんは「息子むすこを手て元もとに残したい」と主張したのだが、それはマシュー自身が固く拒きよ否ひした。結果として、テトジリチ家全体をなし崩くずし的てきに状じよう況きようへ巻き込む形になってしまい、息子の彼としては複ふく雑ざつな思いがある。

「ただ、帝てい国こく領りように入った直後に、本隊からいくらか脱だつ走そう兵へいが出ちまったみたいだが……」

「ええ。今のところ二百人弱ほどですね。小隊四つと、残りは個人単位での離り脱だつ。……不本意ではありますが、これでも少なく済すんだほうだと思います」

　口く調ちように憂うれいを滲にじませてメルーザ少しよう佐さが言った。サザルーフが慌あわてて話の舵かじを切る。

「ま、まぁ何にせよ、結けつ果かはじゅうぶん『間に合った』の範はん疇ちゆうだろ？　イグセム派はとレミオン派が膠こう着ちやく状態にあるところに割り込めた、これは成果として大きいはずだ。なぁ連れん隊たい長ちよう殿どの」

「ハロ、僕にもお茶ちょーだい」

「この流れで無む視しだと!?」

「僕の知ってるサザルーフ少佐は永えい遠えんの上じよう官かんだから、僕のことを連隊長殿なんて呼びませーん」

「兵が混こん乱らんするだろうが！　現場で俺にどうしろってんだ！」

　場合を弁わきまえない冗じよう談だんがにぎやかに飛び交う中、着替えを済ませたシャミーユ殿でん下かが姿を現す。快調に無む駄だ口ぐちを叩たたくイクタのほうにまっすぐやって来て、そのまま隣となりに座すわった。

「あまり少佐殿どのをからかうな、ソローク。いつものように打ち切る頃ころ合あいを見失うぞ」

「ごもっともで。さて、それなりに疲つかれも取れたようですし、そろそろ小休止はおしまいです。皆、着ちやく席せきを」

　いままでの弛し緩かんした態度を引っ込めて、張りを取り戻した声で「旭日連隊」総そう司し令れい官かんが告つげた。それを聞いた将しよう校こうたちもすぐさま各々の席せきに着いて、若き連れん隊たい長ちようの次の言こと葉ばを待まつ。

「あんまり時間もないことだし、遊び抜きで真しん剣けんに話し合いましょうか。──皆、おっぱいとお尻しりはどっちが大事だと思う？」

「大おお真ま面じ目めな顔でそれかっ！」

　間かん髪はつ入れず繰くり出された姫ひめ君ぎみの平ひら手てが、小こ気き味みのいい音を立てて少年の背中を打った。騎き士し団だんの面々とサザルーフが呆あきれ混じりの笑いを浮かべる一方で、シバ少しよう将しようの部下から新たに加くわわった幕ばく僚りようたちはぽかんとしている。

「こういうやつなんですよ……。直そうってもムダなんで、早めに慣なれてやってください」

　マシューがため息いきついでに場を取り成す。それを聞いた瞬しゆん間かん、イクタはぱぁっと輝かがやくような笑え顔がおを浮かべて友人を見た。

「ありがとう、我わが友マシュー。ちなみに君は悩なやむまでもなくお尻しり党とうだね」

「フォローしてやってんのに仇あだで返すなよっ！　あと女性もいるってこと忘れんな！」

「ふむ、私もどちらかと言えば尻だな。ちと大きすぎるぐらいが丁ちよう度ど好よい。ぐぁっはっは！」

「そなたまで乗っかるな少しよう将しよう殿どの！　下げ世せ話わな話題に終しゆう始しして日が暮れるぞ！」

　開始早々から緩ゆるんでいく空気を見かねて、マシューとシャミーユ殿でん下かが全力で歯止めをかける。万ばん事じ控ひかえめなハロとトルウェイでは勢いに負けるし、サザルーフも時に悪乗りするクセがある。ヤトリ不ふ在ざいのいま、ストッパーとしての役目はふたりに委ゆだねられているのだった。

「いや、必かならずしも脱だつ線せんしたわけじゃないんですよお姫ひめさん。少しでも話が分かりやすいように喩たとえを用いようと思ったんです。つまりおっぱいがイグセム派は、お尻がレミオン派というわけで」

「二大派は閥ばつに喧けん嘩かを売っておるのかそなたは!?」

「へーい連隊長殿、だったら俺たち自じ身しんは何に喩えるんだ？」

「いい質しつ問もんです永えい遠えんの上じよう官かん殿どの。争あらそいを調ちよう停ていする立場の僕たちは、おっぱいとお尻を包ほう括かつする概がい念ねんによって象しよう徴ちようされなくてはなりません。全すべてを包み込む圧あつ倒とう的てき慈じ愛あい、すなわち──熟じゆく女じよ！」

「単たんにそなたの趣しゆ味みであろうがっ！」

　二発目の平手が少年の背中に炸さく裂れつする。早くも手がヒリヒリしてきた姫君だが、無理を押して三発目を放つ前に、辛かろうじてイクタのほうで流れを変えてくれた。

「いたたた……うーん、仕方ないなぁ。喩え話がお気に召めさない人もいるようなんで、そのまま話そうと思います」

「最初からそうしろよ……。それで？　会談はどうだったんだ」

「うん、とっても厄やつ介かいなことになっちゃってね。端たん的てきに言って、皇こう帝ていが行方ゆくえ不ふ明めいだ」

　今度こそ空気が一変して、たちまち部へ屋やの中がざわつく。構わずイクタは話を続けた。

「クーデターの初動でレミオン派が確保し損そこねて、イグセム派のほうでも保ほ護ご出で来きていないらしい。足取りさえつかめていないのが現状だよ」

「ゆ、行方不明って……。ほとんど寝ねたきりだったはずだろ、最近の陛へい下かは」

「うん、だから自じ力りきで逃げたってわけじゃない。おそらく本人の意思ですらないだろうね。その証しよう拠こに、帝てい国こく宰さい相しようトリスナイ・イザンマも消しよう息そく不ふ明めいだし」

　その名前が出た瞬しゆん間かん、シバ少しよう将しようが一気に表情を硬かたくした。

「……忌いま々いましい古ふる狐ぎつねめ。陛へい下かを攫さらって逃げおおせるとは」

「ええ。レミオン大たい将しようにすれば、腐ふ敗はい貴き族ぞくの中でも真っ先に排はい除じよしたい相手だったはず。クーデターの開始当日まで、所しよ在ざいの確かく認にんは誰だれよりも厳げん密みつに行っていたことでしょう。にもかかわらず逃げられてしまった──」

「となると、偶ぐう然ぜんの結果ではなく……大将殿どのが出し抜かれた可か能のう性せいが高い、ということですね」

　メルーザ少しよう佐さが慎しん重ちように意見を口にする。イクタは迷まよわずうなずいた。

「その通りです。あの狐はクーデターの発生を事前に察知していた。どんな情じよう報ほう網もうを使ったのか分かりませんが、そうでないと話が通らない。レミオン大将は作戦開始と同時にバンハタールを包ほう囲いしたそうですから、その後になって帝てい都とから逃げ出すのは不ふ可か能のうに近かったでしょう。

　ここからは推すい測そくになりますが──トリスナイはおそらく、クーデターが始まるより以前に、皇こう帝ていを連れて帝都を離はなれていたんじゃないかと」

「うーむ……反対に、まだ帝都の中にいるって可能性はないのか？　バンハタールは国一番の都だし、隠かくれる場所ならいくらでもあるだろ。協力者だっているのかもしれんし」

「帝都の中に隠れていたなら、レミオン大将が人じん海かい戦せん術じゆつでとっくに見つけ出していますよ。狐一いつ匹ぴきならともかく、病びよう床しようの皇帝を連れているんです。入用の物も多いでしょうし、そうなれば人の出入りも避さけられない。協力者がいればなおさらです。なんにせよ、ここまで長く隠れ続けられるとは考えにくい」

　サザルーフの疑問に答えつつ、イクタは自分の推測を重ねて述べる。

「トリスナイが皇帝ともどもバンハタールの外に逃れられる機会があったとすれば、いちばん有力なのはクーデターが始まる前でしょう。宮きゆう殿でんには多くの貴族が居きよを構えていましたから、物資を載のせた馬車なんかの出入りも頻ひん繁ぱんだったはず。内ない密みつに脱出する方法はいくらでもあります」

「……であるな。宮殿の保安上、外から入ってくる物は厳げん重じゆうに検査されるが、中から出ていく物に注意が向けられることは少ない。その中に人間ふたりを忍しのび込ませることは、さほど難むずかしくなかったであろう」

　実際に住んでいた経けい験けんがある身みとして、シャミーユ殿でん下かがイクタの推測を裏うら付づける。と、そこで疑問を覚えたハロが手を上げた。

「でも……そうやって逃げた後は、宮殿から皇帝陛下と宰相さんがいなくなっちゃいますよね。ちゃんと監かん視ししていたなら、レミオン大将はどうして気付かなかったんでしょうか？」

「替え玉を立てた、と考えるのが自然かな。といっても皇帝は寝たきりで人ひと目めに触ふれないんだから、この場合に用意するのはトリスナイの分だけでいい。風ふう体ていの似に通かよった影かげ武む者しやくらい、あの狐きつねなら小しよう隊たい単たん位いで常じよう備びしていてもおかしくないしね」

「身代わりは保ほ身しんの基本ってか。……いや確かに、あの宰さい相しようならそのくらいはやるだろうな」

　まだ記き憶おくに新しい過か去こ、サフィーダ中ちゆう将じようの軍ぐん事じ裁さい判ばんで顔を合わせた時のことを思い出して、サザルーフは足あし元もとから怖おぞ気けが這はい登るのを感じた。たった数回やり取りを交わしただけなのに、絡からみ付くような視し線せんの印いん象しようが、忘れがたく脳のう裏りにこびり付いているのだ。

「この際、どうやって逃げたかは問題じゃないだろ。肝かん心じんなのはどこに逃げたかだ」

　脱だつ出しゆつ手しゆ段だんについての考こう察さつが一区切りついたと見て、マシューが話題を一歩先に押し進める。イクタもうなずいてその流れに乗った。

「そう、考えるべきはそこなんだ。ただ残念なことに現状、手て掛がかりってものが非常に少なくてね。捜そう査さをしようにも、帝てい都とと宮きゆう殿でんはレミオン派はが絶ぜつ賛さん占せん拠きよ中ちゆう。その手の情じよう報ほうはあっちが独ひとり占じめってわけで」

「うん……。さっきまでの考察が正しいとしたら、近日中に宮殿を出入りした輸送馬車のリストとかから足そく跡せきを辿たどれそうだよね。父さ……レミオン大たい将しようも、そこにはもう気付いていると思うけれど」

　ここまで黙だまっていたトルウェイも口を開く。黒くろ髪かみの少年は後頭部で腕うでを組んでのけぞった。

「だとしても、どこまで辿れるかは怪あやしいもんだな。いったん中ちゆう央おう市いち場ばを経けい由ゆしちゃえば、どの荷物に紛まぎれてどの商人にどこまで運ばれたかなんて特定出で来きっこない。中央から周しゆう縁えんの各地まで、帝国の運うん送そう網もうは文字通り網あみの目のように伸びてるんだから」

「おいおい……それじゃあなんだ。皇こう帝てい陛へい下かの捜そう索さくは、開始早々から手て詰づまりか？」

　少々焦あせり気味のサザルーフに、イクタは軽く笑って首を横に振ってみせる。

「そう慌あわてず、詰つめられるところから詰めていきましょう。どこに逃げたか分からないなら、いったん別角度からのアプローチを試みるのも一手です。というのも──そもそもトリスナイは、何の目的で皇帝を連れて逃げているんでしょうか？」

　新たな疑問を提示するイクタだが、他の面々の多くは、そこに意義を見出せず首をかしげた。

「何の目的って……そりゃおまえ、クーデターが起こると分かれば貴き族ぞくは逃げるだろ。ぼんやりしてたら押し入ってきたレミオン派に殺されるんだし」

「……いや、待まってマーくん。言われてみれば確かにおかしい」

　違い和わ感かんに気付いたトルウェイが言こと葉ばを挟はさむ。将しよう校こうたちの視し線せんが翠すい眼がんの青年に集中した。

「トリスナイが単たん純じゆんな保身を目的に逃げたんだとすれば、こんな展開にはなっていないよ。だってそれならイグセム派の陣じん営えいに駆かけ込めばいいだけだった。知っている限りの情報を伝つたえて、元げん帥すいと一いつ緒しよにクーデターを抑おさえる側に回ればよかったはずだ。今みたいにずっと隠かくれている必要はどこにもない」

「そう、腑ふに落ちないのはそこだ。あの狐はクーデターの発生を事前に察知していながら、それを止めようとはしなかった。イグセム派に保ほ護ごを求めるのがいちばん安全なのに、あえてその道を選ばなかったんだ。この点について説明が出で来きる人は？」

　少年が全員に向かって尋たずねると、ややためらいがちに、メルーザ少しよう佐さが手を上げた。

「その、口に出すのも憚はばかられる可か能のう性せいですけど……国を見限って逃げた、という線はどうでしょうか。クーデターの計画を知った時点で帝てい国こくに未来はないと悲ひ観かんして、それならいっそ皇こう帝ていと共ともに国外へ逃げようと考えた、とか……」

「まこと理りに適かなった意見です美しい女ひと。どうです、その続きを今夜、ふたりきりの部へ屋やでじっくり語り合うというのは」

「ん？　んん？　今度は俺がクーデターを起こす番か？」

「サザルーフ少佐、目が！　目が怖いですって！」

　立ち上がりかけた上じよう官かんをマシューが必ひつ死しになだめる。もはや恒こう例れいになりつつあるひと悶もん着ちやくを挟はさんでから、黒くろ髪かみの少年は話を元もとに戻す。

「いまメルーザ少佐の唱となえた亡ぼう命めい説せつですが、確かに悪くない。それなら連れて行った皇帝の身み柄がらもキオカへの手て土産みやげとして説明が付きますしね。仮か説せつとして立りつ派ぱに筋すじが通ります」

「だよな。皇帝陛へい下かを土産に亡命なんて、いかにも追い詰つめられた政治屋のやりそうな真似まねだ」

「確かにそうだね、我わが友マシュー。でも現実的な話、国外への脱だつ出しゆつは国内での移い動どうほど簡かん単たんじゃない。とりわけヒオレド鉱こう山ざんへの出しゆつ兵ぺいが決まってからは、諜ちよう報ほう対たい策さくを兼かねて国こつ境きよう周しゆう辺へんの警けい備びがすさまじく強化されていたはずなんだ。現に先の戦たたかい……色々と問題はあったけど、おおむねキオカ側は僕たちの後ご手てに回っていただろ？　あれはつまり、海かい軍ぐん上じよう層そう部ぶに潜せん伏ぷくしていたカンロン海かい佐さ──あの亡ぼう霊れいですら、出兵の情じよう報ほうを本国に送ることは出来ていなかったってことなんだ」

「そんな状じよう況きよう下かでの亡命は、確かにハードルが高いだろうな……。だが、それでも完全にないとまでは言い切れないんじゃないか？　事前の根回しが障しよう害がいを上回った可能性もある」

「ま、そうですね。もしあの狐きつねが、レミオン派はや海軍の内部に多数の協力者を確保していたなら、亡命の達成も不ふ可か能のうとまでは言い切れません。あるいは逃亡の途と中ちゆうで立ち往おう生じようして、やむなく身みを潜ひそめているというケースも有り得る。そうなると……陸路よりは海路のほうがまだしも現実的ですから、帝都から港に繫つながるルートは一通りチェックしときましょうか」

　イクタがそう言うと、将校たちがそれぞれの手て帳ちようにメモを取る。彼らと同じようにペンを走らせながら、ふとマシューが声を上げた。

「……悪い想像だけど、このまま皇帝陛下が見つからなかったらどうなるんだ？　第一皇おう子じを確保しているレミオン派にしたって、陛下の安あん否ぴが分からないままでの譲じよう位いなんて無理だろ？」

「うん。正しい手続きを踏ふまずに譲位を強行すれば、自分たちの行おこないが不当だと喧けん伝でんすることになってしまうからね。皇帝不在の間の代行として摂せつ政しよう位いに就つかせることは可能なはずだけど、その条件には確か──」

「『内ない閣かくの過半数による承しよう認にん』が必ひつ要ようであるな。だがレミオン派は今回のクーデターに当たって、閣かく僚りようの面々を真っ先に排はい除じよ──殺害してしまったと見える。死人に承しよう認にんなど求められまい。そうなると新たな組そ閣かくが必ひつ要ようであるが、それを命じる権けん限げんは皇こう帝ていだけのもの。要するに堂どう々どう巡めぐりなのだ」

　シャミーユ殿でん下かの補ほ足そくに将しよう校こうたちがうなる。帝てい国こくの制度上、レミオン派はが持つ第一皇おう子じというカードは、皇帝の所しよ在ざい・安あん否ぴが不明の状じよう況きようでは意味をなさないのだ。

「最終的にレミオン派がどういう決断を下すかは、今の時点では何とも言えないね。手続きを無む視しして譲じよう位いを強行する可か能のう性せいもある。……でも、レミオン大たい将しようの人となりを見るに、そういう不ふ毛もうなあがき方はしない気がするな。キオカが攻せめてくるまでのタイムリミットもあるし、その場合は交こう渉しようで着地点を探さぐることになると思うんだけど」

　トルウェイの表情が少しだけ明るくなった。イクタは単たんなる楽らつ観かんではなく、人格面での信しん頼らいを踏ふまえてレミオン大将の決断を予想している。それが青年にも伝つたわってきたからだ。

「もちろん僕たちで皇帝を確かく保ほ出で来きれば最高だよ。でも、それは交渉の場で優ゆう位いに立てるという意味であって、クーデター調ちよう停ていの必要条件じゃない。みんなもここを履はき違えないでね。戦いを止めるために皇帝の身み柄がらが欲ほしいんであって、その皇帝を確保するために戦いを起こすんじゃ意味がないでしょ。言っちゃえば、皇帝なんて別にいなくてもいいのさ」

　肩をすくめて少年は言った。……皇帝が行方ゆくえ不ふ明めいと分かった時点から、彼はこの先の展開を場合分けし直している。イグセム派が皇帝を確保するケース、レミオン派が確保するケース、そして自分たちが確保するケース──マシューの言う「最後まで皇帝が見つからない」ケースにしても、そこに交渉の余よ地ちが残るだけ、必かならずしも最悪のものではない。どのケースにしてもアドバンテージの多た寡かこそあれ、少年にはそこから最さい善ぜんの着地点を模も索さくすることが出来る。

　問題はむしろ、皇帝の身柄が確保されるまでの過か程ていにこそあるのだ。捜そう索さく範はん囲いが重なれば武力衝しよう突とつも避さけられない。だとしても、死し傷しよう者しやを量産する大兵力のぶつかり合いだけは止める必要がある。クーデターの調停を目指すイクタたちにとって、それは皇帝の捜索以上に優ゆう先せんされることだった。

「ま、イグセム元げん帥すいにせよレミオン大将にせよ、きっちり分ふん別べつのある人たちだからね。お菓か子しを取り合って争あらそう子供みたいな真似まねはしないと信頼出来るよ。でも同時に、ここ一番でためらう人たちじゃないことも明らかだ。あとは……北ほく域いき動どう乱らんがそうだったように、現場の指し揮き官かんや兵士たちが暴ぼう走そうするケースも考えられる。そこで僕たちが、三すくみの戦せん況きようを駆く使しした抑よく止し力りよくを買って出て──」

「「「「「「「「勅である！」」」」」」」」

　イクタの口こう上じようをさえぎって、いくつもの声が一いつ糸し乱みだれず同時に響ひびき渡わたった。テーブルを囲む軍人たちがぎょっとして腰こしのポーチに目をやる。虚うつろな目をして口を開いた精せい霊れいたちの姿から、彼らは驚きよう愕がくと共に状況を察した。

「これ、玉ぎよく音おん放送……!?」「そんな！」「噓うそだろ、陛へい下かはまだ見つかってないんじゃ──」

　動どう揺ようする彼らを見かねて、シバ少しよう将しようが机つくえの上に手のひらを叩たたき付けた。

「うろたえるな未み熟じゆく者ものッ！　静かに聞けい！」

　脳のうを直接ぶん殴なぐるような大声に、騎き士し団だんの面々から副ふく官かんのメルーザ少しよう佐さまでが、一いつ斉せいに口を閉ざす。そうやって少将が力づくで取り戻した静せい寂じやくの中で、軍人たちはじっと耳を澄すませた。

「「「「「「「──カトヴァーナ帝国皇帝アルシャンクルト・キトラ・カトヴァンマニニクの信託を受けし宰相トリスナイ・イザンマがここに至上の命を発する。国難の内に在りて命果てんとするは痛恨の極みにして、残り僅かな生の灯消えざる間に、この意この志を次代へ継がせんと欲する──」」」」」」」

　メッセージが続くに従したがって、シャミーユ殿でん下かが目つきを険けわしくしていく。精せい霊れいたちはなおも続けた。

「「「「「「「──然るに朕は、ここに帝室会議の開催を告げるものなり。旧き帝栄の州、国史九百年余の威に相応しき場所にて、貴き我が血族たちの参集を待つ。集わざる者には次代を担う資格なからんと知るべし。疾く来たれ、疾く来たれ、疾く来たれ──」」」」」」」

　執しつ拗ようなまでの繰くり返しを締しめくくりに、精霊たちは口を閉ざした。しん……と水を打ったような沈ちん黙もくが下りる。たったいま発せられた勅ちよく命めいの意味を、軍人たちの多くは測はかりかねていた。

「……帝室会議、って……あれだよな……。新しい皇帝が即そく位いする直前に、皇こう族ぞく全員で集まって色々話し合うっていう……」

　マシューが戸と惑まどい気ぎ味みにつぶやく。メルーザ少佐も同じ表情でうなずいた。

「……はい。名めい目もくとしては、次代の皇帝を決めるために現皇帝が主しゆ催さいする会合ですね。とはいえ土ど壇たん場ばで帝てい位い継けい承しよう順じゆん位いが変わることはまずないので、実質的には次の皇帝の権けん威いを正式に承しよう認にんするための段取り──いわゆる宮きゆう廷てい儀ぎ礼れいとしての側そく面めんが強いのですが……」

「……雲の上の話なんて、俺にはさっぱり分からんけどよ……こんな時にまで開かなきゃならないようなもんなのか？　その会議ってのは」

　そう尋たずねるサザルーフの顔にも困こん惑わくが色濃い。姫ひめ君ぎみが硬かたい表情で首を横に振った。

「いや、逆であろう。国が割れている今だからこそ、奴はこのような真似まねに及およんだのだ」

「奴……？　いや、そもそも、この勅命は実質的に誰だれが出させたんですか？　イグセム派は？　それともレミオン派？　まったく意味不明じゃないですか！　さっきの話じゃ、どっちの陣じん営えいが皇帝を確保したにせよ、自分の陣営を正当化する旨むねの勅ちよくを出すはずだって──」

「違ちがうんだ、マシュー。皇帝はまだ見つかってない。……これは潜せん伏ぷく中ちゆうのトリスナイが独断で出した勅だ」

　苦にが々にがしい表情でイクタが告つげる。小太りの少年はいよいよ困こん惑わくを極きわめた。

「それこそ何のためにだよ！　イグセム派に助けを求めるならともかく、帝室会議なんて名目で皇族を一か所に集めて何になるんだ！」

「あの狐きつねが何を考えているかは分からない。でも、それとは無関係に、今の玉ぎよく音おん放送でこの先の展てん開かいが決まったのは間ま違ちがいない」

　ぎり、と嚙かみしめた奥歯が音を鳴らす。視し線せんが集まる中、黒くろ髪かみの少年は説明を始めた。

「……旧ふるき帝てい栄えいの州しゆう、国こく史し九百年余よの威いに相応ふさわしき場所にて、貴とうとき我わが血族たちの参さん集しゆうを待まつ。もってまわった表現だけど、別に暗号ってわけじゃない。『旧き帝栄の州』というのは、おそらくバンハタールの遷せん都と以前に御ご所しよがあった場所を指している。つまり南方のダフマ州のことだ。『国史九百年余の威に相応しき場所』のほうはまだ特定出で来きないけど、旧きゆう帝てい都とラフシェンカを筆ひつ頭とうに候こう補ほはいくつか浮かぶ。要ようするに、ダフマ州のどこかに隠かくれているから皇こう族ぞくを連れて会いに来い──というのが今のメッセージの内容だったと思う」

「じゃあ、やっぱり助けを求めたってことか……？　でも、これじゃレミオン派はにも同じメッセージが伝つたわっちゃったぞ。どっちの勢力が先に助けに来るかは運うん次し第だいじゃないか」

「そうさ、結けつ果かは分からない。だけど過程はほぼ完かん全ぜんに決まったんだ。──イグセム派とレミオン派の大兵力が、ダフマ州目がけて殺さつ到とうするっていう流れがね」

　イクタのこぶしが机つくえを叩たたく。その意味に気付いたトルウェイが、愕がく然ぜんと両目を見開いた。

「……まさか……トリスナイは、いまの勅ちよく命めいで、二大勢力の衝しよう突とつを促うながした……？」

「促した？　そんな可愛かわいいもんじゃない、火に油を注いでいやがるんだよ！　皇こう帝ていがダフマ州にいると分かれば、イグセム元げん帥すいもレミオン大たい将しようも兵を向かわせないわけにはいかない！　同じ場所を同時に捜そう索さくする以上、これで衝突はほぼ不ふ可か避ひになった……！」

「い、イカれてんのか、あの宰さい相しようは……!?　こんなのまるっきり事態を悪い方向に転がしてるだけじゃねぇか！」

　サザルーフの叫さけびに全員が唾つばを吞のみ込む。不ふ条じよう理り、という単たん語ごが彼らの脳のう裏りを掠かすめた。

「……『集つどわざる者には次代を担になう資し格かくなし』。これはそのまま、帝てい室しつ会かい議ぎに出しゆつ席せきしない皇族から帝位継けい承しよう権けんを剝はく奪だつするという宣せん言げんと受け取っても良よいであろう。裏うら返がえせば、他を蹴け落おとしてこの会議に出席したなら、継承順位の低い者にも即そく位いの可か能のう性せいがあると──そうほのめかしてもいるのであろうな」

　温度のない声で姫ひめ君ぎみが言う。シバ少しよう将しようが重々しくうなずいた。

「なるほど、皇族同士の権力闘とう争そうを推すい奨しようしている……いや、この場合はむしろ、皇族を擁ようする勢力間の対立に拍はく車しやを掛かけているのですな。ともすれば、第三皇おう女じよ殿でん下かを擁する我われ々われもその渦か中ちゆうに……」

　少将は途と中ちゆうで言こと葉ばを切った。ひとりの帝国軍人として、その先を口にすることが畏おそれ多く思えたからだ。

　全員の発言が途と切ぎれたところで、ハロが手を上げて声を挟はさむ。

「……さっきの玉ぎよく音おん放送ですけど……陽よう動どう、ということは考えられませんか？　皇帝陛へい下かも宰相さんも本当はダフマ州になんていなくて、わたしたちが捜索に向かっている隙すきに、警けい備びが薄うすくなったところを狙ねらって国外へ逃げようとしているとか……」

「その可か能のう性せいは大いにあるね。……でも、こうなってしまうと話の真しん偽ぎは大した問題じゃない。自じ軍ぐんこそ官かん軍ぐんだと示したいのなら、イグセム元げん帥すいにもレミオン大たい将しようにも勅ちよく命めいに従したがわない道はないんだ。踊おどらされるリスクは承しよう知ちの上で動くはずだよ。そして僕たちにしても、そんな状じよう況きようを座ざして見守るわけにはいかない」

「……うむ、是ぜ非ひもあるまい。二大勢力の争いを止めるために、我われ々われはここにいるのだ」

　姫ひめ君ぎみの声が、この場の軍人たちに初しよ志しを思い起こさせる。イクタも重くうなずいて告つげた。

「別べつ働どう隊たいを編へん成せいしてダフマ州しゆうに向かおう。ここの運うん営えいはシバ少しよう将しように任せて、部ぶ隊たい指し揮きは僕が執とる。少将、留守を預あずけますが構いませんね？」

「異い存ぞんはない。ここには兵五千も残せばじゅうぶんだろう」

「よろしく頼たのみます。トルウェイ、マシュー、ハロ──君たち三人は指揮下の部隊と共ともに付いてきてくれ。お姫さん、あなたも当然一いつ緒しよです」

　名指しされた四人が一いつ斉せいに立ち上がる。椅い子すに腰こしを下ろしていられた時間も、終わってみれば束つかの間。長旅の疲つかれを癒いやす間もなく、次の目的地に向けて、彼らは再ふたたび行動を開始した。
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　同どう刻こく、「ザルルの飢き餓が城じよう」六階の司し令れい室しつ。玉ぎよく音おん放送を最後まで聞き終えた瞬しゆん間かん、同じ部へ屋やの中で息いきをひそめていた将しよう校こうたちに向けて、ソルヴェナレス・イグセム元帥が命令を下した。

「直ただちに捜そう索さく隊たいを編へん成せいする。ヨルンザフ・イグセム名めい誉よ大将、並びにヤトリシノ・イグセム中ちゆう佐さ待たい遇ぐう官かん。騎き兵へいを中心とする兵三千を率ひきいて、ダフマ州へ皇こう帝てい陛へい下かの捜索に向かえ。部隊編成の詳しよう細さいは五分後に通つう達たつ」

「おうよ」「はっ」

「移動中、無用の戦せん闘とうは厳げんに慎つつしむべし。同どう州しゆうの基地には友ゆう軍ぐんが詰つめていると予想される。先まずその確かく認にんと合流に努つとめよ。然しかる後、数を利りして陛下の捜索に当たるべし」

　重々しい声が、それでいて淡たん々たんと指示を紡つむいだ。ヨルンザフ大将が面おも白しろがって口を開く。

「無用な戦闘と必要な戦闘の区別を、最初にはっきりさせときてぇな」

「第一に、敵てき勢せい力りよくから襲しゆう撃げきを受けた場合の反はん撃げきを許きよ可かする。第二に、捜索範はん囲いを維い持じ・拡大する目的に限り、牽けん制せいとしての先制攻こう撃げきを許きよ可かする。第三に、皇帝陛下の所しよ在ざいに確信を得た後は、玉ぎよく体たいの確保を目的とする場合に限り決戦を許可する」

　元帥が即答する。炎えん髪ぱつの老ろう将しようは唇くちびるの両端をつり上げて凶きよう暴ぼうな笑えみを浮かべた。

「よくよく分かった。──そんじゃ行くか。手早く準備すっぞ、ヤトリシノ」

　気さくな言葉を合図に、二人のイグセムは同時に席せきを立って部屋を出ていった。

　廊ろう下かを進んで下の階へ向かう間、老将は並んで歩くヤトリに声をかける。

「くかかッ！　聞いたか、この状じよう況きようで帝てい室しつ会議の開かい催さいだとよ。あの勅ちよくときたら、まるっきり事態を悪く転がす意い図としかありやがらねぇ。噂うわさにゃ聞いてたが、陛へい下かはえらくタチの悪い狐きつねに付け込まれたもんだなオイ」

　ヨルンザフが苦く境きようを笑い飛ばす。その不ふ遜そんさはいっそ頼たのもしいほどだった。久しぶりに接する大おお叔お父じが相変わらずの人物だということを確かめながら、ヤトリも静かに口を開く。

「……捜そう索さく範はん囲いがダフマ州しゆうに限られたことで、レミオン派はとの衝しよう突とつは避さけられない情じよう勢せいです。行動には慎しん重ちようを要ようしますが、大たい将しよう殿どのはどういった方ほう針しんをお考えですか」

「宝たから探さがしなら勝ち目はじゅうぶんだろうよ。なにせダフマ州の地形は七割がた平原だ。捜索だろうと戦せん闘とうだろうと、レミオン派の青びょうたん共どもに遅おくれは取らねぇ」

「地形は我われ々われ騎き兵へいに有利と言えますね。しかし今回、レミオン派の風ふう銃じゆう兵へいは、大将殿の現げん役えき時じ代だいには存そん在ざいしなかった新兵器を活用してくるでしょう。その点にはご留りゆう意いください」

「施条風銃エアライフルか。届とどけさせたもんを部下にいじらせてみたが、確かによく出で来きたオモチャだ。弾だん道どうがぶれねぇし、遠くの的まとにもよく当たる。ありゃもう銃兵に戦列いらねぇな。テルシンハの小こ僧ぞうっ子が鼻はな息いきを荒くするのも分かるぜ」

　何なに気げない言い方だったが、その感想は本質を突ついていた。一線から退しりぞいて久ひさしいにもかかわらず、エアライフルという兵器の脅きよう威いについて、老ろう将しようはすでに過か不ふ足そくなく理解している。

「相手取る分にゃ、今までとは間合いの取り方がちと変わるが……ま、一戦交まじえりゃ慣なれるだろうよ。それにしても、今さらになって新兵器とやり合うことになるたぁな。年とし甲が斐いもなく血が騒ぐっつーかなんつーか」

　戦意を持て余あまして右みぎ腕うでをぶんぶん振り回す老将の姿に、炎えん髪ぱつの少女は自分が無用の心配をしたのだと思い知った。多少のブランクで錆さびつくような人物ではない。

　そのまま城内を三階まで下りていったところで、ささやかな時間の節約のために、ふたりは手近の窓まどへ足をかける。

「楽しそうですね、大叔父様」

「当ったり前じゃねぇか。今も昔むかしも、戦争ほど楽しいもんは他にねぇ」

　互たがいに軽かる口くちを叩たたきつつ、ふたりのイグセムは当たり前のように窓から身を躍おどらせた。
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　突とつ然ぜんの玉ぎよく音おん放送を聞き届とどけたレミオン大将は、トリスナイ・イザンマに対する憎ぞう悪おと殺意を果はてしなく募つのらせながらも、再ふたたび取り乱みだすような愚ぐは侵おかさなかった。

　深しん呼こ吸きゆうをゆっくりと二回。胸きよう中ちゆうに渦うず巻まいた激情をそれで落ち着かせて、彼は会議室の中の幕ばく僚りようたちに顔を向けなおす。途と端たんに視し線せんが集中した。混こん迷めいを極きわめる状じよう況きようにあって、部下たちは誰だれもが翠すい眼がんの将しようの導みちびきを必ひつ要ようとしていた。

「旧ふるき帝てい栄えいの州……素直に考えれば、南方のダフマ州か。あそこの基地はどうなっている？」

「イグセム派はの縄なわ張ばりですね。現在も二千余あまりの兵が常じよう駐ちゆうしているはずです。ここからの距きよ離りを鑑かんがみて、今回のクーデターでは制せい圧あつ対たい象しように含ふくんでいませんでしたので」

　ルシーカ中ちゆう佐さが淡たん々たんと事実を述べる。その冷静さが、いまの大たい将しようにはひどくありがたい。

「先ほどの玉ぎよく音おん放送を契けい機きに、現地ではすでに捜そう索さくが始まっているかもしれません。しかし皇こう帝てい陛へい下かが本当にダフマ州しゆうにいるかどうかまでは判断しかねます。トリスナイによる陽よう動どう──あるいは下げ卑びた悪戯いたずらの可か能のう性せいすらありますから」

「だとしても、勅ちよくが下くだったことは事実だ。僕たちも動かないわけにはいかないが──」

　居い並ならぶ部下たちの顔ぶれを見み渡わたして、レミオン大将は思し案あんげに腕うでを組む。

「──当然ながら、僕はここを離はなれられない。となると……捜索隊の指し揮きを誰だれに任せたものか」

　将しよう校こうたちがごくりと唾つばを飲む。難むずかしい人選だった。ただ目的地に行って皇帝を探さがせばいいというものではなく、その過か程ていで起こる戦せん闘とうや交こう渉しようを有利に運ばなければならない。武力衝しよう突とつは可か能のうな限り避さけつつ、かといって弱よわ腰ごしと侮あなどられることなく、速やかに皇帝を見つけ出して確保する──そのためには優すぐれた戦せん略りやく眼がんに加くわえて、ある種の政治手しゆ腕わんが求められる。

「私が行きましょう」

　ルシーカ中佐が沈ちん黙もくを破やぶった。大将が驚おどろいて彼女を振り向く。

「戦たたかいながらの捜索、捜索しながらの交渉──このような不ふ純じゆん物ぶつの多い戦争には、大将殿どのよりもむしろ適てき任にんかと存じます。悪くない結果を持ち帰れるかと」
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「君が、か。いや、だが……疑うわけではないんだが……」

　翠すい眼がんの将しようが言こと葉ばを濁にごす。その様よう子すに、付き合いの長い副ふく官かんは意い地じの悪い笑えみを浮かべた。

「おや、そんなに不安ですか？　本営ここから私がいなくなるのが」

　挑ちよう発はつ的てきな言い方に、レミオン大たい将しようの口くち元もとに苦く笑しようが浮かんだ。事実がどうあれ、万軍を総すべる総そう司し令れい官かんとしては絶対にうなずけない質しつ問もんだった。

　自分の責せき任にんを改あらためて自じ覚かくしつつ、彼は首を横に振ふってみせる。

「あまり侮あなどらないでもらおうか、ルシーカ中ちゆう佐さ。子こ守もりの必要な時期はとうに過すぎている」

「そう言ってもらえて、私の不安も少しは解消しました。ほんの少しですが」

「君は辛しん辣らつだな、相変わらず……」

　それ以上の反論をあっさり諦あきらめて、大将は肩をすくめた。いくら虚きよ勢せいを張っても、彼女に対しては取り繕つくろいようがない。ついさっき取り乱みだした姿を見せたばかりなのだから。

「分かった、陛へい下かの捜そう索さくは君に任せよう。ただし、ひとつだけ条じよう件けんがある」

「何でしょうか？」

「ちゃんと無事に帰ってきてくれ。このままではあまりに不公平だ。現げん役えきの間に一度くらい、僕のほうでも君が取り乱している姿を見てみたいからね」

　そう聞いたからこそ眉まゆひとつ動かさず、「氷こおりの女」は完かん璧ぺきな仕し草ぐさで上じよう官かんに敬けい礼れいした。翠眼の将の不ぶ器き用ような気き遣づかいが届とどいたかどうかは、本人を除のぞけば神のみぞ知るところだった。







[image: 第三章　烈将ヨルンザフ]













　帝てい国こく中ちゆう央おうから南方のダフマ州しゆうへ下るに当たっては、もちろん街かい道どうを利用するのがいちばん手っ取り早い。しかし、それらの主要な道々は、レミオン派はがクーデター開始と同時に軒のき並なみ封ふう鎖さしている。なのでヨルンザフ大たい将しよう率ひきいるイグセム派の捜そう索さく隊たいと、イクタ率いる新生「旭日連隊」の別べつ働どう隊たいは、第一にこの障しよう害がいをなんとかしなければならなかった。

「飢き餓が城じようまで伝令。こう伝つたえてくれ。──本日午後五時ちょうどより、ダフマ州に向けて兵三千からなる別働隊を出発させる。部ぶ隊たい指し揮きはイクタ・サンクレイ自みずからが執とる、と」

　出発を前にイクタが下したその指示に、騎き士し団だんの他の面々は首をかしげた。

「おい、どうして教えちゃうんだ？　ダフマ州での捜索は早いもの勝ちなんだろ。後々の展開を考えれば、こっちの兵力やスケジュールは出来るだけ隠かくしておくべきなんじゃないのか？」

「慌あわてない慌てない。いいかいマシュー、早い者勝ちも何も、まず僕たち自じ身しんがダフマ州まで辿たどり着かないことには何も始まらないんだよ。捜索より先に考えなきゃならないのは、レミオン派が通せんぼする街道をどうやって抜けていくかってことさ」

「そりゃそうだけど、それとこれと何の関係が……ん？　あ、そうか！　イグセム派と協力して進む気なんだな！」

「そういうこと。街道が塞ふさがれているといっても、所しよ詮せんは外向きの封鎖だ。イグセム派の勢力が各地から駆かけ付けてくることを防ぐための措そ置ちなら、内側から出ていく大兵力を足止めすることまでは想定していない。こっちの数が揃そろっていれば問題なく突とつ破ぱ出で来きるはずさ」

　うんうんとうなずくマシューの隣となりで、トルウェイも腑ふに落ちた顔になった。

「そこでイグセム派と利り害がいが一いつ致ちするわけだね。彼らとぼくたちで足並みを揃えて進しん軍ぐんすれば、おそらく総兵力は五千以上に達することになる。街道を塞いでいるレミオン派部隊の規き模ぼをかなり大きく見積もっても、それだけの大軍の足止めは難むずかしいはず」

「そういうこと。形勢がレミオン派に偏かたよっている時は、ワリを食ってるイグセム派と協力して全体のバランスを回復させるってわけだ。逆もまた然しかり。当面の間は、このスタンスが僕たちの基き本ほん戦せん略りやくになる」

「いわゆる三さん分ぶんの計ってやつか……受験の時に国家戦略論でやったな」

「国家戦略ですか!?　いつの間にか出しゆつ世せしましたねぇ、わたしたち……！」

　ハロののん気な感想に、全員がどっと笑いをこぼす。

「……大物にも程ほどがあるぞ。おまえに言わせれば、この状じよう況きようも出世でひとまとめかよ」

「あはは……！　でも、がちがちに肩かた肘ひじ張っているより、そのくらい気楽に構えたほうがいいかもしれないよ。ねぇ、ヤトリさんもそう思──」

　トルウェイが何気なく口にした一言で、場が完全に沈ちん黙もくした。自分の失言に気付いた青年が身をこわばらせる。全員が必ひつ死しに目をそらしていた欠落を、彼の発言が、これ以上なく浮き彫ぼりにしてしまったのだ。

　誰だれひとりフォロー出で来きない。目の前にぽっかりと口を開けた虚きよ無むは、一度それと認にん識しきしてしまえば、どうあがいても誤ご魔ま化かせないものだった。だからこそ見ないように、触ふれないように計はからってきたのだ。そんな綱つな渡わたりのような真似まねが、長続きするはずもないと知りながら。

「……進路の確かく認にんに移ろう。みんな、地図を広げて」

　どう取り繕つくろっても寒さむ々ざむしいだけ。そう知っているからこそ、場を和なごませる冗じよう談だんのひとつも挟はさまず、イクタは事務的な話題に移った。それ以外のやり方を、彼でさえ思い付けなかった。

　彼女がいない──その事実を直ちよく視しするのが恐ろしくて、騎き士し団だんの面々はまだ、その深しん刻こくさを正しく理解出来てさえいない。







「旭日連隊」から届とどけられた伝令の意い図とを、イグセム派はの捜そう索さく隊たいを指し揮きするヨルンザフ・イグセムは即そく座ざに汲くみ取った。そこに利り害がいの一いつ致ちを見て取ると、進しん軍ぐんのスケジュールを相手側に合わせる形で組み直し、出発からほどなく互たがいに目もく視し可か能のうな距きよ離りでイクタたちと「合流」した。

　呉ご越えつ同どう舟しゆうを絵に描かいたような状じよう況きようになった。そんな中、ふたつの部ぶ隊たいの間に立ち込める雰ふん囲い気きはやはり、友ゆう軍ぐんというよりも敵てき同どう士しのそれに近かった。今はたまたまお互たがいの損そん得とくが一致しているだけで、少し状況が変われば、いつでも殺し合いが起こる──互いがそういう関係にあることを、末まつ端たんの兵士たちでさえ肌はだで感じているのだ。

　血の色に暮れ始めた夕空の下、ヨルンザフは愉たのしげに笑って、隣となりのヤトリに話しかける。

「おい、なかなか図ずう々ずうしくていいぞ、向こうの指し揮き官かんは。イクタ・サンクレイとかいったか？　えらく若い小こ僧ぞうらしいが、どんな野や郎ろうなんでぇ」

「『こういう人物だ』と一ひと言ことで説明するのは難むずかしいですね。ただ、決して侮あなどらないでください。隙すきを見せたが最後、一いち撃げきで全すべてを引っくり返すことさえしてのける。あれはそういう男です」

「ほぉ、お前めェにそこまで言わせるか……。戦争屋としてはどうだ？　頭の切れる参さん謀ぼうタイプか、それとも前ぜん線せん指揮が得意なほうか」

「どちらも高いレベルでこなします。が、根本的に好こう戦せん的てきな男ではありません。相手を殲せん滅めつしての圧勝よりは、互いに無む傷きずの形での不戦勝を望みます。大たい将しよう殿どのからすると不満に思われる点かもしれませんが」

「ふん、面おも白しろくはねぇな。だがまぁ、別に俺だって分別のない狂きよう犬けんの類たぐいじゃねぇ。まして今回は身内の争あらそいだ。相手がやり合うのを望まないってんなら、それに越こしたこたぁねぇさ」

　今さらのように節せつ度どのあるところを示す老ろう将しようだが、言こと葉ばの内容とは裏うら腹はらに、しかめた表情からは欲よつ求きゆう不ふ満まんの感が拭ぬぐえない。が、それを咎とがめることに意味はなかった。ヨルンザフ翁おうにとって、戦せん闘とうへの渇かつ望ぼうはすでに本能に近いものがある。

「ま、当面はこのままお手々つないで仲なか良よく進軍だな。ダフマ州に着いた後はそうもいかねぇだろうが──せいぜい穏おん便びんに済すむことを願っておくかよ」

　言げん動どうと一いつ致ちしない薄うす笑いを浮かべつつ、ヨルンザフ大たい将しようは隻せき腕わんで馬の手た綱づなを引いた。





＊






　イグセム派はと「旭日連隊」の捜そう索さく隊たいが街かい道どうを南へ下っていくに伴ともない、ルートを封ふう鎖さしていたレミオン派の部隊は一時的に道を開けて彼らを素通りさせた。というよりも、他に選せん択たく肢しがなかった。防ぼう御ぎよ戦せん闘とうを試こころみられるレベルの戦力差ではなく、仮かりに可か能のうだったとしても、大軍に大軍をぶつける愚ぐを犯おかすことは誰だれひとり望んでいなかった。

「急ぎなさい！　現状の一いつ刻こくは千金に値あたいします！」

　中ちゆう央おうの制圧を維い持じしながら動員出で来きる限界数──捜索隊七千人の指し揮きを執とって、レミオン派の参さん謀ぼう長ちようルシーカ中ちゆう佐さは南へ向かっていた。

　帝てい都とバンハタールと中央軍ぐん事じ基き地ちは街道に直結する位置にあり、レミオン派はその両方を占せん拠きよしていたので、この段階では彼女らが真っ先に兵を出発させられたのだ。その甲か斐いあって、イクタたちの部隊とはすでに四十キロ以上の先行距きよ離りを空あけている。

「……兵力の衝しよう突とつを起こさない形で進軍を妨ぼう害がいするとなると、これはもう交通そのものを堰せき止めるしかない。さしあたって、進路上の橋は全すべて落としましょう」

　街道の封鎖に当たっている部隊には、他勢力の捜索隊を素通りさせるように命じてある。が、だからといって足止めを諦あきらめたわけではない。同じルートを先行している彼女らは、後に続く敵勢力に対して、時間と人ひと手でが許す限りの進路妨害──平たく言えば嫌いやがらせを仕し掛かけることが出来るのだ。河川を渡った後に橋を落とすのは基本中の基本だった。

「……といっても、手が回るのは街道沿ぞいの主しゆ要ような橋だけ。ダフマ州に繫つながる全てのルートで橋を落としている時間はないし、そんなことをすれば私たちの帰り道もなくなってしまう。その辺りを考こう慮りよに入れると、稼かせげて三日──というところですか」

　他の捜索隊に迂う回かいを強しいることが出来れば、ひとまずそれでじゅうぶん──「氷こおりの女」はそう考えていた。ダフマ州への到とう着ちやくが早ければ早いほど、後の皇こう帝てい捜索に当たって自じ陣じんを有利に設定することが出来る。このアドバンテージは決して小さくない。州内の要よう所しよさえ押さえてしまえば、他勢力の到着後も捜索範はん囲いを広く独どく占せんしていられるのだ。
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「ん、川が近い。ここからは西進だね」

　進軍開始から四日目になって、順調に南下を続けていた「旭日連隊」の捜索隊に、総指揮を務つとめるイクタの口から方向転換の指示が下った。シャミーユ殿でん下かの近この衛え部隊を率ひきいる軽けい甲かつ冑ちゆう姿すがたの娘むすめが、それを聞いてきょとんと首をかしげる。

「西──でありますか？　小しよう官かんはてっきり、このままダフマ州しゆうまで一直線に下るものと」

「そうもいかない。このまま進んでいくとタブラン大たい河がに出るけど、レミオン派はが同じルートを先行している以上、めぼしい橋はまず間ま違ちがいなく落とされているはずなんだ。それを見てがっかりしてから引き返すよりは、あらかじめ迂う回かいしておくのが上じよう策さくってわけ」

　ルカーンティ准じゆん尉いにそう説明しながら、黒くろ髪かみの少年は望ぼう遠えん鏡きようで東の方角を眺ながめた。その視し界かいに映るのは──イグセム派の率ひきいる捜そう索さく隊たいの先頭部隊が、自分たちと足並みを揃そろえつつも、一定の距きよ離りを空あけて進しん軍ぐんしている様よう子すだった。

　互たがいを隔へだてる緊きん張ちよう感かんは相変わらずだが、ここでの方向転換に異い存ぞんはないようで、彼らも進路を西に取り直している。

「伝令を走らせるまでもないね。向こうにヤトリがいるから、こういう時の意い思し疎そ通つうが楽でいいや」

　イグセム派の捜索隊の中でも、先行する騎き兵へい部ぶ隊たいの指し揮きは炎えん髪ぱつの少女が執とっている。遠えん距きよ離りから望遠鏡で姿を見ただけだが、そのことは三日前から確かく認にん済ずみだった。ヤトリが無事でいる様子を見て、騎き士し団だんの他の面々も、いっとき胸むねを撫なで下ろしていた。

　彼女の所しよ在ざいを告つげる少年の声はどこか嬉うれしげで、それを聞くたびに、隣となりを歩くシャミーユ殿でん下かは胸むねに痛いたみを覚えてしまう。が──そんな感情はおくびにも出さず、少女は口を開いた。

「このままイグセム派と組んで、レミオン派に投とう降こうを促うながす──というわけにはいかないのか」

「停てい戦せん交こう渉しようっていう意味なら、最低でも皇こう帝ていの所在がはっきりしないうちは無理ですよ。今はまだ、どちらの勢力にも『勝利』の可か能のう性せいが残っているわけですからね。この時点で妥だ協きように応じる理由がない」

「となるとやはり、皇帝の身み柄がらを確保した勢力がこのクーデターを制する、ということか」

「そう単たん純じゆんな話でもないんですがね。まぁ少なくとも、勅ちよつ許きよという形で行こう為いを正当化された陣じん営えいは『官かん軍ぐん』として道義的・感情的な優ゆう位いを得られます。逆に『賊ぞく軍ぐん』の烙らく印いんを押された勢力は公こう的てきな大義を失うわけですから、その瞬しゆん間かんから兵士たちの士し気きの低下は避さけられないでしょう。これは保ほ守しゆ派はの人々から構成されるイグセム派にとって致ち命めい的てきな打だ撃げきだし、レミオン派にしても軍ぐん事じ政せい権けん樹じゆ立りつの正当な決め手を失うことになります。身も蓋ふたもなく言えば、その後の停戦交渉で折れなきゃならない側が決定するんですよ」

「……どちらに花を持たせるつもりなのだ？　そなたの予定としては」

「予定未満の希望に過ぎませんがね。僕たちが直じかに確保するんでなければ、皇帝の身柄はレミオン派が手にしてくれるほうが望ましいです。レミオン派には実利を説とけば交渉になりますが、イグセム派を抑おさえられるのは皇帝の権けん威いだけなので。どちらかにアドバンテージを取らせるなら、まだしも与くみしやすいレミオン派でしょう」

「む？　考えは分かるが……ならば、それこそ最初から」

　レミオン派はに味み方かたしてイグセム派を封ふうじ込めるべきではなかったか──そう言いかけたものの、姫ひめ君ぎみは考え直して口をつぐんだ。仮かりにそうしていれば、自分たちは今ごろイグセム派を完全に敵てきに回していたに違ちがいないのだ。皇こう帝ていの捜そう索さくを待またず武ぶ力りよく衝しよう突とつが起こっていたかもしれない。

　姫君が吞のみ込んだ言こと葉ばの先が察せられて、イクタは苦く笑しよう気ぎ味みに説明を続ける。

「……この状じよう況きようだとね、敵てき味み方かたをはっきりさせたらおしまいなんですよ、お姫さん。三つ巴どもえの秩ちつ序じよってのは互たがいの関係性が流りゆう動どう的てきだからこそ成り立つんです。今はイグセム派と協力して進しん軍ぐんしていますが、ダフマ州しゆうに着いた後は話がまた変わりましてね。今度はあっちの捜索を妨ぼう害がいすることになるでしょう。もちろんなるべく穏おん便びんに、ですが。

　なんにせよ、僕が思い描えがく最終的な着地点は、レミオン派有利での痛み分けです。さすがに軍ぐん事じ政せい権けんの樹じゆ立りつは諦あきらめてもらいますが、その代わりに、軍組織の健けん全ぜん化かに関してはイグセム派との間でしっかりと合意を取り付けます。そして肝かん心じんな点──クーデター勃ぼつ発ぱつ時じの所しよ属ぞく勢力がどうあれ、事じ後ごには誰だれひとり裁さばかせません。つまり戦犯不在です。ここは大事ですよ。なにしろ僕自じ身しんの首も含ふくまれていますから」

　冗じよう談だんめかした仕し草ぐさで自分の首を指さす。そこで一ひと息いきついて、少年は分厚い曇どん天てんを仰あおいだ。

「全すべてが上手うまく運べば──帝てい国こく軍ぐんの主流はレミオン派へと移り、その変へん遷せんにともなって、イグセムの職しよく責せきは大きく目減りするはずです。重おも荷にが降りる、と言い換えてもいいでしょう。彼女が背せ負おってきたものも、また一いつ緒しよに──」

　遠い空を見つめてイクタはつぶやく。そんな彼を見ているのが辛つらくて、少女はとっさに目をそむける。

「それが、そなたの望む光の道……か」

　その光に灼やかれる自分を思いながら、シャミーユ殿でん下かは震ふるえる声でつぶやいた。







　出発から九日目。目的地のダフマ州を目前にしたところで、イクタたちは西に進路を取り、東に向かうイグセム派の捜索隊とはにらみ合いながら別れた。ひとまずは小こ競ぜり合いが起きずに済すんだことに、両勢力の兵士たちは揃そろって胸むねを撫なで下ろした。

　ここまで予定通りの展開ではある。先に着いたレミオン派も含めて、序じよ盤ばんでの無用な衝突を避さけるために、州しゆう内ないのどの方面に陣じん取どるかはあらかじめ決まっていたのだ。

　最さい短たん距きよ離りを進んで最初に到着したレミオン派捜索隊は、先着のアドバンテージを活いかすためにまっすぐ北側から州に入っていき、そこから捜索範囲を広げていく。対してイグセム派は人員の不足を補おぎなうため、基地がある州の東側から入って友ゆう軍ぐんとの合流を果たすことになる。

　残るイクタたちには、ふたつの勢力と重ならない形での行動が求められた。なので消しよう去きよ法ほうに近い形で西側から入ることになったのだ。初動で後れを取ることは避けられないが、彼らにとって重要なのは、第一に武力衝しよう突とつを起こさないこと。その原げん則そくを犯おかしてまで陣じん取とり合戦をする気はさらさらなかった。
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「よし、始めよう。──各大隊、自分たちの担たん当とう区く域いきに向かってくれ！」

　そう言って、イクタは部下の士し官かんたちに指示を飛ばし始めた。目的が要よう人じんの捜そう索さくなので、せっかく連れてきた兵力を一か所に固めていては意味がない。さしあたっては大隊ごとに担当区域を定めて向かわせて、そこからは個別の采さい配はいで捜索を進めさせる段取りだった。

「行こう、マーくん！」「おう！」

　六つの大隊が指示された区域へ向けて進しん軍ぐんを再開する。そのうちのふたつを指し揮きするのがトルウェイとマシューだった。ヒオレド鉱こう山ざん攻こう略りやく戦せんの時とは大きく編へん成せいを変えて、階級の上でも大たい尉いに仮かり任にん官かんしたふたりは、イクタの指揮下でそれぞれ大隊長を務つとめている。

「まずは補ほ給きゆう中ちゆう継けい点てんの確保だよな。最低でも水みず場ばのあるところを探さがさないと」

「うん、当ては付けてあるんだ。ここから東に四十キロ先のクンワイって町なんだけど」

　広げた地図の一点を指さしてトルウェイが言う。彼らが率ひきいる二個大隊千二百人余あまりは、この先の任務でも行動を共ともにするよう指示されていた。小太りの少年も納なつ得とくしてうなずく。

「いいと思うぞ。おれたちの担当区域のちょうど真ん中だし、見る限りじゃ交通の便べんも良さそうだ。町民の協力も当てに出で来きる」

「というより、当てに出来なくちゃ困こまるんだよね。ぼくたちは今回この通りの軽けい装そうで、機動力を損そこなわないために輜し重ちよう馬ば車しやすら連れていないから」

「手持ちの食料は節せつ約やくしても三日で尽つきるんだったな。ま、なんとかしようぜ。自分の国で飢うえて全ぜん滅めつなんてことになったら、それこそ末まつ代だいまで語り継つがれる恥はじだ」

　マシューが皮ひ肉にくっぽく笑う。それに笑え顔がおで返しつつ、翠すい眼がんの青年は行こう軍ぐんを始めた。
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　一方、彼らより四日早くダフマ州しゆうへ入ったレミオン派は捜そう索さく隊たいは、捜索本部の設置を早々に済すませて本格的な活動に移っていた。

「報ほう告こくいたします！　都内第一区から第七区までの全ぜん家か屋おくについて捜索が完かん了りよう！　皇こう帝てい陛へい下か並びに宰さい相しようの身み柄がらは発見出で来きておりません！」

「引き続き家屋を洗いなさい。地下室、土ど蔵ぞう、隠かくし部べ屋や──果はては家か畜ちく小屋に至いたるまで、見落としのないよう徹てつ底てい的てきに」

　無む機き質しつな女の声が命じる。旧きゆう帝てい都とラフシェンカの公民館に設けられた司し令れい所じよの中、ルシーカ・クルツク中ちゆう佐さは、部下たちが運んでくる報告を吟ぎん味みし続けていた。すでに街まちの中は七割がた調べつくしていたが、皇帝の所しよ在ざいに繫つながる手がかりは未いまだに得られていない。

「やはり旧帝都ここにはいない、か……」

　つぶやきは単たんなる確かく認にんに過すぎず、ルシーカ中佐に焦あせりはそれほどなかった。──相手が老ろう獪かいな古ふる狐ぎつねである以上、そう簡かん単たんに尻尾しつぽをつかめるとは思っていない。狐きつね狩がりには相そう応おうの手順というものがあり、それに照てらせば、今はまだ山の中に勢せ子こを放った段階に過すぎなかった。

「わっ──も、申もうし訳わけありません！」

　慌あわて気ぎ味みの声が思し考こうを乱みだす。ドアを開けて部屋から出て行こうとした士し官かんが、その直後に誰だれかと出くわしてぶつかりかけたらしい。ドアの隙すき間まから覗のぞく長ちよう身しんの佇たたずまいを見て、ルシーカ中佐が口を開いた。

「入りなさい、少しよう佐さ」

　入室を促うながされた人物は、「失礼します」と小さく断り、それから司令所へ足を踏ふみ入れた。

　抜ばつ群ぐんに整った顔立ちを持ちながら、どこか尖とがった雰ふん囲い気きを帯びる男だった。乱らん暴ぼうに切りそろえた短たん髪ぱつの下では、青みがかった翠眼が剣けん吞のんな輝かがやきを宿している。野や心しんの表あらわれ──というよりも、追い詰つめられた獣けもののような。

「ラフシェンカの捜索は詰めを残すのみとなりました。そちらは第一大隊に任せ、我われ々われも担たん当とう区く域いきの探たん索さくに取り掛かかります。出発のご許きよ可かを」

「許します。……でも、ひとつだけ注文よ。ここで深しん呼こ吸きゆうしていきなさい」

　言われた男は眉まゆ根ねを寄せたが、「氷こおりの女」の両目ににらまれると、素直に従したがって深呼吸を何度か重ねた。彼の上じよう官かんはそれを見み届とどけてからうなずく。

「気が逸はやっているようね。理由までは訊きかないけれど、これだけは心得ておきなさい。──そういう時のあなたには失敗が多い、と」

　教きよう師しじみた口く調ちようで、中ちゆう佐さは目の前の相手を戒いましめた。男は両の犬けん歯しで唇くちびるを嚙かみしめる。

「…………肝きもに銘めいじます」

「それが言えるなら上じよう出で来きよ。務つとめを果たしてきなさい」

　その言こと葉ばを最後に、男は敬けい礼れいして身をひるがえす。ドアをくぐって司し令れい所じよから出ていくと、そこには男に輪をかけて体格のいい軍人が控ひかえていた。軽い目め配くばせの後、ふたりは連れ立って歩き出す。

「出るか、兄あに上うえ」

「ああ、スシュラ。ルシーカのババアも許きよ可かを出した」

　口汚ぎたなく言いながら、男は両手でわずらわしげに顔の横を撫なで上げる。今はもうその必ひつ要ようもないのだが、長ちよう髪はつだった頃ころのクセが抜けきっていない。

「ようやく機会が来やがった、邪じや魔まする奴やつらは蹴け散ちらして進むぞ。相手がイグセムだろうが『旭日連隊』だろうが、生せい家かを裏うら切ぎって敵てきに回った弟だろうがな……！」

　もはや剣けん吞のんさを隠かくそうともせず、サリハスラグ・レミオンの全身に殺気がみなぎる。隣となりを歩くスシュラフも無む言ごんでうなずき、猛たける兄の足取りに合わせて歩ほ調ちようを速めた。
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　トルウェイたちの受け入れを巡めぐって、クンワイの町ではひと悶もん着ちやくあった。というより、住民の不安感はその前から高まっていたのだ。不確かな伝でん聞ぶんを通じてではあるが、中ちゆう央おうで何らかの異変が起きていることは彼らも察していた。そんなタイミングで町を訪れた軍人たちに、情じよう報ほうに飢うえた人々が群むらがるのはむしろ必然だったろう。

「北に向かう街かい道どうが封ふう鎖さされてるぞ！　中央にいる息子むすことは連絡が取れないし、いったいどうなってるんだ！」

「あの玉ぎよく音おん放送はなんなの!?　陛へい下かはご無事でいられるんでしょうね！」

「ちょ、ちょっと待まってください！　皆さん、どうか落ち着いて……！」

　部ぶ隊たい指し揮き官かんの立場から直接挨あい拶さつに出向いたトルウェイは、不安がる町民たちに囲まれてすっかり困こまり果てた。彼はこういった民みん衆しゆうの扱あつかいを知らず、優やさしい気き性しようから開き直って押し通ることも出で来きない。

「安心してください！　これから事情を話します！」

　そんな彼に、故こ郷きようの住民と親しんで育ってきた小太りの少年が、助けの手を伸ばした。

「皆さんもお察しの通り、帝てい国こく軍ぐんから離り反はんした部隊が出ました！　おれたちはそれを追ってきた討とう伐ばつ隊たいです！　問題の部ぶ隊たいはこの辺りに潜せん伏ぷくしている可か能のう性せいが高いので、我われ々われが巡じゆん回かいして皆さんの安全を守ります！　どうか協力してください！」

　真しん実じつを織おり交まぜた噓うそだった。イクタみたいな真似まねだなと思いつつ、マシューは続ける。

「街かい道どうの封ふう鎖さは離り反はん者しやを逃がさないための措そ置ちです！　現在は移い動どうや運送が滞とどこおっていますが、あくまで一時的なことですのでご容よう赦しやください！　あと、陛へい下かはちゃんと御ご無ぶ事じでいらっしゃいます！　先だっての玉ぎよく音おん放送がその証しよう拠こで──」

　一応の筋すじは通った作り話で、人々の不安は多少なりとも薄うすれたようだった。十分ほどかけた説せつ得とくで彼らの剣けん幕まくが和やわらぐのを感じると、マシューはその期きを逃さず、トルウェイの手を引いてやや強引に人ごみの中を突つき進んでいく。そうしながら、青年の耳みみ元もとで囁ささやいた。

「おまえ、ホントこういうの苦にが手てだな！　ああいう連中はとにかく安心させてやりゃいいんだよ！　つじつま合わせは後で考えるくらいでいい！」

「あ、ありがとうマーくん。でも大だい丈じよう夫ぶかな、あの噓がばれたら……」

「シ──ッ！　ばれやしないから噓とか言うなって！　イグセム派はだってレミオン派だって、『ただいまクーデター発生中』なんてわざわざ公言しないだろ！　民みん衆しゆうに状じよう況きようを知られたくないのはどこも一いつ緒しよなんだ、さっきのは全体で共有するべき噓なんだよ！」

　こういった采さい配はいに関して、マシューはイクタ以上に実じつ践せん的てきだった。その甲か斐いあって、じきに現れた町長を名乗る中年男性と、トルウェイたちはようやく交こう渉しようの席せきに着けたのだった。







　町民への根回しが住むと、食料を始めとする物資の買い付けもスムーズにいった。活動の準備が整ったところで、彼らはさっそく本来の任務に取り掛かる。

「とりあえず周しゆう辺へん状況の把は握あくからだね。斥せつ候こう部隊、行動開始！」

　大隊長の指示が下ると、騎き兵へい二個小隊の兵士たちが八つの分隊に分かれて陣じん地ちを駆かけ出していった。三個中隊六百人余あまりからなる彼らの大隊の人員は大半が風ふう銃じゆう兵へいだが、連絡・索さく敵てきのための要よう員いんとして騎兵も少数含まれている。焼しよう撃げき兵へい・衛えい生せい兵へい・光こう照しよう兵へいについても同様で、ひとつの兵科を生かすためには他の兵科のサポートが必要なのだ。

「主力の風銃兵部隊は中隊規き模ぼで行動。南東方向に向かって捜そう索さく範はん囲いを広げていくことになるけど、斥候が帰るまでは、互たがいの距きよ離りを空あけずにこの近辺を探さぐるだけに留めよう。少し臆おく病びようなやり方に思われるかもしれないけど……」

「地形が平原だから、遮しや蔽へい物ぶつを利用した散さん兵ぺい戦せん術じゆつが取りにくいもんな。こうなるとおれたち歩ほ兵へいは数で固まって身みを守るしかない。……異い存ぞんはないよ。慎しん重ちようにいこうぜ」

　トルウェイの意見に、マシューもこわばった顔で同意を示す。この時点を境さかいに、ふたりの顔からは余よ裕ゆうが消えていた。

　彼らの部隊は捜索範囲の外がい縁えんを担たん当とうしているため、行動中に他勢力の部隊と接せつ触しよくする可能性がもっとも大きい。任まかされた範はん囲いをしっかりと見張り、外がい敵てきの侵しん入にゆうがあれば、これを追い払はらわなければならない。

　そして当然ながら、その際に戦せん闘とうが起こる可か能のう性せいは極きわめて高い。牽けん制せい目的の小こ競ぜり合いでも人は死ぬ──というよりも、多少は死なせなければ牽制にならない。彼かれらがこれから歩くことになるのはそういった、言うなれば水で薄うすめた毒どくのような戦場だった。飲み続ければいずれ致ち死し量りように至いたるように、歩き続ければいつか殺し合いになる。

「……騎き兵へいが味み方かたにもっといれば、話がずいぶん楽らくだったのにな。まったくヤトリのやつ、肝かん心じんな時にいなくなりやがって」

　マシューがこぼした愚ぐ痴ちに、翠すい眼がんの青年は苦く笑しようで応こたえる。──ヒオレド鉱こう山ざん攻こう略りやく戦せんに動員されていた騎兵の大半は、帰国後ヤトリと共ともにイグセム派へ合流した。そのため現在、イクタ率ひきいる「旭日連隊」では騎兵の不足が深しん刻こくだった。索さく敵てき・伝令のために人員を割さくと、もはや戦力として用いるだけの騎兵は残らない。地形の七割が平原というダフマ州しゆうにおいて、この欠けつ乏ぼうは甚はなはだ大きな不安要素だった。

「……今はきっと、ヤトリさんも大変なはずだよ。今回はぼくたちだけで頑がん張ばらないとね」

「ふん、当然だろ。あいつがいないくらいどうってことない。ただ──」

　青年から視し線せんを外して、小太りの少年はふと、自分たちがやって来た北の地平線を眺ながめる。

「──全部終わった後は、いつもの面子めんつで集まりたいな。中ちゆう央おう基き地ちの士し官かん食堂で、変わりばえしない飯めしでも食いながらさ」

「……うん。集まれるよ、マーくん。ぼくたちは今、そのために戦たたかっているんだ」

　トルウェイが精いっぱいの力強さで請うけ負おう。マシューも大きくうなずいた。ささやかな願いを共有して、それを叶かなえるために、「騎き士し団だん」のふたりは行動を開始した。
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「初期布ふ陣じん完かん了りよう、かな。将しよう棋ぎで言えば、ようやく駒こまを並べ終わったってところですが」

　一方、そんなマシューたちの後方では、野や戦せん本部を設もうけたイクタとシャミーユ殿でん下かが机き上じようの地図とにらめっこしていた。クーデター勃ぼつ発ぱつからすでにひと月近くが過すぎている。二か月と定めたタイムリミットまでの、ちょうど折おり返しに差さし掛かかっていた。

「やっと捜そう索さくが始められるというわけだな。しかし、この地図を見ると、捜索範囲がいささか州の南側に寄り過すぎているように思うが……？」

　地図上に歪ゆがんだ楕だ円えんで示しめされた捜索予定範囲を見て、姫ひめ君ぎみが首をかしげる。黒くろ髪かみの少年は首を横に振ってみせた。

「これでいいんです。というより、これしかないんです。兵員の数でレミオン派に、騎兵の数ではイグセム派はに、僕たちはそれぞれ大きく劣おとっています。どうあがいても彼らのように捜索範はん囲いを広く取ることは出で来きません。となると寡か兵へいの常つね──ここぞと見込んだ方向で決め打ちするしかないんですよ」

「決め打ち……それが南側に兵を回す理由か？」

「ええ。レミオン派はは北から南へ下る形で、イグセム派は東から南西に下る形で、僕たちは西から南東に下る形で捜そう索さくを進めていくことになります。だから必ひつ然ぜん、この包ほう囲い網もうは南に向かってどんどん狭せばまっていく。捜索が進めば進むほど、皇こう帝ていの存そん在ざい可か能のう性せいは州しゆう内ない南側の狭せまい範囲に限定されていくわけです」

「それはその通りであろうが、その過か程ていでいずれかの勢力が発見するのではないか？」

「そうなったらそれまでです。レミオン派かイグセム派が自分たちの捜索範囲で皇帝を見つけてしまったなら、僕たちには手の出しようがありません。──でも、それはそれでいいんですよ。僕たちの第一目的は、大たい軍ぐん同どう士しの武ぶ力りよく衝しよう突とつを防ぐことですから。例えばレミオン派が明日にも皇帝を発見した場合、追い詰つめられたイグセム派は力づくでの奪だつ還かんを考えるかもしれない。そこで僕たちの存在が生きてきます。武力衝突が起こったとすれば、どっちが勝つにせよ事後には疲ひ弊へいしたほうが残る。そこで僕たちに漁ぎよ夫ふの利りを取られるかもしれない──そのことを想像させられれば、彼らも安あん易いな行動には出られません。少なくとも大だい規き模ぼな決戦は起こしづらい」

「うむ、我われ々われの存在がそのように働はたらくことは理解しているが……」
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「一種のバランサーですね。厄やつ介かいなのはむしろ、皇こう帝ていがなかなか見つからないパターンのほうでして。捜そう索さく範はん囲いが州しゆうの南側に限られてくれば、こりゃもう衝しよう突とつを起こすなというほうが難むずかしい。ひとつの犬小屋に三さん匹びきで入ろうとするようなものです。でも、そうなる可か能のう性せいは決して低くないっていうのが厄介なところで。北と西と東から狩人かりうどに追い立てられれば、狐きつねは南に逃れるでしょう？」

「……単たんに隠かくれ潜ひそむのみならず、トリスナイは捜索の手から逃げるというのか？」

「簡かん単たんに見つかりそうになれば逃げるでしょう、そりゃ。このクーデターを無用に混こん乱らんさせて、勢力間の対立を出で来きるだけ長引かせて、僕たちを可能な限り苦しめる──動機はまったく不可解ですが、奴やつにとってはそれこそが本ほん望もうなんです。そうでないなら、最初からこんな馬ば鹿か馬鹿しい事態にはなっていない」

　苦にが々にがしい口く調ちようで吐はき捨すてて、イクタはふと真ま顔がおになった。

「……そう、これは宝たから探さがしじゃなくて狐きつね狩がりだ。そのことにはおそらく、他勢力の指し揮き官かんも気き付づいていると思います。だからこそ互たがいの初期配置がスムーズに運んだんでしょう。逃げ道を一方向に限定する、という点で全員の思おも惑わくが嚙かみ合ったんですよ」

「なるほど、今は獲え物ものを追い立てている段階というわけなのだな。……しかしそうなると、州の南側に兵を回すのが我われ々われだけ、というわけにはいかないであろうな」

「お察しの通り、皇帝がすんなり見つからなかった場合、最終的には全すべての勢力が州の南側そこへ集うことになります。さっき決め打ちと言ったのは、高い確かく率りつで起こるだろうその状じよう況きように備えるという意味なんですよ。具ぐ体たい的てきには──状況が煮に詰つまる前に、州の南端にあらかじめ拠きよ点てんを確かく保ほしておきたいですね」

　自分の目もく論ろ見みをそう説せつ明めいした上で、少年は唇くちびるをきつく引き結んだ。

「……だからこそ、その役目には、手持ちの部ぶ隊たいで最大の信しん頼らい性せいをもつトルウェイの大隊を向かわせました。もっとも重要な任にん務むですが、同じ意い図とをもった他勢力の部隊とぶつかる可能性もある、きわめて危険な任務でもあります。……出来ることなら、僕自じ身しんが行きたかったくらいには」

　イクタの両手が地図の上でこぶしを握にぎり締しめる。姫ひめ君ぎみはためらった末、そこへ遠えん慮りよがちに自分の手を重ねた。

「……トルウェイだけではなく、マシューも一いつ緒しよであろう。仲なか間まを信頼して任せたのなら、もはや省かえりみるな。あのふたりなら必かならずやり遂とげてくれる」

「もちろんそう思っています。だけど──それでも、これは戦争だから。理り不ふ尽じんで、不ふ条じよう理りで、何が起こるか分からないものだから」

　地図上の一部分、たったいまトルウェイとマシューが歩んでいるはずの場所を見つめて、少年は険けわしい表情でつぶやいた。ふたりが無事でいることだけを願いながら。





＊






　クンワイの町を出発してから丸一日が過すぎて、トルウェイたちは周しゆう囲いへの警けい戒かいを保ちつつ、南東へ軍を進めていた。

　一見して危険の気け配はいはどこにも見当たらない、ひたすらに広がる緑の平野。のんびりと草を食はむ羊ひつじの群むれの他には、べつだん出会うものもない。あまりに牧ぼつ歌か的てきな景け色しきが続くので、兵士たちの大部分は次し第だいに緊きん張ちようを緩ゆるめつつある。──が、

「……なんか落ち着かないぞ、ここ。北ほく域いきで山さん岳がく戦せん闘とうに慣なれ過すぎたかな……？」

　そんな彼らの一個大隊を率ひきいるマシュー自じ身しんは、出発以来ずっと、神しん経けいがちりちりと炙あぶられるように感じていた。一分ごとに全周の地平線をぐるりと見渡しては、何の異い常じようもないことを確かく認にんして、束つかの間ほっとする──そんなことを繰くり返している。

　神しん経けい質しつになっているという自じ覚かくは、もちろん彼にもあった。が、だからといってやめる気にはなれない。その心配が取り越し苦労ではないことを、事前に黒くろ髪かみの少年からよくよく言い含ふくめられていたから。

「……地形が単たん純じゆんだからといって、安あん穏のんとした旅だと思ってはならない、か」

　思い返した忠ちゆう告こくを、小太りの少年はぼそりとつぶやく。──なだらかにどこまでも続く平原は、裏うらを返せば小こ細ざい工くの効きかない地形とも言える。自分たちより大きな勢力に出くわせば、数の差がそのまま敗北に繫つながるだろう。その場合は一秒でも早く逃げなければならない。

　つまりは敵てき影えいの早期発見こそ生せい存ぞんの秘ひ訣けつで、それを決して怠おこたってはならない。ダフマ州しゆうまでの行こう軍ぐんの最さい中ちゆう、イクタは仲なか間またちにそう助言していたのだった。

「先行させた騎き兵へい分ぶん隊たいに索さく敵てきを任せつつ、トルウェイの大隊とは、襲しゆう撃げきに備えて互たがいの距きよ離りを大きく開けずに行動。……大だい丈じよう夫ぶだよな。これで問題ないはずだ、うん」

　自分に言い聞かせるように、小太りの少年は何度もうなずきを繰くり返した。

　彼らの予想によれば、この行軍中に遭そう遇ぐうする敵てき部ぶ隊たいは、最大でも大だい隊たい規き模ぼに留まるはずなのだ。広いダフマ州をまんべんなく捜そう索さくする以上、どの勢力も兵力は小分けにして運用せざるを得ない。それを踏ふまえたからこそ、風ふう銃じゆう兵へい二個大隊の戦力が用意された。

　仮かりにその予想が覆くつがえって、大隊をはるかに超こえる規模の敵部隊に遭遇したとしても、その時は速やかに撤てつ退たいすれば話が済すむ。食料の現地調達を見込んで行動しているので、今のマシューたちは極きわめて身軽なのだ。同じ歩ほ兵へいの追つい撃げきから逃げ切れないということはない。また、敵が似にたような規模の部隊だった場合は、互たがいに相あい討うちを嫌きらうのでそもそも戦闘が起こらない。

　問題は相手が騎兵だった場合だが、この状じよう況きようで大隊以上の騎兵部隊に出くわすことは現実的に考えづらい。皇こう帝ていの捜索を目的としている現状だと、そういう運用はまったく効こう率りつ的てきではないからだ。遭遇する騎兵部隊は最大でも中ちゆう隊たい規模とみなすことが出来る。

　一個中ちゆう隊たい──すなわち二百程てい度どの騎き兵へいなら、マシューたちでもじゅうぶん手に負おえる。それ以上になるとさすがに厳きびしいが、少し離はなれて行こう軍ぐんしている友ゆう軍ぐんと合流すれば、その時点で戦力比ひは逆転する。敵てき影えいの発見と同時に警けい鐘しようを鳴らして、それから合流まで二十分──相手が騎兵だったとしても、その程度なら稼かせげない時間ではない。

「……そうだ、こっちはちゃんと備えてるんだ。どんな形で襲おそわれたって対たい応おう出で来きるし、隙すきなんてどこにもありやしない。だから──頼たのむから、このまま最後まで何も起こるなよ……！」

　現状の確かく認にんが一いち巡じゆんして、マシューの思考は結局、そんな祈いのりに行き着いた。その表情のあまりの真しん剣けんさに、隣となりの副ふく官かんが一度声をかけるべきか迷まよっていると──彼の決断を待またず、少年の切実な願いを打ち破やぶって、曇どん天てんの下に警鐘が響ひびき渡わたった。

「───ッ！」

　マシューの両目が見開き、兵士たちの間にも緊きん張ちようがつっ走る。小太りの少年は警鐘に耳を澄すませた。二打・一打・一打──後はその繰くり返し。敵てき襲しゆうを告つげる銅ど鑼らの音ね色いろの中で、そのパターンが意味する事態はひとつきりだった。

「敵てき騎き兵へいの一個中隊が接近中だ！　襲しゆう撃げきに備そなえるぞ、方ほう陣じんを組めーっ！」

　命じる声に迷いはなく、兵たちは目が覚めたように動き出した。各中隊を構こう成せいする五つの小隊のうちの四つが、それぞれ四十人の兵員を三列に並べて一辺を形成。それらを九十度の角度で組み合わせることで、緑の平原をキャンバスに、兵士たちの戦せん列れつが一いつ糸し乱みだれぬ正方形を描えがく。三個中隊で計三つの方陣が組み上がっていった。

「敵勢力、目もく視し距きよ離りに入りました！」「時間がないぞ、整列急げ！」

　残るひとつの小隊は、その正方形の内側で、指し揮き官かんを囲い込むようにして小さな円えん陣じんを組んだ。彼らの中心に立ったマシューは、懐ふところから取り出した望ぼう遠えん鏡きようを目に当てて、迫せまりくる敵の姿をそこに捉とらえようとする。

「距離は、距離はどうなってる……!?」

　狭せまい視し界かいの中、目と鼻の先を少数の騎兵が走っていく。一いつ瞬しゆんびくりとするマシューだが、それは敵襲を報しらせてくれた味み方かたの索さく敵てき部ぶ隊たいだった。さらに数分後──本命が現れる。南東の地平線に、砂すな埃ぼこりを巻き上げて迫る騎兵集団の姿が映り、小太りの少年は口くち元もとをゆがめた。

「思ったより速度あしが早い、もう二キロないぞ！　総そう員いん着ちやつ剣けん！」

　正方形の方陣を形成する風ふう銃じゆう兵へいたち全員が、その命令に応じて各々の風銃に着剣した。一列目は地面に膝ひざを突つき、二列目は直立して、三列目は前列の仲なか間まの間に銃じゆう身しんを差し込むようにして、それぞれ射しや撃げき姿し勢せいを取る。そうやって形の上では完成を見た方陣の中心で、マシューはなおも望遠鏡越ごしの敵影を凝ぎよう視しし続けた。もはや相手の軍ぐん装そうまで分かる距離だった。

「軽けい装そう騎兵──横列に展てん開かいし始めた！　……おい、なんか数が多いぞ!?」

「四百はいますな！　二個中隊、もしくは変へん則そく編へん成せいの大隊と思われます！」

　索敵部隊が規き模ぼを見み誤あやまったのだろう。副官の指し摘てきに毒どくづきながらも、マシューはかたくなに敵てき影えいから目を離はなさない。──軽けい装そう騎き兵へいは身軽さゆえの機動力を持ち味とする兵へい科かで、主おもな兵へい装そうはサーベルと短たん槍そう付きボウガン。鎧よろいは軽けい甲かつ冑ちゆうか、もしくは何も着込まないのが普通。鎧よろいとハルバードで身を固めた重じゆう装そう騎兵に比くらべると、突とつ撃げき時じの攻こう撃げき力りよくは一歩譲ゆずるものの、疾しつ走そうの速度では他の追つい随ずいを許さない。

「突撃体勢に入った！　くそっ、戦やる気まんまんだ！　事前の警けい告こくもなしかよ！」

　彼にとっても馴な染じみの薄うすい存そん在ざいではなかった。それどころか、日ひ頃ごろから活かつ躍やくを目にすることがもっとも多かった兵科のひとつかもしれない。その記き憶おくをつぶさに思い出した瞬しゆん間かん──脳のう裏りにひるがえった炎えん髪ぱつの影が、少年の思考を止めた。

　──まさか、あれは、あいつの部ぶ隊たいじゃ……？

「有ゆう効こう射しや程ていに入ります！　大だい隊たい長ちよう殿どの、ご指示を！」

　焦あせりを帯びた副ふく官かんの声がマシューを現実に引き戻す。迷まよっている暇ひまなどないことを思い出したマシューは、ためらいを引きちぎるようにして喉のどを震ふるわせた。

「せ──斉せい射しやを開始しろ！　人より馬を狙ねらえ！」

「イエス・サー！」「構え、狙え……」「撃てぇ！」

　号令と共ともに、圧あつ縮しゆく空気の破は裂れつ音おんが合がつ唱しようした。放たれた無数の弾だん丸がんは宙ちゆうをほとばしって敵てき騎き兵へいを迎むかえ撃うつ。被ひ弾だんによって馬の制せい御ぎよを失った数すう騎きが落らく馬ばした。そうやって斉射を繰くり返すこと数回──だが、敵の勢いは止まらない。

「来るぞ！　銃じゆう剣けんを高く構えろぉっ！」

　間近に迫せまった騎兵突撃──その速度と重量感は押し寄せる津つ波なみにも似にている。恐きよう怖ふに顔を引きつらせる兵士たちの中心で、マシューもまた、震ふるえる肩に五ご指しを食い込ませた。──落ち着け、方ほう陣じんがあるんだから必かならず凌しのげる！

　馬はその自じ衛えい本ほん能のうから、自分の目線より高い障しよう害がい物ぶつを前に足を止めてしまう。よって高く掲かかげた銃剣の柵さくには直接飛び込んで来られない。前面の兵士は削けずられてしまっても、方陣そのものは無事に持ちこたえるはずだ……！

　固かた唾ずを吞のむ彼の目前で、ついに敵騎兵の先頭集団が方陣へ到とう達たつした。衝しよう撃げきを覚かく悟ごした兵士たちが一いつ斉せいに身構える。が──その両手に構えた銃剣は、予想に反して、馬体の重い感かん触しよくを彼らに伝えることはなかった。

「──え？」

　視し界かいがふいに暗くなる。空から射さしていた日の光が、頭上を跳ちよう躍やくする馬体によってさえぎられたためだった。有り得ない光景にぽかんと口を開ける兵士たち。その無む防ぼう備びな頭部に向かって、馬一頭分の重量を乗せた蹄ひづめが容よう赦しやなく打ち付けられた。

「は──？」

　銃剣の槍やり衾ぶすまを軽々と飛び越えてくる敵騎兵。悪あく夢むじみた状じよう況きようを前に加速する思考が、マシューにひとつの記憶を呼び起こさせる。

　──少年が生まれるよりずっと前、キオカとの戦たたかいがもっとも激しかった一時期に、帝てい国こく軍ぐん随ずい一いちの猛もう将しようと呼ばれた男が得意としたとされる戦法。馬の本能をねじ曲げるまでに練ねり上げた馬ば術じゆつによる跳ちよう躍やく突とつ撃げき。彼らは敵てき軍ぐんの方ほう陣じんを外側から攻せめ崩くずさず、飛び込んで内側から食い破やぶったという。

　烈れつ将しようの異い名みようと共ともに記しるされる戦場の伝説。その名を──ヨルンザフ・イグセムの跳騎兵部隊。

「──ありかよ、そんなの──！」

　ほとばしった絶ぜつ叫きようは神への抗こう議ぎにも似にていた。戦争を戦争たらしめるもの──黒くろ髪かみの少年の曰いわく、理り不ふ尽じんと不ふ条じよう理り。その性しよう悪わるな双ふた子ごがいま、考えうる中でもっとも獰どう猛もうな形を取って、マシュー・テトジリチに襲おそい掛かかった。







「は──くかかかかかッ！」

　舞まい上がる土つち煙けむり、飛び散る血しぶき、敵てき味み方かたの区別なく響ひびき渡わたる蛮ばん声せい。懐なつかしい戦場音楽のただ中で、帝てい国こく陸りく軍ぐん名めい誉よ大たい将しようヨルンザフ・イグセムは心底から歓かん喜きしていた。五体を巡めぐる血ち潮しおはたちまち勢いを増し、往おう年ねんの若さを取り戻したようにさえ感じられる。

　敵てき部ぶ隊たいの方陣に向かって飛び込んでいく部下たちの姿を、老ろう将しよう自身は突撃の中ほどで見み届とどけていた。四十年もの時を経へて現世に蘇よみがえった彼の牙きば、跳ちよう騎き兵へい部ぶ隊たい。かつての部下は片手の指で数えるほどにしか残っておらず、顔ぶれの面ではまったく別の部隊に等しいものの、その脅きよう威いは伝説のそれを受け継ついでいる。

　突撃の最前列に馬ば術じゆつ巧こう者しやを配し、軽けい装そう騎兵ならではの身軽さを生かした跳躍で、方陣の内側へ一いつ気きに突とつ入にゆう。彼らが敵てきを内側から混こん乱らんさせている間に、後続する仲なか間まの突撃が方陣そのものを一気に壊かい乱らんせしめる──それが烈将ヨルンザフの得意とする跳躍突撃戦術の全ぜん貌ぼうだ。その牙にかかった獲え物ものは、反はん撃げきの機会さえ与えられないまま敗退するのが常つねだったが──。

「……んん？」

　続く瞬しゆん間かん、ヨルンザフ大将は眉まゆ根ねを寄せて目を凝こらした。敵の指し揮きが思ったほど乱みだれていない。

　よくよく観察すると、方陣の内側で円陣を組んでいた小隊がその原げん因いんだった。彼らが飛び込んできた騎兵たちに対たい処しよするかたわら、もっとも被ひ害がいの大きい方陣の一辺に駆かけつけて綻ほころびを繕つくろっているのだ。その中心では、まだ十代と見える小太りの少年が声を張り上げている。

「怯ひるむな、斉せい射しやを続けろ！　方陣が崩れたら最後だぞ！」

　味方に檄げきを飛ばしつつ、少年は着ちやつ剣けんした風ふう銃じゆうで自みずからも戦せん闘とうに加わっていた。方陣の四辺を構成する銃兵たちに比べると、内側にいる彼らの風銃はバレルが二割がた短い。射しや程ていと引き換えに乱戦に特化した猟りよう兵へいなのだ。だからこそ予想外の白はく兵へい戦せんにも対応出で来きているらしい。

「ほぉ、面おも白しれぇ！」

　相手の奮ふん戦せんを見て取ると、「隻せき腕わんのイグセム」はもう我が慢まんが出来なくなった。副ふく官かんの制止を振り切って手た綱づなを引き、いまや風ふう前ぜんの灯ともしびとなった敵てきの方ほう陣じんに、彼自みずから飛び込んでいく。

「いい戦いくさぶりだ童わつぱ！　その首しゆ級きゆう、手て柄がら首くびと認めてやらぁ！」

　身上を明かす炎えん髪ぱつと隻腕に気付かせる間もなく、馬上から振るうサーベルが手近な敵兵の命を刈かり取っていく。早々に三人目を仕留めたところで、小太りの少年のほうでも相手の存そん在ざいに気が付いた。怪かい物ぶつでも目にしたかのように、その両目がぎょっと見開き──彼の視し線せんの先で、老ろう将しようが薄うすく笑って狙ねらいを告つげる。

「はぁッ！」

　小こ細ざい工くは無用とばかりに、獲え物もの目がけて一直線に駆かけていく。上じよう官かんが狙われていると気付いた兵士たちが守りに入るが、その対応は一歩遅おそい。進路を塞ふさぐ形で立ちふさがった彼らを、まるで路ろ傍ぼうの小石でもまたぐように、ヨルンザフ大たい将しようは得意の跳ちよう躍やくで飛び越えた。

「おらぁッ！」

　滞たい空くうのさなか、着地点に棒ぼう立だちするマシューとの間で目が合った。──さぁ、どう動く？　右に逃げればサーベルで首を跳はねる、左に逃げれば馬ば蹄ていで踏ふみ潰つぶす。いずれにしろ逃げ場はない！

　だが、小太りの少年が取った行動はどちらでもなかった。その瞬しゆん間かん、彼は覚かく悟ごを決めるようにぎゅっと両目をつぶり、飛び掛かかってくる馬体めがけて頭から地面に転がり込んだのだ！　意い表ひようを突つかれたヨルンザフ大将は、視し界かいから消えた相手に対して攻こう撃げきの術すべをなくす。

　重い音を立てて馬体が着地する。そのまま慣かん性せいに従したがって前方へ流れていく途と中ちゆう、うなじに殺さつ気きを感じた老将はとっさに上体を伏ふせた。乾かわいた音を立てて、一秒前まで頭のあった位置を弾だん丸がんが掠かすめていく。

　彼が驚おどろきと共ともに背はい後ごを振り向けば、なんとあの小太りの少年が、草地に転がった体勢で風ふう銃じゆうを構かまえていた。

「──はははッ！　しぶといじゃねぇか童わつぱっ！」

　このまま駆け戻ってもう一戦──半なかば本気でそう考えた老将だったが、マシューの周りの兵士たちが次々と銃じゆう口こうを向けてきたので、さすがに留まってもいられなくなった。乗り込んできた方向とは逆向きに疾しつ走そうを再開し、崩くずれかけた方陣の間をすり抜けて脱だつ出しゆつしていく。何発もの弾丸がその背中を追ったが、ただの一発も届とどくことはなかった。

「興きようが乗ってきた、もう一いち撃げきいくぞ！　てめぇら一いつ旦たん距きよ離りを取れぇ！」

　暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくした騎き兵へいの一団が、その第一波を終えて通り過すぎていく。老将の意い図とを汲くんだ兵士たちは、すでに数百メートル先で新たに横おう隊たいを組み始めていた。

「あの童わつぱめ、年に似に合あわず修しゆ羅ら場ばを潜くぐってやがる！　おいてめぇら！　方陣はもうガタガタだが、最後まで油ゆ断だんは禁きん物もつだぞ。トドメを刺さすまでは絶対に──」

　言こと葉ばの途と中ちゆう、ヨルンザフ大将の視線の先で、部下のひとりが前まえ触ぶれもなく馬上から転がり落ちた。

「え──？」「おい、どうした！」

　頭から草地に突つっ伏ぷしたその兵士に、周まわりの仲なか間またちがきょとんとした目を向ける。が、その中から新たに三人が同じ運命を辿たどった。異い変へんを悟さとった老ろう将しようが辺りに視し線せんを巡めぐらせると、組み直しかけている隊たい列れつの北側──なだらかな丘きゆう陵りようの先に、その原げん因いんの姿すがたを見つけ出した。

「銃じゆう兵へい部ぶ隊たいだぁ……!?　ふざけろ、あの距きよ離りから狙ねらえるってのか！」

　距離にして三百メートル以上。ヨルンザフが把は握あくしていたエアライフルの間合いよりも大おお幅はばに遠い位置から、その兵士たちの撃うち出す弾だん丸がんは届けられていた。







「狙そ撃げき続ぞつ行こう！　敵てきに隊列を立て直させるな！」

　小高い丘の上から、トルウェイ率ひきいる狙撃部隊の援えん護ご射しや撃げきが続いていた。長い距離を越こえて襲おそいかかる銃じゆう撃げきが、炎えん髪ぱつの老将率いる騎き兵へい部隊の人員を次々と永えい遠えんの眠りに沈しずめていく。

　が、その成果を目にしてもなお、翠すい眼がんの青年は焦あせっていた。仲間の受けた被ひ害がいの大きさが、遠目にも嫌いやというほど分かっていたからだ。

「到とう着ちやくが遅おくれた……！　次に突とつ撃げきを受ければ、あれはもう持たない！」

　仲間を救うために、一発の撃ち損そんじも許されない。そう己おのれに課かして、トルウェイは部下たちと共ともに風ふう銃じゆうの引き金をしぼった。遠く離はなれた敵に死を運ぶ弾丸が、その精せい度どをさらに増していく──。







　はるか彼方かなたからの銃撃が仲間の命を次々と奪うばい去さっていく。過か去この戦場では決して有り得なかった状じよう況きよう、寒さむ気けを催もよおすようなその光景に、ヨルンザフ大たい将しようはすぐさま交戦続行を断念した。

「噂うわさに聞く狙撃部隊とやらか……!?　こりゃやべぇ、撤てつ退たいだ！　総そう員いん撤退！」

　仕留めかけた獲え物ものには執しゆう着ちやくせず、潮しお時どきを認めた老将は部隊を率いて撤退を始める。その背中にもしつこく弾丸が降り注いだが、まもなく有ゆう効こう射しや程ていを越こえたところで被ひ害がいが止んだ。

　どうやら安あん全ぜん圏けんまで離れたようだと確信すると、「隻せき腕わんのイグセム」は、その長い戦せん歴れきに刻きざまれた新たな一戦に思いを馳はせる。

「こいつが現代の戦場か……！　ヤトリの言う通り、なるほど一ひと筋すじ縄なわではいかねぇな」

　老将は嬉き々きとしてつぶやく。予想外の抵てい抗こうを受けて、予想外の反はん撃げきを食らった。その事実に戦せん慄りつを覚えながらも、彼の胸むねの内に湧わき上がるものは果はてしない歓かん喜きだった。

　抑おさえようのない笑みが口くち端はからこぼれる。戦争の理り不ふ尽じんと不ふ条じよう理りを、男は誰だれよりも愛していた。その双ふた子ごと恋こい人びとのように寄り添そうのが烈れつ将しようヨルンザフの人生であって、生しよう涯がいをかけて添い遂とげることが彼の悲ひ願がんだった。だから、

「ああ──長生きは、するもんだ」

　子こ供どものように無む邪じや気きな顔で、男は言った。老ろう残ざんの身みで戦場に帰って来られた、その幸運を嚙かみしめながら。







　敵てき部ぶ隊たいの撤てつ退たいを見て取ったトルウェイたちは、その時点で射しや撃げきを中断し、なだらかな丘おかを駆かけ下りて友ゆう軍ぐんの方ほう陣じんに駆け寄った。

「救きゆう護ご開始！　分ぶん隊たい単たん位いで負ふ傷しよう者しやを手当てして！」

　正確には方陣だったもの、と言い換えたほうがいいかもしれない。三つの方陣のうちでもっとも被ひ害がいの大きかったものは、巨きよ人じんの手でめちゃくちゃにかき混ぜられでもしたように、すでに正方形の原型を留めてはいなかった。

「だ、大だい隊たい長ちようは!?　マーくんはどこに……！」

　うめき声を上げる負傷兵たちの中、トルウェイは恐きよう慌こうに近い表情を浮かべて視し線せんを巡めぐらせる。ところが、ほどなく聞き馴な染じんだ声が耳に届とどいた。

「こっちだ、トルウェイ……。おれならここにいる」

　二本の足で立って自分を呼ぶ相手の姿を認みとめた瞬しゆん間かん、トルウェイは安あん堵どのあまり膝ひざから崩くずれ落ちそうになった。彼はそのまま小太りの少年に駆け寄っていく。

「マーくん、無事でよかった……！　援えん護ごが遅おくれたから間に合わなかったかと！」

「ああ……おれも正直、なんで自分が生きてるのか分からない。なぁ信じられるか、馬の蹄ひづめが顔の両りよう脇わきの地面を抉えぐっていったんだぞ？　突つっ走っていく馬の腹はらを真下から見たんだ。そんな経けい験けんってあるか？」

　遅れて襲おそってきた恐きよう怖ふを、マシューは多た弁べんになることで誤ご魔ま化かそうとしているようだった。彼が落ち着くまでしばらく待まってから、トルウェイは周りを見渡して再ふたたび口を開く。

「被ひ害がいがかなり大きいね。敵は軽けい装そう騎き兵へいだったように見えたけど、あんな短時間で方陣をここまで崩されるなんて……」

「ただの軽装騎兵じゃない、伝でん説せつの跳ちよう騎き兵へいだ。『隻せき腕わんのイグセム』本人が指し揮きしていた」

　その名前を聞いてもまだ、トルウェイは何かの冗じよう談だんか、でなければ比ひ喩ゆだと思った。しかし、小太りの少年は真しん剣けんそのもので続けた。

「あの烈れつ将しようヨルンザフだ。炎えん髪ぱつ隻腕の、正しよう真しん正しよう銘めいの本物だよ。とっくの昔むかしに退たい役えきした七十を越こえる爺じいさんが、方陣の真っただ中に単たん騎きで乗り込んできやがったんだ。笑いながら一直線におれを狙ねらってきた。……キャプテンの加か護ごがなけりゃ、本気で死んでたかもな」

　言いつつ、マシューは懐ふところから取り出したコンパスを眺ながめた。海かい軍ぐんと別れる際にポルミニュエ・ユルグスから預かったお守り──偉い大だいなる船乗りキャプテン・ガルシエフの遺い産さんだ。その豪ごう運うんに命を救われたのだと思って、彼は海かい賊ぞく軍ぐんの元がん祖そとその末まつ裔えいの女に心から感かん謝しやする。

「……騎き兵へい突とつ撃げきを受けた時、先頭の連中がいきなりこっちの戦せん列れつを飛び越こえてきたんだ。突つっ込んできたんじゃなくて、文字通り跳ちよう躍やくで越えてきた。あんなに身の軽い騎兵部ぶ隊たいは見たことがない。それこそヤトリの部下だって真ま似ね出で来きないんじゃないのか？」

「そんなことが……いや、伝でん説せつの通りならそうなるのか。今はこういう事態だから、人手不足を補おぎなうために退たい役えき軍人が呼び出されることは不ふ思し議ぎじゃない。ヨルンザフ翁おうもそうやって戦場に舞まい戻ったんだろうけれど……」

「だからって、自分で騎兵を連れて走り回るかフツー!?　詳くわしくは忘れたけど、あの人は退役した時にもう将しよう官かんだったはずだぞ！　確かその後に名めい誉よ階かい級きゆうももらってたから、今は中ちゆう将じようか大たい将しようか──とにかく立りつ派ぱな高級将校だ！　前線を走り回っていいような立場じゃないんだよ！」

　口こう角かく泡あわを飛ばしてマシューが叫さけぶ。そうやって自分を襲おそった理り不ふ尽じんと不ふ条じよう理りに一通り文もん句くを付けてから、彼は苦にが々にがしい表情で周りの部下たちを眺ながめた。

「中隊ひとつ、ほとんど丸ごとダメにされた。負ふ傷しよう者しやの世話を考えると、これでおれの大だい隊たいは戦力半減だ。重じゆう傷しよう者しやも多いし、早いとこ次の拠きよ点てんに辿たどり着いて安静にしてやらないと……」

「いっそ引き返すのも……いや、ダメだね。ぼくたちは任にん務むを果たしていない」

「それもそうだし、もうクンワイの町よりも次の目的地のほうが近いだろ。開き直ったほうがいい。さっき敵てき部ぶ隊たいが撤てつ退たいした方向を踏ふまえると、おれたちの拠点候こう補ほ地ちはまだフリーの可か能のう性せいが高い……と思う、たぶん」

　自信なさげにマシューは言う。その意見に固い表情でうなずいて、トルウェイも負傷者の搬はん送そうを采さい配はいし始めた。







　ふたりの部隊が次の拠点に到とう着ちやくしたのは、その日の夕方のことだった。

　州しゆう内ないでも数少ない森林地帯に隣りん接せつしたところに村があり、そこで多少の物資を補おぎないながら、野や営えい陣じん地ちそのものは近くの丘の上に設もうけた。丘おかは南側で森に面していて、そのため高所の有利に加くわえて、いざという時には木立の中に退たい避ひ出来るという強みがある。言うまでもなく、騎兵の襲しゆう撃げきを警けい戒かいしての位置取りだった。

　先の戦せん闘とうで生じた死し傷しよう者しやのうち、特に傷きずの重い者は村に預けられ、残る軽けい傷しよう者しやには拠点での休きゆう息そくが命じられた。彼らの世話をする兵たちも含ふくめて、マシューの部隊からは二百人以上の非ひ戦せん闘とう員いんが生じている。

　もはや大隊と呼ぶには消しよう耗もうの激しすぎる自じ軍ぐんの有あり様さまに、小太りの少年は長いため息いきをついた。

「ただでさえ他に比くらべて人員が少ないのに、初しよっ端ぱなからこうも削けずられちゃなぁ……」

「うん、苦しいね……。でも、ヨルンザフ殿どのの部ぶ隊たいは警けい告こくなしで襲おそってきたんだよね？　それは裏うらを返せば、向こうにとってもこの辺りが捜そう索さくの本ほん命めいだってことじゃないかな」

「まぁ『隻せき腕わんのイグセム』直じき々じきのお出ましだし、戦せん略りやく的てきに重じゆう要よう視ししてるのは間ま違ちがいないよな。……ってことはつまり、この先の捜索でも狙ねらいがかぶるのかよ。考えたくないけど、また戦たたかう羽は目めになるのか、あのおっそろしい爺じいさんと……？」

　老ろう将しようの凶きよう暴ぼうな笑みを思い出して、マシューはぶるぶると身みを震ふるわせる。──と、彼の隣となりで夕暮れの平原を見下ろしていたトルウェイが、他人よりも遠くまで広がるその視し界かいの中に、陣じん地ちへ向かって駆かけてくる仲なか間まの姿を捉とらえた。

「斥せつ候こうが帰ってきた。周しゆう囲いの状じよう況きようが分かるよ、マーくん」

　それから十分もしないうちに、周辺の索さく敵てきを終えた騎き兵へい部隊の隊長が、部下たちからの報ほう告こくを取りまとめてマシューとトルウェイの前にやって来た。ふたりの若い上じよう官かんに敬けい礼れいした後、彼は報告を始める。

「周辺二キロの索敵、並びに指定地の観かん測そくを完かん了りよう。今のところ哨しよう戒かい線せんの内側に敵てき影えいはありません。しかし斥候の報告だと、東へ二十二キロ進んだ先にある拠きよ点てん候こう補ほ地ち、そこからさらに東へ二十キロ進んだ先にある探たん索さく予定地は、いずれも他勢力の部隊によって占せん領りようされていたとのことです」

「やっぱり先を越こされていたね……。どっちがどっちの勢力かは分かった？」

「申し訳ありません、発見されることを恐れて近くに寄れなかったので、そこまでのことは……。分かったのは二つの敵てき部ぶ隊たいの規き模ぼだけです。前者はおよそ二個大だい隊たい、後者はおよそ一個大隊ほどでした。前者には歩ほ兵へいが、後者は騎兵が比ひ較かく的てき多かったように思います。むろん陣地内に確かく認にんできた兵へい員いんだけの話ですが」

「捜索や索敵に出てる兵も当然いるだろうし、両方とも＋一個大隊くらいは見ておくべきか。勢力としては位置的に近いほうがレミオン派は、遠いほうがイグセム派って考えるのが自然か？」

「うーん……根こん拠きよが兵へい科かの比ひ率りつだけだと、やっぱり心もとないね。そこは推すい測そくじゃなくて確かく認にんが取りたいかな……」

　腕うでを組んで考え込むトルウェイだったが、やがて方ほう針しんを決めると顔を上げた。

「……よし、斥候じゃなくて伝でん令れいを出そう。まずは近いほうの相手から。ほんとうにレミオン派の部隊だとしたら、この先は協力を仰あおぎたい」

「ま、そうなるよな。イクタのやつも、自分たちでなければレミオン派に皇こう帝ていを取らせたいって言ってたし。あの凶暴な爺さんと、おれたちだけでもう一度戦うのも御ご免めんだし」

　マシューにも異い存ぞんはなかった。協力体制が取れれば御おんの字だし、互たがいの活動を邪じや魔ましないことを約やく束そくするだけでも敵てきが半分になる。捜索の情じよう報ほうを共有できればなおいい。ただ、彼にしても、話がそう都つ合ごうよく運ぶとは思っていなかった。

「問題は向こうが乗ってくるかどうかだな。ダメ元もとでも挑ちよう戦せんする価か値ちはあるけど……交こう渉しようになったら任まかせていいのか？」

　問とわれた青年が体を硬こう直ちよくさせる。長い間を空あけて、彼はゆっくりとうなずいた。

「うん、やってみるよ。……これでもぼくは、レミオンの息子むすこだから」





＊






　澄すんだ水面は暗くら闇やみに沈んでいるが、カエルと虫の鳴き声だけは日中に増してやかましい。思し考こうを邪じや魔まするそれらの雑ざつ音おんに、サリハスラグ・レミオンは湖みずうみ沿ぞいに敷しいた自じ陣じんの中で舌した打うちした。

「チッ……これだから水辺での野や営えいは嫌いやなんだ。夜の間中ゲコゲコとうるさくてたまらねぇ」

「忍にん耐たいだ、兄上」

「ああ、分かってるよ。せっかく騎き兵へいの襲しゆう撃げきに備えて背はい水すいの陣じんを敷いたんだからな。イグセムのジジイにケツを掘ほられるのは御ご免めんだ」

　弟のスシュラフにそう答えて、レミオンの長男は鼻を鳴らす。彼らもまた、騎兵の脅きよう威いから少しでも遠ざかることを望んで、この場所に陣を張っていた。

　湖を背にして敷いた陣地は、背後からの襲撃を防ぐと共ともに、自じ軍ぐんに対する騎兵突とつ撃げきをほぼ実行不ふ可か能のうにする。騎兵部隊は突撃の後、そのまま一直線に駆け抜けなければならないからだ。敵を破やぶって突つっ込んだ先が湖の中ではどうしようもない。

　反面、攻せめられた時に逃げ場がないという恐ろしい欠点もある。その特性上、古くは戦せん意いに乏とぼしい兵士たちを死ぬ気で戦たたかわせるために用いられた戦せん術じゆつでもあった。が、今回に限ればその効こう果かは必ひつ要ようとされていない。彼らが退たい路ろのない陣を敷いているのは、単たん純じゆんに自分たちが周辺一帯における最大勢力だという確かく信しんがあって、なおかつ援えん軍ぐんの当てもあるからだ。

「三個大だい隊たい千八百人。……あのジジイに削けずられちまったから、今は実じつ質しつ的てきに千六百ってとこか」

　サリハスラグは苦にが々にがしげにつぶやく。捜そう索さくのためにダフマ州しゆうの南に来て早々、ヨルンザフの襲撃という洗せん礼れいを受けたのは、彼もトルウェイたちとまったく同じだった。

「まぁいい。ケチくせぇ数だが、状じよう況きように対して不足はねぇ。次までには騎兵対たい策さくも用意出で来きる。──イグセム派はもイクタ・ソロークの一いつ党とうも、なんならまとめて相手にしてやらぁ」

　男の顔に殺意がありありと浮かぶ。スシュラフが短く相あい槌づちを打っていると、そこに部下の兵士が駆かけ足でやって来た。

「少しよう佐さ殿どのに報ほう告こくです！　たったいま他勢力の部隊より伝でん令れいが届とどきました！　西方二十二キロの丘きゆう陵りように陣を構えた、例の『旭日連隊』の捜索隊だということです！」

　その名前を聞いたサリハスラグが眉まゆ根ねを寄せる。有ゆう事じに当たって緊きん急きゆう昇しよう進しんが告つげられ、今の彼は少しよう佐さの階級を得ていた。硬かたい口く調ちようで部下に「続けろ」と促うながす。

「は、どうやら捜そう索さく活動の協力を申し出る連絡のようです。書しよ簡かんをお読みいただけますか」

　差し出された書簡を受け取って開かい封ふうし、サリハスラグは書面にじっと目を這はわせる。皇こう帝ていの捜索活動に協力を願う旨むねと、その理由が簡かん潔けつに述べられていた。いちおう理りに適かなった言い分ではあるが──文中に記しるされた書名を見た瞬しゆん間かん、男の額ひたいに青い血管が浮く。

「……裏うら切ぎり者の分ぶん際ざいで協力の申し出か。あの野や郎ろう、少し見ないうちに面つらの皮が厚くなりやがったな……！」

　その罵ば倒とうを聞いた瞬間、スシュラフは書簡に目を通すまでもなく状じよう況きようを察した。淡たん々たんとした声で確かく認にんする。

「あちらの部ぶ隊たい指し揮き官かんはトルウェイか。協力とは具ぐ体たい的てきに？」

「互たがいの活動への不ふ干かん渉しよう、情じよう報ほうの共きよう有ゆう、イグセム派はの封ふうじ込めだとよ。──ふざけやがって」

　手の中でぐしゃりと書簡を握にぎり潰つぶし、その残ざん骸がいを、彼は部下の手に投げ返した。

「伝でん令れいにこう伝えろ。『裏切り者と協力もくそもない。邪じや魔ますれば殺す』ってな」

「こ、口こう頭とうでよろしいのですか？」

「聞こえたよな、今の」

「……はっ！」

　冷れい酷こくな目つきでそう告つげられると、部下の兵士は震ふるえながら回れ右して立ち去さっていった。要求をはねのけた兄の判断を、静かな声で弟が質ただす。

「いいのか、兄上」

「いいも悪いもねぇだろう。奴やつらがイグセム派にも同じ話を持ちかけていないとどうして言える？　不干渉にしろ情報共有にしろ封じ込めにしろ、相手に対する信用がないことには成り立たねぇんだ。当然そんなもんあるわけねぇ、今のトルルはあのイクタ・ソロークの走そう狗くだぞ。何を企たくらんでるかわかったもんじゃない」

　吐はき捨てるようにそう言って、サリハスラグは身みをひるがえした。司し令れい所じよの天てん幕まくに向かって荒あらい足取りで進みながら、彼はドスの効きいた声でつぶやく。

「模も擬ぎ戦せんの時みたいなペテンに引っ掛かけようったってそうはいかねぇ。あんまり兄を舐なめるんじゃねぇぞ、トルル……！」
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　同日深夜、短く剣けん吞のんなメッセージだけを託たくされて帰ってきた伝でん令れい兵へいを前に、トルウェイは愕がく然ぜんとして頭を抱かかえた。

「この返事……兄様だ、間ま違ちがいない……！」

　幼おさない頃ころから暮らしを共ともにした弟ならではの直感で、青年はその事実を思い知る。それを聞いたマシューも「うへぇ」と顔をしかめた。

「あのサリハスラグ大たい尉いが、あっちの指し揮き官かんだってのか……？　冗じよう談だんだろ、レミオン派はの人材管理はどうなってんだよ一体」

　かつての模も擬ぎ戦せんでのあれこれをしっかり憶おぼえているマシューとしては、そういう感想が出てきてしまうのも無理のないことだった。トルウェイが力なく首を横に振ってみせる。

「マーくん、兄様を侮あなどらないほうがいい。模擬戦の時は最初からこっちを侮ってかかっていたのと、イッくんの策さく略りやくがあったからこそ有利に戦たたかえたんだよ。本当なら楽らくに勝てる相手じゃないんだ」

「そうなのか？　正直、あの人にいいイメージないんだよなぁ……」

　むしろ醜しゆう態たいばかり印いん象しように残っている、とまでは弟の前ではさすがに言えない。言こと葉ば尻じりを濁にごしつつ、マシューは話題を変えた。

「とにかく、これからどうするかだよな。相手が相手だけど、粘ねばれば説せつ得とく出で来きそうなのか？」

「…………ごめん。いきなり期き待たいを裏うら切ぎっちゃうけど、兄様たちに協力してもらうのは……」

「無理だよなぁ。いや、分かってる。いちおう確かく認にんしただけだ」

　不満の声ひとつ挟はさまず、小太りの少年は苦く笑しよう気ぎ味みにそう言った。不ふ手て際ぎわを責せめない彼の優やさしさが、翠すい眼がんの青年には逆に辛つらく感じられる。

「んじゃまぁ、おれたちだけでやるしかないよな。……いや、イグセム派に同じ話を持ちかけて、最終的に出し抜くとかもあるだろうけど。そういう口くち八はつ丁ちようはイクタの得とく意い技わざだろ。おれたちにはちょっと無理だ」

「うん、同感。でも、ぼくたちに出来ることとなると……？」

　マシューは思し案あん気げに腕うでを組んだ。が、その表情に焦あせりや苛いら立だちはない。密みつ度どの濃こい実じつ戦せん経けい験けんを経へて、彼は自分でも自じ覚かくのないまま、劣れつ悪あくな状じよう況きように屈くつしない精神を手に入れつつある。

「……兵へい員いんが少ない。騎き兵へいが少ない。そのせいで調べ回れる範はん囲いが少ない。ざっとまとめて、これがおれたちの情なさけない現状だよな」

「うん」

「要ようするに、今のおれたちは寡か兵へいなんだよ。他の勢力に対して地力で劣おとっている。捜そう索さくにしろ戦せん闘とうにしろ、真っ向からぶつかったら勝てない。そういう時にどうやって戦うべきか──その見本を示しめしてくれた連中に、おれたちは心当たりがあるんじゃないか？」

　右手の人差し指を立ててマシューが問とう。数秒考えて、翠眼の青年もその答えをつかんだ。

「そうか、シナーク族……！」

「ああ。兵の数や練れん度どじゃ完全にこっちが勝ってたのに、あの時は死ぬほど苦しめられたよな。サフィーダ中ちゆう将じようの采さい配はいが悪かったのもあるけど──それ以上に、シナーク族の連中が最初から、寡兵に相応ふさわしい戦い方をしていたからこそだ」

　話しながら視し線せんを移し、小太りの少年は、緑の平原を塗ぬりつぶして広がる夜よ闇やみを見つめた。全すべてを覆おおい隠かくす無む明みよう──今の彼には、それが何よりも頼たのもしい味み方かたとして映る。

「いい機会だ、真似まねしようぜ。せっかく高い授じゆ業ぎよう料りようを払はらったんだし、こういう時に活いかさなきゃ損そんだろ」

　悪だくみを思い付いた子供の顔でマシューが告つげた。トルウェイも顔を寄せて、そのまま作戦の詳しよう細さいについて密みつ談だんを交わし始める。

　悪あく党とうの談だん合ごうめいた、しかし決けつ定てい的てきにふてぶてしさが不ふ足そくした両人による話し合いの末すえに、彼かれらの今後の方ほう針しんが決定した。
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「……ふぁあ」

　周照灯ランタンの薄うす明りの中、立ったまま眠る馬たちを眺ながめながら、バンデ上じよう等とう兵へいはあくびをした。

　二時間交代での不ふ寝しん番ばんだったが、昼間の捜そう索さくで疲つかれが溜たまっているのもあり、睡すい魔まとの戦たたかいには結けつ構こうな苦く戦せんを強しいられている。

「おい、せめて手で隠せよ。大たい将しよう殿どのに見られたら拳げん骨こつで頭ず蓋がい割られるぞ」

　見かねた同どう僚りようのミングル上等兵が肘ひじで脇わき腹ばらをつつくが、バンデは眠たげな眼まな差ざしを変えない。

「……こいつらはすげぇよなぁ。昼間あんだけ走ったのに、寝る時も立ったままだ」

　目の前の馬たちに向かってぼんやりとつぶやく。ミングルはため息いきをついて、眠ねむ気け払ばらいの会話に付つき合あってやることにした。

「本ほん音ねを言えば、こいつらだって座すわって寝たいだろうさ。住み慣なれた厩うまやの中じゃそうしてるんだから」

「眠る時間そのものだって短いじゃん。三～四時間も寝れば一日元気にしてる。俺もあやかりたいよ。いっそ馬になりたい」

「毎日飼かい葉ばばっかり食わなきゃならんぞ。お前、これから一生肉を食わずに生きられるか？」

「あ、それ無理。やっぱ俺には無理だわ」

　気の抜けた声でバンデが答える。ミングルも低く笑った。ふたりとも腕うでのいい騎き手しゆなのだが、暇ひまを持もて余あました時の無む駄だ話ばなしはこんなものだ。

「あとどのくらい？　次の交代まで」

「けっこうあるぞ。一時間弱じやくってとこか」

「まだ半分かぁ……。先は長ぇなぁ」

　気の萎なえてしまったバンデがしゃがみ込こみ、手にした短たん槍そう付つきボウガンの切っ先で地面をいじくり始める。ミングルがさすがに呆あきれて声を上げた。

「おい、いい加か減げんしゃっきりしろよ。そんなザマじゃ見張りになってないぞ」

「馬に乗れば目が覚めるんだけどな……。ちょっとだけダメかなぁ」

「アホか。お前の眠ねむ気け覚ざましのために、大事な馬を余よ計けいに疲つかれさせられるわけ──」

「ヒヒィン！」

　ミングルの説せつ教きようをさえぎって鋭するどい鳴き声が響ひびき渡わたった。ふたりが驚おどろいて視し線せんを戻もどすと、さっきまで静かに眠っていた馬の一頭が盛んに身みをよじっている。頸くび木きに繫つながれているので走り出すことはないが、その音で他の馬たちまで目を覚まし始めたので、ミングルは慌あわてて近付いていった。

「おい、どうした、落ち着け！　ネズミにでもかじられたのか？」

　背中を撫なでてなだめてやっていると、今度は少し離はなれた場所で寝ていた別の馬が同じように悲鳴を上げた。それを聞いた瞬しゆん間かん、バンデは弾はじかれたように立ち上がってミングルに飛び掛かかり、そのまま首根っこをつかんで地面に押おさえつけた。

「伏ふせろ、銃じゆう撃げきだ！」「何ィ!?」

　ふたりが草地に伏せっていると、頭上を掠かすめていく風切り音が確かに聞こえた。それで状じよう況きようを確かく信しんしたバンデが再ふたたび身を起こし、頭を低くして陣じん地ちの中へ走り始める。

「敵てき襲しゆう！　敵襲だっ！　早く警けい鐘しようを鳴らせーっ！」

　その声を聞き届とどけた者から目を覚まし、静かだった陣地の中は途と端たんにざわつき始める。一いつ拍ぱく遅おくれて警鐘が響き渡り、眠りを妨げられた兵士たちは完全な臨りん戦せん態たい勢せいに突とつ入にゆうした。







「──で、敵てきは結けつ局きよく見つからなかったってわけか」

　騒さわぎから一夜明けた早朝、全すべての顚てん末まつを聞き届けたヨルンザフ大たい将しようは、部下の報ほう告こくをそれで締しめくくった。昨夜ゆうべの迎げい撃げきを指し揮きした士し官かんの男が、苦にがい面おも持もちでうなずく。

「は……不ふ甲が斐いなくも、その通りです。光こう照しよう兵へいと騎き兵へいで陣地周しゆう辺へんをくまなく探さがしましたが、敵の姿は捉えられませんでした」

「被ひ害がいはどうなんでぇ。馬が何頭か撃たれたって？」

「脚きやく部ぶや臀でん部ぶに銃じゆう創そうを負おったものが四頭おります。いずれも重じゆう傷しようには至いたっていませんが、傷きずが癒いえるまで、大事を取れば突とつ撃げき部ぶ隊たいには加くわえられないでしょう。……もっとも、被害がそれだけだったのは僥ぎよう倖こうでした」

　安あん堵どの息いきをつく士官を眺ながめて、額ひたいを手で押さえながら、隻せき腕わんの老ろう将しようはくつくつと笑った。

「お前めェ、本気でそう思ってんのか。馬のケツ撃たれただけで済すんだって」

「は……？」

　言われたことが分からず、士官は戸と惑まどいを顔に浮かべる。彼を筆ひつ頭とうに、その背はい後ごに並んだ軍人たちをざっと見渡した上で、ヨルンザフ大将ははっきりと言った。

「ここにガン首くび揃そろえた全員、やけに眠たそうじゃねぇか」

　その指し摘てきを聞いた瞬しゆん間かん、兵士たちはハッとした様よう子すで互たがいの顔を見合わせた。

「気付くのが遅おせぇ。……まぁいい、お前ェらが気付けなかったのは実じつ戦せん経けい験けんが少ないせいだし、それ自体はお前ェらのせいじゃない。俺の退たい役えき後ご、お前ェら跳ちよう騎き兵へい部ぶ隊たいはほとんど道どう楽らくで維い持じしてたようなもんだったからな。軍で騎兵になり損そこなった落らく伍ご者しやどもをかき集めてよ」

　含ふくみ笑いが大きくなる。我われながら酔すい狂きような真似まねを続けたもんだ、と老ろう将しようは自じ嘲ちようする。

「騎兵としてはじゅうぶんに鍛きたえ上げてやった。お前ェらの練れん度どを見たら、中ちゆう央おう基き地ちのロバ乗りどもは揃そろって度ど肝ぎもを抜かすだろうぜ。……だが、それだけじゃ曲きよく芸げいと変わんねぇな。俺が教えたのは観かん客きやくから拍はく手しゆをもらうための技ぎ術じゆつじゃねぇ、敵と戦たたかって勝つための技術だ。どんなに速く走れようと、どれだけ高い障しよう害がいを飛び越こえられようと──畢ひつ竟きよう、戦争が出で来きなけりゃ意味がない」

　唐とう突とつに笑い声が止み、かわって真しん紅くの両目がじろりと部下たちをにらんだ。視し線せんに射い抜ぬかれた彼らは一いつ斉せいに背せ筋すじを正す。

「今のお前ェらに比くらべりゃ、この前やり合った童わつぱのほうがよっぽど戦いを知ってるだろうぜ。違ちがうか？　なんか反論あるか？」

「「「「「「サー・ノー・サー！」」」」」」

「悔くやしいよなぁ。学生に毛けが生えたくらいのガキに先せん輩ぱい面づらされちゃなぁ」

「「「「「サー・イエス・サー！」」」」」

　声を揃そろえて士し官かんたちが答えた。バン、と老将が机つくえを叩たたく。

「なら、次にちょっかい出されるまでに対たい策さくを立てろ。お前ぇらが普ふ段だん乗ってる動物よりちったぁ賢かしこいってところを証しよう明めいしてみせろ。それが出来ねぇってんなら、お前ェらは騎手じゃねぇただの荷物だ。やかましく喋しやべくるだけの不ぶ細さい工くな肉にく袋ぶくろだ。どうなんだ、馬ァ無む駄だに疲つかれさせてんのかお前めェら！」

「「「「「「サー・ノー・サーッ！」」」」」」

「だと思いてぇな！　おら行けェ！」

　一いつ喝かつが飛とぶと、士官たちは蜘蛛くもの子を散らしたように天てん幕まくから走り去っていった。後に残ったのはヨルンザフ大たい将しようと、部へ屋やの隅すみに控ひかえていたもうひとりの男だけ。

　上じよう官かんに次いで高こう齢れいの──半世紀前から烈れつ将しようヨルンザフの部隊に残り続ける数少ない将校のひとりは、飛び出していった若者たちの背中を見送った後、口くち元もとをゆがめて苦く笑しようを浮かべる。

「懐なつかしい。部隊に入ったばかりの頃ころは、私もあのように叱しかられましたな」

「呆ぼけてんじゃねぇダオロン。お前ェは五年目まで怒ど鳴なられっぱなしだったろうが」

「そうでしたかな……。この年になると物忘れが酷ひどくて」

「好すきなだけ忘れろ、戦争のやり方さえ覚えてりゃいい。それも忘れりゃお払はらい箱ばこだがな。……つーか、いいかげん本題に入れや。昔むかし話ばなしなら墓はかに入ってからたっぷり付つき合あってやっから」

「お言こと葉ばに甘あまえましょうかな。──話を戻しますが、昨夜ゆうべの嫌いやがらせはどちらの仕し業わざだと？」

「旭きよく日じつなんたらのほうだろ。ああいうセコい真似まねをすんのは決まって数の少ない連中だ。レミオン派はと協同したって可か能のう性せいもあるが」

「そんなところでしょうな。しかし現実問題として、夜間にああした真似が続くとなるといささか厄やつ介かいです。兵士たちの睡すい眠みん時間も削けずられますし、それ以上に──」

「──馬がまずい、か。いつ襲おそわれるか分からない夜が続けば、馬は確かく実じつに神しん経けいをすり減らす。どんなに訓くん練れんされて人に慣なれた良りよう馬ばも、一度プッチンして暴れ始めりゃ猛もう獣じゆうと変わらねぇ」

「そうなる前に手を打つ必ひつ要ようがありますな。若い連中に任せるだけでよいのですか？」

「よくねぇと思うか。じゃあお前めェならどうする？」

「可か能のうであれば、大おお元もとを断ちます。受けに回っていてはきりがありません」

「いい案だし俺好ごのみだ。だが現実には難むずかしいな。連中はこの先、森に面した丘きゆう陵りように立てこもって外に出てこねぇだろう。あの陣じん地ちを攻せめ落とすのは不ふ可か能のうじゃねぇが、それなりに難なん儀ぎだ。……で、こっちに嫌がらせを仕し掛かけてくるのはもっぱら夜の間。それも基本的に少数で来る。闇やみにまぎれて俺たちの陣地に近付き、エアライフルの射しや程ていに入ったら、あとは灯あかりの方向に向かって撃うちまくるのさ。馬でも人でも一発当たれば襲しゆう撃げき成立ってなもんだ」

　想像上の風ふう銃じゆうで狙ねらいを付けながらヨルンザフは言う。副ふく官かんは指で顎あご髭ひげをつまんだ。

「根を断つことが無理なら、対たい処しよ療りよう法ほうしかありませんな。さしあたっては哨しよう戒かい線せんの強化と、遠えん距きよ離りからの射しや撃げきを受けにくい高所に陣地を設もうけ直すことでしょうか。いずれも兵に負ふ担たんを強いるという意味では敵てきの思おも惑わく通どおりなのですが」

「嫌がらせのネタが銃撃だけってこともねぇだろうしな。これから頭をひねって色々と考えてくるだろうぜ。どこまでえげつない真似をしてくるかは指し揮き官かんの性格によるが」

「いっそレミオン派を巻き込む手もあります。我われ々われから彼らに同どう様ようの嫌がらせを仕掛け、それを旭日連隊の手の者がやったことにする。上手うまく運べば事実上の二対一に持ち込めるやも」

「別にいいけどよ、本気でそれやんのか？　始めたが最後、旭日のほうでも同じ手を使って来るのが目に見えてっから、そこから先はノンストップで当事者全員に疑ぎ心しんやら暗あん鬼きやらを生じまくるぞ？　捜そう索さく効こう率りつダダ下がりだし、皇こう帝ていを見つけた後の交こう渉しようにも響ひびくんじゃねぇのか、そういうの」

「あなたの口から戦せん後ご処しよ理りへの気き遣づかいを聞くとは……。お互たがい年を取りましたな、大たい将しよう殿どの」

「遠い目をすんじゃねぇ。そうやって無む駄だに煽あおるところ、昔むかしから変わんねぇよなお前ェ。なんで今日まで発作的に首ハネてねぇのか自分でも不ふ思し議ぎでならねぇよ」

　肩をすくめてそう言ってから、ヨルンザフ大将は机つくえを背せにして首をのけ反らせた。

「……なんにしても、今のとこは諦あきらめるしかねぇ。キオカの脅きよう威いを考えれば捜索が長期に及ぶことは考えらんねぇし、短い間ならお前ェの言う対処療法で穴あな埋うめするさ。ウチの若わか造ぞうどもに戦争のままならなさを教えるいい機会でもあるしな」

「らしくもない。軍ぐん事じ的てきに正しいとか間ま違ちがっているとかはさておき、我われ々われだけやられっ放しというのは気分が悪いではありませんか」

「お前ェたまにそうやってこっちが啞あ然ぜんとするレベルで居い直なおるけどよ、自分の前にいるのがイグセムの端はしくれだってこと憶おぼえてるか？　憶えてないなら思い出しちゃくれねぇか？　いやほんと、一年に一度くらいでいいから」

「あなたと元げん帥すい閣かつ下かに同じ血が流れているというのは、仮かりに帝てい国こく史し九百年を総そうざらいしたところで、比ひ肩けんするものが他に見当たらないほどの諧かい謔ぎやくだと確かく信しんしておりますが」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、腹ふつ筋きんをびくびくと震ふるわせて、ヨルンザフ大たい将しようは喉のどの奥からしぼり出すように笑った。

「違ちげぇねぇ」
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　昼の間は自じ陣じんにじっと引きこもり、夜になってはイグセム派はに多た種しゆ多た様ような嫌いやがらせを仕し掛かける。──そんなルーチンを、トルウェイたちは五日間に渡って続けた。

　主おもに馬を狙ねらったエアライフルによる遠えん距きよ離り射しや撃げきを始めとして、他にも敵てき陣じんの風かざ上かみで小火ぼやを発生させてみたり、騎き兵へい分ぶん隊たいに銅ど鑼らを打ち鳴らしながら敵陣の周りをぐるぐるさせたり、馬が使いそうな水場を泥どろで埋うめ立てて使えなくしたりと──人ひと手でと倫りん理りが許す範はん囲いで、思いつくことは全部やった。それらは少なからずイグセム派の捜そう索さくを鈍にぶらせたはずだが、六日目の明け方を迎むかえた頃ころ、マシューが根本的な疑ぎ問もんを抱いだいてしまった。

「……自分で言い出しといて今さらだけど、こんなことでいいのかな。よその邪じや魔ましてばっかりで、おれたち自じ身しんはぜんぜん捜索を進められていない。イグセム派の足を引っ張ることは出来ているけど、これって結果的には、最終的な皇こう帝てい陛へい下かの発見確かく率りつを下げているだけなんじゃないのか……？」

　来る日も来る日も非生産的な嫌がらせばかり続けているので、そんな不安が生まれてくるのも無理はなかった。その気持ちはじゅうぶんに察しつつ、だからこそトルウェイはきっぱり首を横に振ってみせる。

「マーくん、それは違ちがうよ。イッくんによれば、皇帝陛下の確かく保ほはクーデター調ちよう停ていの必ひつ要よう条じよう件けんじゃない。この点はぼくたちにとって強みで、今はそれを活いかしているんだ」

「？　どういうことだ？」

「だからね、もしぼくたちの勝利条件がイグセム派と同じように『皇帝の確保』だったとしたら、今の作戦はほんとうに不ふ毛もうだったかもしれない。相手の邪魔をする代わりに自分たちの捜索も滞とどこおっているから、よくてもプラスマイナスゼロだもの。──でも、実際にはそうじゃない。ぼくたちは必かならずしも皇帝を発見出で来きなくてもよくて、さらにイグセム派への妨ぼう害がいは結果としてレミオン派の捜索効こう率りつを上げてもいるはず。ぼくたちの勝利条件を踏ふまえると、これは明めい確かくにプラスになっているんだよ」

　こんがらかった頭を苦労してほどいて、小太りの少年は慎しん重ちようにうなずいた。

「……そうか、そうだよな。おれたちの勝利条件は『自分たちかレミオン派で皇帝を確保すること』だもんな。その達成のためには極きよく論ろん、イグセム派に皇帝を発見されなければそれでいい。自じ力りきでの捜索にこだわる意味は最初からないんだった」

「うん！　この状じよう況きようだと、イグセム派のマイナスはぼくたちにとってのプラスと同じなんだ。だったらぼくたちは開き直って妨害に専せん念ねんすればいいと思う」

「単たん純じゆんな消しよう去きよ法ほうでもあるしな。捜索は日中じゃないと難しいけど、昼間に平原で兵を動かせば、いつ騎兵に襲おそわれるか分からない。おれたちが安定して続けられる行動は、夜間の嫌がらせぐらいしかない」

　諦あきらめに納なつ得とくを後押しされて、マシューは深々とため息いきをつく。その肩を叩たたいて励はげましつつ、トルウェイもまた、彼と同じ思いを口の中で転がしていた。

「……でも、兄様たちはきっと笑うだろうな。ぼくがこんな戦たたかい方をしていると知ったら」
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　しかし実際のところ、当とうの兄たちによその無ぶ様ざまを笑っているほどの余よ裕ゆうはなかった。北から下ってくるレミオン派は本ほん隊たいが残りの捜そう索さく範はん囲いを狭せばめていく中、サリハスラグ率ひきいる部隊は先回りした州しゆうの南側で寝しん食しよくを惜おしんで駆かけずり回っていたが、部下たちから実りのある結果がもたらされることはなかったからだ。

「……クソッ！　どこに隠かくれてやがるんだ一体！」

　ここぞと見込んで自みずから出向いた集しゆう落らくでの捜索も空から振ぶりに終わって、レミオンの長男は苛いら立だたしげに立たち木きを蹴け飛とばしていた。いつもなら兄を宥なだめる役割のスシュラフも、さすがに重く黙だまり込んだままでいる。

「人口の多い集落は残らず回ったし、住人への聞き込みも徹てつ底ていした！　だってのに、狐きつね一いつ匹ぴきの足取りがどうして摑つかめねぇんだ！」

「……落ち着け、兄上。包ほう囲いは確かく実じつに狭めている。結果が出るのが少し遅おくれているだけだ」

「それが問題なんだ、ぐずぐずしてらんねぇんだよ！　内うち輪わ揉もめを嗅かぎ付けたキオカが攻せめてくる前に、こっちはクーデターを終わらせなきゃならねぇんだぞ！」

　弟のほうを振り向いて、サリハスラグは忌いま々いましげに舌した打うちする。

「活動自体に滞とどこおりはねぇ。ここでも他のとこでも、怪あやしい場所はひとつひとつ潰つぶしてるってのに」

「確かに、ここ数日、他勢力との衝しよう突とつは減少傾けい向こうだ。奴らの捜索は我われ々われ以上に難なん航こうしているだろう」

「怪しい部隊が夜中にこそこそ動き回ってるみてぇだからな。大おお方かた足を引っ張りあってんだろうけど、それは別にいい。こっちに邪じや魔まが入らないのが好こう都つ合ごうってだけで──」

「少しよう佐さ殿どの！」

　ふたりの会話に声が割って入った。苛立ちを表情から拭ぬぐい去った後、サリハスラグは部下のほうに向き直る。生せい来らいの気質はそのままに、けれど今の彼は必ひつ要ような自制を身に付けていた。

「なんだ」

「はっ！　集落の長おさが、少佐殿にお話があると！」

「長？　……分かった、案内しろ」

　短くうなずいて、彼は部下の背中に付いていく。いくら焦あせっていても、住人へのご機き嫌げん取とりを忘れるわけにはいかなかった。ここでの彼らの振る舞まいはレミオン派は全体の評ひよう判ばんに直結する。まして捜そう索さくのために家という家で床ゆか板いたを引っぺがした後なので、相そう応おうのケアをしなければ人々から反感を買ったままになってしまう。

　数人の連れを伴ともなって、長おさは集しゆう落らくの南なん端たんに立っていた。その辺りは広場になっていて、集落の中でも比ひ較かく的てき多くの人が集まり、その懐ふところを狙ねらった行ぎよう商しよう人にんまで露ろ店てんを出している。

　長おさ自じ身しんもかなりの高こう齢れいだったが、それに輪をかけて年とし老おいた女性が、車くるま椅い子すに腰こしかけて隣となりにいる。少し怪け訝げんに思いつつも、サリハスラグは背せ筋すじを伸ばして彼らの前に立った。

「陸りく軍ぐん少しよう佐さサリハスラグ・レミオンです。お話をうかがいに参まいりました」

「ありがとうございます。不ぶ躾しつけながら、ひとつお願いがありまして」

「というと？」

「この人を『家』に連れていってやりたいのです。身寄りのない婆ばあさんでして……見ての通り、もう先が長くありません」

　車椅子の老ろう婆ばに目をやって、長は静かな声でそう告つげた。少し意い表ひようを突つかれたサリハスラグだが、すぐに言われていることを理解する。老婆を集落の外に運びたいから封ふう鎖さを解といてくれ、と頼たのまれているのだ。

　帝てい国こくには、『帰りを待まつ人々の家』と呼ばれる宗しゆう教きよう施し設せつが各地にいくつもある。これは余よ命めいが残り少ないと悟さとった人々が最後に集つどう場所で、身寄りのない者は特に、そこで起き居きよして生活することが許される。アルデラ教の神しん官かんと複数の世話人が常じよう駐ちゆうしており、訪おとずれた人々が安らかな最さい期ごを迎むかえられるように取り計はからわれるのだ。

「なるほど。何人で行かれるんですか」

「四人ですな。こいつら若いのが三人で押していきます。これより少ないと、坂道やらで辛つらいでしょうし」

　長の後ろに並ぶ面めん々めんを、サリハスラグはさりげなく観かん察さつした。老おいた猫ねこのように小こ柄がらな老婆に、がっしりした体格の若い男たち。どう間ま違ちがっても皇こう帝ていやトリスナイの変へん装そうということはありそうにない。そう確かく信しんしたところで、彼はうなずいてみせた。

「分かりました、すぐにお通しします。その『家』は、確か……ここから南東に遠くない場所にあるはずですね」

　そこにも捜索の手を伸ばしたので、軍のほうでも場所は把は握あくしていた。長がうなずく。

「その通りです」

「承しよう知ちしました。人ひと手でが足りないので直接の護ご衛えいは付けられませんが、周辺の部下に命じて警けい戒かいを強めさせます。途と中ちゆうで我われ々われの友ゆう軍ぐんに止められるかもしれませんが、その時は素直に事情を話せば問題ありません。──ご婦ふ人じん、どうか安らかなお帰りを」

　サリハスラグがそう言って敬けい礼れいすると、老婆も口をもごもごと動かす。膝ひざの上に抱だかれたパートナーの風かぜ精せい霊れいが、主あるじに代わって「ありがとう」と礼を述べた。

　まもなく見送りの人々が大勢やって来て、最後の旅に出ようとする老ろう婆ばとの間でひとりひとり別れを惜おしんだ。彼女たちが出発した後も、人々は長いこと並んでその背中を見つめている。

「ついにユマリの婆ばあさんも『家』に行ったか……。ウチの長ちよう老ろうだったのにな」

「先に行ったツーグの爺じいさんは？　まだ生きてるんじゃないか？　向こうで会えるかも」

「そういやそうだな。あ、だったら、あの包ほう帯たいまみれの奴やつも──」

「おい馬ば鹿か、会えるわけねぇよ。まだ生きてたとしても、あれは流行はやり病やまいだったろ……」

　ふたりの男がひそひそと声を交かわす。サリハスラグが無む意い識しきに足を止めた。話の内容に妙みような引っ掛かかりを覚えて、レミオンの長男は彼らを振り向く。

「……おい、そこのふたり」

　鋭するどい視し線せんを向けられた男たちがびくりと震ふるえる。構わず近付いていって、彼は言こと葉ばを続けた。

「いまの話、詳くわしく聞かせてもらえるか」

「えっ、あ……」「いや、あの」

「先に『家』に行った奴がいるんだろ。婆さんがそいつに会えないってのはどういうことだ？」

「それは、その……病状がひどかったから」「そ、そう。もう死んでるだろうな、って」

　あからさまに不ふ審しんな態度の男たちをにらんで、サリハスラグは首を横に振った。

「違ちがうだろ？　お前らはさっき、『まだ生きてたとしても』って言ったんだ。先に行ったヤツが生きてるか死んでるかにかかわらず、婆さんはそいつに会えないと思ったんだろ？」

「…………」「……そ、その……」

「俺が聞きたいのはその理由だ。もう一度訊きくぞ、なんでだ？」

　有う無むを言わさぬ口く調ちようで命じられると、男たちは気まずそうに顔を見合わせる。周しゆう囲いの人々も同じような顔で押し黙だまっていた。これは何かあるな──サリハスラグがそう確かく信しんしたところで、集落の長おさが言こと葉ばを挟はさんできた。

「少しよう佐さ殿どの、どうか若い者を苛いじめないでやってください」

「ああ、失礼。別に苛めるつもりはなかったんですが」

　軽く詫わびつつも、レミオンの長男は目の前の男たちから視線を外さない。長がため息いき混まじりに口を開いた。

「そやつらの口が重くなるのも致いたし方ないのです、誰だれも好このんで話したいことではありません。……建たて前まえ上じよう、『家』は死を間近に控ひかえた人々を等しく受け入れます。が、実際には表おもて立だって語られない例外というのもありまして」

「疫えき病びよう患かん者じやか」

　スシュラフがはっきりと口にする。長は苦い面おも持もちでうなずいた。

「その通りです。もはや隠かくしておくべきでもないようですし、事情をお話ししますが……」

　長はぽつぽつと語り始めた。彼の話によれば──つい先日、この集落を訪れた二人組がいたのだという。ひとりは巡じゆん礼れい服ふくを着た細身の男で、もうひとりは全身に包帯を巻いた寝たきりの男だった。そちらは自分ではほとんど身動きが取れず、ここへ来た時も馬車の荷台に横たわっていたらしい。

「見るからに怪あやしげだったので、厳きびしく事情を問とい詰つめてみると……案あんの定じよう、流行はやり病やまいに侵おかされたために、故ふる郷さとに身の置き場をなくしたらしく」

　話を聞くにつれて、サリハスラグの背せ筋すじにぞくぞくしたものが這はい登っていく。ダフマ州しゆうでの捜そう索さくを開始してから初めて、長おさの話には確かな手ごたえが感じられる。

「もちろんここにも置いておけないので、私から施し設せつを紹しよう介かいしました。ああした病人を受け入れる場所はどこに行っても多くありません。この辺りではたったひとつだけです。なので、そこに……」

　言こと葉ば尻じりを濁にごす長に歩み寄り、レミオンの長男はその両肩をがっしりとつかんだ。

「つまり。その包ほう帯たいまみれの誰だれかさんを連れていった施設は、さっきの婆ばあさんが向かった『家』とは別にあるわけですね。それも、誰も近付かないような場所にひっそりと隠かくされている」

「……おっしゃる通りです。今までお話ししなかったことについては……どうか、我われ々われを責せめないでいただきたい」

　うめくように長は言った。疫えき病びよう患かん者じやの隔かく離りというのは、アルデラ教の戒かい律りつを踏ふまえて厳げん密みつに論じれば、博はく愛あいの精神を否ひ定ていする悪あく行ぎようとして罰ばつせられてしまうのだ。しかし実際には、どの州のどの地域でも暗あん黙もく裡りに行われている行こう為いに違ちがいない。その善ぜん悪あくを問とわれたところで、恐ろしい病の蔓まん延えんを防ぐためとあれば、彼らには他に方法がないのが現実だ。

「なにとぞ、ご容よう赦しやを……」

　告こく白はくを終えた長が悄しよう然ぜんとうなだれる。とはいえ、サリハスラグの側としても、相手の心情や罪ざい悪あく感かんになど興きよう味みはない。掛かけ値ねなしに有力な手がかりを見つけたこと、ただそれだけに興こう奮ふんを覚えながら、彼は重ねて長に尋たずねる。

「その施設、場所を教えてもらえますか」

「お、お望みなら……。しかし、さっきご指し摘てきされた通り、そこは地図にも載のっておらず、地じ元もとの人間さえめったに訪おとずれないところでして……」

　長がたどたどしく答える。それでとうとう、サリハスラグの口くち元もとに明めい確かくな笑えみが浮かんだ。

「だとよ、スシュラ。なおさら誂あつらえ向きじゃねぇか」

　目め配くばせを受けた弟がうなずく。ついに獲え物ものの尻尾しつぽを捉とらえた。その実感による昂こう揚ようで、兄弟の翠すい眼がんはまったく同じ色に輝かがやいていた。







　長からの聞き込みを終えたレミオン兄弟が踵きびすを返し、部ぶ隊たいと共ともに出発すると、それまで広場の隅すみで商売を続けていた行ぎよう商しよう人にんがおもむろに立ち上がった。

「──すみません、そこの方々」

「へ？　俺たちか？」

　行ぎよう商しよう人にんが話しかけたのは、ついさっきサリハスラグに詰きつ問もんされていた二人組だった。人好ずきのする笑顔で歩み寄っていって、彼は懐ふところから取り出した地図を差し出す。

「盗ぬすみ聞きするつもりはなかったのですが、さっきの軍人さんとのお話が耳に入ってしまいまして。……よろしければこの地図に、例の施し設せつの場所を書き込んでいただけませんか？」

「は、はぁ……？　あんた、本当に話聞いてたのかよ。あそこは流行はやり病やまいにかかった連中が押し込められるところだぞ。そんなもんの場所を知ってどうしようってんだ」

「商しよう機きがあるかと思いまして。施設があるということは、そこを管かん理りしている人間もいるのでしょう？　大勢の病人がいるのだとすれば、入いり用ようの物も当然あるはず。普ふ通つうの商人が寄り付かないような場所ならなおさらです」

「……教えるのは構わないけど。あそこへ行くなら、しばらくはウチに寄り付かないでくれよ」

「ああ。あんたが病を拾う分にはあんたの勝手だけど、俺たちまで巻き込まれちゃたまらない」

　そう釘くぎを刺さした上で、男たちは渡された地図に目め印じるしを書き込んでいった。隔かく離り施設の位置が書き込まれたそれを受け取った瞬しゆん間かん、行商人は満足げな表情で男たちに向き直る。

「ありがとうございます。お礼と言ってはなんですが──」

　背はい後ごに残してきた露ろ店てんを指さして、行商人はにこやかに言う。

「──あの露店の商品、全すべて差し上げます。あいにく大したものはありませんが、皆さんで仲なか良よく分けてください」

「は？」「あんた、何言って──」

「では失礼。お二方とも、お元気で」

　そう言って身みをひるがえすと、行商人は露店の脇わきに繫つないであった小型の馬車に駆かけ寄った。荷台と馬を結んでいたロープを切り離はなして、身軽になった馬の背中に颯さつ爽そうと飛び乗る。周りの人々が声をかける暇ひまもなく、彼はそのまま商売道具の全てを残して駆け出した。

「疫えき病びよう患かん者じやの隔離施設、か。これは盲もう点てんだったかもしれませんよ、ヨルンザフ大たい将しよう殿どの……！」







　……小分けにした兵力で動き回る各かく陣じん営えいの捜そう索さく隊たい。捜そう査さの進しん捗ちよくに伴ともなって限定されていく捜索範はん囲い。皇こう帝ていの所しよ在ざいを濃のう厚こうに匂におわせる手て掛がかり。そして──ふたつの勢力が、ほぼ同時にそれを手にしたという事実。

　状じよう況きようはもはや、共通の獲え物ものを真ん中に置いて、ふたりの狩人かりうどが走り出したようなもの。

　決戦の条じよう件けんは、ここに整ってしまった。
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　レミオン派はの一個大だい隊たいが陣じん地ちを出発し、唐とう突とつに南進を開始した。斥せつ候こうからその報ほう告こくを受け取ったトルウェイとマシューは、互たがいに顔を見合わせた。

「……これ、どう思う？」

「たぶん……皇こう帝てい陛へい下かの行方ゆくえの手がかりをつかんだ、ということだよね。これだけの兵力をまとめて動かすんだから、兄様たちにはかなり有力な発見があったのかも」

「だとしたら、いくらなんでも動き方がうかつ過すぎないか？　こんな露ろ骨こつに兵を回して他の勢力を刺し激げきしないわけがない。現におれたちが気付いてるんだから、イグセム派はだって当然気付いてるはず。捜そう索さくを始める前に必かならず邪じや魔まが入るぞ。おれだったらもっとさりげなくやる」

「うん、同感。……だからたぶん、これは大だい胆たんな陽よう動どうだと思うんだ。ぼくたちやイグセム派の意い識しきを南に引き付けているうちに、兄様たちは残りの兵力で他の場所を捜索する気なんじゃないかな。そっちこそ本ほん命めいだと思う」

「それなら納なつ得とくがいくな。でも、他の場所っていうと？」

「分からないよね。でも、ぼくたちがやるべきことは決まっているよ。レミオン派が皇帝を見つけかけているのなら、それを後押ししてあげないと」

　その意見にうなずきつつ、小太りの少年は懐ふところから出した地図を広げる。

「となると、注意して見るべきはイグセム派の反はん応のうだな。どう動いているんだ？」

「陽動に引っかかって南に向かうようなら、ぼくたちの出番はないかもしれないけど……」

「問題はそうならない場合だよな。ちょっと難むずかしいぞ……この状じよう況きようで、おれたちはどこに兵を回せばいい？」

　マシューは腕うでを組んで考え込んだ。青年がさらに捕ほ捉そくする。

「レミオン派の捜索が失敗するとしたら、本命の目的地に向かう途と中ちゆうで、陽動を見抜いたイグセム派に襲おそわれた場合だよね。それを防ぎたければ、ぼくたちは今のうちにイグセム派を押さえるべきだけど……」

「押さえるったってなぁ……相手は騎き兵へい部ぶ隊たいだぞ。この地形で策さくもなく仕し掛かけたところで返り討うちに遭あうだけ──いや、そこまでもいかないか。向こうに戦たたかう理由はないんだから、おれたちを無む視ししてレミオン派を追っかけるに決まってる」

「じゃあ、レミオン派の部隊にくっついて、勝かつ手てに護ご衛えいを務つとめるっていうのは？」

「くっつかなきゃならないのは南に向かった陽動部隊のほうじゃなくて、これから『本命』に向かう部隊のほうだろ？　でも、そっちが今どこにいるか、おれたちにはそもそも分からない。北東の陣地に残っていた一個大隊が陽動に向かったってことは、すでに捜索に出ていた二個大隊が、出先からそのまま『本命』に向かったってことだからな」

　不明な現在地Ａから不明な目的地Ｂに向かうレミオン派部隊を、何の手がかりもなしに捕捉出で来きるはずがない。こればかりは引きこもりを決め込んだ戦せん略りやくが裏うら目めに出た。

　思考の袋ふくろ小路こうじに陥おちいったマシューをよそに、トルウェイはなおも考え続ける。

「じゃあ……当たりを付けるしかない、かな。地理的な制約に、これまでの捜そう索さくの進しん捗ちよくと、兄様たちの性せい格かく──その他の色々な条じよう件けんを加くわえれば、『本ほん命めいの目的地』をある程てい度どまで推すい測そく出で来きるかもしれない。ピンポイントで分かる必要はないんだ。だいたいこの辺りと決めたら見切り発進して、移い動どうしながら斥せつ候こうを走らせて、そのうちどこかで捕ほ捉そく出来れば……」

「イクタみたいなことを言い出したな……。目め隠かくし将しよう棋ぎっていうか、そりゃもう博打ばくちだぞ」

「そうだね。でも、『何もしない』と『博打に出る』、この二つしかないとしたら？」

「そうくるか……」

　答えの明白な二に択たくを突つきつける、青年に似に合あわず挑ちよう発はつ的てきな物言いだった。マシューの額ひたいに冷たい汗あせが浮かぶ。そのしずくを手の甲こうで乱らん暴ぼうにぬぐって、彼もようやく腹はらを決めた。

「……仕方ない、やってやるよ。よくよく考えたら、そこまで分ぶの悪い勝負でもないかもしれない。おれにはキャプテン・ガルシエフの加か護ごがあるからな」

　軍ぐん服ぷくの上からコンパスをつかんで、マシューは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張ってみせた。それからトルウェイともども背はい後ごを振り向き、そこで忙せわしなく手を動かす工こう兵へいたちの様よう子すを見つめる。

「となると、いよいよ出番が来るかもだぞ。騎き兵へい対たい策さくの切り札ふだ──仕上がりはどうだ？」

　そう促うながされると、兵のひとりが完成品を持ち上げて見せつける。ふたりはそれの全体を慎しん重ちように点検して、求める条件を満たしていることを認みとめると、互たがいに力強くうなずきあった。
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　分厚い曇どん天てんの下、鋼はがね色いろに輝かがやく風ふう銃じゆうのバレルを肩にかけた兵士たちが、列をなして平原を行く。

　レミオン兄弟の軍ぐん勢ぜいだった。その兵力は風銃兵の二個大隊──陣じん地ちから陽よう動どうに向かわせた部ぶ隊たいを除のぞく、現時点での彼らの全兵力だ。

「ったく、忌いま々いましい地形だぜ。騎兵ばっかり幅はばを利きかせて、オレたちはおちおち歩けもしねぇ」

　隊たい列れつの中ほどでサリハスラグが毒どくづいた。イグセム派はとの小こ競ぜり合いで損そん耗もうを重ねたため、二個大隊とはいっても、彼らの実数は九百に満たない。隣となりのスシュラフもうなずき、口を開く。

「その不自由も今日までだろう。陛へい下かさえ確かく保ほ出来れば話は済すむ。目的地の森まで残りおよそ十キロだ、兄上」

「ああ、森に着いちまえばこっちのもんだからな。そこまで邪じや魔まが入らなきゃいいが」

「南に向かわせた部隊が目くらましになっているはずだ。あちらに食いつけばそれでよし。仮かりに見み破やぶられたにしても、我われ々われの位置を把は握あくするまでには時間を要ようする。まず追いつかれることは──」

　その瞬しゆん間かん、ふたりの会話をさえぎって銅ど鑼らの音が響ひびき渡わたった。周しゆう囲いを索さく敵てきしていた騎兵分隊からの警けい鐘しようだ。

　騒そう然ぜんとする兵士たちの中、サリハスラグは血けつ相そうを変えて周囲に視し線せんを巡めぐらせる。

「敵てき襲しゆう……!?　ふざけんな、まだ斥せつ候こうの姿すら見てねぇってのに！」

「二打・二打・一打──騎き兵へいの大部隊が接近中だ！　兄上、方ほう陣じんを！」

　総そう指し揮きを務つとめるサリハスラグの指示が下り、兵士たちが方陣の形成に動き始めた。

　まず四十人で一辺を引き、次いでそれを四つ組み合わせた百六十人で正方形を作って、さらにはその正方形を地上に計四つ並べていく。多数の人体からなる図形の幾き何か学がく的てきな連なり。数学的に保ほ証しようされたその防ぼう御ぎよ力りよくをもって、突とつ撃げきへの備えとする。

「総そう員いん着ちやつ剣けん！　一列目は槍やりを立てろ！」

　加くわえて、この日の方陣は長い棘を持っていた。正方形の四辺を構こう成せいする三列横おう隊たいのうち、いちばん前の十三人が手にしているのは着剣した風ふう銃じゆうではない。それらは生なま木きを削けずってこしらえた二メートル近い長なが槍やりだった。金属の穂ほ先さきすら持たない原げん始しの武器だ。

「切っ先は仰ぎよう角かく五十度！　槍やりの尻しりを地面に食い込ませろ、柄えの握にぎりは何があっても離はなすな！　それがお前らの命いのち綱づなだと思え！」

　レミオンの長男が大声で檄げきを飛ばす。その表情に動どう揺ようはもはやない。敵てきが来るのなら迎むかえ撃うつまでのことだった。ここでの襲しゆう撃げきも含ふくめて、起こり得る事じ態たいにはひと通りの対たい策さくを用意してある。それを怠おこたる慢まん心しんは、新人准じゆん尉い相手に屈くつ辱じよくを味わった一戦を最後に捨すて去さっていた。

「来るぞ！　北東方向、射しや撃げき準じゆん備び！」

　彼方かなたの地平線に敵の姿が現れる。土つち煙けむりを巻き上げて駆かけてくる騎兵の群むれ。その姿をまんじりともせず見つめながら、兵士たちはごくりと唾つばを飲んで照しよう準じゆんを合わせた。







　烈れつ将しようヨルンザフ率ひきいる騎き馬ば隊たいの一軍が、土煙を巻き上げて大地を駆け抜ける。その総数は六百強。こちらもまた、この時点で動員出来る全兵力を回してきていた。

　彼らが早々に敵を捕ほ捉そく出来たのは偶ぐう然ぜんではなく、れっきとした戦せん略りやくに基づく結果だ。トルウェイたちの妨ぼう害がいが始まった日の翌よく朝あさから、ヨルンザフ大たい将しようらは作業効こう率りつの低下を予想して、それに対応するためのスタンスを新たに立て直したのだ。

　端たん的てきに言って、それはよその捜そう索さくに乗っかることだった。行ぎよう商しよう人にんや町人に化けた兵士たちがレミオン派から情じよう報ほうを盗ぬすみ取り、そうして得えた手がかりを自分たちの捜索に反映させた。兵員の機動力で勝まさるイグセム派にとって、これは極きわめて効こう果か的てきな方ほう針しんだった。情報を盗む以上は後手に回らざるを得ないが、その遅おくれには足の速さで取り返しが付くからだ。

「方陣まで残り六百！　敵てき兵へいの一部が長槍を構えているのが見えます！」

「ほう、そりゃ懐なつかしい！　新兵時代を思い出すぜ、あの頃ころはまだ槍兵が現げん役えきでなぁ！」

「このまま突撃でよろしいのですか!?　あれは跳騎兵われわれへの備えと思われますが！」

「決まりきったこと聞くんじゃねぇ！　お前めェら他に出で来きることねェだろうが！」

　正せい鵠こくを射いた暴ぼう言げんに、騎き兵へいたちの間で笑いがはじけた。戦いくさの予感に昂たかぶる部下たちの真っただ中、老ろう将しようの抜き放ったサーベルが死し闘とうの開かい幕まくを告つげる。

「おらァ、総そう員いん抜ばつ刀とう！　敵てきは目の前だ！　命ごとぶつけてきやがれぇぇぇ！」

「「「「「「「「「サー・イエス・サァァァァァァ！」」」」」」」」」

　雄お叫たけびを合図に、縦じゆう列れつが横おう列れつへと展開していく。四つの方ほう陣じんを目指して攻せめ寄せる彼らの姿は、軍ぐん勢ぜいよりも津つ波なみと呼ぶほうが相応ふさわしい。質量と速度の乗じよう算ざんが産み落とす暴ぼう虐ぎやく。その発生から今に至いたるまで戦場を席せつ巻けんし続けた最強の兵科が、烈れつ将しようの伝でん説せつをまとって牙きばを剝むく。

「「「「「「「「「ウオオオオオォォォォォォォォッ！」」」」」」」」

　叩たたきつける弾だん雨うの中を突つき抜けて、咆ほう哮こうを上げる先頭集団が方陣に到達した。一番槍やりを務つとめる面々は、「跳ちよう騎き兵へい部隊」の偉い名めいを体現するべく鍛きたえ抜かれた馬ば術じゆつ巧こう者しやたち。銃じゆう剣けん程てい度どの障しよう害がいは飛び越こえて方陣に突とつ入にゆうしてのける手て練だれ揃ぞろいだ。

　だが──今回の敵は、常つねになく長い棘とげを備えていた。いくら彼らでも飛び越すことは出来ない。それは彼ら自じ身しんがいちばんよく知っている。ではどうするか？

　結論は、どうもしない。彼らはただ願うだけ。──より疾はやく、より強く、より狂くるおしく。

　即そく席せきの長なが槍やりが突とつ進しんを受け止めた。大地と馬体、あるいは人体に挟はさまれる形で突つき立ったそれらは、使い手の筋きん力りよくと関係なく大質量の突とつ撃げきを受け止めきる。貫つらぬかれた肉体から飛び散る鮮せん血けつを全身に浴びて、苦く悶もんの嘶いななきを間近に聞いて、槍やりを握にぎる兵士たちは震ふるえながら小しよう便べんを漏もらす。長なが槍やりの備えが功こうを奏そうした──そんな事実などは眼がん中ちゆうになく、彼らはただただ恐怖していた。串刺しになる運命を知っていながら、最後の一瞬まで少しも速度を緩めなかった敵の狂気に！
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「「「「「「「「オオオオオオォォォォォアアアアアアアアアッ！」」」」」」」」

　仲なか間まの惨さん状じようを意に介かいさないどころか、むしろそれを狙ねらい目に、後続の騎き兵へいたちもまた突とつ撃げきしていった。忌いま々いましい槍の切っ先は先行の仲間が肉で覆っている。その肉を後ろから押しのけた。長なが柄えに横向きの力が加わり、半なかばから乾いた音を立ててへし折おれる。瞬またたく間に失われていく防馬の棘とげ。レミオン派はが用意した急きゆう造ぞうの槍は、第一波の序じよ盤ばんで大半が使用不能になった。

　突撃を阻はばむ棘はもはやない。仲間の屍しかばねを踏ふみ越えた騎兵たちが、嬉き々きとして方ほう陣じんの中へ飛び込んでいく。殺さつ戮りくの始まりを直感したレミオン派兵士たちの喉のどから、狂きよう乱らんの絶ぜつ叫きようがほとばしる──。







「──く、狂くるってやがる」

　方陣の中心に立つサリハスラグは、怒ど涛とうのごとく押し寄せる敵騎兵の姿を、一ひと言ことそう評ひようした。

　無理もない。彼が跳ちよう騎兵対策として用意した長槍は、それを見た騎兵が怯ひるむことを前ぜん提ていとした防備なのだ。あくまで心理的効こう果かを狙ねらったもので、全力の騎兵突撃を迎え撃うつための備えでは有り得ない。強度不足で折おれ砕くだけるのは当然の結果だ。

　人も馬も死に怯おびえる。それは生物としての覆くつがえしがたい本能であって、多くの兵法はそれを前ぜん提ていに組み立てられている。だが、ヨルンザフ・イグセムの部隊にはそれがない。あるのは死を顧かえりみぬ狂きよう奔ほんだけ。彼らは嬉々として突撃し、蹂じゆう躙りんし、その怒濤の中で自みずからもまた砕け散る。

　さもあらん──それこそが烈れつ将しようヨルンザフの指し揮きする跳騎兵部隊の本質。突つき詰つめれば卓たく越えつした馬術の技量すら飾かざりに過すぎない。半世紀前の現げん役えき時代から、彼らの上じよう官かんが隊員に求める資し質しつはたったひとつ。それは勇気、さもなければ狂気と呼ばれるもの。危険を前にした時に頭のネジを飛ばし得るという、ただそれだけの異常性に他ならない。

「呆ほうけるな兄上！　何か手を打たなければ方陣が瓦が解かいするぞ！」

「……っ！」

　弟の叱しつ咤たが兄を現実に引き戻す。すぐさま打だ開かい策さくを求めて思考を回すが、現状を直ちよく視しすればするほど、わずかな手がかりすら頭に浮かばない。一いつ旦たん退しりぞこうにも周辺の地形は平原と丘だけで、そもそも方陣を組んだ状じよう態たいから兵を動かすのには時間がかかる。そんな隙すきを見せれば確かく実じつに食らいつかれるだろう。

　詰つみ、という単たん語ごが頭を掠かすめていく。冗じよう談だんじゃないと激げき情じようでそれに抗あらがいながらも、目の前に迫せまった敗はい着ちやくの運命を覆す方法を、レミオンの長男はどうしても思い付けないでいる──。







　暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくして走り抜ける騎き馬ばの群れ。疾しつ走そう開始地点の対角から、反転した隊たい列れつが再ふたたび突とつ撃げきを敢かん行こうする。それを繰くり返すたびに綻ほころびを増していく四つの方ほう陣じん。ろくな抵てい抗こうも見せない敵てきの有あり様さまに、疾しつ駆くする騎き兵へい隊列の中で、ヨルンザフは不満げな舌した打うちをこぼした。

「なってねぇ、なってねぇぞ！　もうジリ貧ひんかお前めェら！　クーデターまで起こしといて、レミオンの名に恥はじるような戦いくさをしてんじゃねぇ！　大おお真ま面じ目めに相手してやってるこっちが馬ば鹿かみてぇじゃねぇか！」

「「「「「「「「ウォォォォォオオオオオオオオオオオオオオ！」」」」」」」」

　さらなる闘とう争そうを望んで老ろう将しようが叫さけぶ。その周りの騎兵たちもまた、暴力と流血への満たされない衝しよう動どうを獣けものじみた咆ほう哮こうに変えて放った。ひとりの人間を源げん泉せんとする狂きよう気きが部隊全体に蔓まん延えんし、いまや彼らは、そうと命じられれば地じ獄ごくの底まで突撃する修しゆ羅らの軍ぐん勢ぜいと成り果てている。

　その在あり方は、現げん役えき時代と少しも変わらない。隻せき腕わんのイグセムが戦場で上げた夥おびただしい戦果は、常つねに同様の狂きよう騒そうの中で打ち立てられたものだった。




　──ヨルンザフ・イグセムを、将しよう官かんの地位に着けてはならない。

　そう決意したのは、他でもない先代のイグセムだった。そのために、他の誰だれよりも多くの手て柄がらを立てながら、その現役時代、帝てい国こく軍ぐんにおけるヨルンザフの出しゆつ世せは准じゆん将しように留まることになった。

　その階級すら退たい役えき間ま際ぎわに勲くん章しようとして与えられたもので、実際には尉い官かんから佐さ官かんまでの経けい歴れきが彼の軍人としての人生を占しめた。景気よく名めい誉よ階級を与えられたのは一線を退しりぞいてからだ。もっとも本人には不満などなかった。前線をこよなく愛あいする彼にとって、後方に安あん穏のんと匿かくまわれる上級将しよう校こうの立場は、苦く痛つう以外の何物でもなかったからだ。

　そしてヨルンザフ自じ身しん、軍上層部から遠ざけられた理由をはっきりと自じ覚かくしていた。自分はあまりに戦いを好みすぎる。なお性質たちの悪いことに、従したがえた部下たちを同じ修しゆ羅ら道どうに叩たたき落とす。そんな人間が軍で上に立てば、ゆくゆくは組織そのものの本質を歪ゆがめかねない。闘とう争そうを嗜し好こうする指し揮き官かんのもとでは、戦争は必ひつ要よう悪あくであるという大だい前ぜん提ていが覆くつがえってしまう。

　己おのれの気き性しようがどうにもならないものだと、彼が決定的に確信するに及およんだのは、左腕うでを失った事じ件けんの時だった。騎兵突撃の真っ最中に、上空から降ってきた砲ほう弾だんが肩かた口ぐちに直ちよく撃げきしたのだ。

　とはいえ、その時はまだくっついていた。急いで応おう急きゆう処しよ置ちをし、そのまま後方に引き上げて安静にすれば、おそらく失わずに済すむ可か能のう性せいもあった。副ふく官かんもそうするように忠ちゆう告こくした。

　だが、彼はそうしなかった。──目の前に敵がいて、そいつらが尋じん常じようじゃなく手強い奴やつらで、命を賭として鎬しのぎを削けずり合うに相応ふさわしい連中だったから。土ど壇たん場ばで逃げるなんてもったいない真似まねが出で来きるはずもなかった。だって、次はいつ会えるか分からないのだ！

　結果として彼は、使い物にならない左腕を乱らん暴ぼうに止し血けつしただけで、あとは最後の一いつ瞬しゆんまで激戦を戦たたかい抜いた。全すべてが終わった後、医者からもう切断するしかないという診しん断だんを受けても、「やっぱりなぁ」とどこまでも納なつ得とく顔がおだった。腕うでを残すことよりも、戦争の中で得られる刹せつ那なの充じゆう足そくを優ゆう先せんした──彼にとっては悩なやむまでもない、当たり前の選せん択たくの結果だったから。




「く──」

　思い返すたびに、老ろう将しようは自分自じ身しんへの失しつ笑しようを禁じえない。軍ぐん律りつの権ごん化げを自じ認にんするイグセムの家か系けいに生まれながら、戦いを愛するあまりに片腕を失い、イグセムの象しよう徴ちようたる二に刀とうを振るえなくなった。それはまるで、「お前は異い端たんだ」と天から烙らく印いんを押されたかのような顚てん末まつだったから。

　その評ひようの正しさを、彼自じ身しんがいちばんよく知っている。なぜなら──ヨルンザフはいま、こんなにも愉たのしくてたまらない。袂たもとを分かった同じ軍の仲なか間まと戦うことが、本来なら忌き避ひされるべき同どう士し討うちの戦場に在ることが、闘とう争そうの快かい楽らくにこれっぽっちも影を落とさない。

　過か去こも未来も問題ではないのだ。ただ、戦争という現在いまさえあれば。

「──くかかかかッ……！」

　だが──誰だれよりも烈はげしく生きてきた老将にも、たったひとつだけ、戦争という伴はん侶りよから受け取っていないものがある。本来なら退たい役えきの前に授さずかるべきだった、戦士としての宿命さだめがある。

「この分じゃ、まだ遠いかよ。俺の死に場所は──！」

　号令を飛ばし、ヨルンザフは突とつ撃げき後ごの乱みだれた隊列を整えなおす。敵部隊はすでに方ほう陣じんとしての体ていを保てなくなる限界の一歩手前まで来ていた。早ければ次の突撃で、遅おそくても次の次の突撃でトドメになるだろう。その後はもう、指し揮き官かんの降こう伏ふくを受け入れて戦いを締しめくくるだけだ。

「──ん？」

　戦いの終わりに意い識しきを向け始めた老将だったが、そこでふと、うなじを針はり束たばで撫なでられたような違い和わ感かんが走った。彼はその感かん触しよくを覚えている。左腕を失った時に感じたものと同じ、戦士としての本ほん能のうが告つげる直感だ。

「…………」

　突撃準備を整えていく部下たちから視し線せんを離はなして、ヨルンザフは辺りを見渡した。正面に展開した方陣のさらに向こう、彼方に続く地平線を眺ながめて──そこに、見つけた。レミオン派はの兵士たちが越えてきただろう小高い丘きゆう陵りよう。ゆがんだ楕だ円えん形けいをした直ちよつ径けい二キロ弱じやくほどの丘の上に、違和感の原げん因いんが展開しつつあるのを。

「あぁ──そうだったな。まだ遠いとか、寝ね惚ぼけたこと言っちまったぜ」

　湧わき上がる歓かん喜きに口こう角かくが釣つり上がる。──どうして喜よろこばずにいられるだろう。この戦いにさらなる充実を約やく束そくする賓客まれびとが、そこにいてくれるというのに。

「とっくに近すぎるぐれぇだ。その彼方かなたからでも、お前めェらは俺に死を届とどけられる……！」







「──これ、は」

　間に合ったと言うべきか、それとも遅おそすぎたと言うべきか。目の前の光景から、トルウェイはとっさにその判断を付けかねた。

　丘おかの上から見下ろす戦せん況きようは、一ひと目めで分かるほど一方的な様よう相そうを呈ていしている。見る影もなく崩くずれかけた四つの方ほう陣じん、広大な平原に累るい々るいと倒たおれ伏ふす無数の屍しかばね。その惨さん状じようを作り上げたイグセム派はの騎き兵へい部ぶ隊たいは、満まん身しん創そう痍いの敵てき軍ぐんからやや離はなれた位置に集まり、トドメの一いち撃げきを打ち込む準備を今にも終えようとしている。

　状じよう況きようは末まつ期きに近い。ふたりの兄たちが無事でいるかさえも怪あやしい。だが、それでも戦せん闘とうは続いており、自分たちにはその結果に干かん渉しようするチャンスがある──そう判断を下すと、ごくりと苦にがい唾つばを飲み込んで、翠すい眼がんの青年は腹はらを決めた。

「……第三種変へん則そく方陣を展開！　この場から援えん護ご射しや撃げきを執とり行う！」

　指示を受けた兵士たちが即そく応おうして動き出し、それぞれの持ち場に向かって斜しや面めんを駆かけ下りていく。だがその時、敵てき情じようを見張っていた部下のひとりが声を上げた。

「て──敵騎兵部隊、機動を開始！　レミオン派の方陣を迂う回かいし、こちらに向かってきます！」







　目の前の方陣に対するトドメを後回しにして、ヨルンザフは丘の上に現れた新あら手てに足を向けた。劣れつ勢せいの友ゆう軍ぐんを助けるために馳はせ参さんじて、丘の上からの援護射撃を試こころみようとする敵の風ふう銃じゆう兵へい部隊──状況は奇くしくも前回の戦いと似通っている。

　その存そん在ざいを無む視しして、レミオン派の部隊を先に仕留める選せん択たくもあるにはあった。だが、そうすると互たがいの位置関係からして、突とつ撃げき後ごの無防備な状じよう態たいで銃じゆう撃げきを浴びることになる。いま見えている数以上の敵が丘の陰にいる可か能のう性せいも踏ふまえると、ここは先せん手てを取って潰つぶすのが最さい善ぜん手しゆ。老ろう将しようはそう判断した。

「大たい将しよう殿どの！　敵が丘を途と中ちゆうまで下り、斜面上で方陣を組みます！」

「斜面上？　ほォ……！」

　ヨルンザフは意い表ひようを突つかれた。高所の利を最大限に活用するには、通常なら丘の頂ちよう上じようで待まち構えるのが最善だ。どんな早はや馬うまも坂に差し掛かれば速度を落とす。足の詰つまった騎兵は突撃の攻撃力を目減りさせる上、到とう達たつまでの時間が伸びることによって射しや撃げきの機会も増えるからだ。

　それらの利をあえて捨てて、斜面の半なかばに方陣を組む理由。数秒考えた末、老将はそれに思い至いたった。

「……あの陣じん形けいを組んどいて、半数以上の兵士を射撃に参加させようってのか！」

　方陣はその構こう造ぞう上じよう、一方向から襲おそってくる敵に対しては、最大でも全体の半数以下の人員でしか迎むかえ撃うつことが出で来きない。反対側の兵士たちが迎げい撃げきに参加しようにも、仲なか間まの体が邪じや魔まになってしまうのだ。

　だが、これが斜しや面めんで組まれた場合は話が変わる。兵士たちの位置に高低の差が生じるので、丘おかの下から攻せめてくる敵てきに対しては、より多くの射しや線せんが通ることになる。

　騎き兵へい突とつ撃げきに対する防ぼう御ぎよを固めつつも、エアライフルによる攻こう撃げき力りよくを最大限に活用する──そんな一いつ石せき二にち鳥ようを求めた敵てき将しようの貪どん欲よくさに、しかしヨルンザフは及きゆう第だい点てんを与えなかった。

「よく考えた、と言いたいところだがな──悪あく手しゆだろそりゃあ。あいにく俺たちは、まっすぐ進むしか能のうのない猪いのししの群むれじゃねぇ！」

　老ろう将しようの指示を受けて、疾しつ走そうする騎兵の隊たい列れつがすみやかに進路を変えていく。丘の上の敵てき軍ぐんをまっすぐ目指す突撃軌き道どうから、ぐるりと後ろに回り込む迂う回かい軌道へと移った。

　この時点でもはや、斜面に組まれた方ほう陣じんは意味を失った。兵士全員が射しや撃げきに参加出来るのは、あくまで陣じん取った斜面の正面から丘を駆かけ上ってくる敵に対してだけだ。反対側に回り込んで丘を登り、頂ちよう上じようから攻せめ下くだってくる相手に対しては、作戦が完全に裏うら目めに出る。丘の上の敵に面した兵士たちのほうが高い位置にいるので、反対側の仲間は、平地の時に輪をかけて射線が通らないのだ。







「敵騎兵部隊、迂回軌道に変へん針しん！　丘を回り込んでくるつもりです！」

　部下から逐ちく一いち報ほう告こくされる状じよう況きようの推すい移いを、変則方陣の中心に立つトルウェイもまた、その目で見み届とどけていた。

「…………」

　青年は動かない。このまま座ざして待まてば、丘の上から重力を味方に付けて突撃してくる敵騎兵によって壊かい滅めつ的てきな被ひ害がいを受けるだろう。その未来を承しよう知ちした上で、なおも彼は不動を保つ。

　緊きん張ちようにじりじりと身を焼かれる時間の中、焦あせりを募つのらせた部下たちが震ふるえる声を上げる。

「まだ──まだですか隊たい長ちよう殿どの！」

「まだだ！」

　青年は断固として待たい機きを命じた。その視し界かいには今なお、丘を回り込んでいく騎兵部隊の後続が映っている。こちらから見えるということは、あちらからも見えるということ──だから彼は動かない。敵の姿が完全に視界から消えた後でなければ、狙ねらいを見抜かれてしまうかもしれないから。

　際さい限げんなく早まっていく鼓こ動どうを感じながら、トルウェイは頭の中で想像し、計算する。──迂回軌道に入った敵騎兵部隊が丘の反対側に辿たどり着くまでの所要時間。そこで再ふたたび進路変へん更こうを行った後に、縦じゆう列れつを横おう列れつに展開しながら突撃に及およぶまでの猶ゆう予よ。自分たちの策さくを踏ふまえれば、タイムリミットは限りなく短い。そう思うと焦りに駆られて、今にも腰こしを上げそうになる。

　だが──その我が慢まんが限界に達する寸すん前ぜんで、敵てき部ぶ隊たいの姿が完全に視し界かいから消えた。間に挟はさんだ丘おかが壁かべになったのだ。これからの数分こそ、互たがいのあらゆる挙きよ動どうが闇やみに包まれる寸すん刻こくの好こう機き。青年はあらん限りの大声を張り上げた。

「これより挟きよう撃げき体勢に移る！　隊たい列れつ変へん更こう開始、総そう員いん急げぇっ！」

　待たい機き命令を解かれた兵士たちが、待まちわびたように膝ひざを伸ばして一いつ斉せいに動き始める。トルウェイもまた彼らと一いつ緒しよに走り出した。

　猶ゆう予よは長くて二分弱じやく。その間の行動が、この戦たたかいの命めい運うんを分けることになる。







　回り込んだ反対側から丘の上を見上げて、ヨルンザフは露ろ骨こつに眉まゆ根ねを寄せた。

「──なんだぁ？　こっち側に兵が隠かくれてたわけじゃねぇのか」

　拍ひよう子し抜ぬけしてつぶやく。彼の予想に反して、丘のてっぺんに方ほう陣じんの一部が飛び出している以外に、敵兵の姿はまったく見えなかった。それは同時に、さっき見た風ふう銃じゆう兵へい部隊が敵の全兵力だという事実を示してもいる。方陣ひとつ分──つまり一個中隊二百人程てい度ど。前回よりもさらに小しよう勢ぜいだった。

「方陣の一角が丘の上に伸びています。こちらの迂う回かい機動に合わせて、今からでも頂ちよう上じように移動しようとしているのでしょうが──」

「ま、そんな暇ひまは与えねぇわな」

　迷まよわずそう言って、ヨルンザフは進しん路ろ変更を済すませた部下たちと共ともに疾しつ走そうを再開した。丘の上までは距きよ離りにしておよそ六百メートル。その向こう側で泡あわを食っている敵の姿を想像しつつ、徐じよ々じよに傾けい斜しやを増していく坂道を突つっ走る。

「横列展開！　大した坂じゃねぇ、速度あしを緩ゆるめんな！　最大威い力りよくでぶち当たれぇぇぇ！」

「「「「「「「「ウォオオオオオオオオオオオオオッ！」」」」」」」」

　修しゆ羅らの騎兵たちが雄お叫たけびを上げて突とつ撃げき機動に入っていく。それを迎え撃つはずの弾だん幕まくはいつまで待まっても訪おとずれなかった。それもそのはず。敵はこの期ごに及およんでまだ方陣の維い持じにこだわっているのか、丘の頂上まで上がってきている兵士はほんの一部に過ぎない。

　頂いただきが迫せまる。到達を控ひかえた数秒間、彼らの目には方陣の一角を形成する敵の顔が映る。意外にも、そこに諦あきらめの色はない。兵士たちは一いち様ように覚かく悟ごを宿した面おも持もちで風銃を構えていた。

　それを見た修羅の騎兵たちもまた、彼らの勇気を称しよう賛さんする。丘の向こうに並ぶ連中も同じ顔でいるのだろうか。下げ策さくの報むくいを受ける瞬しゆん間かんを目前にして、それでもなお全力で戦い抜こうと──。

「…………!?」「えっ……あっ」「なっ──」「はぁ───!?」

　だが──丘を登りぬいたところで、それが実じつ態たいとかけ離はなれた想像だったことを、彼らは思い知った。突撃を受け止める間ま際ぎわ、敵兵たちはあろうことか一いつ斉せいに風銃を投げ出し、代わりに足の短い机つくえのようなものを背せ負おうや、そのまま地面にうずくまって亀かめになったのだ。

　敷しき詰つめられた亀の甲こう羅らに、馬ば蹄ていが叩たたきつけられる。よほど固い木材でこしらえてあるのか、馬はそれを踏ふみ抜かず、地面の代わりとして疾しつ走そうを続けていくばかりだった。抜き放ったサーベルを振り下ろす当てもなく、騎き兵へいたちは呆ぼう然ぜんと敵てきの頭上を走り抜けていき──その次の瞬しゆん間かん、丘おかを越こえて目に入った光景に、ひとりの例外もなく愕がく然ぜんとした。

　方ほう陣じんが、ない。丘の向こうに続いているはずだった正方形の戦せん列れつが、影も形もない。

「こ──こりゃぁ」

　頭の回転が速い数人が思い至いたる。丘の上で亀を決め込む四十人は方陣の一角などではなく、そう見せかけるために用意された離はなれ小島の集団だったのだと。だから戦意もなかったのだ。自分たちの方向へ騎兵突とつ撃げきを導みちびいた時点で、彼らはすでに役割を果たしていた。

「あ────」「うっ……！」

　ここに来てついに、修しゆ羅らの騎兵たちは誘さそい込まれた罠わなの全ぜん貌ぼうを知る。方陣は跡あと形かたもなく消え去った──しかし、敵兵そのものが消えたわけではない。

　右に一列、左に一列。騎兵部隊がこれから駆かけ下る斜しや面めんの両端で、味方に対する誤ご射しやを防ぐために十じゆう字じ砲ほう火かを意識した戦列を組んで、彼らは整然と立ち並んでいる。格かつ好こうの狩場となる広い空間を間に置いて、そこに飛び込んでくる獲え物ものをじっと待まち構えていた。

　その光景はまるで、騎兵たちを主役とした凱がい旋せんパレードのよう。たったひとつ違ちがうのは、間を通り抜けていく人々に与えられるものの性せい質しつ。それは称しよう賛さんや祝しゆく福ふくではなく、羨せん望ぼうでも礼らい賛さんでもなく、弾だん幕まくという鉛なまり色いろの呪じゆ詛そに他ならない──！







「斉せい射しや──開始ッ！」

　青年の号令を皮切りに、圧あつ縮しゆく空気の破は裂れつ音おんが数知れず響ひびき渡わたった。

　一方的な狩かりが始まる。放たれた弾だん丸がんは疾走する騎兵たちを左右から打ちのめし、反撃の余よ地ちをまったく与えないまま人馬の命を奪うばい去さる。ひとたび突撃に入った騎馬隊に急激な方向転換など許されない。最大の武器である速度が逆に仇あだとなり、横よこ殴なぐりに叩き付ける弾だん雨うに対して、今の彼らは甘あまんじて受け止める以外の選せん択たく肢しをもたなかった。

　さらに致ち命めい的てきなのが、丘を越えて自分の目で状じよう況きようを見るまで、後に続く騎兵たちにはこの惨さん状じようが伝わらないということだ。彼ら全員、先行する仲間に続いて愚ぐ直ちよくに突撃するしかない。

　一方で、トルウェイの部隊には狙ねらいをつける必ひつ要ようすらなく、挟はさみ込んだ敵を全力で撃ち続けるだけでいい。ひたすら機械的に作業的に。相手の望む命のやり取りになど、露つゆほどの関心も払はらわずに。

「フゥ……ッ！」

　その在あり方を体現するように、青年の人差し指が一定のリズムで引き金をしぼり続ける。戦場の熱気に浮かされた伝でん説せつの騎き兵へいたちに、「銃じゆう撃げきのレミオン」による無む謬びゆうの銃撃が、殺さつ戮りくの本当の冷たさを知らしめる──。
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「うお、お、おおォ───!?」

　左右両面から削けずり取られていく隊たい列れつの真っただ中、ヨルンザフ・イグセムは身みを震ふるわせて戦せん慄りつし、そして歓かん喜きしていた。自分の見込みを覆くつがえしてのけた敵てき将しようの、恐るべきしたたかさに。

　丘おかの上に現れた敵てき軍ぐん、斜しや面めんに敷しいた方ほう陣じん、頂いただきに覗のぞく少数の兵士たち。──その全すべてが、丘の向こうに方陣があり続けると錯さつ覚かくさせるための偽ぎ装そうだった。幻げん想そうの敵軍に向かって突とつ撃げきを仕し掛かける阿あ呆ほうどもを一いち網もう打だ尽じんにする、そのための巧こう妙みような作戦だったのだ。

　己おのれの陥おちいった苦く境きようを思い知り、ヨルンザフは興こう奮ふんのあまり血を吐はくように哄こう笑しようした。

「く──く、くッ！　くかかかかかかかァッ！　この俺を、隻せき腕わんのイグセムを詭き計けいに落とすか！　誇ほこりも名めい誉よもない罠わなの中で、獣けもののように嵌はめ殺すつもりかッ！」

　絶え間なく叩たたき付ける弾だん雨うの中、老ろう将しようには今さら腹はらを決める必ひつ要ようすらなかった。馬の足を緩ゆるめる選せん択たく肢しはない──ここで止まっても袋ふくろ叩だたきの時間を長引かせるだけ。それが嫌いやなら一直線に銃撃の射しや程てい外がいまで駆かけ下りて、一秒でも早く体勢を立て直すしかない。

　だが、事ここに至いたってはヨルンザフも気付いていた。それさえ敵てきの思おも惑わくの内だろうと。

「……ッ!?　た、大たい将しよう殿どの！　前方の敵てき軍ぐんが……！」

　その予感を裏うら付づけるように、彼らの見下ろす光景に変化が生じていた。死に体たいで放置してきたレミオン派はの部ぶ隊たい──彼らが崩くずれかけた方ほう陣じんを完全に見限り、生き残った歩ほ兵へい全員で遮しや二に無む二に突とつ撃げきしてきたのだ。隊たい列れつすらろくに組まず、はらわたを引きずって突つき進む窮きゆう鼠そのように。

　彼らの指し揮き官かんもまた、ここが勝敗の天てん秤びんを覆くつがえす最後のチャンスだと悟さとったのだろう。守りを無む視しした捨すて身みの挟きよう撃げきに打って出た。その覚かく悟ごや良し──敵の執しゆう念ねんを認めて、ヨルンザフは真しん紅くの両目をかっと見開く。

「……やってみろ！　それが戦争おまえの与えてくれる死に場所だというのなら！　かくも愛いとしき我わが生しよう涯がいの伴はん侶りよよ、理り不ふ尽じんと不ふ条じよう理りの麗うるわしき双ふた子ごよ！　俺にとびきりの断だん末まつ魔まを叫さけばせてみろぉぉぉ！」







「──全速前進！　間ま合あいを詰めろ、クソッタレの騎き兵へいどもに息いきつく暇ひまを与えるな！」

　敗はい着ちやくの袋ふくろ小路こうじに穿うがたれた、ただ一点の風かざ穴あな。思いもかけず降ってわいた活かつ路ろを目指して、レミオンの長男が風ふう銃じゆう兵へい部隊の指揮を執とっていた。

　思考の隅すみで、今はもう跡あと形かたもない、丘おかの斜しや面めん上じように組み上げられた方陣の姿を思う。数分と経たたずに消え失せた束つかの間の幻げん想そう。だが──それを一目見た瞬しゆん間かん、新たに現れた部隊の正体と目もく論ろ見みを、サリハスラグは完全に理解していた。彼に見抜けないはずがなかった。

　丘の地形を利用した、第三種変へん則そく方陣からの挟撃展開。それはかつて、数で勝るキオカの騎兵部隊を相手に、彼らの父であるテルシンハ・レミオンが用いた逆転の詭き計けい。進んで武ぶ勇ゆうを語りたがらない父に無理を言って、幼おさなき日のサリハスラグは何度となくその逸いつ話わに聞き入った。目を輝かがやかせるふたりの弟たちと共ともに。

「テメェがそれを使うのかよ、トルル……！　レミオンを裏うら切ぎってそこにいるテメェがッ！」

　怒いかりと嫉しつ妬とと、それ以外の様さま々ざまな感情がない混ぜになった心しん境きようで、サリハスラグはうめく。その隣となりには弟のスシュラフがぴったりと付き従い、ふたつの翠すい眼がんで、弾だん雨うの中を駆かけ下ってくる騎兵部隊を鋭するどくにらみつけていた。

「あれはあのまま突っ込んでくるだろう。……兄上、俺のそばを決して離はなれるな」

「舐なめんなスシュラ。そこは一言、背中は任されたって言っときゃいいんだ」

　言こと葉ばを交かわし合うと、迫せまりくる敵てき影えいを怯ひるまず見み据すえて、レミオンの兄弟は風銃を構えた。







　駆け降りるヨルンザフ、追い撃うつトルウェイ、迎むかえ撃つサリハスラグ。三者三様の行動方ほう針しんがぶつかり合い、絡からみ合い、侵おかし合い──そこに巨きよ大だいなひとつの混こん沌とんを産み落とす。

　丘を降りきった騎兵部隊に前後から銃兵が襲おそいかかり、息つく暇もなく白はく兵へい戦せんが始まった。トルウェイとサリハスラグの部ぶ隊たいは互たがいを友ゆう軍ぐんとみなして協きよう調ちようしたが、そうなると今度は誤ご射しやを避さけるために安あん易いな発はつ砲ぽうが出で来きなくなる。ヨルンザフの騎き兵へいたちはそれを見み越こして包ほう囲いを突とつ破ぱしようとするが、次に突とつ撃げきを受ければ後がないだけに、歩ほ兵へいたちも命がけで食い下がる。もはや隊たい列れつも何もなく、各勢力の兵士たちは入り乱みだれて戦たたかうしかなかった。

「く、ぅ……！」

　一ひと言ことで言って、泥どろ沼ぬまの混戦。皮ひ肉にくにも、その状じよう況きようでもっとも窮きゆう地ちに立たされたのはトルウェイだった。遠えん距きよ離りからの狙そ撃げきを得意とする彼の部隊は、その反面、これまでの戦いで白はく兵へい戦せんを行った経けい験けんが少ない。この手の乱らん戦せんを得意とするのはマシューの部隊だが、その彼は今この場にいないのだ。

　トルウェイがこの場に連れてきた兵力は一個中隊二百人。それしか連れて来られなかったというよりも、手持ちの兵力を分割して回した結果、的中したのが彼らだけだったというのが正しい。地理的な制約、これまでの捜そう索さくの進しん捗ちよく、部隊を率ひきいる将しよう校こうたちの行動方ほう針しん──それらの条じよう件けんから最大限絞しぼり込んでいっても、黒くろ髪かみの少年と同じ能力を持ち得ない彼らには、候こう補ほを三つに限定するのが精いっぱいだったのだ。

　これ以上は絞れないと認めた時点で、トルウェイとマシューは一点張りを諦あきらめて、三つの候補地に三等分した兵力を送り込んだ。一個中隊二百人の風ふう銃じゆう兵へいがいれば、じゅうぶんに有ゆう効こうな援えん護ごが行えると判はん断だんして。

　結果、こうしてトルウェイの部隊が当たりを引いた。あるいはキャプテン・ガルシエフのコンパスが、その加か護ごでもってマシューに外れを引かせたのかもしれない。もしそうだとしたら、青年は心の底から感かん謝しやしてやまない。大切な友をこんな戦場に放り込まずに済すんだのだから、それ以上の幸運など望むべくもない。──そう、望むべくもないのだから。

「うあぁぁっ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、騎兵の振ふるうサーベルをしゃがんで避よけた。──使い切った幸運は、もはや彼を助けない。トルウェイ・レミオンは否いや応おうなく、この苦く境きようを実力で凌しのぎきらなければならない！

「トルウェイ隊たい長ちようを守れ！」「隊長殿どの、こちらへ！」

　彼と同じように白兵戦への馴な染じみが薄うすい部下たちも、上じよう官かんを守ろうと全力を尽つくしている。彼らに甘あまえてはいられないと自分を戒いましめながらも、銃じゆう把はを握にぎる両手の震ふるえは少しも止まらない。

「はぁっ、はぁっ……！」「トルウェイ、落ち着いて！　周りをよく見て！」

　パートナーのサフィにまで注意される。一ひと息いきついている暇ひまもない。トルウェイを守るために多数の兵士たちが集まったことで、指し揮き官かんを狙ねらう騎兵たちの目にも付きやすくなっていた。

　案あんの定じよう、近くを回っていた三さん騎きが、血に濡ぬれたサーベルを手に駆けてくる。それを迎むかえ撃とうと、青年も銃じゆう口こうを向けるが──

「……くっ……！」

　どうしようもなく、狙ねらいが定まらない。恐怖に震ふるえる両手はもとより、すでに敵てきとの間合いが近すぎる。もはや相手の顔まで分かる距きよ離り。対象と長い空間を隔へだてることで「生き物を殺あやめる」ことへの忌き避ひ感かんを誤ご魔ま化かし続けてきた彼にとって、近接戦せん闘とうは掛かけ値ねなしの鬼き門もんだ。

「う……ぁ……っ！」

　引き金をしぼることすら出で来きないまま、騎き兵へいたちの猛もう威いが目の前に到達する。二に騎きは部下たちが銃じゆう撃げきで追い払はらったが、最後の一騎が強引に突つっ込んできた。自分めがけて一直線に突とつ進しんしてくる馬体を前に、青年はなすすべなく立ち尽つくし──

「何ボサっと突っ立ってんだこの馬ば鹿か！」

　懐なつかしい罵ば声せいが耳を打つ。同時に割り込んだ銃撃が馬の頭を撃うち抜き、土ど壇たん場ばでトルウェイの命を救った。彼がハッとして声の方向を振り向けば、そこにはふたりの兄が厳きびしい形ぎよう相そうで立っている。

「に、兄様たち……？」

「兄様たち、じゃねぇ！　助けなきゃ死んでただろうが今の！　呆あきれを通り越こして感動するぜ、こんな状じよう況きようでもテメェの腑ふ抜ぬけっぷりは健けん在ざいかよ！」

　怒ど鳴なりながら詰つめ寄り、いっとき状況を忘れて、レミオンの長男は末まつ弟ていの襟えり首くびをつかみ上げた。

「相変わらずトボけた顔しやがって……！　何度言われりゃ分かるんだ！　殺す覚かく悟ごのない奴やつが殺し合いの土ど俵ひように立つんじゃねぇ！」

　食ってかかる兄の剣けん幕まくを、トルウェイはひたすら呆ぼう然ぜんと見返すしかない。サリハスラグの表情が怒いかりを通り越こして苦にが々にがしさを帯びる。

「だからッ、分かれっつーんだよ！　お前には素そ質しつがあるかもしれない、それは認みとめてやる！　さっきはオレも助けられたさ！　でも──お前の問題はそれ以前だ！　お前はここにッ、胸むねのここんとこにッ、人を殺し続けられる心を持ってねぇだろうが！」

　こぶしで弟の胸を叩たたいて長ちよう兄けいは叫さけぶ。トルウェイがやはり何も応こたえられずにいると、そのやり取りを無む言ごんで見守っていたスシュラフが、危険を察して声を張り上げる。

「兄上、敵だ！　まとまった数が向かって来ている！」

　舌した打うちして弟の襟首を放し、サリハスラグは風ふう銃じゆうを構えなおす。スシュラフがにらんでいる方向に視し線せんを重ねれば、二十騎き以上もの敵兵が縦じゆう列れつを組んで突とつ撃げきしてくる光景が見て取れた。

「手て柄がら首くびィ、そこかァァァァッ！」

　あまつさえ、その隊たい列れつの中には炎えん髪ぱつをたなびかせて疾しつ駆くする修しゆ羅ら王おうの姿があった。指し揮き官かんの首しゆ級きゆうをもって闘とう争そうの終しゆう結けつとする──そのシンプルな目標に向かって、ヨルンザフはひた走る。対するレミオン兄弟の手て勢ぜいは歩ほ兵へいが三十人弱じやく。状況はここに窮きわまった。

「迎むかえ撃つぞ、陣じん形けいを──！」

　サリハスラグの指示は最後まで届とどかなかった。耳を聾ろうする雄お叫たけびと共ともに、騎兵の先頭集団が突とつ撃げきしてきたからだ。大質量の暴力が襲おそいかかり、脆ぜい弱じやくな歩ほ兵へいたちを容よう赦しやなく打ちのめす。馬体に跳はね飛ばされた兵士の体が、木こっ端ぱのように吹ふっ飛んでいき──

「───ぁ」

　その先に、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすトルウェイがいた。飛んできた部下の体が頭に直ちよく撃げきし、その中の脳のうを容よう赦しやなく揺ゆさぶる。歯を食いしばって耐たえることすら叶かなわず、青年の意い識しきはたちまち闇やみに沈しずんだ。







「──いざって時に引き金を引けないお前には、きっと何も守れやしない」

　失意と自じ己こ嫌けん悪おのどん底で聞いたその言こと葉ばを、よく覚えている。長兄あにの声が、その時ほど胸むねに突つき刺ささったことは他になかったから。

「いいかげん自じ覚かくしろ。こんなのは技術以前の問題だ。……自分を殺しに来る獣けものを撃うてないなんて」

　足あし元もとに倒たおれ伏ふした狼おおかみの体を、仕留めたサリハ兄様が苛いら立だたしげに蹴け飛とばす。その間、スシュラ兄さんは黙だまって、ぼくの足首の嚙かみ傷きずを水すい筒とうの水で洗ってくれている。

「だからもう、軍人になろうなんて思うな。お前には向かない。だいたい最初からこだわる意味もないんだよ。せっかく三男なんだし、もっと似に合あいの生き方を探さがしてみろ」

　刺とげ々とげしくてぶっきらぼうな言こと葉ばにも、その裏うらに隠かくれた気き遣づかいにも、ぼくは応こたえる術すべを持たない。何も言えないままうつむいて、その間にスシュラ兄さんはとっくに包ほう帯たいを巻き終えている。

「親父がごねるようならオレからも話してやる。──行くぞ、スシュラ。そのバカを背せ負おってやれ」

　次兄あにの広い背中におぶさって、ぼくの体は山道を降りていく。ふもとに着くまでの間、先を歩くサリハ兄様は、ずっと不ふ機き嫌げんそうな顔で地面を蹴けっていた。でも──ぼくは気付いていた。足を取りそうな落ち葉や浮き石が、長兄あにの歩いた後にはすっかり消えていることに。

　……ああ、そうだった。色んな事情が重なって淀よどんで、今はひどくこじれてしまったけれど。

　あの頃ころ、兄たちの中にあったのは──きっと、優やさしさだけだった。







「──トルル。あなたは、軍人に向いていないのかもしれません」

　疲ひ労ろうと空くう腹ふくの極きよく限げんで聞いたその言葉を、よく覚えている。先生の声が、その時ほど優しく聞こえたことは他になかったから。

「私自じ身しん、軍で多くの部下を育ててきました。それでも過か去こ、ただの一度も『向いてないから辞やめろ』と口にしたことはありません。不足は埋うめれば事こと足たりる──それが私の信念だからです。体力のない者には走らせ、的まとに当てられない物には繰くり返し撃たせ、命令を聞かない者は殴なぐりつけて言うことを聞かせ。そうやって私は、たくさんの使える兵士を作り上げてきました。いま、あなたに同じことをしているように」

　話しながら、彼女は視し線せんの先の小さな檻おりに歩み寄った。鍵かぎを開けて、鉄てつ格ごう子しの扉とびらを開け放ち──中で震ふるえていた小さな野ウサギを、そっと抱き上げる。ぼくが撃うてなかったものを。

「……でも。私には、あなたの性格が欠点だとは思えないのです。怒ど鳴なられても、鞭むち打うたれても、丸三日食事を抜かれても、それでも目の前の生き物を撃とうとしない。あなたのそれは、本来であれば、優やさしさと呼ばれるべき美び徳とくではないでしょうか」

　草地に力なく座すわり込んだぼくを、彼女はひどく悲しそうに見つめる。ぼくには何も言えない。ひたすら申もうし訳わけない気持ちでいっぱいになって、気を抜くと涙なみだが溢あふれそうになる。

「私はレミオン家の射しや撃げき顧こ問もんとして、あなたを教え導みちびかなければならない立場にあります。……けれど、あなたを一人前の兵士として育て上げることで、その義ぎ務むを果たせるのでしょうか。あなたの心をねじ曲げて、平然と人を撃てる人でなしに仕立て上げることが、本当に教え導くことになるのでしょうか。それはひょっとしたら──ひとりの大人として、この上なく恥はずべき行いなのではないのでしょうか」

　ウサギを片かた腕うでで抱きかかえたまま、彼女はもう片方の手で肩かた掛かけカバンを探さぐって果くだ物ものを取り出した。……それはきっと、ぼくが課か題だいをやり遂とげた後に渡わたしてくれるはずだったもの。

「食べなさい。もう怒鳴らないし、殴りません。それを食べたら、一いつ緒しよにお父様のところへお話に行きましょう。あなたには兵士とは別の生き方があるはずです。きちんと話せば、あの方ならきっと──」

　差し出されたリンゴに、ほとんど条じよう件けん反はん射しやで伸ばしかけた右手を──それでもぼくは、指が触ふれる寸すん前ぜんでぎゅっと握にぎりこんだ。驚おどろく彼女の目の前で、ぼくは代わりに、固く無ぶ骨こつな鉄の塊かたまりを再ふたたび手に取る。

「……先生。ぼくはお母さんの料理が好すきで、たくさん食べますけど……」

「……？」

「その中に、先生や兄様たちが獲とってきたウサギの肉が入っていたことも、知っています。食べられるのに、撃てないのは──これはなんだか、自分でもおかしいと思うんです」

「……向き不向きは、誰だれにでもあります。自分に向いたことをやればいいでしょう」

　そう言ってくれた彼女に、腫はれてこわばった唇くちびるで、ぼくは無理やり笑ってみせる。

「でも、先生だって……人を撃つのに向いているわけじゃ、ないですよね。殴るのだって、辛つらそうだもの」

　先生の肩がびくりと震えた。彼女から視線を外して、ぼくは手の中の風ふう銃じゆうをじっと眺ながめる。

「先生だけじゃない。サリハ兄様も、スシュラ兄さんも、それに父様も──人殺しになんか、きっと向いていない。みんな優しい人たちだから。心からそれをやりたいと願ってる人なんて、たぶんどこにもいない。

　それでも、兵士は要いるんですよね。だって戦争は、ぼくたちの向き不向きなんて関係なく起こるから。一度起こってしまえば、殺したくない相手を殺してでも、守りたい人たちを守らなきゃいけないから」

　無む知ちな子供のぼくでも知っていた。それはきっと、他の生き物を食べなきゃ飢うえてしまうのと同じくらい、この世界では当然のこと。

「ぼくがここで怖がって逃げても、きっと帝てい国こくのどこかで、ぼくより怖がりな誰だれかが兵士になることを選ぶ。大切な誰かを守るために、臆おく病びような心を抱かかえたまま戦たたかうんだと思う。

　それなら、ぼくも──まだ、頑がん張ばれると思うんです。頑張らなきゃって、思うんです」

　先生に抱かれた野ウサギをじっと見つめる。苦にがい味のする唾つばを飲み込んで、ぼくは言う。

「だから、その子を檻おりに戻してください。今日のぼくの……晩ばんごはん、ですから」

　先生はしばらく黙だまっていた。けれど、そのうち、ぼくから目をそむけてつぶやいた。

「……そんなどうしようもないところまで、父親に似にて」

「え……？」

「何でもありません。……やるというなら、急いで済すませなさい。今日の夕ゆう飯はんどころか、本当なら三日前の昼食です」

　ウサギを檻に入れ直すと、いつもの厳きびしい顔に戻って、先生は立ち去さっていった。残されたぼくは、風ふう銃じゆうの上から心配そうに見つめてくるパートナーのサフィに「大だい丈じよう夫ぶ」と笑いかけて、もう一度弾たまを飲んでもらった。

　それから──がたがたと震ふるえる手で、銃じゆう口こうを檻の中に向ける。

「…………」

　暗くら闇やみの中で震えている野ウサギ。ぼく以上に弱り切った、ぼくよりもずっと小さないのち。

　死ぬまで忘れることを許されない。それがぼくの、初めての獲え物もの。







「──い──ル！　──ルルっ！　起きろよ、トルルっ！」

　肩かたを揺ゆすぶられる感かん覚かくに、青年は束つかの間の眠りから目覚めた。

「……兄、様」

「お、起きたか!?　だったら立て、吞のん気きに眠りこけてんじゃねぇ！　騎き兵へいどもがすぐに引き返してくる！　次の突とつ撃げきを迎むかえ撃てなけりゃ全ぜん滅めつするぞ！」

　慌あわてふためく長兄あにの顔がすぐ近くにある。その必ひつ死しの形ぎよう相そうと、夢ゆめの中の仏ぶつ頂ちよう面づらが、いまの青年には不ふ思し議ぎなほど重なって見える。

　感かん覚かくの薄うすい両足で立ち上がりながら、トルウェイは考える。思えば──多くの優やさしい人々が、自分を戦場から遠ざけようとした。お前には向かないと、お前はそんな生き方をするべきじゃないと。そう説とく彼らは、誰もが等しく自分のことを思いやっていた。

　だというのに、その優やさしさに守られることを受け入れず、トルウェイは今日まで戦たたかいの場に在あり続けた。自分も他人も望まなかった闘とう争そうの日々を生き抜いて、名前も知らない大勢の人々を殺し続けて、何度となく死者の悪あく夢むに苛さいなまれて──今なお、両手に血の色を塗ぬり重ねている。

　──それは、何のために？

　思い出すのはかつての問とい。父は息子むすこに質ただした、お前は何のためにそこに立っているのかと。その時、彼は答えられなかった。答えの持ち合わせが、自分には未いまだにないと思っていた。

　テルシンハ・レミオンなら迷まよわず答えるだろう──この国を救うためだ、と。

　ソルヴェナレス・イグセムなら悩なやまず答えるだろう──この国を守るためだ、と。

　イクタ・ソロークは……あの少年にはきっと、答えるまでもないだろう。

　彼らの在り方に憧あこがれながら、その筋すじの通った生き様ざまを羨うらやみながら、青年はずっと考え続けてきた。トルウェイ・レミオンには何があるのか。自分はなぜ戦場に立つのか。

　そして、今──それを手にした。新あらたに得たのではなく、過か去この記き憶おくから拾い上げた。

　自分が戦場に立つ理由。それは、そこが自分のための場所だからだ。

　思えば始まりから、彼は信じていた。心の底から殺し合いを望む人間などいない。人は誰だれもがその心の内に臆おく病びようさを抱かかえている。自分が傷きずつき死ぬことを、見知らぬ誰かを傷つけ殺すことを、どうしようもなく恐おそれ怯おびえている。

　それでも、彼らは戦う。国を、同どう胞ほうを、決して失えない大切な人々を守るために、心と体を野ウサギのように震ふるわせたまま戦場に立つ。死を恐れぬ勇ゆう者しやという理想、英えい雄ゆうという幻げん想そうにすがりつき──それらの灯ともしびが生み出す泡沫うたかたの熱ねつ狂きようの中で、絶望的な死の冷たさへの抵てい抗こうを試こころみる。

　トルウェイは想おもう。だから──戦場は、臆病者ぼくたちのための場所なのだと。

「…………」

　草地で足あし踏ぶみして感かん覚かくを取り戻しつつ、彼は手の中の風ふう銃じゆうに視し線せんを落とした。敵てきに近付かずして敵を討うつ兵器。いびつに進化を重ねた、臆病者のための武器がそこにある。

　いや、とトルウェイは心中で訂てい正せいした。風銃だけではない。ボウガンも、弓ゆみも、槍やりも、あるいは剣けんさえも──この世に数多あまたある武器の全すべては、それを使う人間を、死の恐怖から一歩でも遠ざけるために生み出されたものではないか。

　だというのに、その扱あつかいに長たけた者は、戦場でやはり英雄と呼ばれてしまう。そして次の戦いにさらなる武ぶ勇ゆうを期待されるのだ。その繰くり返しの中で、彼らはいつしか、自分が臆病者であることさえ忘れてしまうのかもしれない。

　だからこそ、トルウェイは固く心に決めた。──自分は憶おぼえていよう。そして、いつか人々に思い出させよう。人間は誰もが、死に怯える弱い生き物であることを。そんな臆病者たちが勇者を演じて殺し合う、それが戦争の正体だったということを。その上で──

「──ぼくが、その在り方を過去にする」

　言こと葉ばにした瞬しゆん間かん、青年は雷かみなりに打たれたように己おのが宿しゆ命くめいを悟さとり──その残ざん酷こくさに涙なみだした。

　イクタ・ソロークがヤトリシノを救うために戦たたかうのだとしたら、トルウェイ・レミオンはイグセムを葬ほうむるために戦わなければならない。その命を奪うばうのではなく、その誇ほこりを否ひ定ていしなければならない。

　彼が望む勇なき戦場。臆おく病びよう者ものの苦く界がいに、二に刀とうを振ふるう勇ゆう者しやの姿は存そん在ざいしないのだから。

「……そうか、イッくん。だから、きみは──」

　黒くろ髪かみの少年が自分の背中を押し続けた理由を、自分に寄せられていた期待と信しん頼らいの正体を、青年はここにきて思い知る。──多くの優やさしい人々の中で、あの少年だけが自分に厳きびしかった。戦争に向かない臆病者を、それと承しよう知ちした上で戦争の最さい先せん端たんに立たせようとした。

　それはきっと、鍵だったから。炎えん髪ぱつの少女を二刀の宿しゆく業ごうから解放する。そのために必ひつ要ような唯ゆい一いつ無む二にの相あい棒ぼうとして、トルウェイ・レミオンを他の誰だれよりも見込んでいたから。

　自分の原点を思い出し、己おのれが為なすべきことを悟さとった今──銃じゆうを手に前を向き、翠すい眼がんの青年は静かに歩き始めた。

「隊たい長ちよう殿どの、ご無事ですか！」「そのまま我われ々われの後ろに──え？」「た、隊長殿？」

　部下たちが気き遣づかって声をかけてくる。黙だまってかぶりを振りながら、トルウェイは彼らの間を通り抜けていく。

「……!?　おい、何のつもりだトルルッ！」「トルウェイ、前へ出るな！」

　ふたりの兄たちからも制止の声が飛ぶ。だが、青年は止まらない。最前列の兵士を押しのけて前に出て、さらにその先──突とつ撃げき後ごの方向転換を済すませ、今まさに再ふたたび疾しつ走そうに及およぼうとしている騎き兵へいたちの姿を、ふたつの翠眼でひたと見み据すえて、

「ぼくはここだッ！　ヨルンザァァァァァフ！」

　打ち克かつべき過か去この象しよう徴ちよう。隻せき腕わんのイグセムに、渾こん身しんの挑ちよう戦せん状じようを叩たたき付ける……！







　怒ど号ごうと絶ぜつ叫きようが入り混じる戦場の喧けん噪そうの中。その声が相手に届とどいたのは、はたしてどんな理り屈くつだったのか。

「─────おぉ……!?」

　老ろう将しようの顔に驚おどろきが浮かぶ。あるいはヨルンザフ・イグセムの五ご感かんは声からではなく、己に向けられた視し線せんのほうから挑戦の意志を感かん受じゆしたのかもしれない。ともあれ彼には喜ばしかった。そんなものを自分に向けてくる人間には、ここ二十年来出会った憶おぼえがなかったから。

「──面おも白しれぇ。銃じゆう兵へい風ふ情ぜいが、このヨルンザフに真っ向勝負を仕掛けるか」

　懐なつかしい昂こう揚ように口くち元もとがつり上がった。手た綱づなを握にぎりしめる右手がみしみしと軋きしみ、またがった鞍くらを締しめ付ける両の太ふと腿ももに万力じみた力がこもる。

　半世紀も若返ったような気分になりながら、老将は声を張り上げた。

「聞け、お前めェら！　指名を受けた以上、あの童わつぱは俺が殺やる！」

「「「「「「はっ！」」」」」」

「若ぇがおそらく大たい将しよう首くびだ！　露つゆ払はらいは任せた！　くだらねぇ邪じや魔まを挟はさませんなよ！」

「「「「「「サー・イエス・サー！」」」」」」

　ヨルンザフの意志を汲くんだ部下たちが声を揃そろえて応じる。もとより頭のネジを緩ゆるめきった連中ばかり、全力で戦たたかえるのなら誰だれにも異い存ぞんなどない。次の突とつ撃げきへ向けて、伝でん説せつの跳ちよう騎き兵へいたちが着々と体勢を整えていく──。







「いったい何やってんだテメェはぁぁぁぁぁ!?」

　絶ぜつ叫きようして詰つめ寄ってきた長兄あにの顔を、トルウェイはかつてない力強さで見返した。

「ぼくがヨルンザフ・イグセムを討うつ」

　それが預よ言げんであるかのように青年が断言する。寝ね言ごとを言うな、とサリハスラグは怒ど鳴なろうとした。だが出で来きなかった。自分を見つめる弟の瞳ひとみに、一いつ片ぺんの弱よわ気きも見て取れなかったから。

「この一いち合ごうでケリを付ける。サリハ兄様、スシュラ兄さんは、他の騎兵を引き付けて」

　短く言って、青年は風ふう銃じゆうを構えた。標ひよう的てきと自分以外の全すべてが、その意識からは消えつつある。

「ぼくにしか出来ない。ぼくだけが、そのために生きてきたから」

　狙そ撃げき手しゆの顔になったトルウェイを前に、サリハスラグは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。重い沈ちん黙もくが兄弟を包み込む。

　見かねたスシュラフが、弟に向かって伸ばそうとしたその腕うでを──葛かつ藤とうの果はてに、レミオンの長男は舌した打うちしてつかみ止めた。

「……ほっとけ。どうせ何言っても聞かねぇよ、こいつは」

「兄上……だが」

「好すきにやらせとけ！　今日までどんだけ小こ突づいても生き方を曲げなかったんだ。そんな極きわめつけの馬ば鹿かが、この土ど壇たん場ばで意地を引っ込めるわけねぇだろう！」

　その叫さけびを最後に、全すべての執しゆう着ちやくを引きちぎるようにして身をひるがえす。レミオンの長男は持ち場に戻り、歯は軋ぎしりしながら部下たちの指し揮きを再開した。

「クソッ、ふざけやがって……！　トルルのくせに、オレの弟のくせに……！」

　少ない兵力で陣じん形けいを取り繕つくろい、迎げい撃げきの構えを整えさせて、自みずからもその一角に加くわわっていく。そんなサリハスラグの視し線せんの先では、今まさに敵てき騎き兵へいたちが走り出したところだった。

「ああ、ちくしょう……！　どうせオレには一生出来ねぇよ、そんなイカれた眼めは──！」

　視し界かいをにじませる液体を手の甲こうで拭ぬぐって、サリハスラグは号令と共ともに引き金をしぼった。スシュラフや部下たちもそれに従したがって銃じゆう撃げきを開始する。圧あつ縮しゆく空気の爆はぜる音が激しく重なった。




　──一方。ひとたび狙そ撃げき手しゆとしての集中に入ったトルウェイには、その全すべてが遠く離はなれて聞こえていた。たったひとり分の静せい寂じやくの中、狩人かりうどは自みずからの意い識しきを極きよく限げんまで研とぎ澄すませる。

「……フゥゥゥゥゥ……」

　ヨルンザフを討うつ。自ら口にしたその課題が、不ふ可か能のうに肉にく薄はくするほどの困こん難なんであることを青年は知っている。それはイグセムを戦たたかいで降くだすということだ。炎えん髪ぱつの少女と共ともに駆かけた戦場の記き憶おくがある限り、その底知れない実力を肌はだ身みで知っている限り、彼には実感のない勝利を夢む想そうすることさえ許されない。

　それでもなお、無理を通そうと望むのなら、そこには根本的な問題がひとつある。全ての銃じゆう兵へいにとっては口にするのも恐ろしい事実だが──手練れのイグセムには弾が当たらない。観測上の実例として、面めんと向かった射しや撃げきである限り、彼ら彼女らは十数メートル先から撃うたれた弾たまをほぼ確実に回かい避ひしてのけている。

　むろん、弾だん丸がんが見えるわけでも、弾丸より速く動いているわけでもないだろう。だとすれば発はつ砲ぽうのタイミングと照しよう準じゆんを先読みして回避していると見るべきだが、それでも匙さじを投げたくなるほどの反則だ。誰だれもがそんな真似まねをやり始めたら風ふう銃じゆう兵へいという兵へい科かそのものが成り立たない。だが幸いにも、イグセムの係けい累るい以外にその離れ業わざを再現出来るものは見当たらず、銃兵たちは今日まで存そん在ざい意い義ぎを保っていられる。

　ともあれ、面と向かっての銃じゆう撃げきは避よけられてしまう。これは問題というよりも前ぜん提ていに近い。真っ先に思いつく対たい策さくは、射しや手しゆの存そん在ざいを気取られない位置からの遠えん距きよ離り射撃だろう。しかし、それはトルウェイの現状にそぐわない。さっきの挑ちよう発はつによって、標ひよう的てきはすでに自分の存在を認めている。でなくても、この乱らん戦せん下かで遠距離射撃のチャンスを得ることは最初から望めない。

　状じよう況きようはすでに面と向かっているに等しい。つまり、普通に撃っても避けられてしまう。馬の上では身動きも限られるだろうが、少なくとも上半身はフリーで、馬体を盾たてにして急所を守ることも可か能のうだ。イグセムであれば、一発の鉛なまり弾だまを避けるにはじゅうぶんな条件だろう。

　それらの条件を踏ふまえた上での対策に──トルウェイはまず、両目を閉じることにした。

「………………」

　音が戻る。遮しや断だんされた視し覚かくの代わりに聴ちよう覚かくが駆かり出され、青年の脳のうは耳から入ってくる情じよう報ほうを全力で分ぶん析せきする。それと並へい行こうして行われるのが計算。突とつ撃げき機き動どうに入った騎き兵へいの疾しつ走そう速度と彼ひ我がの距きよ離りから到とう達たつまでの猶ゆう予よを弾はじき出し、その瞬しゆん間かんに向けて迎げい撃げきのイメージを研ぎ澄ませる。

　この策さくの要よう訣けつはたったひとつ。最後の瞬間、馬体が目前に迫せまるその刹せつ那なまで、絶対に目を開けないこと。視し覚かくが戻れば無む意い識しきに狙ねらいを付けてしまう。それでは撃っても避けられるだけ。面と向かったイグセムに弾を当てるためには、照準の先読みを封じるしかない。

　狙いをつけるのは最後の瞬間だけ。……しかし、この策には無む視しできない懸け念ねんが三つある。第一に、それでもなお避けられる可能性。トルウェイが一刹那に狙いを付けるのなら、ヨルンザフとて同じ刹せつ那なのうちに回かい避ひしてのけないとは誰だれにも断言出で来きない。

　第二に、弾たまが当たっても相あい討うちになる可か能のう性せい。ぎりぎりまで目を開けないトルウェイには、必然的に突とつ撃げきに対する回避行動が取れない。一歩間ま違ちがえば、目を開けた瞬しゆん間かん、首から切り離はなされた自分の胴どう体たいを見み届とどける可能性すらある。

　そして第三に──目と鼻の先に迫せまった標ひよう的てきを、彼自身が恐れず撃うち抜けるのかという疑問。

「…………っ」

　迷まよってはいけない。それらの敗はい着ちやくをしりぞけた先にしか勝利はないのだから、いまさら自分自じ身しんを疑う意味はない。賽さいはすでに投げられてしまった。望みの目が出るかどうかも、そもそも望みの目が描えがかれていたのかどうかも、全すべては終わった後にしか分からない。

　暗くら闇やみの先せん端たんから震しん動どうが近付いてきた。呼こ吸きゆうを整え、計算に基づいて秒読みを開始する。

　残り五秒──迎げい撃げきをイメージする。計算と想像で磨みがき上げてきたものの総仕上げを行う。

　四秒──目を開けた瞬間の光景を、脳のう髄ずいが許す限りの精せい度どで思い描く。

　三秒──心しん身しんの準備が完全に整った。銃じゆう把はの感かん触しよくを指先がなぞる。

　二秒──神に祈いのろうとして思い留まり、

　一秒──ただ「騎き士し団だん」の面々を想おもう。

　０秒──まぶたを引きちぎった。







　決着に向かう疾しつ走そうのさなか、ヨルンザフは奇き妙みような感かん覚かくに囚とらわれる。その原げん因いんは間違いなく敵てきの姿にあった。彼の突撃の軌き道どう上じように、あろうことか相手は両目を閉じて佇たたずんでいるのだ。

　観念したはずがない。まして気が触ふれたのでもない。あれだけの戦いくさぶりを見せた将しようが、最後の最後にそんな醜しゆう態たいを晒さらすはずはない。だとすれば、あれは備えているのだ。騎き兵へい突撃を迎え撃つ乾けん坤こん一いつ擲てきの一いち撃げきを準備しているのだ。──そう考えて、老ろう将しようはなおさら愉たのしくなった。

　先を行く部下たちに銃じゆう撃げきが襲おそいかかる。よほど腕うでのいい射しや手しゆが揃そろっているのか、最初の百メートルを詰つめる間に七なな騎きが脱だつ落らくした。敵まで五十メートル弱じやく、ヨルンザフ側の手て勢ぜいは彼自身を含ふくめて残り十三騎き──しかし、そんな数字はもはや意に介かいさない。指し揮き官かんの首を取ればそれで終わる。新しん兵ぺいの頃ころまで時間を巻き戻し、老将は一個の騎兵として疾しつ駆くした。

「「「「「「「「ウオオォォォォォォォォ！」」」」」」」」

　先頭集団が歩兵たちの陣じん形けいに突つき刺ささる。肉が軋きしみ、骨が砕くだけ、敵てき味み方かたの雄お叫たけびが果てしなく重なり合う。熱ねつ狂きようはここにきて最さい高こう潮ちように達し、修しゆ羅らの騎兵たちは命を顧かえりみず猛もう威いを振るった。

「来てやったぞ、童わつぱァ──！」

　その全てを背はい景けいに落とし込み、ヨルンザフは満まんを持じして腰こし元もとからサーベルを抜いた。もはや青年の姿は目と鼻の先、二秒と要ようさず詰つめられる距きよ離り。彼は迷わず踵かかとで馬の腹はらを叩たたく。

　対たい敵てきは未いまだに目をつぶったまま。その首を一撃のもとに刎はね飛ばそうと、隻せき腕わんのイグセムはすれ違ちがいざまにサーベルを振るい──そうして斬ざん撃げきの動きに入った老ろう将しようを、直前に見開いたふたつの翠すい眼がんが捉とらえた。
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「────!?」

　電でん光こう石せつ火かで銃じゆう身しんが持ち上がる。その先せん端たんから覗のぞく暗くら闇やみを向けられて、ヨルンザフは眉まゆ根ねを寄せた。──このタイミングでの反はん撃げきなど有り得ない。よくても相あい討うちにしかならず、それ以前に青年の射しや撃げき位置からでは、あらゆる急所に向かって射しや線せんが通っていないのに。

　無防備な首くび筋すじに刃やいばが迫せまる。青年の整った顔が胴どう体たいと永えい遠えんの別れを果たす運命を、もはやヨルンザフは少しも疑わない。それを覆くつがえすことは彼自じ身しんにすら出で来きないのだから。

　だが──狩人かりうどの引き金はただ一度、その運命に向かってしぼられた。

「ぐッ──!?」

　老将の右手に灼しやく熱ねつが走る。わずかに遅おくれて、握にぎりしめた剣の柄つかから硬かたい反作用が伝わってきた。見ればサーベルの刃を銃じゆう身しんが受け止めている。最後の抵てい抗こう──だが、そんなものは問題にならない。疾しつ走そうの勢いを乗せて振るったイグセムの一いつ刀とうは決して止まらない。相手が鉄だろうが鋼はがねだろうが構わず斬きり破やぶり、その向こう側の首を刎はね飛ばすだけのこと。

　そんな彼の確かく信しんを──続く一いつ刹せつ那な、彼自身の右手が裏うら切ぎった。

「────な」

　鋼の輝かがやきが宙ちゆうを舞まう。ヨルンザフの生しよう涯がいを支えた武ぶ装そう、もはや半はん身しんとも言えるサーベルが、担にない手に首しゆ級きゆうをもたらすことなく手の中を離はなれていく。決して力を抜いたつもりなどなかった。信じがたい現実に目を見開いたまま、隻せき腕わんのイグセムの体は馬と一いつ緒しよに流れていく。

「────うっ」

　啞あ然ぜんとしたまま過すぎ去さった数秒の後、老ろう将しようは致ち命めい的てきな失しつ策さくを悟さとる。無ぶ様ざまに呆ほうけている場合ではなかったのだ。彼は今、仕し留とめ損そこねた狩人かりうどに背中を晒さらしているというのに。

「おおおッ！」

　気付いてすぐさま馬上で体をねじる。が、それも遅おそきに失しつした。時はすでに狩人の手番。

「──がッ──！」

　理り不ふ尽じんと不ふ条じよう理りの双ふた子ごが微笑ほほえむ。生しよう涯がいを共ともにした老将の伴はん侶りよが、彼に最後の接吻くちづけを与える。

　うなじに突つき刺ささる鉛なまりの感かん触しよく。戦争に沸わき立つ心を凍いてつかせるその冷たさに、ヨルンザフ・イグセムは、ついに訪おとずれた己おのれの敗北を知った。

























　騎き兵へいたちの掲かかげる紅こう白はく旗きが林りん立りつしたことで、平原に響ひびき渡わたる戦場音楽は収しゆう束そくに向かい始めた。

　とはいえ、戦せん闘とう停止の命令が下っても、それですぐに争いが止まるわけではなかった。三勢力入り乱れての乱らん戦せん下かで、各かく部ぶ隊たいの指し揮き系けい統とうはこれ以上ないくらい滅め茶ちや苦く茶ちやになっていたのだ。指揮官が命じれば戦たたかいが止むという段階はとっくに通り過ぎて、多くの兵士たちは殺し合いを打ち切るタイミングを見失っていた。必ひつ然ぜん、意味のない死し傷しよう者しやが多数出ることになった。

　それでも、全体にとって致ち命めい的てきなことになる前に、争いはどうにか収まってくれた。こういった状じよう況きようは会談の時点で想定されていたので、事前に取り決めてあった様さま々ざまな停てい戦せん信号も効こう果かを上げた。が──結果として事態の収しゆう拾しゆうにもっとも貢こう献けんしたのは、紅白の旗はたを掲げて停戦を叫さけぶ騎兵たちの姿だったろう。

　サーベルの代わりに旗を持って駆かけ回る彼らの姿はよく目立ち、その意い図とを誤ご解かいする余よ地ちも少なかった。ふたつの勢力が入り混じってしまった風ふう銃じゆう兵へいと違ちがい、騎兵はほぼ全すべてイグセム派の兵士だと分かっていたので、「停戦」に関する意思統一を疑う必ひつ要ようがなかったからだ。イグセム派の戦せん意い喪そう失しつという事実を受け止めて、歩ほ兵へいたちはひとりずつ銃を下ろしていった。

　そうやって時間をかけて戦いが終わりを迎えると、入り乱れて戦っていた兵士たちは再ふたたび勢力ごとに分かれ、それぞれ隊たい列れつの回復と負ふ傷しよう者しやの救きゆう護ごに当たり始めた。

　トルウェイもまた、指揮官としてその采さい配はいを振ふるうことになったが──

「あ──がぁ……」「──い、痛いたい──」「た……隊たい長ちよう、殿どの……」

　──厳きびしい戦いの後は、それにも増して残ざん酷こくな現実と向き合うことになった。青年の部下からも大勢の死傷者が出ていたのだ。手て塩しおにかけて育ててきた狙そ撃げき兵へいたちの犠ぎ牲せいも多く、中には死を待まつばかりの重じゆう傷しよう者しやも見受けられた。

「気をしっかり持つんだ！　いま手を握にぎっているのが分かるかい!?」

「う、うぁ……ぁぁ……」

「すぐに近くの町まで運ばせる！　そこまで耐たえれば必かならず助かる、だから頑がん張ばれ……！」

「う、うーっ！　うぅぅー……っ！」

「リーグイ一等とう兵へい、きみは今回の戦いにおける最大の功こう労ろう者しやのひとりだよ。中ちゆう央おうに帰ったらまず勲くん章しようの授じゆ与よ、それが済すんだらヒジャンカの酒場で一ひと晩ばん中じゆう飲み明かそう。もちろん飲み代はぼくの奢おごりさ。でも、それまでに死んだりしたら話はチャラだ！　全部なかったことになる、そんなの嫌いやだろう！」

　トルウェイが励はげます部下の胴どう体たいは、馬に踏ふみ抜かれた脇わき腹ばらの辺りがべっこりと陥かん没ぼつしていた。あばらが五本も六本もまとめて砕くだけているのだ。これで内ない臓ぞうに損そん傷しようがなければ奇き跡せきだろう──そう思いながらも、応おう急きゆう手当てが済すんでしまうと、その奇跡を願う以外には何の手立てもない。

「ひゅーっ……ひゅーっ……た、隊たい長ちよう……おれ、大だい丈じよう夫ぶですよね……？」

　うなじから後頭部の肉をサーベルで抉えぐられた兵士が、うつぶせの体勢からすがりつくような声を上げる。トルウェイはすぐに向き直って彼の手を取った。

「ローバン軍ぐん曹そう、きみはぼくの部ぶ隊たいでいちばんの偉い丈じよう夫ふじゃないか！　きみがダメなら他の全員もダメってことになる！　みんなを助けると思って頑がん張ばってくれ、頼たのむ……！」

「ひゅーっ……そ、そりゃ責任重大だ……恨うらまれるの嫌いやだから、頑張りますよ……」

　折おれかけた意志の力を激げき励れいで繫つなぐ以外、重じゆう傷しよう者しやたちにしてやれることは皆かい無むに等しかった。無む力りよく感かんに叫さけび出しそうになりながらも、助かるかもしれない者を手当てして送り出し、助からない者をその場で看み取とり──そんな心を擦すり減らす繰くり返しの末すえに、やがて全すべての重傷者が近辺の町へ運ばれていった。その頃ころには、搬はん送そうのための人ひと手でも含ふくめて、トルウェイの部隊はほぼ半数まで人員を減らしていた。

「……あ……」

　怪け我が人にんの世話がひと段落したところで、トルウェイはやり残しを思い出す。草むらに置いてあった二本のバレルを拾い上げると、彼はそれを持って部下のひとりに歩み寄った。

「……ハルジン上じよう等とう兵へい、さっきはありがとう。バレルを返すよ」

「はっ……よろしいのですか」

「予備はちゃんとあるんだ。もうじきマーくんの部隊と合流出で来きるから、渡わたしてもらうよ……」

　力のない声でそう言って、部下に風ふう銃じゆうのバレルを返へん却きやくすると、トルウェイは自分の肩かたに担かついでいたもう一方──半なかばで変形した自分の風銃を横目で眺ながめた。斬ざん撃げきを受け止めた時に曲がってしまったのだ。

「……ごめんね、サフィ。作戦とはいえ、きみを放り出したりして」

「気にしないで。トルウェイが無事でよかった」

　青年が謝しや罪ざいすると、パートナーのサフィが微笑ほほえみで応こたえる。──突とつ撃げきを凌しのぎきったあの瞬しゆん間かん、彼は使用不能になった風銃を即そく座ざに放り出し、近くの部下から精せい霊れいごと借りた風銃でヨルンザフの背中を撃うったのだ。それが決着の一いち撃げきとなり、激動の戦たたかいは終わりを告つげた。

「……さぁ。そろそろ、行かないと」

　虚きよ脱だつ感かんに崩くずれ落ちそうになる心しん身しんに活かつを入れて、トルウェイは懸けん命めいに背せ筋すじを伸ばした。戦いに勝ったからといって、彼の役割は何も終わっていない。ここダフマ州しゆうには、皇こう帝ていの捜そう索さくのために訪おとずれたのだから。

　少数の部下たちを連つれて平原を歩いていく。そちらにはまだまだ凄せい惨さんな光景が広がっていた。戦せん闘とうに参加したのが後半だけだったこともあり、他と比くらべれば、トルウェイの部ぶ隊たいから出た死し傷しよう者しやはまだ少数だったのだ。壊かい乱らん寸すん前ぜんまで方ほう陣じんを引っかき回されたレミオン派はの風ふう銃じゆう兵へい部隊と、決着の直前まで命知らずの突とつ撃げきを続けたイグセム派の騎き兵へい部隊は、どちらも目を覆おおうほどの被ひ害がいを受けていた。

「──サリハ兄様、スシュラ兄さん」

　兄たちに向かってトルウェイが声をかける。その視し線せんの先では、次兄のスシュラフが右腕うでと左脚あし、さらに頭にまで包ほう帯たいを巻いた痛いた々いたしい姿で横たわっていた。対たい照しよう的てきに、長兄のサリハスラグはほぼ無む傷きずで傍かたわらに立っている。騎兵たちが突撃してきた最後の瞬しゆん間かん、巨きよ軀くの弟は当然のように兄を庇かばったのだった。

「ごめん、ぼくたちはもう行くよ。この先の森の中に、例の隔かく離り施し設せつがあるんだったよね」

「……………」「……同どう盟めいの件けんは吞のんだんだ。勝手にしろ」

　スシュラフは何も言わず、サリハスラグは末まつ弟ていに背中を向けたまま答えた。

　仲なか間まに負ふ傷しよう者しやが多すぎて、彼らには身動きが取れないのだ。無事に生き残った兵士を救きゆう護ごに総そう動どう員いんし続けるのが精いっぱいで、捜そう索さくを再開しようにも、死にかけの怪け我が人にんを打ち捨てて進むわけにもいかない。

　となれば他に選せん択たく肢しもなく、彼らはトルウェイたちと条じよう件けん付つきの盟めい約やくを結ぶことを選んだ。捜索開始当初に青年から提てい案あんされ、一度は強きよう硬こうにはね付つけたあれだ。情じよう報ほう共きよう有ゆうの約やく束そくに従い、疫えき病びよう患かん者じやを集めた隔離施設のことも伝えていた。

「もし皇こう帝ていが見つかっても、兄様たちに賊ぞく軍ぐんの汚お名めいを着せるような勅ちよくは出させない。そこは安心して欲ほしい。最初からぼくたちは、レミオン派に有利な形での講こう和わを望んでいるんだ」

「……信じられるか、ンなもん。救護の邪じや魔まだ、さっさと部下連れて失せろ」

　長兄はあくまでも顔を向けようとしない。トルウェイはうつむいて口を閉ざし、そのまま踵きびすを返そうとした。

「──おう、ちょっと待まてや」

　だが、話を終えて身をひるがえそうとした彼の足取りを、不ふ機き嫌げんな男の声が縫ぬい止める。

　口くち元もとをへの字に曲げて立っていたのは、腰こしにサーベルを差した炎えん髪ぱつの老人──ヨルンザフ・イグセムその人だった。馬から降り、右手に包帯を巻いた姿で、翠すい眼がんの青年に恨うらみがましい視し線せんを向けている。

「説明してから行きやがれ。こりゃ一体、どういう了りよう見けんなんでぇ」

　言いつつ、老ろう将しようは指先でうなじを撫なでる。確かに鉛なまり弾だまが突つき刺ささったはずのそこには、どす黒い痣あざが浮いているだけだ。

　強くにらまれて、トルウェイは曖あい昧まいな表情を浮かべた。

「えっと……説明っていうと」

「一度目の射しや撃げきと二度目の射撃、どっちも納なつ得とくいかねぇ。まずひとつ目だ。ぎりぎりまで目を開けなかったのは、俺に狙ねらいを読まれないようにするためだとして……あの土ど壇たん場ばで、どうして手を狙った？」

　そう言って、老ろう将しようは頭の横に負ふ傷しようした右手を掲かかげる。すでにその親指はほとんど動かない。敵てきの首を刎はねるはずだった斬ざん撃げきの瞬しゆん間かん、狙い澄すました一いつ射しやが掌てのひらの内側をごっそりと抉えぐっていったのだ。親指を握にぎり込むための筋きん肉にくが失われては、サーベルを取り落すのも当然のことだ。

　少しためらった末すえ、青年は、表情にかすかな自じ嘲ちようを浮かべて答える。

「……そこにしか、当てられる自信がなかったから」

「意味が分からねぇ」

「ぼくはヤトリさんを知っていますから。……同じイグセムのあなたには、急所を狙っても、きっと弾たまをかわされると思いました。だから、かわしようのない部位を狙う必ひつ要ようがあって──それが唯ゆい一いつ、サーベルを振っている最中の右手だったんです」

　トルウェイはそう明かした。どんな達人であっても、攻こう撃げきと回かい避ひを同時に行うことは難むずかしい。イグセムならそれすら可か能のうにするかもしれないが、少なくとも今回の条じよう件けんでは叶かなわなかった。馬上からの斬撃だったせいか、トルウェイがぎりぎりまで狙いを明かさなかったせいか、手を撃うたれるという事態を老将が想像出来なかったせいか──おそらくはその全すべてだろう。

「同じ地面に立っていたら、たぶんこうはいきませんでした。馬上で振ふるうサーベルだからこそ、どの位置に握り手が来るかも予想出来たんです。あの高さからぼくを切りつけるなら、手はこの辺りに来るはず……と。実際、目を閉じている間のイメージと、差さ異いはほとんどありませんでしたし」

「……俺が首を刎ねにいくとは限らなかったろうが。馬で轢ひき殺しにいってたらどうする気だったんでぇ」

「それだと、終わった後にぼくが死んだかどうか分かりませんよね。戦たたかいを決着させるには指し揮き官かんに降こう参さんさせるか、その死を劇げき的てきに知らしめる必ひつ要ようがある。だったら斬きりに来ると思いました。あなたには技ぎ量りようがあり、経験に基づく自信がある。勝負を避さける理由がありません」

　トルウェイは敬けい意いを込めて言った。それを聞いたヨルンザフは、なおさら顔をしかめて相手をにらみ、自分のうなじにもう一度手をやる。

「だったら、この仕打ちについても釈しやく明めいしやがれ。なんで俺は──まだ生きてんだ」

　他でもないそれが、彼の不ふ機き嫌げんさの最さい大だいの理由だった。戦たたかいの果はてに死に場所を得られなかったこと。目の前の青年が、それを確かく信しん的てきに自分から奪うばったということが。

「……圧あつ縮しゆく空気のガス圧を、とっさに下げて撃ちましたから」

「馬ば鹿かにしてんのか。なんで下げたのかって訊きいてんだ」

　ヨルンザフが厳きびしくにらむと、悩なやんだ末、青年は開き直ったように歯を見せて笑った。それはほとんど泣き顔と紙かみ一ひと重えだった。

「それも、手を狙ねらった理由と同じです」

「あぁ？」

「そうしないと、当てられる自信がありませんでした。……ぼく、相手の顔が分かるほど距きよ離りが近い時や、相手が顔見知りの場合なんかは、どうしても狙いがぶれるんです。撃うち殺すことを体が受け入れてくれないんです。だから……絶対に死なないように撃つことで、なんとか震ふるえを止めました。あの距離なら、意い識しきだけを刈かり取れる自信がありましたから」

「俺はお前ェの顔見知りじゃねぇだろうが。だいたい、目覚めた俺がそのまま戦たたかい続けたらどうするつもりだったんでぇ。こちとら手が使えなくても指し揮きぐらいは取れんだぞ」

　老ろう将しようはにべもなく切って捨てる。それに怯ひるみつつも、トルウェイは負けじと言い返す。

「命を狙えなかったから……だから、代わりに誇ほこりを狙ったんです」

「……んだと？」

「あの混こん戦せん状じよう態たいから、被ひ害がいを最小限に留めつつ戦いを収めるには、どうしてもあなたに生きていてもらう必ひつ要ようがありました。騎き兵へいたちに紅こう白はく旗きを持たせて走り回らせるという命令は、彼らの上じよう官かんにしか──あなたにしか出せなかったから。そのことを考えれば、射しや殺さつする選せん択たくは最初から有り得なかったんです。

　それに、あなたはヤトリさんの大おお叔父おじ上うえですよね。それが急所を撃てなかったもうひとつの理由で、同時に、あの二発目を撃てた理由でもあります。

　ぼくはあなたに真っ向から勝負を挑いどみ、あなたはひとりの武ぶ人じんとしてそれを受けて、そしてぼくが勝った。その結果を揺ゆるがすことは、たとえ状じよう況きようが許しても、あなた自じ身しんの矜きよう持じが許さないはずだから」

　返ってきた言こと葉ばに、隻せき腕わんのイグセムはぽかんと口を開けて呆ほうける。「何言ってんだこいつ」という顔を向けられても、青年は意地になって目を逸そらさない。──と、そんなふたりの間に、遠えん慮りよのない笑い声が割って入った。

「うはははははははははっ！　そりゃいい、青年！　そいつはいい返しだ！」

「ダオロン……」

　ひとしきり笑わらった後、「跳ちよう騎き兵へい部ぶ隊たい」最さい古こ参さんの副ふく官かんは、上官に歩み寄ってその肩を叩たたいた。

「身みの退ひき時ですよ、大たい将しよう殿どの。こんな若者にしてやられたってことは、性しよう悪わるな戦場の女め神がみたちはどうあっても、あなたに望みの死に場所をくれてやるつもりはないようだ」

「…………」

「私ら年寄りがどれだけ年とし甲が斐いもなくはしゃいでも、時代は刻こく々こくと移り変わっていくもんですなぁ。こんな軍人が現れることを、まして私たちを負かすなんてことを、いったい誰だれが予想出来たでしょうか。いやはや、長生きってのは楽しくも残ざん酷こくなもんです……」

　ダオロンはしみじみと言う。嘆たん息そくする副官を横目にしつつ、ヨルンザフは再ふたたびトルウェイをにらみつける。

「……確かに、お前ェの勝ちだ。そこは認みとめてやる。だが、それならなおさら俺の扱あつかいがヌル過すぎんだろうよ。せっかく負かした敵てき将しようの身み柄がら、戦場の礼にならって、この場で捕ほ虜りよに取ったらどうなんでぇ」

「紅こう白はく旗きの命令は、捕虜にすることそれと引き換えに要求したじゃないですか。あと、正直なところ……あなたを捕虜に取るほどの余よ力りよくが、今のぼくたちには残っていないんです。縄なわで縛しばっても銃じゆうで囲んでも安心出で来きない相手を、どう捕とらえておけばいいのか。懐ふところに猛もう獣じゆうを入れるようなもので……今は手が使えないことを差し引いても、ぼくにはとても気が進みません」

「腑ふ抜ぬけたことを抜かしやがって。だったら今からでも殺やっとけや！」

「それも出来ません。あなたはイグセム派はの兵士たちの尊そん敬けいを集めすぎています。殺してしまえば彼らの不ふ興きようを買って、この先の交こう渉しように差し支えるかもしれない。分かってもらえないかもしれませんが、ぼくたちの目的はクーデターの調ちよう停ていなんです」

「……チッ……口を開けば、殺せねぇ言い訳わけばかり……」

「そっちこそ、そんなにしつこく死にたがらなくても……」

「あぁ!?　何か言ったかコラ！」

「い、いえ、何も！　……あ、あの、この辺で許してもらえませんか。そろそろ行かないと」

　困こまり切った面おも持もちでトルウェイが訴うつたえる。ダオロンに再ふたたび肩を叩たたかれた老ろう将しようは、それでもう一度盛大に舌した打うちした後、ふと思い出したように、包ほう帯たいの巻かれた自分の右手をじっと見つめた。

「……もう、剣けんを握にぎれるようにはならないかもしれねぇ」

「ええ」

「手た綱づなを引くのも怪あやしいな。ただでさえ片かた腕うでで両方こなしてたってのに」

「ええ、そうでしょうとも。しかしですな、大たい将しよう殿どの。怪け我ががあろうとなかろうと、あなたの年なら普通、ちゃんばらや馬遊びはとっくに控ひかえているべきなんですぞ」

　ダオロンが容よう赦しやなく混ぜっ返す。その言い分に、ヨルンザフはたまらず噴ふき出した。

「──かかかかッ！　違ちげぇねぇ！」

　高笑いで感かん傷しようを吹き飛ばすと、隻せき腕わんのイグセムは目の前の青年に視し線せんを戻し、そのまま早足に歩み寄った。怯ひるんでのけぞる青年の胸むな板いたを、どん、と傷いためた右手で叩く。

「おい、レミオンの坊ぼン主ず」

「は、はい」

「もっとしゃんとしろ。俺には想そう像ぞうもつかねぇが、これからの戦争では、お前めェみたいな銃じゆう兵へいどもが主役を張るんだろ？」

「…………」

「お前めェがどうしようもなく臆おく病びようなのは分かった。だがよ、それならそれなりに胸を張りやがれ。勇ゆう敢かんだろうと腑ふ抜ぬけだろうとな、自分の在あり方を信じてまっすぐ歩く奴やつに、人間ってのは付いていくもんだ」

　にっと笑ってそう言ったのを最後に、副ふく官かんと目め配くばせし合って、老ろう将しようは自分を越こえていく後こう輩はいに背を向けた。

「気張れよ坊ぼン主ず。もう助じよ言げんはしてやれねぇぞ。結局お前めェは俺を殺さなかったし、捕ほ虜りよにも取らなかった。俺はこの先もイグセム派はの指し揮き官かんで、クーデターが続く限りお前めェらの敵てきだ」

「……すぐに終わらせて、元もと通どおりの味み方かたに戻します」

「だといいがな。──ま、せいぜい頑がん張ばれ」

　ひらひらと手を振ふりながら、隻せき腕わんの背中が今度こそ去さっていく。その向こう側では生き残った部下たちが首を長くして待まっていた。後頭部で一ひと束たばにくくった炎えん髪ぱつを、吹き抜ける横風がたなびかせる。

　烈れつ将しようヨルンザフ・イグセム。誰だれよりも戦いくさを愛し、誰よりも苛か烈れつに戦場を駆かけ抜けた男。彼の前線指揮官としての経けい歴れきを締しめくくるその光景を、戦場でイグセムに打ち勝った勝者としての立場から、トルウェイは確かに見み届とどけた──。
















　騎き馬ばの一団が闇やみ夜よの大地を疾しつ駆くする。険けわしい表情で手た綱づなを握にぎる面々の中、その隊たい列れつの中ちゆう央おうで、帝てい国こく陸りく軍ぐん中ちゆう佐さルシーカ・クルツクは焦あせりに駆かられていた。

「くっ……！」

　背はい後ごから光が追ってくる。ルシーカ中佐らの背中を凝集光ハイビームで照らし出すのは、光ひかり精せい霊れいを伴ともなったイグセム派はの追つい跡せき者しやたち。おそらく専門の軽けい装そう騎き兵へいであり、追つい尾びそのものを目的としている。完全に振り切ることは難むずかしい。

　油ゆ断だんを突つかれた──今さら思っても詮せん無ないことだと知りながら、それでも彼女は後こう悔かいせずにいられない。

　つい先日のこと、捜そう索さくの局面が終しゆう盤ばんに差し掛かかったことを見取って、彼女は捜索隊の本ほん営えいを州しゆうの南側に移すことにした。その移い動どうのさなかに襲しゆう撃げきを受けたのだ。

　むろんルシーカ中佐とて、そういった事じ態たいを警けい戒かいはしていた。三つの勢力がひとつの州に入り乱みだれて争あらそっているのだから、移動の最さい中ちゆうに気を抜ぬけるはずがない。……だが、起こりうる襲撃の規き模ぼを見み誤あやまったことは否いなめない。

　捜索範はん囲いも残り少なく、どの勢力も兵員を南に向かわせるべき局きよく面めん。だというのに、未いまだ後方に留まっていたレミオン派本隊が、大だい規き模ぼな騎兵部隊に襲撃を受けるとは思わなかったのだ。

　襲撃を受けた当時、彼女らの大隊は先行する部隊と二キロの距きよ離りを開けて行こう軍ぐん中ちゆうで、しかも地形上の制約から中隊同士の間かん隔かくまで離はなれていた。もう少し先に行けば正常な形に合流しなおせたはずだから、時間にしてほんの数十分。そのわずかな隙すきを狙ねらい澄すまして、敵騎兵たちは索さく敵てきを無にする勢いで駆かけてきたのだ。

「戦たたかいになれば厄やつ介かいです、足を緩ゆるめないで！　クムネン中ちゆう尉い、殿でん下かは無事でいらっしゃる!?」

「は！　ここにいらっしゃいます！」

　後に続く部下から声が返ってくる。親しん衛えい隊たい隊長のクムネン中尉だ。その背中には、彼と同じ馬にまたがった人物がフードを目ま深ぶかに被かぶった姿でいる。

　その姿を横目で確かく認にんしてから、ルシーカ中佐は視し線せんを正面に戻し、きつく奥歯を嚙かみしめた。

「やはり、迂う闊かつだった……！」

　血を吐はくようにつぶやき、ここ一番で隙を突つかれた自分の不ふ甲が斐いなさを呪のろう。──臆おく病びようと笑われようと、もっと兵を固めて動かすべきだったのだ。この国の運命を左右する要よう人じんを運んでいるのだから。

　現在、ルシーカ中佐らの手て勢ぜいはわずか騎兵二個小隊に過ぎない。内うち訳わけは親衛隊の一個小隊と本隊から連れてきた一個小隊。戦場から離り脱だつを始めた当初は倍以上いたのだが、ここまで逃げてくる間にずいぶん減ってしまった。その分だけ追おつ手ても減っているようなのが救いだが、たとえ自分たちの半数の敵てきだとしても、いま追いつかれるわけにはいかない。

「──っ！　川が見えました！　流れに沿そって南に進みなさい、橋を渡わたります！」

　月明かりが幸さいわいして、ルシーカ中ちゆう佐さは暗くら闇やみの中にきらめく川面を見つけ出す。長い逃とう走そうの末すえにようやく見出した活かつ路ろだった。橋の先まで行けたなら、友ゆう軍ぐんと合流する目め途どが立つ。

　はたして彼女の記き憶おくに違たがわず、静かに流れる川には一本の橋がかかっていた。川かわ幅はばを渡す橋の全長は十メートル強きようで、幅も四メートル以上はある。立りつ派ぱなものだった。縦じゆう列れつさえ組めば、騎き馬ば隊たいが渡るにも支し障しようはない。

「隊たい列れつ変へん更こう、三列縦じゆう隊たい！　足を緩ゆるめず一いつ気きに渡り切ります！」

　彼女の指示を受けて部下たちは走りながら配置を入れ替え、通り道の幅に合わせた縦隊をスマートに組み上げる。その完成から間もなく、先頭集団が橋に突とつ入にゆうした。騎き兵へいなら数秒とかからず渡りきれる距きよ離り。が──はやるその足を、正面からの凝集光ハイビームが押し留めた。

「……っ!?　止まりなさい！」

　目をくらませた先頭の騎兵たちが足を止める。同時にルシーカも後続の騎兵たちを制した。橋の入り口で足を止めたまま、彼女らは行く手に立ちふさがる障しよう害がいをにらみつける。

「失礼ながら、第一皇おう子じ殿でん下かを連れて離り脱だつ中ちゆうの部隊とお見受けします」

　光の帳とばりの向こうから、凜りんとした少女の声で誰すい何かが響ひびき渡る。ルシーカ中佐は口くち元もとをゆがめた。クーデターを起こした側として、その声を聞き分けられないはずがない。

「……ヤトリシノ・イグセム中ちゆう尉いですね。ここまで先回りされていたとは」

「危き急きゆうの事態を鑑かんがみて、過か分ぶんながら中佐待たい遇ぐう官かんの位い階かいを賜たまわっています。お久しぶりです、ルシーカ・クルツク中佐殿。顔を見せないまま言こと葉ばを交わす無ぶ礼れいを、まずはお許しください」

「同じ階級とあらば、謝しや罪ざいも敬けい称しようも不要です。親しく挨あい拶さつを交わすような間あいだ柄がらでもなし」

「ではさっそく本題に。すみやかな投とう降こうを願います、中佐殿。私たちの任務は、反はん乱らん軍ぐんによって拉ら致ちされた第一皇子殿下を保ほ護ごし奉たてまつることにあります。無用な戦せん闘とうは本意ではありません」

　きっぱりとした降こう伏ふく勧かん告こく。明るさに慣なれてきた目で光の向こうの敵てき影えいを透かし見ながら、ルシーカ中佐は必死に思考を回していた。──装備が見えないから主力の兵科までは分からないが、兵数は最低でも一個小隊。橋の後半には即そく席せきの防ぼう馬ば柵さくが設置してあるようだ。

　今の状じよう況きようで相手取るには厄やつ介かいな相手だと判断しながら、しかし彼女には悩なやんでいる時間も悩むだけの選せん択たく肢しもない。ここに来るまでに少しは引き離はなしたようだが、じきに背はい後ごからも追つい跡せき者しやたちが追い付いてくる。前後から挟きよう撃げきされてしまってはそれこそ詰つみだ。それが嫌いやなら、追っ手に食らいつかれる前に障害を越こえるしかない。

「……ならば、このまま押し通るまでのことです」

　断固とした言こと葉ばを返しながら、背中の後ろに回した手で部下たちに行動指示を伝える。光の向こうから毅き然ぜんとした声が返ってくる。

「その達成は難むずかしいと忠ちゆう告こくさせていただきます。皇おう子じ殿でん下かの安全のためにも、賢けん明めいな判断を願えませんか」

「吞のめません。この国の未来のために」

　決然と言い切って、「氷こおりの女」は周りの部下たちに告つげた。

「部ぶ隊たい総そう員いん、周回機動へ突とつ入にゆう！　血けつ路ろを拓ひらきます！　速度回復の後に突とつ撃げきへ移りなさい！」

　さっき手振りで出した指示によって、後列の部下たちはすでに行動に移っている。ルシーカ自じ身しんも手た綱づなを引いて身をひるがえした。それと同時に対たい岸がんからボウガンの矢が発はつ射しやされ、その無数の風切り音でもって、この夜の戦たたかいの始まりを告げた。

「「「「「「おおおおおおおおっ！」」」」」」

　周回機動を経へて勢いきおいを取り戻していく騎き兵へいたち。彼らが橋に飛び込んだ瞬しゆん間かんから、戦いの激しさは最さい高こう潮ちように達した。騎き手しゆ・馬体共に鎧よろいで覆おおわれた堅けん牢ろうな姿。見み紛まがう余よ地ちもなく彼らは重じゆう装そう騎兵であり、こうした窮きゆう地ちにこそ身みを挺ていして突とつ破ぱ口こうを開くことが求もとめられる。

　だが、迎むかえ撃うつ側もそう簡かん単たんには崩くずれない。防ぼう馬ば柵さくに怯ひるんだ騎兵たち目がけて矢を集中し、さらには凝集光ハイビームを不定期にオンオフすることによって人と馬を戸と惑まどわせる。少数の光こう照しよう兵へいを最大限に活用した作戦、的てき確かくかつ柔じゆう軟なんなその戦せん術じゆつに、ルシーカ中ちゆう佐さは唇くちびるを嚙かむ。これがまだ十代の少女による指し揮きだとは信じられない。まるでベテランの前線指揮官を相手取っているようだった。

「……ですがッ」

　逆ぎやく接せつと共に引き金をしぼる。敵が光を放つ大おお元もと、光ひかり精せい霊れいの「光こう洞どう」を、ルシーカ中佐の銃じゆう撃げきがひとつずつ撃ち砕くだいていく。明暗の急激な転換にも動じず、その射しや撃げきは精せい密みつを極きわめた。それも当然のこと──彼女はレミオン派はきっての参さん謀ぼうであると同時に、レミオン家の射撃顧こ問もんでもある。あのトルウェイの師なのだ。その腕うで前まえは間ま違ちがいなく帝てい国こく内ないで五ご指しに入る。

　彼女にもまた、今日まで生きてきた年月の積み重ねがある。レミオン派の頭ず脳のうとして辣らつ腕わんを振るってきた経けい歴れきにかけて、この戦いで遅おくれを取るわけにはいかない。

　そう自分を鼓こ舞ぶしつつ、突撃の第三波がしりぞけられた時点で、彼女は視し線せんを橋の欄らん干かんの向こう──ゆるやかに流れる川上の水面へ移した。

　ほどなく敵てきも気が付いたようで、凝集光ハイビームのひとつをルシーカ中佐の視線と同じ方向に向ける。そこでは数名の騎兵が水中に踏ふみ込んで川を渡ろうと試こころみていた。戦せん闘とうが始まった直後に、目立たない形で周回機動から離り脱だつさせた面々だ。

　持ち前の冷れい徹てつな思考で、ルシーカ中佐は敵の思考を推おし量はかる。──川を渡った上で側面から襲おそい掛かかる作戦、さもなければ要よう人じんをいち早く戦場から離脱させる目的と、ヤトリシノ・イグセムはそう読むだろう。その両方の可能性に対たい処しよすることに意い識しきを向けるだろう。

　彼女がそう考えた時、必ひつ要ようとするのは兵、そして光だ。とりわけ光のほうは、すでにルシーカが銃じゆう撃げきによって数を半減させている。その残りを回すとすれば、主しゆ戦せん場じようである橋のほうには、いっとき暗くら闇やみが戻らざるを得ない──。

「総そう員いん待たい機き。次の合図に備えなさい」

　部下たちを構えさせつつ、「氷こおりの女」は息いきをひそめてその瞬しゆん間かんを待まつ。一秒一秒が十倍にも伸びて感じられる待ち時間。その果てに──彼女の予測通り、橋を照てらす光の大半が消しよう失しつした。

「今です！　突とつ撃げき開始、敵てきの封ふう鎖さを突つき破やぶりなさい！」

　命令を受けた騎き兵へいたちが次々と疾しつ駆くした。長大な突撃槍やりを手に、闇やみに沈んだ橋の上を駆かけ抜ける。その出だしを目に出で来きなかった敵兵たちの迎げい撃げきは数秒遅おくれた。何の横よこ槍やりも受けずに防ぼう馬ば柵さくまで辿たどり着いた先頭集団が、重じゆう装そうを頼たのみに体ごとぶつかっていく。

「「「「「「うぉぉぉぉぉぉおおおおおお！」」」」」」

　三人目にして、その猛もう攻こうが実る時が来た。衝しよう撃げきに耐たえきれず半なかばからへし折おれた防馬柵が、破は壊かい部分に致ち命めい的てきな隙すき間まを生む。後続の騎兵たちは歓かん喜きした。仲なか間まの体を踏ふみ越こえて、彼らは次々と柵さくの隙間に殺さつ到とうし──その眼がん前ぜんに突とつ然ぜん、炎ほのおの壁かべが燃え上がった。

「なっ──」

　ルシーカは絶ぜつ句くする。光と闇を駆く使ししての騙だまし合いに、ここにきて炎が加わった。防馬柵が破られる事じ態たいに備えて、あらかじめ油を染しみ込ませた藁わら束たばか何かを用意してあったのだろう。熱気に怯ひるんだ馬たちが二の足を踏み、騎兵集団はせっかくこじ開けた突とつ破ぱ口こうに飛び込めずにいる。そしてその間に、またしてもボウガンの斉せい射しやが降ふり注そそいだ。

「がっ──」「うごッ」「あづッ──！」

　鎧よろいの隙間を狙ねらった矢が、馬と人とを容よう赦しやなく貫つらぬく。狭せまいスペースに殺到した騎兵たちは満まん足ぞくに身動きが取れない。しかも被ひ害がいはそれに留まらなかった。彼らにとっての地じ獄ごくと化した橋の上に、炎と防馬柵をすり抜けた歩ほ兵へいたちが突入していったからだ。

「う、うわぁっ!?」「こ、この、お前らっ」「歩兵のクセに、そんな真似まね──！」

　前列から順番に悲鳴が上がる。機動力を失った騎兵など、この限られた空間では歩兵の絶ぜつ好こうの獲え物ものでしかない。長なが柄えの突撃槍やハルバードを完全に持て余あました彼らに対して、小回りの利く歩兵たちは、着ちやく槍そうしたボウガンで次々と戦果を上げる。

「ぐっ……！」

　刻こく々こくと削けずられていく自じ軍ぐんの有あり様さまに、ルシーカは息いきを詰つまらせる。敵てき将しようの智ち謀ぼうが自分を上回ったことを、もはや彼女は認みとめるほかにない。活かつ路ろを探さがす余よ地ちもなく、すでに大勢は決していた。敵がよほどのミスでも犯おかさない限り、ここからの逆転は有り得ない──

「──ッ!?」

　もはや騎き乗じようのメリットがないと見て馬から降りた彼女の目に、目を焼くような紅くれないの人影が飛び込んできた。ひるがえる炎えん髪ぱつ、人馬の血に濡ぬれたサーベルとマンゴーシュ。最強と謳うたわれる二に刀とうで騎兵たちの間をたやすく斬きり抜けて、その少女はルシーカ・クルツクの前に現れた。

「投とう降こうを求めます、クルツク中ちゆう佐さ殿どの。この戦たたかいにあなたの勝利はありません」

　深しん紅くの瞳ひとみで相手を見み据すえて、ヤトリはそう断言した。敵てきを前にしたルシーカはとっさに風ふう銃じゆうへ着ちやつ剣けんするが、相手の指し摘てきを覆くつがえす言こと葉ばには何の持ち合わせもない。

「ひゃぁぁあああっ！」

　追い詰つめられた彼女の背はい後ごで悲鳴が上がる。振ふり向くまでもなくルシーカには誰だれだか分かった。興こう奮ふんした馬から振り落とされたフードの人物は、転がった地面の上で慌あわてて視し線せんを走らせた末すえに、どうにか保ほ護ご者しやの姿を認みとめて駆かけ寄ってくる。

「ぬしっ！　余よをっ、余を助けよっ！　頼たのむ、頼むっ……！」

「で、殿でん下か……」

　ルシーカの背後で、男は見み栄えも体たい面めんもなく命いのち乞ごいをする。めくれ上がったフードの下に、げっそりと頰ほおのこけた顔立ちが現れた。涙なみだに濡ぬれてぎょろぎょろと蠢うごめく両目に、見る影もなく褪たい色しよくした金きん髪ぱつも。

　カトヴァーナ帝てい国こく第一皇おう子じ、ライシェンヌ・キトラ・カトヴァンマニニク。クーデターの勃ぼつ発ぱつと同時にレミオン派はによって「保ほ護ご」された、帝てい位い継けい承しよう権けん最さい上じよう位いの皇こう族ぞくだ。

「もう一度言います、クルツク中佐。どうか投降してください。このまま戦い続けることで、そこの殿下を無用な危険に巻き込みたくはありません」

　ヤトリが重ねて要求する。難なん敵てきと護ご衛えい対たい象しようの板いた挟ばさみになったルシーカは、傍はた目めにも進しん退たい窮きわまったように思える。だが、本人はそう考えなかった。この極きよく限げん状じよう況きようにあって彼女が執しつ拗ように分ぶん析せきしていたのは、目の前に降ってわいた逆転の可能性だった。

　ヤトリシノ・イグセム。何の比ひ喩ゆでもなく、敵てき部ぶ隊たいの指し揮き官かんが目の前にいるのだ。彼女さえこの場で制圧出来れば、統とう制せいを失った敵部隊を突とつ破ぱしていく芽が再ふたたび生まれる。

「…………」

　だが、それが不可能に近い難なん事じであることもまた事実。たとえ風銃を手にしていようと、イグセムに正面から挑いどんで打ち勝つことなど夢ゆめ物語に等しい。だとしても、ルシーカはその無理難なん題だいに挑まなければならない。部下たちに「氷こおりの女」と称されたその頭ず脳のうをもって、生しよう涯がい最大の苦く境きようを突破しなければならないのだ。

　しかし、レミオン派が誇ほこる最さい優ゆうの頭脳を侮あなどるなかれ。状況の把は握あくから五秒が経過した時点で、怜れい悧りさを極きわめた彼女の頭脳はもう、その解答を弾はじき出している。

「──ほぇっ？」

　第一皇子の喉のどから間の抜けた声が漏れる。──それがルシーカの答えだった。片手で皇族の襟首をつかんで引き寄せた彼女は、続く一挙動、ヤトリ目掛けてその背中を蹴り飛ばす。

「うごぉっ！」

　あらゆる帝国人なら、見た瞬しゆん間かんに凍こおりつくような光景。それを自みずから作り出しておきながら、「氷の女」は平然と銃じゆう口こうを持ち上げる。照しよう準じゆんの先に見み据すえる標的は炎えん髪ぱつの少女。蹴けり飛ばされた第一皇おう子じの姿をもっとも近くで見み届とどけた者である。

　イグセムの精神性を形成する一要素として、君くん主しゆに対する絶対的な忠ちゆう誠せい心しんがあることは間ま違ちがいない。ヤトリシノ・イグセムの人格にそれが特に強く表れていることは、過か去この身しん辺ぺん調ちよう査さで把は握あく済すみ。だとすれば、彼女はこの事態を前に決して平静ではいられない。皇こう族ぞくを蹴けるという行こう為いを見ての憤いきどおり、頭から転びかける第一皇子への気き遣づかい、銃じゆう撃げきの射しや線せんに入った彼を守ろうとする献けん身しん──そのうちのどれでもいい。たったひとつ感情の乱みだれが生じれば、敵てきを仕留めるという一点にかけて研とぎ澄すまされたルシーカの一いつ射しやは、確実にその隙すきを撃うち抜いてみせる──！

「──疾シッ！」

　ヤトリの体が前のめりに沈み込む。それが第一皇子を受け止めるための動きだと見なして、ルシーカは即そく座ざに引き金をしぼった。皇子のこめかみの真横、わずか二センチの至し近きん距きよ離りを通過して少女の眉み間けんを撃ち抜く一いち撃げき。放たれた弾だん丸がんは一いつ切さいの乱みだれなく、射しや手しゆが事前に定めた軌き道どうを突つき抜けていく。

「──ッ!?」

　女の全ぜん生しよう涯がいを賭とした乾けん坤こん一いつ擲てきの弾丸は、しかし──それでもなお、予想を越こえて沈み込んだヤトリの上体を前に、たなびく炎えん髪ぱつを掠かすめるのみで空くうを切った。

　ルシーカはひとつだけ見み誤あやまった。ヤトリが身を低くしたのは、倒たおれかけた皇子を受け止めるためではない。むしろ真逆、両足を腕で刈って完膚なきまでに転倒させるためだった。ごく当たり前のセオリーとして、銃撃から身を守るためには伏せているのがいちばんいい。だから彼女は迷わずそうした。「氷こおりの女」のお株かぶを奪うばう冷れい静せいさで、皇子が背中を撃たれて流す血よりも鼻を打って流す血のほうを選び取ったのだ。それが最さい善ぜんの対応だと確かく信しんして。

「──なん、で」

　ルシーカはひとつだけ不運だった。せめてヤトリシノ・イグセムが二年前の彼女であれば、皇族を利用した搦からめ手は功こうを奏そうしたかもしれない。だが、少女はすでに学んでしまっていた。彼女がまだ見習い准じゆん尉いだった頃ころに起こったひとつの事じ件けんによって。

　帝てい国こく陸りく軍ぐん大たい尉いイソン・ホーによる第三皇おう女じよ誘ゆう拐かい未み遂すい。あの事件の際、シャミーユ殿でん下かを人質に取られた彼女は、周囲全てが敵の中で姫君を守らなければならないという極きよく限げん状じよう況きように置かれ、それを踏ふまえたイソン大尉の心理作戦によって不覚を取った。結果として仲なか間まの到着に助けられたとはいえ、その失敗から何も学ばない彼女ではない。

「──はぁあッ！」

　低く沈み込んだ姿し勢せいは、もちろん皇子を転ばせるためだけのものではない。それは同時に銃撃をくぐり抜けて自みずから斬きり込んでいく意志を示している。迫せまる二に刀とうの切っ先を、なおもルシーカは負けじと銃じゆう剣けんで迎え撃とうとした。だが──

「かはッ……！」

　刺ささる以前に、掠かすりもしない。相手の懐ふところに潜もぐり込んだヤトリが、間かん髪はつ入れずサーベルの柄つか頭がしらをみぞおちに叩たたき込む。ルシーカは胃い液えきを吐はき散らしてたたらを踏ふんだ。それで広がるはずの間合いさえ一足で詰つめて、炎えん髪ぱつの少女はマンゴーシュの先せん端たんを女の首に突つき付ける。

「……あなたは強い。技術はもとより、どんな状じよう況きようでも冷静に活かつ路ろを求めるその心が、まさしく真しんの戦せん士しと呼ぶに相応ふさわしい」

「……っ……」

「だからこそ、今は敗まけを認みとめてください。あなたほどの将しようを失えば、帝てい国こく軍ぐんの損そん失しつは計はかり知れないものになる。私はそんな結果を見たくはありません」

　ありったけの敬けい意いと誠せい意いを込めて、ヤトリは目の前の女を諭さとそうとする。その間さえ、こそ泥どろも同然の手つきでパートナーに弾だん丸がんを吞のませていたルシーカは、もはや自じ嘲ちように顔を引きつらせるしかない。──気が遠くなるほどの落らく差さ。勝利を求めて卑いやしく這はいずる虫のような自分に比くらべて、この少女の在あり方は、なんと尊とうとく美しく映ることだろう。

　でも、違ちがう。少女が見せつけるそれは人の生き様ざまではなく、血の通わない剣けん身しんの美しさだ。そんなものに絆ほだされてたまるかと、ルシーカは己おのれのプライドを燃やして憤いきどおった。

　だって、ひとりの男に尽つくすと決めた。自分自じ身しんは泥どろ沼ぬまに頭のてっぺんまで浸つかってでも、あの男ひとを高みに押し上げると決めたのだ。

「──ふ、ふ」

　だから──紅くれないの剣けん士しよ。そのためなら、この卑ひ怯きような女は何度でも、あなたの期き待たいを裏うら切ぎろう。

　風かぜ精せい霊れいの体内で圧あつ縮しゆく空気の充じゆう塡てんが終わる。その直前、ヤトリの目の前で、ルシーカの体がぐらりと後ろ向きに傾かたむいた。その両足はすでに体重を支えることを止めている。傍はた目めには、全すべてを諦あきらめて膝ひざを落としたように見えるかもしれない。だが、決してそうではない。事ここに及およんでも、彼女の手足は呆あきれるほど理性的にしか機能しない。

「────」

　上向いていく視し界かいの中、ごく一いつ瞬しゆん、目線を下に向ける。ヤトリは動かない。相手がどんな反はん撃げきを企くわだてたところで、その全てを完かん璧ぺきに封ふうじてのける自信があるのだろう。

　ルシーカは少しだけ安心した。──ようやく一度だけ、この少女を驚おどろかせることが叶かなう。

　背中が地面に迫せまる。いまや女の体は橋とほとんど平行になっている。背中も、腕うでも、足も。──その刹せつ那な、炎髪の少女の瞳ひとみに電光のような「気付き」が兆きざした。

　それを人生最高の微び笑しようで見送って、ルシーカ・クルツクは手の中の引き金をしぼった。







　その瞬間で、戦場の時は永えい遠えんに止まっていた。

　背中から倒たおれこんだ女の体に、炎髪の少女は膝ひざを落として覆おおいかぶさっている。橋のあちこちで争っていた兵士たちも動きを止めて、ひたすら呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめていた。
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　ふたりの体を繫つなぐものは、伸ばされたヤトリの右みぎ腕うでと──その手からさらに伸びた、月光に濡ぬれるサーベルの刃。鋭するどく研とぎ澄すまされたその切っ先が、女の胸むねに吸すい込まれていた。

「──こふっ」

　仰あお向むけに倒たおれた女の口から、赤い液体が溢あふれ出す。蛇じや口ぐちを少しだけ緩ゆるめたように穏おだやかに、けれど止めどなく。命を湛たたえた器うつわの底に、二度と繕つくろえない穴あなが空あいてしまったのだと、その流れが示している。

「……まったく……これでも、駄だ目めなのですか」

　もはや呆あきれることにも疲つかれたという顔で、ルシーカはつぶやき。わずかに持ち上げていた頭を地面に落とす。自分の銃じゆう口こうが狙ねらった先を、その結果と共ともに見み届とどけて。

　橋の上に怯おびえてうずくまる、瘦やせこけた男。がちがちと震ふるえる口くち元もとは、紛まぎれもない生せいの証あかし。

　そして──そのすぐ頭上の欄らん干かんに穿うがたれた、小さな穴。わずかに煙けむりを上げるそれが、女が人生の最後に刻きざんだ、無む残ざんな失敗の証だった。

「…………なぜ……」

　ヤトリの口から押し殺した声が漏もれた。ルシーカは訝いぶかしげに目を細める。

「なぜ……？　なぜって、なに」

「…………」

「あなたには、渡わたせない。イグセムには、渡せない。だったら、こうするしかないでしょう」

　自じ明めいの理りとして、女は言ってのけた。それが軍人として犯おかしうる最低最悪の反逆だとしても、断言する口く調ちようには一点の曇くもりもなかった。

「でも、それも実らなかった。あれだけなりふり構わずやったのに、私の人生は、こんなにも無ぶ様ざまな失敗で締しめくくられた。──だから、残された時間くらい、あなたを恨うらむわ。ほんとうに久しぶりに……何の意味もない、ただの八つ当たりをさせて」

　まっすぐにヤトリを見て、皮ひ肉にくを帯びた声でルシーカは告つげた。その視し線せんに貫つらぬかれても、炎えん髪ぱつの少女には剣けんを引くことすら出で来きなかった。それをしてしまえば、わずかな生命の残のこりすら、一いつ瞬しゆんで零こぼれ尽つくすと分かっていたから。

「ねぇ、ヤトリシノ・イグセム。……あなたは、何のために戦たたかうの」

　ぽんと投げかけるような問といだった。少女の中のイグセムが、反はん射しや的てきに答える。

「……あなたと同じです。帝てい国こくに住まう、全すべての人々を守るために」

「あら、私は違ちがうわ。そんなものと一いつ緒しよにしないで」

　弱々しかった声が急激に力を取り戻し、憎ぞう悪おすらにじませてルシーカが否ひ定ていした。ヤトリは凝ぎよう然ぜんと目を見開き、女を見つめ返す。

「見み誤あやまらないで。私は、自分が愛した男のために戦っただけよ。正せい義ぎにも大たい義ぎにも執しゆう着ちやくはない。その男ひとが望むなら、他の何もかもを犠ぎ牲せいにしても構わないと思っていた」

「────」

「国を救うために動いたのも、別にそこに生きる人々を救いたかったからじゃない。ただ、彼がそれを望んでいたから。……そうしなければ、彼が救われなかったから」

　女の瞳ひとみが少女を映うつす。その表情に一瞬、はっきりと憐れん憫びんが浮かぶ。

「──可か哀わいそうな子。このクーデターを潰つぶして、それであなたにはいったい何が残るの。あなた自じ身しんがどんな幸せを得られるというの。そのままずっと、未来のない帝国を守り続けて、いずれ共ともに滅びるだけなのでしょう。

　女の子の幸せに触ふれられず、人を愛し愛される喜よろこびも知らず。あなたは何も報むくわれないまま、いつか朽くち果はてた屍しかばねの上に打ち捨てられるだけなのに──」

　ルシーカはそこで言こと葉ばを切り──少女の向こう側、白い半月の浮かぶ夜空を仰あおぎ見る。

「私は、誰だれに命じられたわけでもない。自分自身の心が向かうまま、ただひとり慕したった人を、ありったけの力で支えてきた。……それが実らない想おもいだったとしても、明かせない気持ちを胸むねの内に抱かかえ続けたままでも、ルシーカという女は確かにそこにいた。

　その価か値ちだけは、誰にも否ひ定ていさせない。否定出来るわけがない。私が私として生まれてきた意味を──最さい期ごを迎える今、私自身が、その想いに見て取ることが出来るのだから」

　毅き然ぜんと口にしたその宣言が、ルシーカ・クルツクという女が外界に向かって投じた、生しよう涯がいで最後の一いつ石せきとなった。それより先──彼女の目はもう、現実の何も映すことはなかった。

「……あの人は、平気かしら……。私がいなくなっても……脆もろいくせに、自分に厳きびしい人だから……苦しい時や辛つらい時……ちゃんと仲なか間まを頼たよれるかしら……奥様に、甘あまえられるかしら……。

　ああ──それに、子供たちのことも……サリハも、スシュラも、トルルも……ひとりひとり、ぜんぜん違ちがう悩なやみを……抱かかえる子たち、だから……」

　声が掠かすれ、まぶたがゆっくりと落ちていく。その裏うら側がわに描えがかれる情じよう景けいの全すべてを、闇やみに沈んでいく意い識しきの中、女は大切にかき抱いだく。

「……ふふ……未み練れん、ね…………ひとりくらい……自分で、お腹なかを痛いためて……産んでいれば……たぶん………もっ…………と……────」

　その先に続く言こと葉ばは、彼女の口から、永えい遠えんに紡つむがれることがなかった。

「中ちゆう佐さッ──」

　とくん……と最後の一いつ拍ぱくを健けな気げに刻きざみ、それを最後に、女の心しん音おんが永遠に止まる。ひとつの命が告つげる別れの感かん触しよくを、突つき立てたサーベルの刀とう身しんを通して、ヤトリの右手ははっきりと受け取った。

「─────」

　剣けんを引き抜き。鞘さやに収めることも忘れたまま、炎えん髪ぱつの少女はその場に立ち尽つくす。

　弔とむらうことさえ出で来きはしない。それを彼女に許さないまま、ルシーカ・クルツクは己おのれの人生を完かん璧ぺきに遂とげて逝いった。その矜きよう持じをかけて和わ解かいを拒こばんだまま。ヤトリを否ひ定ていし、憎ぞう悪おし、侮ぶ蔑べつし──一方的に憐れん憫びんしたまま、反論すら許さず舞ぶ台たいを降りた。

　手を差し伸べられない亡なき骸がらの前で、ヤトリシノ・イグセムは途と方ほうに暮れている。何をすればいいのかも分からず、何をするべきだったのかも分からず。いつまでも、いつまでも、やり場のない気持ちを抱えたまま佇たたずんでいる──。
















　任にん務む達成の報ほう告こくを受けたイクタとハロとシャミーユ殿でん下かが辿たどり着いたそこは、鬱うつ蒼そうとした森の奥に横たわる、それ自体がひとつの亡なき骸がらのような集落だった。

　藁わら葺ぶき屋根の粗そ末まつな長屋が雑ざつ然ぜんと並んでいて、その間を、目に光のない住人たちが幽ゆう鬼きのように行き交っている。立って歩いているならまだいいほうで、しゃがみ込んだり寝そべったりしたまま、ひたすら虚こ空くうを眺ながめている人々もいた。彼らの大半は一ひと目め見てそれと分かる形の病変を抱えていて、その光景だけでも、ここがどんな場所なのかは察するに余あまりあった。

「やっと来たか。待まちくたびれたぞ、まったく」

　三人が部下たちと共ともに集落へ踏ふみ込むと、すぐに小太りの少年が迎えに出てきた。イクタたち同どう様よう、彼も口と鼻をマスクで覆おおっている。この場所の報告を受けた時点でイクタが着用を命じたものだが、最初から現場では言われるまでもなく付け始めたらしい。

「お久しぶりです、マシューさん！　ちゃんとマスクそれを付けてくれてて、わたしは一安心です！」

「また会えて嬉うれしいよ、我わが友マシュー。こっちはかなり大変だったそうだね」

「それについちゃ積もる話はあるけど、また後だ。まずは確かく認にんを急いでくれよ。住んでる人たちには悪いけど、あんまり長なが居いしたい場所じゃない」

　そう言って身みをひるがえすと、マシューはそのまま他の全員を先せん導どうして歩き出す。彼の背中に続きながら、イクタは必ひつ要よう事じ項こうの確認を済すませておく。

「僕たちがいちばん乗りってのは驚おどろいた。他の部ぶ隊たいはちょっかいをかけてこないの？」

「レミオン派はとは一応同どう盟めいを結んでるし、どっちもまだ本ほん隊たいが到着してないからな。ここは防ぼう衛えい戦せんに地形が向いてるから、無理やり奪うばい取るにしてもまとまった数の兵が必要なんだろ。……ま、ほんとはおれも、レミオン派と共きよう同どう占せん拠きよのつもりだったんだけどな。なぜかほっとかれてるんだよ。軽く探さぐりを入れたところじゃ、なんか後方との連絡がもたついてるらしくて」

「何か事じ件けんがあったのかも知れないな。余よはそちらも気になるが……」

　想そう像ぞうの羽はねを伸ばしかけて、姫ひめ君ぎみはかぶりを振る。今は目の前の発見に集中するべきだった。

　互たがいの状じよう況きよう報告を重ねつつ、行く先々で住人達に奇き異いの目で見られて、彼らは集落の奥へと進んでいく。まもなく、地面に半なかばまで埋うもれる形で作られた、ひときわ大きな建物の前に辿り着いた。その建て方に加えて、窓まどがひとつもないのが異様だった。

　周しゆう囲いにはすでに大勢の兵士たちが張っていて、その中から背の高い青年が走り出てくる。

「イッくん、着いたんだね！　ハロさんも姫ひめ殿でん下かも！」

　輝かがやくような笑え顔がおで、トルウェイは仲なか間またちひとりひとりと再さい会かいを祝いわっていく。その姿を見ているうちに、イクタはふと眉まゆ根ねを寄せて、自分の前に来た瞬しゆん間かんにでこぴんをかました。

「あたっ！　な、なに、イッくん？」

「……いや、自分でもよく分かんないんだけど。なんかこう、振ふる舞まいからイチイチ伝つたわる『一ひと皮かわ向けたでしょぼく』的なオーラに無む条じよう件けんでムカっときたというか……」

「何を意味不明なことを言っておるのだ、そなたは……。トルウェイはいつも通りであるぞ」

　呆あきれた顔でシャミーユ殿でん下かが言う。その隣となりで、ハロもくすくすと笑った。

「トルウェイさんに意味もなく厳きびしいイクタさんも含めて、やっぱりいつも通りですね！　わたしは安心しました！」

　彼女の能のう天てん気きなまでに元気な声が、空気を明るい方向に持っていく。ヤトリがいないことを、全員になるべく意い識しきさせまいとしているのだ。それに少なからず救われた気持ちになりながら、騎き士し団だんの面々は目の前の建物に視し線せんを戻す。

「……我わが友マシュー。この中に？」

「ああ、いる。かなり曰いわくつきの建物らしいから、換かん気きは風かぜ精せい霊れいを集めて念入りにしといた。場所を動かすことも考えたけど、向こうにその気がないみたいでさ。おれたちはまともに話もしてない。最さい高こう司し令れい官かんとしか話す気がないんじゃないか」

　その見解にうなずくと、イクタは他の面々にこの場で待まつよう言い含ふくめた。それから護ご衛えいの兵士四人と共ともに、窓まどのない建物にただひとつ作られた入口の扉とびらに向かう。……が、待たい機きを言い渡された四人の中から、シャミーユ殿下だけが平然とその背中に続いた。

「ちょっと、お姫ひめさん。あなたには待っててくださいと頼たのみましたが」

「断る。相手が相手だ。余よでもいないよりは良いであろう」

「お姫さんが頼たよりにならないとは誰だれも言っていませんよ。そうじゃなくて……ただ、今回の相手とは、少しばかり個こ人じん的てきないきさつがありまして」

「いきさつ、か。不ふ愉ゆ快かいな言い方になるが、その内容には想像が付く。……それと、個人的な事情でいうなら余のほうに分ぶがあるぞ。なにしろ、この中にいるのは──自分でも認みとめたくない事実ではあるものの──余の血けつ縁えん上じようの父親だ」

　筋すじの通った反論を並べられて、少年はそれ以上の説せつ得とくを諦あきらめる。本ほん音ねを言えば、たぶんこうなるだろうと最初から思っていた部分もあった。普ふ段だんから自分の力不足を嘆なげいているだけに、自分の役割だと決めた分野に関して、彼女はテコでも譲ゆずらない。

「……分かりました。じゃあ行きましょう、ほら」

　そう言って少年が差さし出だした右手に、シャミーユ殿下は少し怯ひるんだ後、おそるおそる左手を伸ばした。ふたまわり以上も大きな手のひらにぎゅっと包まれた瞬間、姫君の胸むねの奥にある何かが、痛いたみを伴ともなって高鳴った。

「中にいる間、決して離はなさないでください。それが連つれていく条じよう件けんです」

「……うむ、分かった」

　胸むねの内を悟さとらせないように、少女は平静を取り繕つくろってうなずいた。並んで立つふたりの目の前で、四人の兵士たちが両開きの扉とびらに手をかける。隙すき間まに砂すなを嚙かんだ開かい閉へい機き構こうが耳障ざわりな音を鳴り響ひびかせ、それに十秒ほども耐たえた末すえに、奈な落らくの入り口めいた暗くら闇やみが現れた。

「クス、周照灯ランタンを頼たのめるかな」「はい、イクタ」

　ポーチから出て左腕うでに抱かかえられたクスが、胴どう体たいの「光こう洞どう」から発する光で、ふたりの身の回りを照てらし出す。四人の兵士たちが先に入っていった後、少年もその中に踏ふみ込んだ。姫ひめ君ぎみもそれにならう。やや急な階段が下に続いていた。歩ほ幅はばの小さな連れがつまずかないよう、少年は一歩ずつ慎しん重ちように降おりていく。

「…………」「…………」

　十段も下らないうちに階段は終わって、ふたりは仄ほの明るい空間に出た。内部の広さは奥行きが十メートル強、横幅がその倍ほどで、頭上を見上げると意外なほどの高さがある。兵士たちが連れてきた光ひかり精せい霊れいが四体で内部を照らしており、他にも部へ屋やの端はしには数体の風精霊が残って換かん気きを続けていた。

「ああ──ようやく、来てくれましたか」

　湿しめった土の地面の行き着くところ。ふたりが降りてきた階段と面した一番奥で、その人物はあからさまに歓かん喜きをにじませて声を上げた。イクタとシャミーユ殿でん下かが同時にそちらを見る。

　粗そ末まつな寝しん台だいに横たえられた、五体ことごとく包ほう帯たいだらけの体。その外見は一見して死体と区別が付かないが、よくよく注意して見ると、白い布ぬのの隙間から浅い吐と息いきが漏もれているのが分かる。それが至し尊そんの冠かんむりを戴いただく人物だと言われても、事の経けい緯いを知らない者は誰だれも信じないだろう。

　その傍かたわらに、恭うやうやしく膝ひざを付いて侍はべる男がいる。帝てい国こく宰さい相しようの立場を示すカーキ色の一いつ張ちよう羅ら。その滑なめらかな質感が、暗闇の中で死し蠟ろうのように映えて見える。

「見ての通り、来てやったよ。あれだけ熱心に誘さそわれちゃ、無む視しするほうが億おつ劫くうでね」

　第一声で軽く受け答えながら、少年はふと考えてしまう。──玉ぎよく音おん放送で語られた皇こう帝ていの所しよ在ざい。額がく面めん通りに捉とらえれば、ここが「国こく史し九百年余よの威いに相応ふさわしき場所」ということになるのだろうか。

　不ふ愉ゆ快かい極きわまりないことに、イクタは似に合あいの皮ひ肉にくだと思ってしまった。治なおる見込みのない病人ばかりを集めて放り込んだ最さい果はての集落。先がないという一点において、ここは他のどの場所よりも徹てつ底ていしている。その在あり方は、根元から腐くさり倒たおれる瞬しゆん間かんを待まつばかりの永霊樹カトヴアンマニニクの姿を、彼に否いや応おうなく思い起こさせる──。

「……お前と会って話すのは、出で来きれば一生避さけて通りたかった」

「そのような！　あなたと言こと葉ばを交わす日を、こんなにも心待ちにしていましたのに！」

「知ってるよ、遊び足りないんだろう。いちばん興きようが乗ってた時に、親父が一抜けしちまったから」

　話すにつれて、少年は自分の中で感情が消えていくのを感じた。それはある種の防ぼう衛えい本ほん能のうだったろう。この狐とまともな神経で向き合っては壊される。その手の中で弄もてあそばれた者の末まつ路ろを、彼は知りすぎるほど知っている。

「……ソローク……」

　震ふるえる姫ひめ君ぎみの手をしっかりと握にぎり返して、イクタは前へ踏ふみ出した。陣じん取どったのは、狐きつねまで八歩の位置。互たがいの表情を見るにはじゅうぶんで、首を絞しめ合うには遠すぎる距きよ離り。

「最低を通り越こして卒そつ倒とうもんとはいえ、これも縁えにしだ。相手になってやるよ、トリスナイ。

　──さぁ、聞かせてみろ。この悪あく趣しゆ味みな喜き劇げきの中で、僕にはどう踊おどって欲ほしい？」

　その間合いから、彼は斬きりつけるように開戦の辞じを述のべた。それを聞き届とどけた狐は、千年越ごしの朗ろう報ほうでも祝しゆくすように、亀き裂れつのような笑えみを底そこなしに深めてみせた。





〈了〉












あとがき




　こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。シリーズ六巻にお付き合いいただき、ありがとうございます。

　今回は無む駄だ話ばなしを控ひかえて、さっそく大事な話に入りましょう。

　皆さんすでにお気付きかもしれませんが、このシリーズに関して、今巻から大きな変化がありました。そう、イラストレーターさんが変わったのです。五巻までお世話になったさんば挿そう先生に代わって、六巻以降は新たなるプロフェッショナルにして戦せん友ゆう・竜りゆう徹てつ先生にイラストを担たん当とうしていただくことになりました。

　従じゆう来らいのイメージを誠せい実じつに受け継つぎつつも、竜徹先生ならではの筆ひつ致ちで描えがかれる「アルデラミン」のキャラクターたち。フォーマルかつユニークにリニューアルされた世界観を、読者の皆様には大いに楽しんでいただければと思います。

　そして、前イラストレーターのさんば挿先生にも、この場を借りてお礼を申もうし上げます。シリーズ五冊を通して、たくさんの素す敵てきなイラストを描いていただき、本当にありがとうございました。どうかこの先も、物語の行く末を温あたたかく見守ってやってください。




　ここから先は、六巻の刊行に当たってお世話になった方々にご挨あい拶さつを。

　まずはもちろん、イラストレーターの竜徹先生。シリーズを引き継いでいただくに当たって、多くのメインキャラクターたちを丁てい寧ねいにデザインし直していただき、感かん謝しやの念に堪たえません。この先もどうかよろしくお願いいたします。一いつ緒しよに物語をどんどん盛り上げていきましょう！

　担当編へん集しゆうの黒くろ崎さきさん。私は、また……守れませんでした。不ふ甲が斐いない……。でも、次こそは必かならず守り抜きます。もう彼女を延ばすのは嫌いやです、限界ギリギリまで引っ張るのはもう……！

　最後は、この本を手に取ってくださった全すべての方々に、問もん答どう無む用ようで感謝を捧ささげます！


宇野朴人









　こんにちは、さんば挿そうです。

　一巻から『天てん鏡きようのアルデラミン』の装そう画がを担たん当とうしていましたが、このたび健けん康こう上じようの理由から降こう板ばんさせていただくことになりました。

　突とつ然ぜんのことで、読者の皆様を困こん惑わくさせてしまい、申もうし訳わけありません。

　一昨年おととしに健康をひどく損そこなってしまい、医者から一いち時じ療りよう養ようを勧められ、続ぞく投とうさせていただくべきか悩みましたが、自分自じ身しん、この作品にとても愛あい着ちやくがあり、編へん集しゆう部ぶ様さまも柔じゆう軟なんに対応してくださったおかげで、ここまで頑がん張ばることが出で来きました。

　シリーズも上手うまく軌き道どうに乗り始めて今後の期待が高まる中、今年に入り、思いのほか体調がすぐれない状じよう態たいが続いた為ため、作品の未来も考え、私の胸むねの内を編集部様にお伝えし、宇う野の先生や編集部と何度も相談させていただきました。結果「なにより身体からだを優ゆう先せんしてください」と温あたたかい言こと葉ばをいただき、離はなれるのは「ただ残念」の一言なのですが、今回の結論に至いたりました。

　今後は体調管理に努め、また皆様に元気な姿をお見せ出来ればと思っております。

　宇野朴ぼく人と先生、電でん撃げき文ぶん庫こ編集部の皆様、その他関係者の皆様、今まで本当にお世話になりました。そして、ご愛あい読どくいただいた読者の皆様、心から感かん謝しやしています。

　これからも『天鏡のアルデラミン』を、ぜひ楽しんでください。

　私も、六巻からの『天鏡のアルデラミン』を陰ながら応おう援えんしております！


２０１４年８月　さんば挿









　みなさま、初めまして。

　このたび、さんば挿さんから引き継つぎ、『天鏡のアルデラミン』の装画を担当することになりました竜りゆう徹てつです。

　多くの読者に愛されている作品ですので、シリーズ途と中ちゆうから参加させていただくのは大変なプレッシャーではありますが、五巻まで読んできた読者のみなさんが心に抱いているイクタやヤトリたちのイメージを大切にしつつも、自分なりの個性を盛り込めたら……と思っています。

　いままで以上に『天鏡のアルデラミン』を楽しんでいただけるよう、全力でがんばりますので、これからも温かく見守っていただければ幸さいわいです。


竜徹
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。











本書は書き下ろしです。
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